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序

　志賀公園遺跡は都心にほど近い住宅地の一角に位置します。かつては製鉄

業の中核地として一躍を担ったこの地に、集合住宅の建設計画が進められま

した。愛知県埋蔵文化財センターでは、これに先立ち、埋蔵文化財調査を実

施いたしました。

　発掘調査の結果、以下のように多大な成果をあげることができました。

　弥生時代では、隣接する西志賀遺跡と関連する居住域と墓域を確認しまし

た。古墳時代は、墓前祭祀遺物を大量に出土した「前方後円型」墳丘墓を確

認すると同時に操業間もないころの猿投窯で作られた須恵器群の出土をみま

した。古代は、県下では希少な木簡が出土し、さらに大量の須恵器と木製祭

祀具が出土したことから、かつて遺跡の周辺が官衙関連施設として栄えてい

たことがわかりました。これら多岐にわたる調査成果を本書に掲載すること

が、地域誌研究の一翼を担い、多くの方々に活用され、ひいては埋蔵文化財

保護に寄与することを願ってやみません。

　最後になりましたが、志賀公園遺跡の発掘調査を実施するにあたり、各方

面の方々にご配慮賜り、関係者および関係諸機関のご理解とご協力をいただ

きましたことに対して、厚く御礼申し上げる次第であります。

平成13年８月　　　　　　　　　　　

財団法人　愛知県教育サービスセンター

　　理事長　久留宮泰啓　　



例言

１．本書は愛知県名古屋市北区中丸町３丁目に所在する志賀公園遺跡（遺跡番号01-02015
        『愛知県遺跡分布図Ⅰ（尾張地区）1994』）の調査報告書である。
２．発掘調査はアーバニア志賀公園住宅建設に伴う事前調査として、都市基盤整備公団
（旧住宅都市整備公団）より愛知県教育委員会を通じて委託を受けた財団法人愛知県教
育サービスセンター愛知県埋蔵文化財センターが実施した。

３．調査期間は平成８（1996）年４月から平成11（1999）年３月の３年間で、調査面積は
計14,200㎡である。調査担当者と各調査区面積などは別表を参照。

４．調査にあたっては、埋蔵文化財運営協議会委員、埋蔵文化財専門委員ならびに次の各
関係機関のご指導とご協力を得た。（敬称略・順不同）
愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室・愛知県埋蔵文化財調査センター、
都市基盤整備公団中部支社、名古屋市教育委員会文化財保護室

５．調査および本書作成において、次の方々、関係機関のご教示、ご協力賜った。
（敬称略・順不同）
木村有作 立松 彰 服部哲也 金　昌鎬 城ヶ谷和広 水野裕之
渡辺博人 村木 誠 加納俊介 西宮秀紀 和田 萃 玉井 力
清田善樹 古尾谷知浩 和氣清章 植野浩三 渡辺晃宏 柴垣勇夫
麻生 優 岩野見司 北條献示 森　泰道 牛島 茂 中村一郎
早川万年 梶山 勝 鶴間正昭 後藤健一 石川日出志 尾野善裕
名古屋市見晴台考古資料館 （財）岐阜県文化財保護センター
金城文化財保護委員会 名古屋市博物館 名古屋市立金城小学校
独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所

６．遺物整理および本書の作成に関わる作業において、次の方々の助力を得た。
中村たかみ 加藤豊子 本多恵子 山田友美子 服部里美 斎藤佳美 林真弓
後藤恵里 牧ゆかり 服部恵子 田中和子 宇佐美美幸 伊藤典子
前田弘子 服部久美子 飯田祐子 山口典子 尾崎和美 阿部佐保子
なお、出土遺物の写真撮影を深川進氏、木簡の撮影を中村一郎氏の手を煩わした。
また、木簡の赤外線写真データは独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所のご協
力を得た。

７．本書の執筆は、目次に示した。とくに明記していない場合は、永井宏幸が執筆した。
なお、愛知県立明和高等学校森勇一氏（第４部６節）、名古屋大学古尾谷知浩氏（第５
部３の一部）、愛知学泉大学矢部隆氏（第５部４の一部）より玉稿を賜った。

８．発掘調査および本書で使用した方位は、国土座標第Ⅶ系、基準高は東京湾平均海面
（T.P.）に基づく。

９．図版に掲載した遺物実測図および拓本の縮率は、原則として1/4・1/3を基本に、それ
以外のものは、その都度明記した。層序の記載は小山正忠・竹原秀雄編著1994『新版
標準土色帖1994年度』（日本色研事業株式会社）を参考とした。

10．遺構番号は原則として発掘調査時に用いた番号を用いた。したがって、土坑（SK）・
井戸（SE）などの記号にも厳密な統一性はない。

11．発掘調査の記録（実測図・写真など）は愛知県埋蔵文化財センターで保管し、出土遺
物は、愛知県埋蔵文化財調査センターで保管している。

12．本書の編集は永井宏幸が担当した。
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第１部 遺跡の調査



発掘調査に携わった方々
96年度調査

安藤慶子 石塚圭子 伊藤栄 伊藤満子 伊藤羊子 上村栄 内田寿子 江川新

加藤美佐子 北島万紀 近藤輝子 笹野千代子 滝川かすみ 内藤春枝 長井ちゑ 仲川信子

中沢節子 中田眞澄 中野絹枝 野崎マサ子 野田郁子 野田香代 浜口万里 濱嶋英津子

早瀬賢 東野朗子 東野由貴子 廣垣澄枝 堀田金明 堀場美子 水谷淑子 森田明子

吉川光子 米丸清子

97年度調査

安藤慶子 石塚圭子 伊藤和子 伊藤栄 伊藤満子 伊奈道江 上村栄 内田寿子

江川新 大野憲一 岡地田津 小川けいこ 加藤美佐子 蟹井順子 河合幸子 北島万紀

木村水帆子 黒川雄三 近藤輝子 笹野千代子 沢田洋子 関美由樹 滝川かすみ 内藤春枝

長井ちゑ 仲川信子 中沢節子 中田眞澄 中野絹枝 野田郁子 野田香代 旗美保子

浜口万里 濱嶋英津子 東野朗子 東野由貴子 久田陽子 平山美紀 堀場美子 水谷節子

水谷淑子 水野友紀子 森田明子 山田竜也 吉井みつ子 吉川光子 米丸清子

98年度調査

赤井賢代 安藤慶子 池田アヤコ 池田勲 池山照子 石塚圭子 板倉寛子 伊藤和子

伊藤栄 伊藤泰子 伊奈道江 上村栄 内田寿子 遠藤啓輔 大野憲一 大野仁

大橋和可 岡地田津 小川けいこ 蟹井順子 川村恵 北島万紀 木村水帆子 小島孝康

小島匡夫 後藤美和 近藤輝子 斎藤めぐみ 笹野千代子 佐藤真弓 沢田洋子 滝川かすみ

富樫卓子 内藤春枝 長井ちゑ 仲川信子 中沢節子 中田眞澄 中野絹枝 野田郁子

野田香代 浜口万里 濱嶋英津子 東野由貴子 久田陽子 平沢実チ 平山美紀 古橋真希子

堀江佳代 堀場美子 松田尚 松田真弓 水谷節子 水野智佳子 壬生美幸 宮崎裕美子

森田明子 山田竜也 吉井みつ子 吉川光子 吉田まゆみ 米丸清子 渡辺満
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第１章 調査の経緯

志賀公園遺跡（県遺跡番号01-02015）は、北緯35度12分05秒、東経136度54分30秒、

標高５～６ｍ（現況）、愛知県名古屋市北区中丸町・平手町にかけて所在する遺跡である。

遺跡周辺の現状は、昭和30年代以降宅地化が進み、住宅が立ち並ぶ。北１㎞に庄内川と

矢田川の合流地点、南２㎞に名古屋城と官公庁街、東400ｍに名古屋高速１号楠線、西１

㎞に地下鉄鶴舞線が走る庄内通に囲まれる。唯一、昭和初期に都市公園化された、志賀公

園が緑豊かな空間として地域住民の憩いの場として親しまれている。この志賀公園は昭和

５年の区画整理事業が進められていた時点に、行基焼（山茶椀）祝部土器（須恵器）など

の遺物が確認された（愛知県1931）。

志賀公園遺跡は、昭和初期段階にすでに遺跡として認識されており、都市部の遺跡とし

ては珍しく破壊されずに残る遺跡である。今回の調査地点に南接する志賀公園内では、名

古屋市教育委員会により２回の発掘調査（1993・1994年）と立会調査（1976年）が行わ

れている（名古屋市教委1991･1994･1995）。詳細は後述するが、要点をまとめると、公園

内の調査では、弥生時代後期から古墳時代、古代から中世の遺物が確認され、時期不明の

溝や柱穴が検出されている。

今回の調査は工場跡地（神戸製鋼所）に計画された集合住宅建設に先立ち、周知の遺跡

である志賀公園遺跡に北接する地点に当たるため、1995年、遺跡の確認調査が名古屋市

教育委員会ならびに愛知県教育委員会により実施された。確認調査によって、公園内の遺

跡が北側にも続くことが判明し、発掘調査を実施することが都市基盤整備公団（旧住宅都

市整備公団）と愛知県教育委員会・愛知県埋蔵文化財調査センターとの協議により決定し

た。

翌1996年から４カ年の計画で発掘調査の計画が進められたが、1998年度をもって発掘調

査は終了した。残りの調査対象地については、2000年度に一部発掘調査を行った。したがっ

て、本書で取り扱う調査は、1996～ 1998年度にかけて実施した３カ年、計14,200㎡であ

る。調査は建物建設予定地の範囲に限って行い、その他は発掘調査せず保存することとし

た。そのため、調査区がいくつかに分かれたため、Ａ～Ｋ区の都合11調査区を設定し、順

次行った。

調査が終了した時点から引き続き住宅建設が着工し、1997年度には一部入居申込が開始

された。アーバニア志賀公園として生まれ変わった調査地点は、南接する志賀公園、独立

行政法人産業技術総合研究所中部センター平手サイト（旧通産省工業技術院名古屋工業試

験所）と一体化した住宅市街地総合整備事業として進められ、人と自然にやさしい居住環

境を目指し、新世紀を歩みだしている。

遺跡の位置

小栗鐵次郎1931「名古屋市北部沖積層に於ける遺物包含地」『愛知県史蹟名勝天然紀念物調査報告第九史蹟其七』p75-80愛知県

名古屋市教育委員会編1991『名古屋の史跡と文化財（改訂版）』p105名古屋市教育委員会

木村光一編1994『志賀公園遺跡発掘調査の概要』名古屋市教育委員会

山田鉱一編1995『志賀公園遺跡第２次発掘調査概要報告書』名古屋市教育委員会

志賀公園遺跡の発見

名古屋市教委による

発掘調査

発掘調査にいたる

経緯
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第２章 調査の概要と立地

１．調査の概要
発掘調査は、1996年度から1998年度の３年間にわたる継続調査となり、遺跡範囲確認

調査を含めると合計14,200㎡に及ぶ。調査はアーバニア志賀公園の敷地（約40,000㎡）の

内、建物建設予定地に限り行った。したがって、調査区は11調査区にまたがりＡ～Ｋ区

と称して順次調査を進めた。

敷地面積は約40,000㎡であるが、その約35%の14,200㎡が調査対象面積となったため、

遺構の面的な把握に苦慮した。さらに、沖積地特有の流路の目まぐるしい変化に、10ｍ

しか離れていない隣接する調査区の層序が異なること、さらには同一調査区内においても

層序が安定しないなど、面的な把握にさらなる試練を与えた。とは言うものの、調査を進

めて行く段階に、目安となる面の把握はできた。近世（第１面）、古代から中世・戦国（第

２面）、古墳時代中・後期（第３面）、弥生時代中・後期（第４面）、都合４面を確認した。

詳細は次章で触れることとし、ここでは調査区毎の遺構面を順次紹介する。

96A区 第１面は近世の溝を２条確認する。おそらく南の西志賀村、北の光音寺村の

村境と考えられる。明治17年の地籍図を重ねるとほぼ２条の溝の位置と照合する。

第２面は戦国の溝、土坑、井戸を確認。南接する志賀公園側に中心が想定される居館の

北端と考えられる。ほかに、中世（13世紀）と古代（８世紀前後）の２時期にピークを

もつ自然流路（SD06）を確認。

96B区 第１面は東西に貫く２条の溝、第２面は2000年度調査区に続く自然流路を確

認。この流路は、木簡の出土した98K区NR07に関連すると考えられる。

96C区 第１面は南北溝が２条とその西に方形土坑が展開する水田？、第２面より下

位にはほとんど遺構が展開せず、後背湿地化していたと考えられる。

96D区 第１面は南北および東西に２条一対の溝がそれぞれ調査区東寄りと南寄りに

みられ、中央からやや西寄りにかけて方形土坑が点在する。調査区北側には中世の掘立柱

建物と基底部に曲物を持つ井戸が２基ある。

第２面は５～10㎝の間層を挟んで２面（上面：Ａ層，下面：Ｂ層）確認できた。Ａ層

とＢ層の遺構配置の差異は竪穴住居の有無と掘立柱建物の棟数にある。Ａ層は竪穴住居が

確認でき、Ｂ層は総柱を含め３棟ある。98K区のNR07に投棄された祭祀遺物群が北側、

すなわち96D区寄りであることから、祭祀にまつわる建物群の可能性が高い。さらに、第

２面のＡ・Ｂ層の層位的見知は、NR07の層位に呼応させると、木簡出土の黒色土層とＡ

層、その下の下層黒色土とＢ層が想定できる。

第３面は古墳時代の流路を確認。流路が北東に向け蛇行する左岸で焼土に覆われた土器

群SU01が出土した。この調査区の第３面がその後の古墳時代と弥生時代の遺構面を認識

する起点となった。

97E区 第２面は戦国の溝が調査区西端に、調査区全体に中世の方形土坑が数基確認

できたほか、すべて古代の遺構であった。戦国の溝に併行して見つかったSD50は大量の

土器が出土し、その東に隣接して竪穴住居、大型建物が並ぶ。
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この古代の遺構群については、1997年７月５日、現地説明会を開催したところ、290名

の参加があった。

第３面は古墳時代の円墳が確認できた。おそらく墳丘を有するいわゆる「高塚」古墳で

はなく、周溝の掘削時に伴う土を利用して墳丘を構築する「低墳丘墓」と考えられる。

第４面は調査区西寄りに方形周溝墓群、調査区中央に竪穴住居と掘立柱建物群が確認で

きた。方形周溝墓群はSZ04･05を中心に配置されている。竪穴住居と掘立柱建物が１対と

なり、２単位確認できた。また、竪穴住居SB12は「松菊里型住居」で、住居形態として

注目できる。

97F区 第２面は戦国の溝と土坑が調査区西寄りに、中央から東にかけて古代の流路

と中世のの溝と大型土坑が確認できた。古代の流路は４回流路の変更が確認できた。その

うち、SD98B･Cから比較的まとまった土器群のなかに、墨書土器が20点近く出土した。

第３～４面は層位に高低差がなく、同一面での検出となった。古墳時代のSK216は木

製品貯蔵施設の可能性があり、注目される。

97G区 流路が５本確認できた。中世のNR03、古代のNR04～ 06である。南側に位

置する97F区と関連が強く、流路が97F区から97G区にかけて蛇行していたことがわかった。

98H区 第２面は古代の竪穴住居と掘立柱建物が確認でき、調査区北東から緩やかに

地形が落ち込んでいくことがわかり、古代の微高地の縁辺が確認できた。

第３から４面は遺構がまばらに展開し、古代同様に微高地の縁辺部と考えられる。

98I区 第２面は中世の土坑・井戸と古代の水田？が展開する。

第３面は古墳時代中期の前方後円型墳丘墓（SZ09）がもっとも注目できる。周濠が２

周し、その間を周堤がめぐる。墳丘はほとんどなく、墳袖に若干の盛土を確認できる。墳

長は推定で約50ｍ、全容がほぼ明らかな前方部で長さ20ｍ、幅20ｍを測る大型墳丘墓

である。墳丘墓の墓前祭祀に伴う土器集積が５ヶ所で確認でき、古墳時代中期から後期に

かけての土器編年に新たな基準資料をもたらした。そのなかでも、猿投窯の初期段階に相

当する須恵器群は当該期の資料群としてもっとも充実しており、今後の須恵器研究におお

いに貢献できる。

1998年７月11日には現地説明会を開催し、500名の参加があり、墓か祭祀場かと議論

が湧き出るほど盛況であった。

第４面は弥生時代中期の方形周溝墓群を確認した。方形周溝墓は概ね大型・中型・小型

の３種に分類でき、大型・中型の合間を小型が埋める構成であった。

98J区 98I区の南側に位置し、基本的には98I区と同様の遺構が展開する。

第３面はSZ09の周濠が続き、これに接する溝群は方形墳丘墓の溝と考えられ、大きく

墓域が展開していたと想定できる。第４面は中・小型の方形周溝墓群に東西を挟まれ、中

央部分に竪穴住居と掘立柱建物の居住域が展開する。

98K区 木簡の出土した流路（NR07）の調査区である。流路の上位には中世の遺構群

が展開し、なかでもイシガメが30体以上出土した井戸（SE05）は特筆される。

木簡の出土したNR07は層位的に安定した堆積構造がみられ、木簡出土の黒色土層とそ

の下位の下層黒色土は遺物量も豊富で、流路としては珍しくまとまった一括資料として扱

える。
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西志賀遺跡�

志賀公園遺跡�

1

2

3

4

5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

坂井戸城�

名塚砦�

押切城�

田端城�

２．立地
志賀公園遺跡は矢田川と庄内川の合流地点から南へ約１㎞の沖積地に立地する。標高は

現況５～６ｍ。調査の結果、古代が約4.5ｍ、古墳時代中期が2.6～ 3ｍ、弥生時代中期

が2～2.5ｍの微高地上に立地することがわかった。

周囲１㎞の遺跡としては、南西に隣接する弥生時代を中心とした西志賀遺跡、古墳時代

の円窓付須恵器が出土した綿神社遺跡、高速１号楠線（国道41号）を挟んで東の黒川遺

図１　志賀公園遺跡位置図

1　月縄手遺跡

2　貴生町遺跡

3　上小田井遺跡

4　中小田井遺跡

5　稲生遺跡

6　堀越町遺跡

7　児玉町遺跡

8　紙漉町遺跡

9　名古屋城跡

10　名古屋城三の丸遺跡

11　黒川遺跡

12　綿神社遺跡

13　七夕町遺跡

14　西二葉町遺跡
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15

17

18
19

20

22

23

24

25

27

28

16

21

26

a

bc

d

e
f

g

勝川遺跡�

味美古墳群�

跡、城見通を挟んで南側に田端城跡（現金城小学校）がある。

周辺の弥生遺跡は、庄内川の対岸に月縄手遺跡（前期）、勝川遺跡（中期）、名古屋城の

ある台地縁辺に名古屋城三の丸遺跡（中期）、片山神社遺跡（前期）がある。

古墳は、名古屋城三の丸遺跡で数基確認されており古墳群が想定できる。庄内川の対岸

には、味鋺古墳群、味美古墳群、勝川古墳群などがある。

古代は、名古屋城三の丸遺跡、勝川遺跡（勝川廃寺）があげられる。

※　国土地理院　1:25,000（名古屋北部）平成12年 1月 14日発行

15　斉宮司遺跡

16　味鋺Ｄ遺跡

17　味鋺Ｃ遺跡

18　天道遺跡

19　南堂の前遺跡

20　勝川遺跡

21　下飯田Ａ遺跡

22　下飯田Ｂ遺跡　

23　若葉通遺跡

24　芦辺町遺跡

25　大曽根八幡遺跡

26　片山神社遺跡

27　長久寺遺跡

28　東二葉町遺跡

古墳　（）内は墳長を示す

a　味美二子山古墳（95ｍ）

b　味美白山神社古墳（86ｍ）

c　御旅所古墳（35ｍ）

d　春日山古墳（74ｍ）

e　白山藪古墳（45ｍ？）

f　味鋺大塚古墳（80ｍ？）

g　味鋺長塚古墳（？）
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5m

4.5m

4m

3.5m

3m

2.5m

2m

5.5m

整地土�

近世耕作土�

古代検出面�

洪水砂�

腐植土�

古墳時代検出面�

弥生時代検出面�

旧耕作土�

�

第３章　基本層序

調査の概要で示したように、目安となる層が４つある。以下にこれらを基軸に基本層序

を提示する。

１．表土層
工場解体後の整地層。工場の建材など堆積する。耐火煉瓦※が含まれており、工場跡地

の記録として幾つか採集した。

２．整地層
工場の造成に伴う基盤整備に使用したと考えられる客土で、20㎝前後の堆積が認めら

れた。土質は2.5Y黄色中粒砂で、良質な川砂と考えられる。この整地層から通い徳利が

採集できる。いくつか取り上げたところ、近世末から近代に比定できる徳利※※であった。

徳利に記載された地名には「江川町」「江川端町」「清水町」など現在の名古屋市西区・北

区の地名がみられる。短絡的な解釈が許されるならば、矢田川の河川改修に伴う堤防土を

工場の整地層として使用し、その中に通い徳利が混入していたと考えられる。

３．旧耕作土層
工場用地造成直前の水田および畑地の層。

４．近世の基盤層
近世の村境溝や水田などを検出した層。2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト。旧耕作土の

沈鉄層（水田の床土）を除去するとみられる。

５．古代の基盤層
近世以降の耕作などによって中世から戦国の包含層はほとんど皆無に等しい。したがっ

て、古代の基盤層に到達する遺構は中世から戦国の遺構として認識できる。古代の基盤層

の直上、古代の包含層（5Y6/1灰色粘質土）は厚いところで10㎝前後確認できるが、中

世から戦国の包含層と同様に、近世以降の耕作によって削平されることが多い。古代の遺

構を検出した層は2.5Y6/1黄灰粘質シルト。96Dではこの層を除去した下位の5Y6/1砂質

シルト層で遺構面を確認した。

６．古墳時代の基盤層
古墳時代の遺構検出面は面的に確認することが困難であった。検出面の上位には植物質

の腐植土層（2.5Y5/1黄灰色）が30㎝前後堆積しており、遺構検出面とした2.5Y4/1黄灰

色粘質土との判別が非常に困難であった。幸いにも98I･Jでは墳丘の盛土や遺物の有無か

ら認定することができた。ところで、植物質の腐植土層より上位には古代から古墳時代後

期の間に70㎝以上の堆積がみられる。2.5Y5/3黄褐色細粒砂層が厚く堆積する。洪水性の

堆積と考えられる。

７．弥生時代の基盤層
弥生時代の遺構検出面は比較的容易に確認できる。10YR5/1～10Y4/1褐灰～灰色粘土

が明確に現れる。古墳時代と弥生時代に間層（5Y4/1灰色シルト質粘土）が入る箇所もあ

るが、ほとんどの場合直下に堆積する。

※写真図版扉写真参照

※※図版238参照

図２　98I柱状模式図



第２部 遺構
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第１章 弥生時代

１．弥生時代の概要
弥生時代の遺構は、南東から北西に延びる微高地上に集中する。この微高地は北西に続

く可能性はある。南東は志賀公園の敷地内の調査成果（名古屋市教委1995）により、自然

流路が確認されている。したがって、南東の端は確定でき、北東は不明である。一方、微

高地の幅、すなわち短幅は今回の調査成果により、遺構の有無と弥生時代基盤層（遺構検

出面）の高低差から推定できる。

弥生時代の遺構は、墓域と居住域が明確に区分される97E区を南端に、居住域と墓域が

時期差はあるものの混在する98J区、さらに北西に位置する98I区では墓域のみが展開す

る。

これら遺構群の時期は、尾張第Ⅱ－２様式（弥生中期前葉）から第Ⅲ－１様式（弥生中

期中葉）にほぼ限定でき、南西に隣接する西志賀遺跡が弥生時代を通じて継続するのと対

照的となる。ただし、墓域に関しては、尾張第Ⅳ様式（弥生中期後葉）以降も存在し、墓

域として断続的ではあるが継続することが明らかになっている。

（１）97Ｅ区

居住域と墓域が明確に分かれる。居住域は調査区東側に展開し、7ｍ程の間隔をおいて

調査区西側に墓域が展開する。

居住域は竪穴住居を２軒、掘立柱建物を３棟検出した。竪穴住居はいずれも円形プラン

となり、尾張平野の同時期の住居形態としては類例が少ない。SB12は、いわゆる「松菊里

型住居」とよばれる住居形態であり、伊勢湾周辺の中期前葉（尾張第Ⅱ－３様式併行）に

散見する。

墓域はすべて方形周溝墓からなり、SZ05とSZ03を中心に展開する。SZ05は溝を共有あ

るいは再掘削してSZ04上に再構築する。これらSZ04・05に接してSZ03、これらを取り囲

むように3～4ｍの比較的小規模な方形周溝墓が配置される。時期も尾張第Ⅱ－２様式か

ら第Ⅱ－３様式にほぼ限定される。その後、SZ04・05上にSZ02（中期後葉・後期後葉）と

SZ01（古墳時代）が構築される。

（２）98Ｉ区

概ね墓域が展開する。方形周溝墓は、大型（10ｍ前後）、中型（5ｍ前後）、小型（3ｍ前

後）に分類でき、大型を中心にその隙間を埋めるように中型・小型が配されている。

調査区の南東に4×9.5ｍを測る独立棟持柱を持つ大型建物がある。切り合い関係から方

形周溝墓群より新しい遺構で、尾張第Ⅲ様式以降と考えられる。全体の遺構配置から関連

性を見出せないため、遺構の性格付けが難しい。

（３）98Ｊ区

居住域と墓域が明確に分かれない。傾向として、調査区中央部分からやや東寄りにかけ

て竪穴住居と掘立柱建物が展開し、その東西に方形周溝墓が展開する。

東の墓域は居住域と重なりながら、4ｍ前後の比較的小規模な四隅切れの方形周溝墓が

松菊里型住居
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微高地�

微高地に主軸を合わせて展開する。さらに方形周溝墓の区画外に長方形の土坑が点在し、

これらは土壙墓の可能性がある。西の墓域は一辺が10ｍ以上の全周しないタイプの方形周

溝墓が2基みられる。

中央部分の居住域は隅丸方形の竪穴住居と掘立柱建物が一対に配されている。

図３　弥生時代遺構全体図（1:1,500）
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２．97Ｅ区の遺構
（１）建物

ＳＢ12 SB12は円形の平面形態、中央に長楕円の土坑とこれに隣接する小ピットを双

方にもつ、「松菊里型住居」の特徴が随所に確認できる住居である。もう一つの特徴として

は、炭化材や焼土に覆われた焼失住居である点をあげられる。

（ａ）検出状況

遺構検出の段階で、円形のプランが確認できた。プランの内部には多量の炭化物・炭化

材と粘土塊、そして焼土が広がっていた。検出の段階で遺物包含層（10㎝前後）から数片

の弥生土器を確認して、弥生時代中期前葉の遺構と認識した。以上２点から弥生時代中期

前葉の焼失住居と判断した。

（ｂ）焼土・炭化材などの出土状況

遺構検出後、遺構掘削を進めていく過程で、焼土あるいは炭化物が混在する粘土塊の広

がりを把握することができた。プランの中央部分から西側にかけて集中する。粘土は比較

的緻密で砂粒子を含まないことから、金属器製作に関わる鋳型片を想定した。ところが、

鋳型とは違い凹凸が顕著、形が不定形、スサが混入することを確認し、壁材あるいは屋根

に葺いた粘土が崩落したものであると判断した。

炭化材については、比較的形状を保った状態で出土している。出土状況は、中央部分に

向かって径10㎝前後の木材が10本以上確認できた。おそらく屋根を支える垂木と考えら

れる。樹種※は、マメ科・エゴノキ科・モクセイ科がある。

このほか、炭化した編物が数ヶ所にわたりほぼ床面直上で確認できた。樹種は草本性の

イネ科。茎を編んだ筵と考えられる。

（ｃ）形態・規模

住居形態は径5.6ｍの円形竪穴で、掘り形は浅く、検出面から約10㎝。主柱穴は４本あ

り、柱根とその下に礎板が確認できた。そのうち、残りの良いP311は径17.8㎝を測る柱根

であった。材はイヌガヤ。礎板を持つ類例はこの地方では希少であり、管見によると朝日

遺跡に中期後葉の建物で１例あるのみ。

（ｄ）中央土坑（ＳＫ171）

松菊里型住居の特徴をもっとも表す内部施設。土坑は長軸92㎝、短軸52㎝、深さ16㎝

の長楕円形。長軸方向の端には径20㎝のピットがあり、P312は若干離れ、P323は土坑を

切り込んでいる。なお、P312は柱根がみられた。

中央土坑の周辺には径10㎝前後のピットが約10ヶ所確認された。これらは中央土坑を囲

むように存在し、P312や P323と同様に住居の中心に向かってやや斜めになっている。

（ｅ）遺物出土状況

土器については住居の南東壁際の条痕紋系壺（40）、中央土坑の底に張り付くように条痕

紋系壺（43）など、条痕紋系壺のみ出土している。石器は下呂石製の石鏃が４点。その他、

ほとんど欠けていない転礫１点と剥片約100点の下呂石、黒曜石の剥片10数点がある。時

期は尾張第Ⅱ－３様式。

図版39上段

写真図版１下段中

※炭化材の樹種同定

の結果は第４部第５

章に掲載したので参

照されたい。

写真図版１下段右

写真図版１中段

図版38・39

図版39下段
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ＳＢ13

SB15と SB16の間に位置する。

径約４ｍを測る円形の竪穴住居。掘り方はSB12同様に約10㎝と浅い。東側に長方形の

土坑SK152が切り込んでいる。住居内には南東寄りあるいは南西寄りに径20㎝前後の浅い

ピット群がみられるが、これらを除いたP257・P260・P268・P280は25～50㎝と深さにば

らつきはあるものの、位置関係から主柱穴と判断した。

出土遺物は土器片が数点出土しているが、時期決定には至らない。ただし、SB13を切っ

ているSK152から尾張第Ⅱ－３様式の土器群が見られることから、これと同時期かあるい

は古い時期が与えられる。

ＳＢ14・15

SB12と SB13の間に位置する。

SB14・15は切り合い関係がある。しかし、柱穴の切り合い関係は確認できなかった。し

たがって、新旧は確定できない。

SB14は3.5×5.6ｍを測る、２×４間の掘立柱建物、SB15は3.4×6.6ｍを測る、２×５

間の掘立柱建物。いずれの柱穴も径20㎝前後、深さ20～30㎝の規模で、柱根は確認でき

なかった。

出土遺物はなかったが、竪穴住居など周辺の遺構から尾張第Ⅱ－３様式が想定できる。

ＳＢ16

SB13東に位置する。

SB16は1.2×3.0ｍを測る、１×２間の掘立柱建物。柱穴は径10㎝前後、深さは４隅が

20～ 40㎝、梁間の柱穴のみ10㎝。

出土遺物はなかったが、竪穴住居など周辺の遺構から尾張第Ⅱ－３様式が想定できる。

その他の遺構

墓域の東端にピット列（P328～332）が、ほぼ方形周溝墓の軸線と併行して並ぶ。柵列

か掘立柱建物が候補にあげられる。同様のピット列（P253～255・440）がSB13の北側に

並ぶ。

SD72はSZ08（SD73）とSZ03（SD71）に隣接する6.9×1.5ｍの長方形の土坑。深さが

５㎝前後で、隣接する方形周溝墓の周溝として理解するには、深さと位置関係から困難で

ある。特徴としては、径10㎝のピットが２列に並ぶ。土器片が数点しか出土するのみで廃

棄土坑とは考えられない、性格を見出せない遺構のひとつである。

（２）方形周溝墓

方形周溝墓は調査区西側25ｍ程の範囲に集中する。SZ04を基軸に配置されている。５

ｍ前後が３基、２ｍ前後が周辺に３基見られる。これらの時期は出土遺物から尾張第Ⅱ－

２様式～第Ⅱ－３様式（中期前葉）におさまる。その後、SZ04・05に重複してSZ02が構

築される。出土遺物から尾張第Ⅳ様式（中期後葉）と尾張第Ⅵ様式（後期前半）の２時期

が考えられる。

個別の遺構を詳説する前に、方形周溝墓の切り合い関係を提示しておく。なかでもSZ02

～05はそれぞれの周溝が複雑に切り合うため、溝群を縦断する断面図から新旧を提示する。

図版40

図版15

図版15

図版16
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SD90

SZ02

SZ03

SZ04

SZ05

SK170

SD79

SD83
SD80

SD81

SD71

SD84

SD80
SK169SD83

SD82

SD81

N

（SZ04・SZ05）�（SZ03）�

（SZ03）�

図４　97E方形周溝墓の変遷図（1：200）

図版41～44SD90（SZ02周溝）はSZ01の周溝に切られる。

SD84（SZ03北西溝）はSD90（SZ02周溝）に切られる。

SD80（SZ04・05北東溝）はSZ01周溝に切られる。

SD82（SZ04南西溝）はSD79（SZ05南西溝）に切られる。

SD83（SZ04北西溝）はSD90（SZ02周溝）に切られる。

SD79（SZ05南西溝）はSD90（SZ02周溝）に切られる。

以上、断面図に示した切り合い関係を列挙した。ただし、SD84（SZ03北西溝）とSD81

（SZ04･05南東溝）の切り合い関係はSD90とSZ01周溝が重なり、新旧関係を明らかにする

ことはできなかった。さらに、SZ04とSZ05は南西溝以外は共有する。そこで、これらの

切り合い関係よりSZ01からSZ05の構築順序は以下のように考えられる。

SZ04→ SZ05→ SZ02→ SZ01

SZ03→ SZ02→ SZ01

SD84（SZ03北西溝）とSD81（SZ04･05南東溝）の切り合い関係が不明であることから、

SZ03・SZ04・SZ05の構築順序は確定できない。したがって、SZ04とSZ05の新旧は確定し

ているので、（１）SZ03→SZ04→SZ05、（２）SZ04→SZ03→SZ05、（３）SZ04→SZ05

→ SZ03、以上３つの関係が想定できる。

※　矢印横の遺構番号は、切り合い関係が不明なため、想定できる新旧関係を当てはめた。
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図版43

図版44

図版45

図版46

ＳＺ02 上位でSZ01の周溝が部分的に重なり、SZ03～ 05の周溝に下位で切り込む

SD90が全周する、9×6.5ｍの方形周溝墓。SD90の規模は、幅2.1ｍから3.1ｍ、深さ34

㎝を測り、断面形態が逆台形で長方形にめぐる。

遺物の出土は２ヶ所に集中する。１つは、尾張第Ⅳ様式（中期後葉）で、もう一つは尾

張第Ⅵ様式（後期前葉）である。再掘削の痕跡は調査所見から得られなかったが、これら

２ヶ所の土器群には明らかに断絶がある。土層からは、ａ－ａ’の１層は極細粒砂である

のに対して、ｂ－ｂ’の４層はシルト層と土質が異なる。したがってSZ02の時期は、堆積

する土質と土器群の時期の断絶から、２時期にわたることが推定できる。

ＳＺ03 SZ04・05が共有する溝SD81と重なり、その上位をSD90（SZ02）が切り込み、

SD81との切り合い関係が確定できないSD84とSD71からなる。調査区内には２辺のみで

あるが、おそらく4隅の切れる1辺6ｍ四方の方形周溝墓であろう。SD84の規模は、長軸

5.1×短軸1ｍ、深さ40㎝を測り、断面形態は逆台形。SD71の規模は、長軸4（推定）×

短軸1.2ｍ、深さ40㎝を測り、断面形態は逆台形。SZ03の時期は、SD71から出土した土

器から尾張第Ⅱ－２様式（中期前葉）と考えられる。

ＳＺ04 上位でSZ02の周溝（SD90）とSZ05の周溝（SD79）がSD82に一部切り込む。

周溝は北東側のSD80、南東側のSD81、南西側のSD82、北西側のSD83の４隅が切れるタ

イプ。周溝の断面形はいずれも緩やかに立ち上がる逆台形。SK170に切り込まれたSK169

はSZ04の主体部と考えられる。規模は長軸1.8×短軸1ｍ、深さ13㎝を測る隅丸方形。調

査所見から土層に木棺の痕跡は見られなかった。

ＳＺ05 北東側のSD80、北西側のSD83と南東側のSD81はSZ04と溝を共有し南西側

のSD79をSD82の上位に再掘削する、４隅が切れるタイプ。SD79は下位にしっかりとし

た掘り込みが確認できる。ただし、上位は緩やかに立ち上がる他の溝と同様に幅広となる。

SK170はSZ05の主体部と考えられる。規模は長軸2.2×短軸0.95ｍ、深さ25㎝を測る隅

丸方形。SK169との相違は組合せ式箱形木棺の痕跡が土層から観察できる点にある。SK170

とSD81から出土した条痕紋系深鉢（31）は接合し、埋土の同時性が確認できた。SD80は

溝内土坑SK176が確認でき、ほぼ完形の条痕紋系深鉢（32）が出土した。SZ04とSZ05の

新旧関係は溝の切り合いから明らかであるが、出土土器からは識別できない。両者とも尾

張第Ⅱ－２様式と考えられる。

ＳＺ06 西側にＬ字の溝SD91と東側のSK174からなる２隅が切れるタイプ。SK174は

SZ02の周溝SD90に切られ、全容が不明であるが、おそらくSD91と同様にＬ字の溝が想

定できる。平面形は3×3ｍの正方形。時期は出土遺物がないため、隣接する遺構から尾

張第Ⅱ様式と考えられる。

ＳＺ07 南東側のSD70、南西側のSD78、北西側のSD77、以上３方向に加え、調査区

外に想定できる溝によって構成される、４隅の切れるタイプ。溝の断面形はやや開く箱形

となる。平面形は4.5×4ｍのほぼ正方形。時期は各溝より出土した土器片から尾張第Ⅱ－

２様式と考えられる。

ＳＺ08 南東側から北西側へＬ字に曲がるSD73・74と調査区外に想定できる溝によっ

て構成される、２隅が切れるタイプ。平面形は4.5×4.5ｍの正方形。SZ08の時期は、SD73

から出土した土器から尾張第Ⅱ－３様式（中期前葉）と考えられる。

図版42

図版41
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３．98Ｉ・Ｊ区の遺構

（１）建物

ＳＢ19 3×9ｍを測る独立棟持柱を持つ大型建物。柱穴は45㎝前後のほぼ方形プラン

で、深さ約50㎝を測る、計12本（SK305･306･307･308･309･311･312･313･316･319･320･323）

と径30㎝前後、深さ30㎝前後の棟持柱が短辺に１対（SK315･322）付く。SB19の柱穴が

切り込むSZ15は尾張第ⅡからⅢ様式の土器が出土する。一方、 SB19の柱穴群のうち、遺

物を含む遺構は、SK309･311･316で確認できる。いずれも小片ではあるが、尾張第Ⅱから

Ⅲ様式の土器が出土する。遺物からはほとんど時期差が認められない。したがって、SB19

の時期は、尾張第Ⅲ様式以降と考えられる。

ＳＢ21 3.5×６ｍを測る２×４間の掘立柱建物。柱穴の規模は、20㎝前後のほぼ方形

プラン、深さ約20㎝を測る、推定計12本（P509･512･589･590･591･592･593･598･599･600）

からなる。SB22の北東に併行して隣接する。遺構の配置からSB22とSB21は１単位で考え

られる。時期は、柱穴からの出土遺物がないため断定できないが、中軸線の方向を一致さ

せるSB22と１単位と捉えれば、尾張第Ⅱ－３様式と考えられる。

ＳＢ22 一部調査区外へ続く、推定で４×６ｍを測る竪穴住居。深さは検出面から約

14㎝を測る。住居プラン北西隅に排水路？がある。主柱穴は４本（SK397･SK398･SK399･

P620）ある。規模は１辺が約40㎝前後、深さ50㎝のしっかりとした掘り込みが確認でき

る。炉と思われる場所は住居のほぼ中央、主柱穴SK397･399寄りに位置することが、セク

ションから確認できる。時期は、出土遺物から尾張第Ⅱ－３様式と考えられる。

ＳＢ25 1.6×3.1ｍを測る１×２間の掘立柱建物。柱穴の規模は、30㎝前後の方形あ

るいは円形プラン、深さは約20㎝を測る、計６本（P579･580･581･582･583･584）からな

る。時期は、柱穴からの出土遺物がないため断定できない。

ＳＢ32 ２×2.5ｍを測る１×２間の掘立柱建物。柱穴の規模は、20㎝前後の方形から

円形プラン、深さは約10㎝前後を測る、推定計６本（P511･594･595･596･601）からなる。

時期は、柱穴からの出土遺物がないため断定できない。

上記の遺構以外に、竪穴住居と考えられる遺構としては、SK345（SB26）、SK353（SB24）

SK360、SK346、SK368（SB27）、などがある。いずれも主柱穴や炉など付属する施設が判

然としない。また、径20㎝前後の小穴が無数に確認できたが、掘立柱建物あるいは柵列の

可能性を持つが、調査段階で認識できた遺構を優先した。

（２）方形周溝墓

概ね98I区から98J区は墓域が形成され、方形周溝墓の規模により築造空間に規制が想定

できる。98I区から98J区西側にかけて大型方形周溝墓が並ぶ。この南側に中・小型方形周

溝墓がみられ、98J区では一部居住域と重なる。また、SD198の周辺には不定方向ではある

ものの、土壙墓？が数基みられる。方形周溝墓の切り合いは一部の溝でみられるものの、

97Eのように１ヶ所で３基重なることはなく、大型や中型の方形周溝墓に規制されて築造

されている。

ＳＺ11 98I区の中央やや西寄りに位置する。周溝は東側のSD141（1.2×3.6ｍ、深48

㎝）、西側のSD143（1.2× 4.2ｍ、深50㎝）、南側のSD142（2.1× 8.3ｍ、深36㎝）北側

概観

図版55

図版56

図版57

図版58

図版58

図版47
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のSD140（1.5×7.8ｍ、深30㎝）で、４隅が切れるタイプ。周溝の断面形はいずれも緩や

かに立ち上がる逆台形。平面形は8.1×5.6ｍの長方形。主体部は確認できなかった。時期

は、SD140･142･143から出土した土器片から尾張第ⅡからⅢ様式が考えられる。

ＳＺ12 98I区の北東に位置する。周溝は、北側から東側に屈曲するＬ字溝のSD144（北

側：1.5×10.4ｍ、深40㎝、東側：1.5×7.8ｍ、深30㎝）、西側のSD146（1×6.5ｍ、深

26㎝）、南側のSD145（1.5×9.1ｍ、深30㎝）で、３隅が切れるタイプ。周溝の断面形は

いずれも逆台形。平面形は10.6×6.8ｍの長方形。主体部は確認できなかった。時期は、北

側のSD144 に切り込む SK300･299 から尾張第Ⅱ－３からⅢ－１様式の遺物が出土し、

SD144･145･146から尾張第Ⅱ－３様式の遺物が出土していることから、概ね尾張第Ⅱ－３

様式が考えられる。

ＳＺ15 98I区の南東に位置する。同じく南東隅に位置するSZ16と溝の一部が切り合

い、隣接する。周溝は、南東側のSD161A（1.1× 4.7ｍ、深44㎝）、北西側のSD158（0.8

×3.3ｍ、深21㎝）、南西側のSD160（0.6×2.6ｍ、深15㎝）、北東側のSD159（0.6×2.5

ｍ、深12㎝）で、４隅が切れるタイプ。周溝の断面形はいずれも船底形。平面形は4.5×

4.7ｍのほぼ正方形。主体部は中央にSK310（1.2× 2.1ｍ、深12㎝）がある。木棺の痕跡

は確認されず、おそらく粗掘りの土壙と考えられる。時期は、SD160から出土した土器片

から尾張Ⅲ様式が考えられる。

ＳＺ16 SZ15の溝（SD161A）と切り合い関係をもつ、98I区南東隅に位置する。周溝

は２条確認され、調査区外に１あるいは２条想定でき、北東側のSD162（1.2×3ｍ以上、

深26㎝）、北西側のSD161B（1.7以上×4.7ｍ、深20㎝）で、４隅あるいは３隅切れるタ

イプと考えられる。周溝の断面形は幅広の逆台形。平面形は４ｍ四方の正方形が推定でき

る。主体部は確認できなかった。時期は出土遺物がなく、断定できない。ただし、SD161A

との関係からSD161Bが切り込まれているためSZ15より古い。したがって、尾張Ⅲ様式以

前と考えられる。

ＳＺ17 SZ18の周溝（SD169A）に切られ、98I区中央やや南寄りに位置する。周溝は、

東側のSD168（0.6×2ｍ、深23㎝）、西側のSD166（0.7×2.2ｍ、深17㎝）、南側のSD169B

（0.9× 3ｍ、深24㎝）、北側のSD167（0.3× 3ｍ、深8㎝）で４隅が切れるタイプ。周溝

の断面形はいずれも逆台形。平面形は 3 × 4 ｍの長方形。主体部は確認できなかった。

SD169Aとの切り合い関係から、SZ18より古い。時期は遺物の出土がなく不明。

ＳＺ18 SZ17の周溝（SD169B）を切り、SZ17に南接する。周溝は東側のSD170（0.8

×1.8ｍ、深15㎝）、西側のSD172（0.7×2.3ｍ、深17㎝）、南側のSD171（0.4×2.8ｍ、

深14㎝）、北側のSD169A（1.2×3.4ｍ、深14㎝）で４隅が切れるタイプ。周溝の断面形

はいずれも逆台形。平面形は3.3×3.6ｍのほぼ正方形。主体部は中央にSK297（0.7×1.1

ｍ、深 10㎝）がある。木棺の痕跡は確認されず、おそらく粗掘りの土壙と考えられる。

SD169Bとの切り合い関係から、SZ17より新しい。時期は遺物の出土がなく不明。

ＳＺ19 98I区南端に位置し、SZ11の南側に隣接する。周溝は３条確認され、古墳時代

の溝であるSD135（SD130の下部に相当）に削平を受けているが、４隅あるいは３隅切れ

るタイプと考えられる。各溝の規模は、東側がSD174（0.9×推定4.1ｍ、深13㎝）、南側

がSD175（0.5×推定3.4ｍ以上、深15㎝）、北側がSD173（0.6× 3.7ｍ、深30㎝）。周溝

図版48

図版49

図版49

図版49

図版49

図版50
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の断面形は幅広の逆台形。平面形は4.5 ｍ四方の正方形が推定できる。主体部は中央に

SK293（1.1×1.6ｍ、深16㎝）がある。木棺の痕跡がある。土壙床面の短辺部に溝状の掘

り込みを設けて小口板を埋め込んで固定する、いわゆる小口穴が確認できた。時期は

SD173･174から出土した遺物から尾張Ⅲ様式と考えられる。

ＳＺ23 98J区東側の南端に位置し、北側にSZ24が隣接する。南西側の溝がSD198に

削平されているが、４隅の切れるタイプと考えられる。各溝の規模は、南東側がSD201（0.6

×推定2.2ｍ、深24㎝）、北西側がSD199（0.7× 2.1ｍ、深20㎝）、北東側がSD200（0.8

×5.9ｍ、深24㎝）。周溝の断面形は箱形。平面形は5.5×6.3ｍの長方形が推定できる。主

体部は確認できなかった。時期は遺物の出土がなく不明。

ＳＺ24 98J区東側の北端に位置し、南側にSZ23が隣接する。周溝は、南東側のSD207

（0.7× 2.2ｍ、深24㎝）、北西側のSD205（0.7×推定2.5ｍ、深20㎝）、南西側のSD206

（0.8× 4ｍ、深42㎝）、北東側のSD210（推定1×4.5ｍ、深14㎝以上）で４隅が切れる

タイプ。周溝の断面形は箱形。平面形は3.5×4.5ｍの長方形が推定できる。主体部は確認

できなかった。時期は遺物の出土がなく不明。

ＳＺ25 98J区東側の南端に位置し、西側にSZ23が隣接する。周溝は２条確認でき、南

半は調査区外に推定でき、４隅あるいは３隅切れるタイプと考えられる。各溝の規模は、

北西側がSD212（0.5× 2.2ｍ、深30㎝）、北東側がSD213（0.5× 1.6ｍ、深16㎝）。周溝

の断面形は箱形。平面形は2×2.5ｍの長方形が推定できる。主体部は確認できなかった。

時期は遺物の出土がなく不明。

ＳＺ26 98J区東側、西にSZ24とSZ25が位置する。周溝は３条確認でき、北東側が撹

乱で削平されているものの、４隅あるいは３隅の切れるタイプを推定できる。各周溝の規

模は、南西側がSD214（0.5×1.9ｍ、深10㎝）、南東側がSD216（0.5×1.8ｍ）、北西側が

SD215（0.6×推定2.5ｍ）。周溝の断面形は箱形。平面形は2.5×3ｍの長方形が推定でき

る。主体部は確認できなかった。時期は遺物の出土がなく不明。

ＳＺ27 98J区西側に位置する。98J区のなかでは群を抜いて大型方形周溝墓。断面観

察から調査区内で一周する周溝を再度掘削する時点で、２分割していることがわかる。し

たがって、SD190は３つの溝が重なっており、便宜上、第１段階の全周する溝をSD190C、

第２段階の分割された東側の溝をSD190A、西側の溝をSD190Bとする。

第１段階は、幅5.8ｍ、深さ1ｍを測る。平面形は20ｍ以上の方形が推定できる。第２

段階は、幅4.7ｍ、深さ0.8ｍを測るSD190Aと幅2.3ｍ、深さ0.4ｍを測るSD190Bに分割

される。SD190AとSD190Bはコ字状に曲がり接する。２つに分割された溝は全周しない、

１辺に周溝を持たないタイプと考えられる。時期は遺物がほとんど見られず、SD190Bに甕

底部（尾張第Ⅳ様式）が出土している。また、SD190Aからは古墳時代遺構面からの混入

の可能性がある台付甕が出土している。ただし、時期を確定するにいたらない。

SZ27内にSK348 が西寄りにある。組合せ式箱形木棺墓と考えられる。SZ19の主体部

SK293と同様の構造が推定できる。出土した遺物から、尾張第Ⅱ－３様式と考えられる。

したがって、SD190Cの時期はSK348を主体部とすれば、尾張第Ⅱ－３様式と考えられる。

ただし、主体部の位置が、溝に隣接すること、尾張第Ⅱ様式に相当する方形周溝墓に溝が

全周するタイプが見られないことから、SD190Cと関連づけることは積極的に考えにくい。

図版50

図版51

図版51

図版52

図版53
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第２章 古墳時代

１．古墳時代の概要
古墳時代の遺構は、弥生時代の遺構が展開するほぼ同一の微高地に展開する。

古代の遺構群と古墳時代の遺構群の間に堆積する洪水層は所によっては１ｍを越える。

時期は特定できないものの、遺物群の空白が６世紀代に見られることから、約100年間の

内に遺跡周辺の地形を変える大規模な自然災害が想定できる。

遺構群の特徴としては、居住域ではなく墓域となる点である。98I区から98J区にかけて

確認した前方後円型墳丘墓（SZ09）を中心に、微高地からはずれる窪地には自然流路が取

り囲む。古墳時代の遺構は中期から後期、松河戸式から宇田式が中心となる。

前方後円型墳丘墓は後に章を改めて記すが、極めて注目される遺構となった。本書では

墓として取り上げ、これに備えた特徴を導き出した。一方で、墓ではなく、祭祀場と捉え

るべきだとする意見もあり、この点も考慮し記述をした。すなわち、遺物の出土状態、遺

構の検出など、発掘調査で得られた情報をできるかぎり盛り込んで図示した。確かに墓と

して認定するには情報が少ない。すなわち、墳形を想定するには調査区外の空間が多すぎ

る、埋葬施設が確認されていない点を素直に認めれば、墓と断定はできない。

さて、庄内川を挟んで対岸には５～６世紀の前方後円墳を中心とした味美古墳群が展開

する。いわゆる「高塚古墳」である。これに対して、志賀公園遺跡で確認された前方後円

型墳丘墓は、高塚古墳ではなく、弥生時代から継承した「墳丘墓」の延長と捉える。高塚

古墳と墳丘墓の相違点や意味付けについては、今後議論を深めていかなければならない。

また、後世の削平を受けた高塚古墳との相違点についても立地、埋蔵施設を含めて検討が

必要であろう。

（１）96Ｄ区

自然流路NR01を検出した。流路の岸では炭化物および焼土を伴う土器群が確認され、河

川にともなう祭祀場が想定できる。時期は松河戸Ⅱ式１段階。

（２）97Ｅ区

円形墳丘墓SZ01を検出した。同一地点の下位には弥生時代後期の墳丘墓、中期前葉の墳

丘墓が重複する。やや長楕円形をなす径約10ｍの周溝がめぐる。時期は廻間式から松河戸

Ⅰ式。

（３）98Ｉ・Ｊ区

前方後円型墳丘墓SZ09を検出した。墳長は推定で50ｍに達し、遺跡周辺の盟主的な墓

として考えられる。調査区内では前方部とこれを囲む周溝と周堤が確認された。前方部周

辺からは多量の遺物集積が５ヶ所で認められた。いずれも墳丘墓の墓前祭祀に使用された

遺物群と考えられる。時期は極めて限定された時間幅で、松河戸Ⅱ式２段階から宇田Ⅰ式

２段階におさまる。遺物は石製模造品、須恵器・土師器が出土している。なかでも、猿投

窯の初期操業期に相当する須恵器群と土師器群の共伴関係は、今後の土器編年に多大な貢

献をする基準資料として注目できる。
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２．主な遺構

ＮＲ01 NR01は 96D区の南北に縦断する。流行は南から北に蛇行する自然流路であ

る。幅約５ｍ前後、深50㎝を測る浅い流路である。

調査区北東隅、NR01の左岸に相当する流行が東向きから北向きへ屈曲する周辺で、炭化物

の広がりが確認された。そのほぼ中央に焼土が集中する地点もあった。炭化物に隣接して

南西一帯では完形品に近い土器が20個体ほど出土した（SU01）。SU01は比較的時期的なま

とまりがあり、松河戸Ⅱ式１段階に相当する。また、流路の埋土からも摩耗した土器片が

多数出土した。これらは、廻間式から宇田式の幅広い時期の土器を含む。

ＳＺ01 SZ01は97E区東端に位置し、下位にSZ02･04･05が重複する円形に周溝がめぐ

る墳丘墓である。周溝は直径約10ｍ、深40～70㎝を測り、東西方向の径が若干大きく楕

円形となる。盛土は確認できなかった。出土遺物は、下位のSZ02からの出土も合わせ松河

戸Ⅰ式前半が中心の土器群。

ＳＫ216 SK216は97F区西寄りに位置する。遺構の規模は、3.2×7.3ｍ、深10～20㎝、

断面形は船底形をなす。周辺には土坑・ピット・溝などが展開するが、弥生時代の土器片

を含む遺構などもあり、時期幅を持つ遺構群である。ただし、全体の傾向として、微高地

の方向に直交する遺構群と真北方向の遺構群、２つのまとまりが想定できる。これら遺構

群のなかで遺物を最も含む遺構がSK216であり、以下の点で注目される。

まず、出土した遺物は板材あるいは丸太材などの未製品を中心に長軸方向で配置されて

いる点である。また、土坑の中央から北寄りに集中し、南側にはほとんど木材は出土しな

かった。図示したのは、１点（図版200-10）のみではあるが、建築部材あるいはこの未製

品が密集して配置されていた。可能性として、木器加工に伴う貯木施設が考えられる。

出土した土器は小片が多く、時期は概ね松河戸式が中心となる。

図版59

図版60

図版61

断夫山古墳 味美古墳群（味美二子山・白山神社・御旅所）
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第３章 前方後円型墳丘墓（ＳＺ09）

１．概要
98I区から検出されたSZ09は、沖積地に埋没した古墳時代墓としては大型墳である。調

査対象地内では、残念ながら全容を伺い知れなかった。調査区内の墳形から前方後円型を

想定し、墳丘に盛土がほとんど無い、弥生時代以来の墓制を継承する墳墓と判断し、推定

全長50ｍの「前方後円型墳丘墓」とした。検出した前方部の盛土が明確ではない、埴輪に

代表される古墳固有の遺物が少ないといった古墳と認定する条件が揃わない、遺構の検出

そのものに懐疑的な意見もある※。

しかし、調査所見をまとめると、二重の周溝とその間の周堤に囲まれた墳丘であること

が、改めて認識できた。本書では、調査所見に従い、墳丘墓として記述を進める。

志賀公園遺跡の周辺にはいわゆる高塚古墳は存在しない。ただし、志賀公園遺跡では過

去の調査において尾張型埴輪が出土しており※※、古墳あるいは墳丘墓が存在する可能性は

指摘できる。

２．周辺の古墳
志賀公園遺跡周辺の古墳を概観すると、庄内川を挟んで右岸には、５～６世紀にかけて

の尾張屈指の味美古墳群が展開する。庄内川に近い味鋺地区（名古屋市北区）には白山藪

古墳、味鋺大塚古墳、長塚古墳といった大型の前方後円墳がかつて存在した。５世紀末か

ら６世紀初頭に北へ約１㎞の味美地区（春日井市味美町）に造営地を移動し、さらに大規

模な前方後円墳である味美二子山古墳、白山神社古墳、春日山古墳を造営する。このうち、

白山藪古墳と味美二子山古墳は発掘調査が行われている。白山藪古墳（墳丘推定45ｍ）は、

粘土郭の主体部から三角縁神獣鏡ほか２面の鏡などが出土している※※※。味美二子山古墳

（墳丘95ｍ）は、二重の周濠を持つことが近年の調査で確認された。馬形や人物埴輪、尾

張型埴輪などが出土している※※※※。断夫山古墳（名古屋市熱田区）の墳形および出土遺物、

所属時期など類似点が多いことから味美二子山古墳は、尾張連草香とその娘目子媛を被葬

者として注目されている。

３．墳丘墓の検出
98I区古代遺構面から古墳時代遺構面までは洪水層である細粒砂が１ｍ前後堆積する。こ

れを除去すると、粘質シルトが50㎝前後堆積する層に続き、細粒砂層、腐植土層が堆積す

る。これらの堆積層のうち、粘質シルト層の高低差が腐植土層の堆積を侵食し、古墳時代

の遺構を検出する妨げとなった。腐植土層はもともと古墳時代の遺構を覆う無遺物層とし

て認識していた。実際、腐植土が水平堆積する層は97E区をはじめ、98I区の調査以前に終

了した調査区からは腐植土層からの遺物出土はなかった。したがって、98I区の調査におい

て目安としていた腐植土層は古墳時代の包含層として認識せずに重機による掘削を行った。

しかし、予想に反して腐植土層を確認して間も無く、ちょうど調査区の南西隅にあたる

※伊藤秋男2001.3「木曽

川・庄内川水系沖積地の古

墳」『尾張古代史セミナー

（５）』春日井市教育委員会

p27-57

※※※伊藤秋男編1977.12

『白山藪古墳発掘調査報告』

（人類学研究所紀要第６号）

南山大学人類学研究所

※※※※大下武・桐山智義

1997.7「味美二子山古墳周

辺部の調査」『味美二子山古

墳の時代』第１分冊春日井

市

※※永井宏幸ほか1997.3

「志賀公園遺跡と西志賀遺

跡、調査の軌跡と再評価」

『年報平成10年度』

（財）愛知県埋蔵文化財セ

ンター
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場所で大量の遺物群が出土した。SU10とした遺物集積である。そこで、腐植土層の上面を

目安に掘削することになったが、粘質シルト層と腐植土層の土色にあまり差がないのに加

え、腐植土層は軟質なため腐植土層上位を面的に追うことが困難であった。結果的には、

腐植土層として認識していた堆積が溝の埋土であったり、判別できなかった墳丘とした部

分の凹凸、あるいは周堤とした部分の凹凸に相当していた。最終的に遺構検出面を追う目

安は、SU10以外に確認された計５ヶ所の遺物集積であった。

その後、詳細な検出作業の結果、調査区の北側から西側にかけて、あるいは南西部分と

南東隅に炭化物を含む落ち込み（溝）が確認された。あわせて、調査区壁面を精査したと

ころ、調査区北西隅で落ち込みに挟まれた盛土部分を確認、さらに落ち込み部分の立ち上

がる箇所を調査区北東、中央南端、南東隅で確認した。これら随所で確認した落ち込み部

分をトレンチ掘削から追認し、遺物集積の広がりとの関係を探ることで、溝がめぐること

を認識した。その際、遺物集積が溝の落ち際に位置することも判明した。調査区北東に確

認した溝状の落ち込み際には扁平な石が並び、土器が広範囲にわたり出土した（SU11）。調

査区西側の溝（SD131）は埋没した後に、再度溝状のくぼみ（SD130）が確認でき、南側の

98J区 SD183につながる流路を想定した。

以上の調査過程を経て、調査区中央部分に方形の輪郭が検出できた。さらに、方形部分

を囲む溝、この外側には盛土を伴う空間、さらに外側にめぐる溝を検出した。そして、方

形部分は調査区北東隅および南東隅にむけて大きく開き、調査区東側に続くことがわかっ

た。結果として、方形部分を囲む二重の溝とその間の盛土から墳丘墓を想定する条件が

整った。以下に、検出によって得られた認識をもとに方形部分を墳丘（前方部）、これを囲

む溝を周溝、周溝の間の盛土を周堤として報告する。

４．墳丘（前方部）
検出状況で明らかにしたように、墳丘部分の盛土はほとんど確認できない。断面図を示

した通り、盛土がわずかに残る場所は墳丘端部の周溝埋土あるいはその下部に薄く堆積す

る層から確認できる（図版63～64）。また、古墳時代の基盤層（整地層か？）と考えられ

る層位は数㎝から30㎝と一定しない。そこで、調査区壁面に残る盛土部分に目を向けると、

20～30㎝程度の高さであることがわかる（図版65～ 68）。墳丘部分の盛土が墳形を整え

るためのみで、高塚を指向しない。

墳形（前方部）は、方形を基本とする。調査区東端付近で方形から一方は北へ、もう一

方は南へ開く。墳丘の規模は、幅19ｍ、最大長20ｍを測る。墳丘の軸線は、西から北へ

約30°振る方向にある。

墳形の屈曲する北側から大量の須恵器・土師器とともに、丸太材そして板状に剥離ある

いは加工した緑泥片岩が出土した。丸太材は端部に多少加工面がみられる。注目すべき点

は、墳形に添って配置されていることにある。造墓に関連する材として捉えるべきであろ

う。また、緑泥片岩は墳丘の端部に添って配置された裾石と想定できるが、調査区壁際に

向かって１ｍ程つづくのみで、墳丘との関連性については未解決である。石群の出土層位

については、盛土の直上ではなく、盛土上端からやや下がった所に位置する。

さて、方形部から調査区外へのびる墳丘は屈曲して拡張する。調査区外においてそのま

盛土の存在

墳　形

遺物集積の検出
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ま直線的にのびるのか、弧を描きながら収束するのか確定要素はない。直線的にのびるの

であれば、群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡に代表される居館の張出し部分が想定でき、祭祀行為の空

間として位置づけることも可能であろう。弧を描きながら収束するのであれば、屈曲部分

は括部、調査区外には円形の墳丘が想起される。

居館の張出し部であれば、方形部になんらかの施設が伴うものと推察できる。たとえば、

方形部の縁側にピット列（柵列）、建物施設などがあげられる。SZ09では方形部分に全く

遺構がみられなかった。ただし、祭祀行為のみ取り上げれば、計５ヶ所の遺物集積があり、

土師器・須恵器以外に石製模造品も多数出土している。

調査区外に円形の墳丘を想定するならば、主体部すなわち埋葬施設を伴った空間を導き

出す要素が整わなければならない。残念ながら、調査区東側は古墳時代の検出面近くにい

たるまで深い撹乱がある。したがって、調査区外に続く墳丘部はすでに滅失している可能

性がある。わずかに残る東南端から墳丘端と周溝が確認でき、方形部と同様に盛土を意識

的に高くする指向はないと判断できる。

このように、積極的に居館である根拠はあげることができない。逆に、墓であることを

根本的に否定できる要素も見出せない。墳丘から確認できたことは、（１）盛土がない、さ

らに調査区外へと想定できる墳丘にも盛土がない。（２）調査区内の墳形は方形で、調査区

外へ続く形は、括部から斜めにのび、円形になる。（３）墳丘上には他に遺構が無く、墳丘

端に２ヶ所遺物集積がある。以上の条件をまとめると、盛土のない、方形部（19×20ｍ）

と円形部（径30ｍ）をもつ、前方後円型墳丘墓（全長50ｍ）と考えられる。

５．周溝と周堤
周溝は全形を確認できない。したがって、以下に示すあり方は想定を含むものである。

98I区（SD131・SD132）と98J区（SD186）の間隔は約20ｍあり、周溝が想定図のように

なるか確証がない。後述する周堤の配置を参考にして周溝のあり方を想定する。

墳丘に接する周溝は前方部側を途切れなくめぐる。さて、西周溝はややいびつな形をと

る。北側で幅約９ｍ、南側に向かって狭くなり調査区内で約５ｍを測る。深さは30～40㎝

前後を測り、浅く幅広の周溝である。

一方、周堤の外をめぐる周溝（SD133）は前方部前面で途切れる。そして98J区のSD185

あるいはSD187がめぐる。SD133は前方部前面のほぼ中心線上で途切れる。SD133も前方

部に対して並行の位置関係にはなく、SD131と並行して配置されている。幅6.2ｍ、深さ20

㎝を測る。SD185は98J区中央部の北端に位置し、SD133との位置関係からSZ09に伴う周

溝と考えられる。全形は不明であるものの、深さは20㎝を測る。SD187は前方部南側面に

対してほぼ並行して配置されている。幅約６ｍ、深さ20㎝を測り、規模は前方部前面に位

置するSD133と似る。ほぼ同様の規模をもつSD184はSD185と並行し、SZ09の周溝と考

えれば、おそらくSD187とＬ字状につながる。

周堤は、断面形が確認できる２ヶ所からその存在を明らかにできた。ひとつは、98I区北

西隅、もう一つは98I区南壁である。前者は、SD130の削平を東寄りで受けているものの、

ほぼ断面形が復原できる。断面形は台形をなし、下部で5.5ｍ、上部で2.2ｍ、高さ70㎝

を測る。堆積土（図版65に示した６層）は斑土がみられ、人為的に積まれたと考えられる。

周　溝

周　堤
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SU12西・北西群�
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SD132
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SD133

図６　SZ09遺物集積位置図（１：400）

後者は、SD130に西寄りを覆われているが削平を受けるまでにいたらず、ほぼ原形を保つ。

断面形は半円状をなし、下部で3ｍ、高さ50㎝を測る。さらに前方部前面に位置するSD131

とSD133の間にも周堤は確認できる。一方、98J区からも周堤状の高まりが随所で確認さ

れている。これらをつなぐと前方部前面で幅2ｍ前後、前方部側面で幅5ｍ前後を測る周

堤がSD131の外側に推定できる。

６．遺物集積地点
遺物集積地点は前述したように大きく５ヶ所で確認した。SZ09の検出面を推定する手が

かりとなった遺物群であり、SZ09の造営時期、さらには前方部で行われたであろう墓前祭

祀を考えるうえで重要な位置を占める。

土器については、第３部に詳細を提示し、器種構成や編年的な位置づけなどは付論１を

参照していただきたい。ここでは、SZ09との位置関係を中心に概要を提示する。

ＳＵ10 SU10は調査区南西隅、ちょうどSD133が途切れた南側に位置し、前方部に向

けてほぼ垂直に交わる盛土上で確認された。須恵器は無蓋高杯１点のみ、他はすべて土師

器であり、約30個体を数える。時期は宇田Ⅰ式１段階。

ＳＵ11 SU11は前方部北側の括れ部周辺に位置する。土器の個体数は、土師器約100

個体、須恵器約50個体、計150個体前後を数える。なかでも須恵器は他の集積と比べ器種

が豊富であり、須恵器と土師器の共伴関係を知る重要な資料群となった。時期は、宇田Ⅰ

式１段階。また、土器のほかに臼玉が28点出土した。出土状態は接合すると完形品に近づ

くが、破片で出土する個体が多い。土層観察から幾度かの墳丘改変が想定できる。そのた

め、前述した緑泥片岩の配置が二次的な堆積によるものか、原位置かの判断が困難となっ

た。すなわち、土層の堆積状況が無遺物層では比較的容易に判断できるものの、遺物が密

図版69～71
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集する地点では層位的な判断が困難な状況にあった。

ＳＵ12 SU12は大きく１ヶ所細かくは４ヶ所に分かれる。前方部北側の隅に位置し、

墳丘上に位置するA・B群とSD131の埋土に位置する西・西北群がある。時期的な差はほ

とんどなく、宇田Ⅰ式２段階。個体数は、全体で土師器60数個体、須恵器２個体を数える。

このほか石製模造品である臼玉が50点、勾玉が１点出土している。

ＳＵ13 SU13は前方部前面のSD131とSD133に挟まれた周堤上に位置する。完形品が

多く、他の集積に比べ密集の度合いが高い。個体数は、縄蓆紋叩きのある須恵器１個体と

土師器約70個体を数える。時期は松河戸Ⅱ式２段階。このほか石製模造品の勾玉1点、有

孔円板3点、臼玉134点が出土している。

ＳＵ14 SU14は前方部の全面ほぼ中心線上、SD133の途切れた南東側に位置する。個

体数は須恵器２個体を含む土師器約40個体ある。時期は宇田Ⅰ式１段階。このほか石製模

造品の剣形２点、有孔円板１点、臼玉155点が出土している。

以上の遺物集積には時期差がある。個々に示した土器編年をまとめると、SU13→SU10

→SU14→SU12→SU11の順で廃棄されたことがわかる。

図版74

図版72～73

図版75

図７　前方後円型墳丘墓（SZ09）想定図（１：500）
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第４章 古代

１．古代の概要
古代の遺構は、古墳時代後期に想定される洪水性の堆積上に確認された※。

遺構の展開する地点は、96D区、97E区を中心に、その他の調査区では主に自然流路が

とりまく。弥生時代と古墳時代の遺構が展開する地点と古代の遺構が展開する地点を比較

した場合、古代の遺構は弥生から古墳時代の遺構群より、西寄りに広がって展開すること

がわかる。例えば96D区の場合、古墳時代に自然流路であった地点が、古代に遺構群が展

開している。逆に、98I区から98J区にかけて水田？と考えられる40㎝近く低くなる地点

があり、遺構は希薄となる。したがって、古墳時代後期の洪水性の堆積以降、微高地が分

断され、西地区と東地区に遺構群の展開する微高地が確認できる。

（１）96Ｂ区

98K区NR07から続く自然流路の一部（NR02）が確認された。2000年度の調査により確

認された00B区の自然流路へとさらに続く。

（２）96Ｄ区

96D区では、古代の遺構面が５～10㎝の間層を挟んで２面（上面：Ａ層，下面：Ｂ層）

確認できた。Ａ層とＢ層の遺構配置の差異は竪穴住居の有無と掘立柱建物の棟数にある。

Ａ層は竪穴住居が確認でき、Ｂ層は総柱を含め３棟ある。98K区のNR07に投棄された祭

祀遺物群が北側、すなわち96D区寄りであることから、祭祀にまつわる建物群の可能性が

高い。さらに、第２面のＡ・Ｂ層の層位的見知は、NR07の層位に呼応させると、木簡出土

の黒色土層とＡ層、その下の下層黒色土とＢ層が想定できる。

（３）97Ｅ区

調査区西端に位置するSD50は大量の土器が出土し、その東に隣接して竪穴住居、大型建

物などが並ぶ。

（４）97Ｆ区

古代の流路は４回流路の変更が確認できた。そのうち、SD98B･Cから比較的まとまった

土器群のなかに、墨書土器が20点近く出土した。流路が形成される以前にはSD99があり、

Ｌ字に屈曲する、方墳の周溝である可能性が出土した遺物から想定できる。

（５）97Ｇ区

流路が３本確認できた。NR04～06である。南側に位置する97F区と関連が強く、流路

が97F区から97G区にかけて蛇行していたことがわかった。

（６）98Ｈ区

竪穴住居と掘立柱建物を確認した。調査区北東で微高地縁辺を確認し、これより東側は

流路あるいは後背湿地が広がると思われる。

（７）98Ｉ区

調査区北寄りに水田と思われる遺構群、畦畔とこれにともなう溝、土坑などを確認した。

以下に主要な遺構について記述する。

※第３章p8参照
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２．96Ｄ区の遺構
（１）Ａ層の遺構

ＳＢ31 2.7×３ｍ、１×２間の掘立柱建物。柱穴の重複から建て替えが考えられる。

１回目の柱穴は、P13･14･18･20･22･24が相当し、２回目の柱穴は、P12･17･19･21･23･SK32

が相当する。柱穴の規模はいずれも径60㎝前後、深さ40㎝前後を測る。

（２）Ｂ層の遺構

ＳＢ28 2.3ｍ四方に配置された柱穴群。掘り方は確認できなかったが、竪穴住居ある

いは平地住居の可能性もある。柱穴は断面形から２段掘りが確認できる。柱穴の規模はい

ずれも50× 30㎝前後長方形、深さ20㎝前後を測る。

ＳＢ29 ２×2.4ｍ、２×２間の総柱建物？柱穴はP75を除き、すべて断面形から２段

掘りが確認できる。また、２ｍほど東にP36･37が並び、SB29と関連する柱穴の可能性が

ある。柱穴の規模はいずれも径50㎝前後、深さ30㎝前後を測る。

ＳＢ30 2.7× 3.5ｍ、２×１間の掘立柱建物。P49･51は素掘り、その他は断面形から

２段掘りが確認できる。柱穴の規模は、いずれも一辺50㎝前後の方形、深さ20㎝前後を

測る。

以上の遺構のほか竪穴住居、土坑などが確認できるが、いずれも遺物の出土がほとんど

なく、時期比定が難しい。概ねＡ層を７世紀後半、Ｂ層を７世紀末から８世紀前葉と捉え、

98K区NR07の古代上層と下層に対応すると考えている。

３．97Ｅ区の遺構
ＳＤ50 調査区東寄りを北西から南東に縦断する溝。規模は幅4.4ｍ、深さ30㎝前後

を測る。断面形は皿状をなし、堆積の中位に焼土や炭化物を多く含む。時期は出土遺物か

ら７世紀中葉から後葉が比定できる。

４．97Ｆ・Ｇ区の遺構
ＳＤ93 SD98の左岸寄りに確認できた自然流路で、おそらくSD98が埋没したのちに

新たに形成されたと考えられる。規模は幅８ｍ前後、深さ40㎝前後を測る。埋没時期は出

土遺物から９世紀後半代と考えられる。

ＳＤ98 堆積する土層から３時期の流路を確認した。それぞれの規模は捉えにくいが、

幅15ｍ前後、深さ1.5ｍ前後を測る範疇で、調査区東部分を弧状に縦断する。埋没時期は

８世紀後半から９世紀代に比定できる。

ＳＤ99 SD98とNR03の流れを規制する溝で、調査区東側に位置し、東西方向から逆

Ｌ字状に北側へ向かって屈曲する。上位層（SD99A）はおそらくNR05とつながる流路に

削平される。下位層（SD99B）は比較的残りが良く、Ｖ字状に切り込む溝が観察できる。遺

物は上層および下層から出土し、上層出土の土器は新相を示すものが含まれるが、下層資

料は一括性が高く、７世紀中葉に比定できる資料群である。出土した土器と溝の形態から

方墳あるいは方形墳丘墓の可能性が指摘できる。ただし、埋葬施設など確たる証拠はない。

ＮＲ03～06 97G区全域に流路が展開する。流路の変遷を示すと、まず、調査区の南

東から北東にかけて斜めに縦断するNR06が見られる。おそらく97F区のSD99以前の流路

図版82

図版79

図版80

図版81

図版83

図版17～23･84～91
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9.｠｠2.5Y4/1｠シルト質砂�
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       （葉理)�
12.｠2.5Y3/1｠粘土 �
13.｠2.5Y5/1｠細粒砂,�
       炭化した植物遺体｠互層�
14.｠植物遺体,5Y4/1中粒砂｠互層�
15.｠極細粒砂,礫�

網フセ部分は流路（SD99A）�
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※1･2層はSD99A（流路）�
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b
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a
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図９　SD99と周辺

と考えられ、97F区東部分の全域が含まれる幅25ｍ以上の流路が想定できる。次に、NR06

を調査区東端でかすめながら97F区方向へ流れるNR05が見られる。調査区東側を北から

南へ蛇行する幅７ｍの流路。３番目に、NR06とほぼ重なるものの若干流路の位置が南へ移

行するNR04がみられる。最後に、調査区東側に大きく広がり、調査区中央部分で収束す

るNR03が見られる。このNR03はおそらく98F区SD98とつながり、97F区と97G区の間

に大きな中洲を形成する。この中洲は人為的な構築物、すなわち、周溝SD99がめぐる方

墳あるいは方形墳丘墓に規制され、迂回したものと考えられる。
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第５章 木簡出土の流路（ＮＲ07）

１．概要
木簡の出土した流路（NR07）は98K区をほぼ全面にわたり東西に縦断する。流路の上位

には中世後期を中心とする遺構群が展開し、下位には弥生時代の遺構群が流路に削平され

るものの若干存在する。下位の弥生時代の遺構面から、ちょうど流路を境に北寄りが高く、

南寄りが低くなる微高地の縁辺であると確認された。すなわち、北寄りに溝・土坑といっ

た遺構が展開し、南西方向に向かって遺構が激減する。この弥生時代に形成された微高地

縁辺にほぼ添うように流路が位置する。

NR07は古代の遺物を中心に、大量な土器と木製品が出土した。なかでも注目すべき遺物

は、木簡である。県下出土の木簡は従来類例がほとんどない。しかし、付論３で後述する

ように、全文が明らかになるような木簡はなく、断片的な文字資料から官衙相当施設を想

起させる記述が含まれている。そこで、遺物の出土状態を含め注目される点がいくつか指

摘できるので、他の古代の遺構とは章を改めて報告する。

２．堆積と規模
NR07は堆積する遺物の年代観から大きく３層に分かれる。

古代上層（黒色土層※）　　　腐植質粘質シルトを基本とする。深いところで30㎝を測り、

堆積は途切れるところなく、NR07全体を覆う。

古代下層（下層黒色土層※）　　　腐植質粘質シルトを基本とする。上位の古代上層と間層

が入る所とそのまま続くところがある。深いところで50㎝を測り、調査区東側に近いほど

堆積が浅くなり、古代上層下に間層が入る。

古墳時代後期層（NR07下層※）古代下層の下位に堆積し、調査区全体に広がり規模はつ

かめない。

図10　98K区NR07平面図および断面位置図（１：500）

※（　）内の表現は

第４部遺物と対応す

る。
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1.｠｠上層シルト層：10Y4/1｠シルト�
2.｠｠上層シルト層：5Y4/1｠シルト�
3.｠｠上層シルト層：5Y4/1｠極細粒砂混シルト�
4.｠｠上層シルト層：2.5Y4/1｠粘質シルト�
5.｠｠5Y2/1｠細粒砂混砂質シルト�
（上層に細粒砂多い）｠｠※黒色土層�
6.｠｠5Y2/2｠腐植質粘質シルト｠｠※黒色土層下砂層�
7.｠｠7.5Y4/1｠極細粒砂�
（シルト質細粒砂との互層,中位に粗粒砂混じる）�
8.｠｠2.5Y3/1｠腐植質粘質シルト｠｠※砂層の下の黒色土層�
9.｠｠2.5Y3/1｠粘質シルト（粗砂,中粒砂,細粒砂混じり）�

10.｠2.5Y6/3 ｠中粒砂～細粒砂�
11.｠｠2.5Y5/2｠細粒砂�
12.｠｠7.5Y5/1｠シルト質極細粒砂�
13.｠｠7.5Y4/1｠シルト質極細粒砂�
14.｠｠7.5Y3/1｠砂質シルト斑土�
15.｠｠7.5Y5/1｠砂質シルト斑土�
16.｠｠5Y4/1｠腐植質シルト混極細粒砂�
17.｠｠5Y3/1｠シルト質極細粒砂�
18.｠｠5Y3/2｠極細粒砂混シルト�
19.｠｠7.5Y3/1｠シルト質細粒砂�
20.｠｠7.5Y4/2｠細粒砂�

21.｠｠7.5Y4/1｠シルト質細粒砂（極細粒砂との互層）�
22.｠｠7.5Y4/1｠極細粒砂混腐植質粘質シルト�
23.｠｠7.5Y3/1｠シルト質極細粒砂�
24.｠｠5Y3/1｠シルト質極細粒砂混腐植質粘質シルト�
25.｠｠5Y3/2｠腐植質粘土�
26.｠｠5Y3/2｠腐植質粘質シルト混細粒砂（葉理）�
27.｠｠2.5Y4/3｠粗粒砂混中粒砂�
28.｠｠5Y4/1｠シルト質極細粒砂�

1.｠｠上層シルト層で掘削：10YR3/1｠粘土�
2.｠｠上層シルト層で掘削：10YR3/1｠粘質シルト�
3.｠｠上層シルト層で掘削：10YR4/1｠粘質シルト�
4.｠｠上層シルト層で掘削：10YR4/1｠粘土�
5.｠｠2.5Y4/1｠粘土�
6.｠｠2.5Y3/1｠腐植質粘土�
7.｠｠5Y3/1｠腐植質粘土�
8.｠｠2.5Y3/1｠腐植質粘土�
9.｠｠5Y3/1｠腐植質粘質シルト�
10.｠5Y3/1｠腐植質粘土（流木,植物腐植物多く堆積）�

11.｠｠2.5Y3/1｠細粒砂混粘質シルト�
12.｠｠5Y4/1｠粘質シルト�
13.｠｠2.5Y4/1｠粘質シルト�
14.｠｠5Y4/1｠極細粒砂混シルト�
15.｠｠2.5Y4/1｠極細粒砂混シルト�
16.｠｠2.5Y4/2｠砂質シルト�
17.｠｠5Y4/1｠シルト質細粒砂�
18.｠｠2.5Y4/2｠細粒砂混シルト�
19.｠｠2.5Y4/2｠細粒砂�
20.｠｠2.5Y4/1｠細粒砂�

21.｠｠5Y4/1｠細粒砂混シルト�
22.｠｠2.5Y4/2｠細粒砂混シルト�
23.｠｠2.5Y4/2｠細粒砂（下層に腐植物の葉理あり）�
24.｠｠2.Y4/2｠シルト�
25.｠｠2.5Y2/1｠細粒砂混粘質シルト�
26.｠｠2.5Y4/1｠細粒砂混シルト�
27.｠｠2.5Y5/1｠砂質シルト（中粒砂混）�
28.｠｠2.5Y5/3｠粘質シルト混細粒砂（葉理）�
29.｠｠2.5Y5/1｠シルト混粗粒砂と中粒砂�
30.｠｠2.5Y6/2｠中粒砂混粗粒砂�

客土及び撹乱�

SK422

28.｠｠2.5Y4/2｠シルト質極細粒砂�
29.｠｠2.5Y4/2｠シルト質細粒砂�
30.｠｠2.5Y5/2｠細粒砂�
31.｠｠2.5Y6/3｠極細粒砂（シルト質との葉理）�
32.｠｠2.5Y4/2｠シルト質極細粒砂（極細粒砂との葉理）�
33.｠｠2.5Y7/2｠粗粒砂混中粒砂�
（※NR07粗粒砂層で掘削）�
34.｠｠2.5Y7/3｠細粒砂｠｠�
35.｠｠2.5Y8/2｠細粒砂�
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40.｠｠2.5Y5/4｠中粒砂混粘質シルト�

1.｠｠5Y5/1｠砂質シルト�
2.｠｠5Y4/3｠砂質シルト�
3.｠｠2.5Y5/3｠砂質シルト�
4.｠｠2.5Y5/3｠シルト�
5.｠｠2.5Y4/1｠細粒砂混シルト�
6.｠｠2.5Y5/2｠砂質シルト�
7.｠｠2.5Y4/1｠シルト�
8.｠｠2.5Y4/1｠粘質斑土�
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�
�

15.｠｠2.5Y3/1｠極細粒砂混腐植質粘土�
16.｠｠2.5Y3/1｠腐植質粘質シルト�
（※No.14～16はNR07黒色土層で掘削）�
17.｠｠2.5Y3/1｠極細粒砂混腐植質粘質シルト（上層に砂分多い）�
18.｠｠2.5Y3/1｠腐植質粘質シルト�
19.｠｠2.5Y3/2｠腐植質粘質シルト（腐植物多し）�
20.｠｠2.5Y3/1｠細粒砂混粘質シルト�
21.｠｠2.5Y3/1｠シルト質細粒砂（粘質部含む）�
（※No.17～21はNR07下層黒色土層で掘削）�
22.｠｠2.5Y4/1｠細粒砂混粘質シルト（葉理）�
23.｠｠10YR4/1｠粘質シルト�
24.｠｠2.5Y4/1｠粘質シルト�
25.｠｠2.5Y4/2｠シルト�
26.｠｠5Y3/2｠極細粒砂混粘質シルト�
27.｠｠2.5Y5/3｠シルト質細粒砂�

1
2 3

4
5

7

8

9
10

12

3
45
6

13

16 1417

1819
21

2223

25

26

28

24
15

30

29
27

20

7

11
30

SK504
13

11
10

28 8
5

4
3 32 3

4

6
7

9

5

3

12 13

14

15

16
17

18
19

26
24
25

23
22

21

20

8

9

8

27

7

1

27

37
38

39

2
3

4
5

32
30

32
31

35
34

36

527

28

29 25

26
24

23

14
13

16

2129

40

16
9 7

12

8
9
1210

11
131415

33

10

2222
33

16

17
19

18

22 21

20

4.00m
A′�

B
4.00m
B′�

C C′�
4.00m

�黒色土層����古代上層�

図11　98K区NR07断面図



34

３．遺物出土状態
古代上層と下層については、遺物が比較的まとまって出土している。例えば、古代上層

のSU15、古代下層のSU16・17など調査時点でまとまりを確認した遺物群がある。水平分

布からみると、古代上層は南北サブトレンチ１周辺と南北サブトレンチ２の西側５ｍ周辺

に中心があり、古代下層は南北サブトレンチ１・２のちょうど中間に集中する地点（SU16

周辺）と、南北サブトレンチ２周辺に中心がある。いずれも、流路の北側寄りに遺物が集

中する傾向があり、流路の北側から投棄したことを伺わせる。一方、垂直分布からみると、

古代上層と下層は比較的まとまりがみられ、水平分布から読み取れる遺物群に呼応する。

遺物の詳細は第３部で触れるので、ここでは出土状態から読み取れる傾向を示したい。

なお、図版92と図版93に示した遺物出土位置図はNR07から出土したすべての遺物ではな

く、完形品に近い遺物で調査中にドットを記録したものに限っている。

（１）古代上層

土器については、須恵器・土師器が出土した。土師器は中小型の甕が中心で遺物が集中

する地点から数点ずつ出土している。須恵器は、大型甕がSU15に２点出土している。他

の地点からの出土がなく、注目できる。杯類については、古墳時代以来の器種である杯Ｈ

（杯蓋・杯身）に加え、杯Ｂ蓋（摘み蓋）や杯Ａ（無台杯）、杯Ｂ（有台杯）が量的に卓越

する。

木製品については、木簡をはじめ祭祀具・農具・曲物容器などが出土した。このうち、祭

祀具の分布に偏りがある。斎串は調査区北壁、南北サブトレンチ１より10ｍ東寄りに集中

する。馬形は木簡（五）・（六）と隣接して出土している。いずれもこの周辺では土器類の

出土が少ない傾向がある。

古代上層の出土状態の傾向として、木製祭祀具の分布に偏りがある。土器類がいくつか

集中する地点が読み取れるなか、木製祭祀具とは重複しない。

（２）古代下層

土器類については、須恵器・土師器が出土した。土師器の出土はほとんどない。須恵器

は古代上層でみられた大甕はない。杯類は、すべてが杯Ｈ（杯蓋・杯身）であった。

木製品については、木製祭祀具である船形・斎串がSU16で出土している。下駄は土器類

が集中するSU16と南北サブトレンチ２周辺に分布する傾向がある。

古代下層の出土状態の傾向として、SU16周辺に集中して投棄した可能性が指摘できる。

古代上層では木製祭祀具と土器類の投棄が分離しているものの、下層においては出土位置

が重複していることが読み取れる。

（３）古墳時代後期層

木製品の出土は見られず、土器類の出土のみ。時期的には廻間Ⅲ式後半から松河戸Ⅱ式

までの古相を示す土器群もみられるが、概ね宇田Ⅰ式を主体とする。

以上の遺物出土状況から、古代上層と下層については河川にかかわる祭祀行為が指摘で

きる。上層は、土器類と分離した木製祭祀具を中心とした祭祀形態、下層は、木製祭祀具

と土器類などが分離しない祭祀形態がそれぞれ想定でき、須恵器杯類の出土傾向も重ねる

と、上層では律令的祭祀形態、下層ではそれ以前の祭祀形態と位置づけられる。

図版93･170～175

図版92･176～182
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第６章 中世以降

１．概要
中世の遺構は少ない。特に屋敷地の区画溝など居住域にかかわる施設の検出はなかった。

そのなかで、井戸については数基確認できた。特に98K区SE05は注目される。約50体を

数えるカメの出土である。なぜ、カメがまとまって井戸から出土したのかは、不明である

が、第４部自然科学分析と付論５に後述したので参照されたい。

中世および戦国期（中世末）の遺構は、今回の調査対象地において希薄であり、本来の

中心部分はおそらく南に隣接する志賀公園内と想定される。その傍証としては、96A区で

確認した戦国期の溝群（SD07～09など）は居住域の外郭に位置する溝と考えられ、これ

より北側に遺構が展開しない点である。

近世については、光音寺村と西志賀村の境（明治17年地籍図）とほぼ照合する場所に溝

が確認された。おそらく村境にあたる溝と思われる。

２．中世の遺構
ＳＥ01 96D区の北東寄りに位置する。SE02が約５ｍ離れて西側にならぶ。径1.1ｍ、

深さ1.2ｍを測り、平面形は円形をなす。井戸の基底部に径50㎝の曲物が３段積まれてい

る。遺物の出土はなく、詳細は不明であるが、井戸の形態から中世と考える。

ＳＥ02 96D区の北東寄りに位置する。SE01が約５ｍ離れて東側にならぶ。径1.5ｍ、

深さ0.6ｍを測り、平面形は円形をなす。井戸の基底部に径50㎝の曲物が１段積まれてい

る。遺物の出土はなく、詳細は不明であるが、井戸の形態から中世と考える。

図12　SE01･02平面図および断面図　（１：40）

図版9

志賀城
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ＳＤ06 遺構図に図示したSD06は中世の遺物を含む遺構で、この下位に古代の遺物を

含む堆積が続く。ただし、調査区外のため規模は不明。SD06は96A区を東西に縦断する自

然流路である。幅は最大で約15ｍ、深さ１ｍを測る。最下層では須恵器など古代の遺物が

混入する。主体は灰釉系陶器尾張型第６～７型式を主体に、近世までの遺物が混入する。

ＳＤ92 SD92は97F区の東端に位置し、SD98にほぼ並行してみられる。SD98はSD92

に重なり、上層から出土する遺物は一部SD92に残存する。したがって、SD92の下層の遺

物はSD98に伴うものか否かは確定できない。幸いにもSD92から出土遺物は上層に中世、

最下層、すなわちSD98上層と重複する部分は古代の遺物が出土し、SD92が中世の遺構で

あることが予測できた。規模は幅5～6ｍ、深40㎝前後を測る比較的浅い皿状の断面形と

なる。遺物の出土状態は、灰釉系陶器尾張型第５型式の椀が完形品の状態で、約20点出土

している。

ＳＸ10 SD92を切り込み97F区東側南壁に接する。調査区内にほぼ半円状で確認でき、

調査区外を含めて、10×14ｍ、深さ1.6ｍの平面形が楕円形、断面形が擂鉢状をなす大型

の土坑と考えられる。土坑の基底部に湧水層があり、湧水を貯水する土坑の可能性もある。

時期は、SD92との切り合い関係から灰釉系陶器尾張型第５型式より新しいと考えられる。

３．戦国期の遺構
ＳＤ07・08 SD07･08は96A区南壁寄りに位置し、SD06に並行する。SD07とSD08

はSD07がＬ字に屈曲する地点でSD08と重複し、切り込まれている。SD08はSD07と重複

する部分から屈曲し、東西方向に延び、SD09に接する手前で南へ屈曲する、コ字にめぐる

溝である。溝の規模は両者ともほぼ同じで、幅２ｍ前後、深さ80㎝前後を測り、断面形が

Ｕ字形をなす。時期は、出土遺物から15世紀末から16世紀前半と考えられる。

ＳＤ09 SD09は96A区の西寄りに位置し、東側はSD08、北側はSD06が隣接する。西

側からSD08の手前で南側に屈曲するＬ字状の溝で、SD07･08に比べて大型の溝である。規

模は、南壁に接する辺りで5.5ｍ、深さ1.1ｍを測る。時期は、出土遺物から16世紀前半

と考えられる。

ＳＤ52 SD52は97E区の西端に位置し、古代SD50の南西側に並行している。溝は逆

Ｌ字状をなし、幅2.5ｍ、深さ70㎝前後を測り、断面形が逆台形をなす。時期は出土遺物

から16世紀前半が考えられる。

ＳＤ94 SD94は 97F区の西寄りに位置し、調査区を北西から南東に縦断する。幅4.1

ｍ、深さ90㎝を測り、断面形は逆台形をなす。時期は、出土遺物から16世紀後半に比定

できる。

４．近世の遺構
ＳＤ01・02 SD01とSD02は96A区を東西に縦断する溝である。出土遺物はほとん

どなく、近世と思われる陶器片が少量出土するのみ。したがって、時期や遺構の性格を認

識することが難しい。そこで、『明治17年地籍図』と遺構図を照合したところ、ほぼ光音

字村と西志賀村の村境に位置することがわかった。SD01とSD02は新旧関係があり、SD02

→SD01の順に掘削されており、微妙な境溝の移動が伺い知れる。

図版17・84

図版94

図版３・４

図版５・６

図版14

図版18

図版５・６
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第７章 志賀公園遺跡の軌跡

志賀公園遺跡は弥生時代から近世までの複合遺跡である。遺跡の発見は古く、昭和５

（1930）年に遡る。遺跡発見の当初から遺物は弥生土器をはじめ中世陶器にいたるまで出土

していた。そのなかでも中世については、井戸枠が出土しており、遺構の認識もあった。現

在志賀公園内の池を掘削した際に出土した遺物は、名古屋市立金城小学校などに展示保管

されている。詳細は、拙稿に紹介した。（北村・西原・永井1998）

ここでは、本書に掲載した発掘調査成果を中心に、過去の調査と2000年度の調査成果を

取り入れてまとめてみたい。

（１）発掘調査の結果、概ね３～４面にわたる生活面を確認した。上位から、近世、古代

～中世、古墳時代、弥生時代がある。古代～中世の遺構面と古墳時代の遺構面の間には、約

１ｍの洪水性の堆積があり、周辺の地形を含めた大きな変動があったと考えられる。

（２）弥生時代の遺構・遺物については、南西に隣接する西志賀遺跡との関連性が指摘で

きる。志賀公園遺跡は墓域が中心の遺構が展開し、西志賀遺跡の墓域の可能性も指摘でき

る。ただし、竪穴住居や掘立柱建物など居住施設が中期前葉から中葉にかけて営まれてお

り、墓域のみとは言い切れない。墓域居住域を含め、中期を中心とした限られた時期の遺

構群であることに注目すれば、西志賀遺跡を母村とすれば、志賀公園遺跡は子村と位置づ

けられる。

（３）弥生時代の遺構のうち、SB12はいわゆる「松菊里型住居」と呼ばれる特異な住居形

態である。従来、尾張平野では朝日遺跡で確認されていたのみであった。しかし、一宮市

猫島遺跡からも確認され、中期前葉を中心とした極めて限定された時期に展開する住居形

態であることが判明しつつある。いずれにしても、尾張平野の類例が列島東端であること

に変更はない。詳細は拙稿で触れている。（伊藤・蔭山・永井1999）

（４）古墳時代については、前方後方型墳丘墓（SZ09）が特筆できる。推定全長50ｍの大

型墳丘墓は、前方部のみの検出であったものの、周溝と周堤を伴う墳丘墓である。前方部

縁辺および周堤上から計５ヶ所の遺物集積は、墓前祭祀に使用されたと考えられる。墳丘

墓として記述を進めたが、埋葬施設や後円部など墳丘墓として断定できる要素を欠く。ま

た、居館や祭祀場など墳墓以外の可能性もある。したがってSZ09については、本書が議論

の出発点であり、提示した資料から改めて比較検討を進める必要がある。

（５）SZ09周辺から出土した須恵器・土師器は、土器編年研究に多大な提供を果たした。

猿投窯初期段階の須恵器は窯資料を含めてもほとんど知られていなかった。今回の資料群

は土師器と須恵器の共伴関係を知るうえで貴重な発見といえよう。

（６）古代については、遺構群の性格が判然としないものの、木簡の記述内容、木製祭祀

具などから官衙関連施設が遺跡の周辺に存在したことが予想される。今後の発掘調査に

よっては、実態が明らかになると思われる。

（７）木簡や木製祭祀具の出土したNR07は豊富な資料に恵まれた。しかも、比較的安定

した堆積状況であったことも幸いして、古代上層と下層の比較検討が可能となった。その

結果、須恵器から下層に律令的食器である杯Ａ･Ｂがみられなかったこと、下層の木製祭祀
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具に馬形の形代が無かったことなどから、下層は古墳時代的な遺物相、上層は律令的な遺

物相が見出された。

（８）木簡については、判読不能な文字が多く、全文が解読された資料はない。しかしな

がら、「六束」「五束」など稲束に関する記述、「麻呂」「秦人」「首」など人名に関する記述

などから、人員、稲束の管理に関わって作成された木簡群の可能性がある。

（９）中世から戦国については、遺構・遺物ともに希薄であった。比較的遺構・遺物の目

立ったのは、96A区であり、居館にともなう溝群と考えれば、その主体は南接する志賀公

園内に求められる。今回の調査から言及できることは、中世から戦国にいたる居館など居

住空間は認められなかったことのみである。したがって、今回の調査において志賀城およ

び平手政秀居館に関する遺構群は言及できなかった。

（10）中世の井戸SE05は、15世紀末から16世紀初頭に廃棄されたと考えられる。注目す

べき点は50体におよぶカメの出土である。これまでに中世後期から戦国の井戸からカメが

出土する例は、清洲城下町遺跡をはじめ県内に数例ある。しかし、今回のように50体にお

よぶ出土はない。出土状態から、井戸が廃棄された後にカメが井戸の中に存在したことは

確認できたが、井戸の廃棄にともなう祭祀行為に使用されたか、カメが自ら井戸の中に入

り込んだかは不明である。また、カメのなかには産卵を控えた雌カメが数体確認でき、産

卵時期である６月から７月頃までは井戸が埋没していないことが予想される。今後、カメ

の生態を含めて井戸の廃棄行為について再考が必要である。

（11）近世については、96A区で確認された溝が特筆できる。明治17年地籍図と照合した

ところ、ほぼ光音寺村と西志賀村を南北に分ける「村境」の溝に相当することがわかった。

以上、11項目を列挙したが、2000年度の調査区では弥生・古墳時代の水田や NR07に続

くと考えられる自然流路などが確認されている。今回の調査区の西側に隣接する地区は本

書と関連する事項が含まれている。さらに、南西に隣接する西志賀遺跡（平手町遺跡）で

は、弥生時代前期から中期の環濠が確認され、集落の実態が明らかになりつつある。これ

らを含めて、「志賀遺跡群」を把握する必要がある。

写真１　志賀公園遺跡遠景北から
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第１章 土器

１．縄文時代の土器

ここで報告するものは、発掘調査最終段階でさらに深堀りを行った結果、出土した遺物

である。出土状態からすべて二次堆積であると考えられ、周辺に当時期の生活場所が存在

していた可能性が考えられる。

１は、深鉢の口縁端部に近い部分である。ＲＬ・ＬＲの羽状縄文を地文とし、ヘラ状工

具による斜方向の刻目が施された低位の隆帯を二条貼付けている。器壁が平均４～５mm

と、非常に薄手である。清水ノ上貝塚出土第二群土器第３類Ｆに当たり、清水ノ上Ⅲ式に

相当する。

２は、４単位の波状を呈する深鉢で、口縁端部上面から外面に粘土の貼付により肥厚し

た部分に半截竹管による連続刺突文が施されている。胴部のくびれ部にも同工具による連

続刺突文が横方向に施されており、その上下には半截竹管により円文が施されている。表

面の調整は表・裏ともナデである。器形と半截竹管を使った文様構成より船元Ｉ式に比定

二次堆積資料

図16　縄文土器実測図（１：３）
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できるものの、船元Ｉ式の特徴の一つである撚糸文や縄文による地文が見られない。３は、

内湾する深鉢の口縁部で、太い棒状工具による二本の平行沈線が見られ、その上方の沈線

内部には半截竹管状工具による連続刺突文が施されている。４は、深鉢胴下半部で、中央

に指による凹みをもつ隆帯を縦位・横位に貼付することで区画を形成し、その内部に棒状

工具による押引文を縦方向に充填している。３は山田平Ⅱ式に比定され、４も中期前半の

範疇に収まるものか。

５は、内湾する深鉢口縁部である。沈線を横位・斜位などに施文後、縄文ＬＲを充填し

ている。縁帯文系土器といわれているものの一部か。６は、深鉢胴部中央部で、三本の凹

線が平行して施文されている。凹線内はきれいにナデられており、工具痕は見られない。

凹線文系土器の前半のものと考えられる。

７は、波状を呈する粗製深鉢口縁部であり、表・裏ともナデ調整である。晩期前半に属

するものか。

８は、やや外反する粗製深鉢口縁部で、口縁端部から下方に向かって条痕が施されてい

る。縄文後期以降の可能性が考えられるが、別時代の遺物の可能性もある。

９は、深鉢の底部で、平底を呈する。器壁の外面・内面ともによくナデられている。底

面には土器製作時の圧痕が付いていたようであるが、表面はきれいにナデ消されている。

10は、加工円盤と思われる遺物である。粗製深鉢の胴部を利用しており、表・裏ともナ

デ調整である。かつて土器の表面であった表には、粘土紐の接合痕が残されている。

２．弥生時代中期の土器

志賀公園遺跡の弥生土器は尾張※Ⅱ－３様式を中心として、これに前後する非常に限定さ

れた遺構群から出土している。遺構は、方形周溝墓などの埋葬遺構がもっとも多く、竪穴

住居・掘立柱建物といった居住遺構がこれに次ぐ。記述は便宜上、調査区ごとに進めてい

く。したがって、記述の順序が時期の新古を表すものではない。

（１）97Ｅ区

11～21はSD90（SZ02）出土で、Ⅳ－２様式を中心とする資料。11はⅢ様式から続く細

頸壺の胴部。胴部上半にヘラ描沈線紋が７条めぐる。12は円窓付壺。頸部にクシ状工具に

よる連続刺突紋がめぐる。13は台付甕？の口縁部。内外面ともにナデで仕上げている。口

縁端面に刻目を施す。14は台付甕。13と同様にナデ調整が行われている。台部は被熱によ

る赤変が著しい。15・16はタタキ甕。15は細目のタタキを行った後に粗目のタタキを行う。

16はタタキを行った後、縦方向のハケ調整を行う。口縁部外面に刻目を施す。17と18は

同一個体の甕の口縁部と底部。表面は摩耗し、調整痕が確認しづらい。縦方向のハケ調整

は所々確認できるが、タタキはわずかな凹凸で痕跡をとどめるのみ。底部には焼成後穿孔

がある。19は内面に板ケズリが確認できるため、タタキ甕の底部と思われる。20・21は台

※以下、弥生土器の編

年および用語の使用に

ついては、永井宏幸・

村木　誠「尾張地域」

『弥生土器の様式と編年

－東海編－』（石黒・加納

編2002刊行予定木耳社）

に準拠した編年観を使

用する。

ＳＺ02
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付甕の底部。両者とも胴部と台部の接合部にソケット状の装着部分が確認できる。

22～29はSD71（SZ03）出土で、Ⅱ－２様式を中心とする資料。22～26は条痕紋系土

器の壺。22は口縁内面を突出させ受口状口縁を有する。口縁外面に押圧突帯をめぐらし、

その下に半截竹管状工具による波状紋がめぐる。23は胴部上位に貝殻腹縁による横位直線

紋帯を施し、その上を半截竹管状工具により縦位区画する。24は櫛状工具による横位直線

紋帯を胴部上位と胴部中位に施し、各々半截竹管状工具による波状紋で区画する。横位直

線紋帯間の無紋部分はおそらくミガキ調整がなされる。25は上位から貝殻腹縁による横位

直線紋帯、右上りのハネアゲ紋、横位直線紋帯を施し、その後横位直線紋帯を不揃いな波

状紋で区画し、半截竹管状工具による山形紋を横位直線紋帯上に描く。26は口頸部界に幅

広の突帯を巡らし、その下部に貝殻腹縁による連続刺突紋を施す。頸部は貝殻腹縁による

横位直線帯紋、胴部に斜位方向の条痕紋を施す。頸胴部界は指腹で強く横位に直線を引き、

区画する。最後に口頸部界および頸胴部界に不揃いな波状紋、さらに頸部横位直線紋帯上

に縦方向の区画を半截竹管状工具で描く。27は袋状口縁の条痕紋系壺。口縁端面に２ある

いは４ケ所の刻み目を入れる。口縁から頸部にかけて横位櫛描紋帯を施す。28も27と同様

に受口状口縁を持つ櫛描紋系土器の壺と考えられる。胴部上位には横位櫛描紋帯を施した

後、半截竹管状工具による山形紋を加える。29は縦ハケ調整ののち、貝殻腹縁による条痕

を施した深鉢の底部。

30・31はSD81（SZ04・05）出土で、Ⅱ－２様式の資料。30は袋状口縁の条痕紋系壺。31

は貝殻腹縁調整の深鉢。SZ04の主体部であるSK169資料と接合した。32はSD80（SZ04）

内の土坑SK176出土で、Ⅱ様式の資料。全面貝殻腹縁による紋様を施し、胴部は横位羽状

条痕。

33～35はSD79（SZ05）出土で、Ⅱ－２様式の資料。33は袋状口縁の条痕紋系壺。34は

表面が被熱による剥離が著しい。おそらくハケ調整で、櫛描紋系甕。35は櫛？による羽状

条痕を施す条痕紋系深鉢。

36～39はSD73（SZ08）出土で、Ⅱ－３様式の資料。36は条痕紋系壺。37は櫛描紋系無

頸壺。口縁部に２孔一対の穿孔がある。38は条痕紋系厚口鉢。39は口縁部に指頭押圧を加

える朝日形甕。

40～43はSB12出土で、Ⅱ－３様式の資料。いずれも条痕紋系土器の壺。40は住居の壁

際、42は住居内のP312、43はSK171（中央土坑）から出土。

44～46はSK152出土で、Ⅱ－３様式の資料。いずれも条痕紋系土器。44・45は袋状口

縁の壺。46は櫛状工具による横位羽状条痕深鉢。

47はSK154出土で、受口状口縁の条痕紋系壺。48はSK155出土で、長頸壺の頸部。三

河地域からの搬入品。ヘラ状工具により横線２条、その下に縦方向に沈線を巡らせている。

49～51はSK158出土で、Ⅱ－３様式の資料。49・50は条痕紋系壺。51はハケ調整を施し

た櫛描紋系甕。

ＳＺ03

ＳＺ04

ＳＺ05

ＳＺ08

ＳＢ12



46

52～57はSK157出土で、Ⅱ－３様式の資料。52～54は条痕紋系壺。54はヘラ描による

方形区画紋を施す。55は櫛描紋系壺の底部。56は櫛描紋系甕の底部。57は貝殻描紋系甕の

底部。

58はSK163出土で、櫛状工具による横位羽状条痕を施した条痕紋系深鉢。

59・60はSK144出土で、Ⅱ－３様式の資料。59は条痕紋系壺。貝殻腹縁による紋様帯は

櫛状工具へ移行している。60は櫛描紋系甕。

（２）98Ｉ区

61～63はSD154（SZ14）出土で、Ⅱ－２様式の資料。61・62は貝殻描紋系壺。63は櫛

描紋系無頸壺。口縁部に２孔一対？の穿孔がある。

64はSD160（SZ15）出土で、Ⅲ様式の資料。筒形土器で、類例は朝日遺跡に20例近く

ある。口縁部は斜めにつくられ、丸底となる。口縁部に欠けた箇所がみられるが、穿孔さ

れた可能性もある。外面は丁寧に縦方向のハケ調整がされている。

65・66はSD174（SZ19）出土で、Ⅲ様式の資料。65は条痕紋系壺。66は櫛描紋系壺。頸

部を斜めに打ち欠いている。

67はSD149（SZ20）出土で、Ⅱ－３様式？の資料。櫛描紋系壺。

68～71はSD147（SZ21）出土で、Ⅱ－２様式の資料。68～70は条痕紋系壺。71は条痕

紋系厚口鉢。

72～74はSK299出土で、Ⅱ－３様式？の資料。72・73は櫛描紋系壺。74は貝殻描紋系

甕。

（３）98Ｊ区

75～77はSK343（SB22）出土で、Ⅲ－１様式の資料。75・76は櫛描紋系甕。77は櫛描

紋系高杯。上位から直線紋、波状紋、直線紋が施され、脚の端部に刻み目を入れる。

78はSK353（SB24）出土で、Ⅱ－３～Ⅲ－１様式の資料。櫛描紋系壺。

79はSK345（SB26）出土で、Ⅱ－３様式の資料。条痕紋系壺。

80～82はSK409出土で、Ⅱ－３～Ⅲ－１様式の資料。80は条痕紋系深鉢で、尾張北部

から美濃地域にみられるもの。81は条痕紋系深鉢。82は条痕紋系壺。

83はSD193出土で、櫛描紋系細頸壺、Ⅲ様式の資料。

84はSD198出土で、櫛描紋系甕、Ⅲ様式の資料。

85はSD221出土で、櫛描紋系細頸壺、Ⅲ様式の資料。櫛描直線帯を区画する「付加沈線

研磨技法」が採用されない。ただし、胴部最大径の位置が高く、古い様相を持つため、Ⅲ

様式でも古相をしめす。

86・87はSK344出土で、Ⅱ－３様式の資料。主体部内出土。86は貝殻描紋系壺。87は

条痕紋系深鉢。

88はSD190（SZ27）出土で、櫛描紋系甕の底部か？
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３．弥生時代後期から古墳時代の土器

１　土器群の構成

（１）土器群の大別

本節では弥生時代後期から古墳時代の土器資料を提示する。志賀公園遺跡ではその量を

不問とすれば、各時期を通じて土器が出土する。表１において、尾張地域における弥生時

代後期土器・土師器編年との対照を示した。

さて、志賀公園遺跡において安定して遺構と遺物が確認されるのは松河戸式後半から宇

田式前半にほぼ限定され、その前後の時期は遺構、遺物ともきわめて希薄となることが表

１から確認される。そこで、松河戸式後半・宇田式前半（古墳時代中期前・中葉）をⅡ期、

それに先立つ山中式・廻間式・松河戸式前半（弥生時代後期・古墳時代前期）をⅠ期、後

続する宇田式後半・儀長式（古墳時代中期後葉・古墳時代後期）をⅢ期に大別して資料提

示を行う。なかでもⅡ期の土器群は質量とも充実し、編年的検討をはじめとするさまざま

な検討に活用されるべき内容を示しているため、詳細は付論において論じることとする。

表1　編年対照表
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写真２　庄内大和型甕（107）

（２）各期の概括

Ⅰ期―山中式～松河戸式前半

97E、97F区など調査地点東部に遺物が分布する傾向にある。また、96D区にも遺物が散

見される。山中式後期の墳墓資料SZ02でややまとまりを示す程度で、その他の多くが混入

資料である。にもかかわらず、庄内系甕？、布留系甕、畿内系高杯など、（畿内地域を主体

とする）他地域に系譜が求められる土器がそのなかに含まれることには一定の注意を喚起

しておく必要があろう。

Ⅱ期―松河戸式後半～宇田式前半

98I区、98J区、98K区、96D区など調査地点の中央部に遺物が分布する。その嚆矢は96D

区の流路近辺に遺棄された土器群SU01である。また、98I区には一過的に形成された土器

集積資料が集中しており注目される。古墳時代中期の古墳群の一角をこの付近に想定する

むきがあるが、報文でも触れられているとおり、さらに慎重な検討が要求されよう。また、

98J区、98K区の土器は出土状況からは一括性が認定されなかったものの、98I区における

土器群との対比から、その多くが宇田式前半に相当するとみられる。

Ⅲ期―宇田式後半～儀長式

96D区、96A区、96C区など調査地点西部で遺物が散見される。流路SD06においてやや

まとまりを示すのみ。前段階あるいは次段階との質量の違いは自明である。須恵器型式で

は城山２号窯期から東山61号窯期が相当する。

２　Ⅰ期の土器

ＳＺ02　

山中式の最終段階、後期５段階に対応する。

102は山中式の甕。体部内面の荒々しいケズリ、口縁端部のキザミ、厚い体部の器壁と

やや大振りな脚台など典型的な山中式の甕の特長をとめる。口縁部の屈曲は緩慢で、体部

の最大径は中位にある。104は加飾されない鉢。106は加飾広口壷。直線文と波状文の組み

合わせに刺突文が加わる。体部下半が大きく張り、底部は突出する。

ＳＺ01

SZ02の上層に混入した資料。時期的なまとまりを欠くものの、松河戸Ⅰ式前半に帰属す

るものがやや多い。

107は庄内大和型甕の可能性がある。くすんだ灰褐色

の色調で器壁は薄い。搬入品であろう。外面は左上がり

の太筋のタタキに細かいハケメを重ねるが、内面のヘラ

ケズリは徹底されず、凹凸が残る。111は布留系（式）甕

で、口縁端部は内外に肥厚し、沈線状に窪む。内面は頸

部直下までヘラケズリが及ぶ。布留１～２式に相当。

畿内系

土器集積

山中型甕

庄内系甕

布留系甕
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写真３　布留系（式）甕の口縁部形状（111）

116はＳ字甕。Ｄ類に相当するとみて大過ないが、口縁

部の屈曲はＳ字状を呈さない。

ＮＲ01

Ⅰ期からⅢ期までの土器群が間断なく混在する。Ｓ字

甕はＢ類（123、124）、Ｃ類（125、126）、Ｄ類（131～

134）が確認され、宇田型甕（142）は３類に相当しよう。

143は須恵器壷（甕）で、瓦質焼成に近い。東山111号窯期前後と考えておく。

３　Ⅱ期の土器

Ⅱ期の土器群については、土師器はすでに提示した器種分類（赤塚・早野2001、付論で

改めて提示）、須恵器は付論において提示する器種分類にもとづいて資料を提示する。Ⅱ期

はさらにⅡ－１期～Ⅱ－４期（以下、１期～４期として表記）に区分が可能である。これ

については付論で詳述する。

ＳＵ01　

志賀公園遺跡１期、松河戸Ⅱ式１段階の基準資料。流路NR01の近辺で確認した土器集

積資料。完形の高杯、小型壷を中心に約20個体で構成される。152はＳ字甕Ｄ類新段階（甕

Ａ）。口縁部の屈曲は鈍く、丸みをもつ。154～156は甕Ｃ。破片資料のため混入の可能性

も考えられる。157～162は高杯Ｂ。157を除いては杯部が大振りで、脚部の肥満化が著し

い。162は脚部が肉厚で、内面には粘土紐巻き上げの痕跡をそのまま残す。164は大型高杯

A1。杯部下端には大振りな断面三角形の垂下突帯が貼りつけられる。165は壷Ｃ。166～

173は小型壷としたが、壷Ｃと中間的な法量のもの（166～168）、手捏ねに近い法量のもの

（173）もある。169は小型壷A1。その他の小型壷は（壷Ｃも含めて）法量にかかわらず、

いずれも口縁部が短いという共通の特徴をもつ。

ＳＵ13

志賀公園遺跡２期、松河戸Ⅱ式２段階の基準資料。かなり密集した状態で検出された土

器集積資料で、一括性は容易に認定できた。完形の個体が多く、その個体数は約70個体を

数える。須恵器は１個体のみで、それ以外はすべて土師器である。

177は体部の全面に縄蓆文叩きを施した須恵器壷（甕）Ａ。体部上半に断続的な細い沈

線がある。体部内面は上半は板状工具、下半は指頭によるナデで当て具の痕跡を完全に消

し去るが、底部付近には小さな窪みが無数に残る。底部成形時のオサエの痕跡であろうか。

胎土にはきめの細かい粘土を用いているが、白色の細礫がわずかにかみ込む。

土師器は甕、壷、小型壷、高杯、大型高杯で構成され、なかでも高杯が約50個体、全体

の約７割を占める。甕は甕Ａ、甕Ｂ、甕Ｃ、甕Ｈによる構成。178～181は甕Ｃ。181は棒

状工具の先端で器面を粗々しく調整している。182はＳ字甕Ｄ類の最末形態。183は宇田型

甕１類（甕B1）。184、185は甕Ｈとした。185の形態は壷Ｃに近いものの、明確な煮沸痕

器種分類

松河戸Ⅱ式１段階

Ｓ字甕Ｄ類新

高杯Ｂ

小型壷

松河戸Ⅱ式２段階

須恵器壷

甕Ｈ



50

写真５　高杯Ｄ脚部の調整技法（330）写真４　高杯Ｄ杯部内面の暗文（282）

跡がある。全体のつくりや胎土も184に共通する。壷Ｃは体部球形の壷C1（189、192）と

体部中位が張る算盤玉形に近い形態の壷C2（187、188、190、191）がある。小型壷Ａは口

径が矮小化した小型壷A2（193、194）となる。小型壷Ｂ（195～ 198）は頸部の括れが弱

くなる傾向にある。高杯は法量が規格的である一方で、形態は実に多様である。それぞれ

の係累関係を明らかにするには至らず、きわめて感覚的な分類で満足せざるをえない。199

～202は高杯Ａで、つくりが整っている。216はやや大振りで上半がわずかに外傾する杯部

をもつ。高杯Ｂの名残であろう。その他の高杯の多くは高杯Ｃとして分類した。後続する

段階から画する明確な型式的特徴は指摘できないが、脚部を中心として指頭によるナデが

多用されること、華奢な脚部上端に粘土を継ぎ足して補強するものが多いことなどの技法

上の特徴が看取される。255、256は大型高杯A2。255は前段階にも存在する中間的な法量

のものであるが、256は杯部の深さが前段階から一気に増している。

ＳＵ10

志賀公園遺跡３期、宇田Ⅰ式１段階の基準資料。98I区の南西隅で確認された土器集積資

料で、SU14が隣接する。SU14と比較してやや古相を呈する。30個体前後で構成され、須

恵器無蓋高杯（高杯A2）１個体のほかはすべて土師器である。

土師器は甕、壷、高杯、大型高杯で構成され、小型壷は組成しない。甕は甕Ｃ、甕Db、

甕Ｈがある。甕Db（257）は体部が球形で、口縁端部は丸みをもつ。壷Ｃ（264～266）は

体部上半にやや張りが認められるようになる。高杯は高杯Ｃに高杯Ｄが加わる。高杯Ｄは

高杯のなかで４割前後を占め、形態にはやや多様さがうかがわれる。281や282のように口

縁端部は複雑な形状をもつものが多く、282のように杯部内面に放射状の暗文が施される

ものもある。脚部の形状は、八の字状に開くもの（281）、裾部付近が屈折気味に開くもの

（282、284）、裾部まで緩やかに開き脚端部が下方へ肥厚するもの（283、285）、脚柱状部の

上半が中実なもの（286）がみられる。

291は須恵器無蓋高杯（高杯A2）で、口縁端部や脚端部は丸みをもち、杯部外面の突線、

波状文もシャープさを欠くものとなっている。透孔は５方で、斜めに切り込まれる。

壷C2

高杯

宇田Ⅰ式１段階

甕Ｄｂ

高杯Ｄ

須恵器無蓋高杯
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ＳＵ14

志賀公園３期、宇田Ⅰ式１段階の基準資料。98I区の南西隅、SU10に隣接して確認され

た土器集積資料。SU10と比較して型式的に後出的な要素が看取できる個体もあることか

ら、より新相の内容を示すものとして考えておく。40個体前後で構成され、須恵器が２個

体（高杯Ｂが１個体、不明器種が１個体）識別されたほかはすべて土師器である。

土師器は甕、壷、高杯、大型高杯で構成される。甕は甕Ｂ、甕Ｃ、甕Da、甕Db、甕Ｇ、

甕Ｈがあって、多様化の傾向がより顕著となる。甕の形式は多様ながら、SU10と同様に体

部は球形を志向するものが多い。なかには、甕Daとした292のように長胴化を志向しはじ

めたものもある。宇田型甕（甕Ｂ）は294のみで目立つ存在ではない。294は口縁端部が断

面三角形状に拡張されたもので、宇田型甕２類（古段階）の典型例とみなす。302は底部

が未詳ながら平底甕（甕Ｇ）とみてよい。体部内外面の調整は板目調整がハケメ状の圧痕

として残る。胎土は細礫がかみ込む特徴的なもので、色調は灰白色。303は壷Ｂ（有段口

縁壷）で、口縁部内面の段はほとんど消失するが、外面の段は突帯状に張る特徴をもつ。

304は壷Ｃで、体部上半の張りがより顕著となる。高杯の構成はSU10に共通する。高杯Ｄ

はSU10でみられた多様さは失われ、規格化が達成される。口縁端部は325のように複雑な

形状をなすものもみられるが、334や335のように退化する傾向にある。332は脚部に貫通

する透孔を１方に穿つもの。339は大型高杯Ｂ。口縁部はつまみ上げ状で、端部は沈線状

に窪む。胎土や脚部のつくりは高杯Ｄに共通する。

305は脚部に菱形の透孔（刺突）を３方向にもつことから高杯Ｂとして分類したもので、

形態、断面の色調から陶邑窯周辺の製品の可能性が考えられる。この小破片がSU11の下

層から出土していることは、SU14と SU11の新旧関係を考えるうえで重要な知見となる。

ＳＵ12Ａ群

志賀公園４期、宇田Ⅰ式２段階の基準資料。SU12は、（SU13などと比較して）やや広が

りをもって分布した土器群を土器集積資料と認識したもので、出土分布の偏りからA群と

B群とに分離した。ただし、土器群の型式的内容をみる限りにおいては、他の一括資料と

同列に比較して差支えないものと思われる。形式群の構成はSU14と類似する点も多いこ

とから、４期でも古相の内容を示すものと考えられる。

SU12A群は甕、壷、高杯、大型高杯、計40個体前後の土師器で構成される。甕は甕Ｃ、

甕Da、甕Db、甕Ｆ、甕Ｇがあって、SU14と同様に多様さが注意をひく。体部最大径をや

や上位におくものが多く、SU10やSU14でみられた体部の球形志向は失われつつある。341、

344は分類にやや難があるが、口縁部内面のハケメ、体部外面の粗いハケメなど、甕Daと

共通する要素が多い。345は甕Ｇで、胎土や色調は302と同様。346は布留系の甕（甕Ｆ）。

内面のヘラケズリはあまいが、器壁の薄さは一定程度保たれている。またケズリは頸部ま

で及ばないため、頸部付近の器壁は体部と比較して厚い。布留系甕独特の口縁部の内彎は

失われ、端部も細く仕上げられたものとなっている。壷Ｃは体部上半の張りがなおいっそ

宇田Ⅰ式１段階

球形志向

宇田型甕２類

壷Ｂ

高杯Ｄ

大型高杯Ｂ

菱形透孔

ＳＵ14とＳＵ11

宇田Ⅰ式２段階

布留系甕

壷Ｃ
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う顕著となり、極端に偏平化したもの（354）までみられるようになる。高杯は組成比を減

少させるとともに、形態の類似を見出すことが困難なまでに規格性が失われる。363はい

わゆる椀形高杯とするむきがあろうが、361、362のようなここでいう椀状杯部高杯（高杯

Ｄ）とは製作技法や胎土から明確に峻別される。ここでは高杯C3に含めた。381は胎土が

粗悪でつくりも雑な高杯Ｆ。杯部はやや大振りで、器壁も厚い。383、384は大型高杯。383

は通常の大型高杯より杯部が深い大型のもの。385は高杯と大型高杯の中間的な法量のも

ので、突帯を付さないもの。

ＳＵ12Ｂ群

出土分布からA群と分離したが、A群とほぼ同じ型式的内容をもつものとみてよい。甕

と高杯のみからなり、個体数は10個体に満たない。

386、389は甕Ｂ（宇田型甕）。386は口縁部が全体に丸みを帯び、内面に肥厚するやや特

異な形態。389は宇田型甕２類。390、392、393は高杯Ｄ。390は脚部に貫通しない透孔を

１方向に２孔、直列に穿つもの。391は高杯Ｆで、381と同様につくりが雑。

ＳＵ12西群・北西群

SU12より西側に離れた位置に分布する土器群。分布はやや散漫で、分布の間隙をもって

西群と北西群に分離した。西群、北西群ともSU12A群、B群と同様、志賀公園遺跡４期、

宇田Ⅰ式２段階の内容をもつものとみてよい。

SU12西群は10数個体から構成され、須恵器蓋A1が１個体共伴する。土師器は全形を知

りうる甕を中心として、そのほかに壷、高杯、鉢が加わる。甕の多様化の傾向はSU12A群

と変わるところがない。甕Db（394～397）は体部最大径がやや上位にあり、口縁端部は

例外なく沈線状に窪む形状となる。399、400は甕Ｃ。399は肩部が著しく張り、容量も大

きいことから不安定な印象までも与える。400の形態は399と類似するもので、容量が小さ

いもの。401は甕Ｇ。402は口縁部が短く屈曲する鉢Ｂ。403は壷Ｃ。体部外面の刻線は装

飾的効果をも兼ねたものか。

SU12北西群は土師器高杯数個体と須恵器杯（型式不明）１個体からなる。411、412は深

い杯部、ほぼ水平に広がる脚裾部を特徴とする高杯Ｇ。拡張された口縁端部には２～３条

の沈線をめぐらし、脚端部は強いヨコナデによって沈線状に窪む。413～ 415は高杯Ｄ。

ＳＵ11

志賀公園４期、宇田Ⅰ式２段階の基準資料。98I区の北東隅を中心として広範囲に分布し

た土器群をまとめたもの。何らかの作用によって二次的な移動を被っている可能性が高い

と考えられたが、共伴した須恵器の接合関係などから土器群のまとまりを確定した。各器

種の型式的特徴からも、新旧の資料の混在はごくわずかとみてよいものと思われる。個体

数は土師器約100個体、須恵器約50個体、計150個体前後を数える。豊富な器種からなる

初期須恵器の共伴が注目される。共伴した初期須恵器は概ね東山111号窯・東山48（218－

Ⅰ）号窯の段階に相当する。

高杯Ｆ

宇田Ⅰ式２段階

甕Ｄｂ

鉢Ｂ

高杯Ｇ

宇田Ⅰ式２段階

初期須恵器
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写真６　杯Ａ底部の調整技法

土師器は甕、（小型）甑、壷、小型壷、高杯、大型高杯、椀、鉢から構成される。甕は甕

Ｂ、甕Ｃ、甕Db、甕Ｇ、甕Ｈに甕Ｅが加わる。多様な甕からなる組成に変化はみられない

ものの、甕Ｂ、すなわち宇田型甕（２類）が４割以上を占め、甕の組成の中心となる。こ

れは他の土器集積資料との比較においてもっとも高率で、甕のほとんどが宇田型甕（３類）

によって占められる宇田Ⅱ式１段階へと継続する要素と考えられる。428、429は甕Db。口

縁端部は沈線状に窪み、前段と比較して口縁端部のつくりがシャープになる傾向にある。

430は甕Ｅ。体部上半のみの残存であるものの、丸底の器形と推定した。口縁部は厚いつ

くりで端部はかすかなつまみ上げ状となる。体部外面は粗いハケメ調整。437は小型の甑

で、鉢状の器形のもの。口縁部には明確なヨコナデを施さず、全体につくりが粗雑。底部

には円形の蒸気孔を中央に１孔、その周囲に４孔穿つ。穿孔の際にはみ出た粘土は処理さ

れていない。450、451は壷C3。薄手で大振りなものと厚手でやや小型のものがある。453

は小型壷B2。器壁は薄く、口縁部は粘土を内側に折り返す手法によっている。454は小型

壷Ｄ。455は小型壷Ｃで、体部外面を荒々しく削り放つ。大型高杯はやや多く、形態も変

化に富む。大型高杯Ａは大型高杯A2、A3があって、457、460のように、（杯部下端の稜に

付されるはずの）垂下突帯が形骸化する。大型高杯Ｂ（463）は高杯Ｄに、大型高杯Ｃ（464）

は高杯Ｇに胎土やつくりが類似する。高杯は全形を知りうる個体が少ない。原位置を損

なっていることがもっとも大きく関係しようが、あるいはつくりの粗雑化によるものかも

しれない。高杯Ｃは高杯C2、C3が主体で、脚部が全体に矮小化したもの（490～495など）、

脚裾部が内彎気味のもの（500～502など）が目立つ傾向にある。483は脚部内面の上端に

棒状の圧痕が観察できる。畿内地域の高杯の製作技法との関連が考えられる。506～517は

高杯Ｄ。514は貫通しない透孔を１方向に穿ち、内面の粘土の膨らみをそのままに残す。

518、519は鉢Ａ。519はわずかな口縁部をもつ。椀Ａの影響であろう。520、521は椀Ａ、

522～524は椀Ｂ。器壁は薄く、それぞれ同形同大とい

うべきほどに規格化が達成されている。外面は指頭によ

る窪みが目立つことと比して、内面が滑らかであること

から、内型を用いて製作された可能性も考慮されよう。

須恵器は杯、蓋、高杯、 、把手付椀、高杯形器台、

筒形器台、壷（甕）、脚付壷、鍋、甑があって、初期須

恵器段階の基本的な器種をほぼ網羅しているものと考え

られる。器種の構成比については付論で詳述する。これ

ら初期須恵器の一群は、かなりの広範囲に破片が散乱し

ていたものの、ほぼ全形を知りうるまでに復原できる個

体も多いことから、ほとんどの須恵器は本来、同一地点

に据え置かれた可能性が高いとみられる。

525、526はいわゆる羽釜形態の杯、杯A2。525は体部

525

526

宇田型甕２類

甕Ｄｂ

甕Ｅ

甑

小型壷

大型高杯

大型高杯Ｃ

棒状圧痕

椀Ａ・椀Ｂ

杯Ａ２
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写真７　筒形器台の細部（569）

写真８　体部の凹線（572）

が厚手で丸底に近い器形のもの、526は体部から口縁部にかけて均一の厚さで平底の器形

のもの。体部下半の調整は、前者が静止ヘラケズリあるいは静止回数の多い回転ヘラケズ

リ調整、後者が一定の速度を保った回転ヘラケズリ調整。すなわち、両者には同一系譜で

は律しきれない差異が存在する。527は体部が顕著に張る杯Ｂ。528、529は口縁部が直立

気味の杯Ｃ。口縁部が内傾する杯Ｄには531、532のような深い体部のものと、535のよう

な浅い体部のものがある。537～ 540は蓋A2。541、542は蓋A3。543は大型の無蓋高杯、

高杯A1で、文様帯上に紐状の把手を１個貼りつける。体部下半は格子叩き（平行叩き）に

よる成形で、それをていねいに磨り消すことによって、わずかにその痕跡を残す程度とす

る。544～ 548は無蓋高杯、高杯A2。545のような突線による区画で文様帯を構成し、波

状文を施すものと、544、546～548のように突線の直上や直下に波状文を施すものがある。

545の脚端部付近には太く丸みをもった突帯がめぐり、546の脚端部付近には細く突出する

突帯がめぐる。透孔は544～546が５方で、547は７方に復原される。549は無蓋高杯、高

杯A3。透孔は８方に復原される。550、551は無蓋高杯、高杯A4。554は無蓋高杯の脚部

と考えられる。脚端部付近には低い断面三角形の突線がめぐる。透孔は６方。555は大き

な方形の透孔を４方向に穿つ高杯脚部。556～558は高杯Ｃ。脚部に透孔をもたない有蓋高

杯（いわゆる「尾張型須恵器」を代表する器形）の祖形と考えられるが、口縁部は外反す

ることから、これに蓋がともなう可能性は低いとみられる。実際にSU11では、有蓋高杯

の蓋は確認されていない。556、558のように杯部が薄手で脚上部が細身の柱状となるもの

と、557のように杯部が厚手で脚上部が太いものがある。560～562は脚部に透孔がない高

杯で、土師器高杯との関係が考えられるもの。561の脚柱状部は華奢で、手捏ねによって

いる。562は瓦質に近い焼成で、色調は淡い橙色を呈する。563～565は 。563、564は同

一個体の可能性がある。564 の大型の は体部中位が

もっとも張る頸部がよく締まった形態のもの。全体に厚

手で、体部下半にはていねいなナデが施される。頸部周

囲には黒漆が付着している。補修痕であろう。566は把

手付椀。平底の器形で、突線によって区画された文様帯

状に把手を貼りつける。把手は残存しないが、剥れた痕

跡から紐状のものであったと推測される。567は壷で、

２条１単位の沈線によって文様帯を区画し、波状文を施

す。568は高杯形器台。復原径は多分に誤差を含んでお

り、実際は径が小さい可能性もある。異様なまでに重厚

なつくりで、外面には粗い平行叩きを施す。570は筒形

器台。569が570筒部にのる壷（ ）の部分の可能性が

高いが、両者はやや離れた位置から出土している。569

は太く突出度の高い突線をめぐらし、上位に列点文と波

高杯Ａ１

高杯Ａ２

高杯Ａ３

高杯Ａ４

土師器系高杯

把手付椀

高杯形器台

筒形器台
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写真10　把手下面の刺突孔（590）

写真９　把手上面の切り込み（590）

状文、下位に波状文を施す。570は脚部と筒部が残存する。脚部は特徴的なドーム形で、突

線からなる稜によって文様帯が分割される。透孔は直列に５段以上、９方向ずつ配される。

脚部と筒部は筒抜けにならないが、脚部上端には中心から偏した位置に不整円形の孔が上

部からこじ開けられている。571は壷（甕）Ｂに脚台を付したもので、体部上半に10.8㎝

×7.8㎝の楕円形の窓（円窓）がある。体部には平行叩きを施したのちに細筋の沈線をめぐ

らす。脚部は突線からなる稜によって文様帯を２段に区画し、波状文を施す。透孔は直列

に２段、６方向に配される。572～574は壷（甕）Ｃでいずれも瓦質に近い焼成。572、573

のように口縁端部近くに断面三角形の突帯をもつもの、574のように拡張した口縁端部に

沈線をめぐらすものがある。572の体部には凹線がめぐるが、残存部分からは、それが螺

旋状かどうかは判断できない。575は壷（甕）Ｂ。体部にはやや細筋の平行叩きを施し、底

部内面には絞り込みによる皺状の線がみえる。576は壷（甕）Ａで、体部外面には粗い平

行叩きを施し、部分的に磨り消している。577は壷（甕）Ｄで、形態、断面の色調から陶

邑産（ＴＫ216号窯型式）の可能性が考えられる。その他、破片資料では斜格子叩きを施

したもの（579～582）などが確認できる。586～589は牛角状の把手が付される鍋で、法

量から鍋Ａ（586）、鍋Ｂ（587～589）に分類される。586、587については、把手は挿入法

によっていることが分かる。586は568に類似した粗い平行叩きを体部に施す。把手の先端

は粘土を包み込むように丸める方法で処理している。把手の上面に切り込み、把手先端付

近の下面には刺突孔を２孔有する。587の口縁部には片口がつく可能性があるが、残存部

分からのみでは判断できない（成形時または焼成時の歪みの可能性もある）。588の体部外

面は擬格子叩き。590、591は（大型）甑。590は牛角状の把手が装入法によって付される。

底部の蒸気孔は中央に円孔を１孔、その周囲に三角形の蒸気孔を５孔穿つもの。胎土は灰

白色の精選されたもの。591は口縁部、体部、底部がそ

れぞれ残存する。底部の蒸気孔は中央に円孔を１孔、そ

の周囲に三角形の蒸気孔を７～８孔穿つもの。体部外面

は摩滅するが、縄蓆文叩きが施されたものとみられる。

ＮＲ07下層

自然流路の堆積土中の集合資料。純粋な古墳時代の堆

積層は最下層黒色土層のみ。廻間Ⅲ式後半～松河戸Ⅰ式

に相当する可能性が高いもの（607、609、614、624）、松

河戸Ⅱ式に相当する可能性が高いもの（621、622、623、

626）も若干含まれるが、宇田Ⅰ式に主体をおく土器群

と考えてよい。

605、606は甕Dbで、体部が球形を保持していること

から、宇田Ⅰ式１段階。609は脚部に透孔を２方向に穿

つ畿内系の高杯。杯部の形状や脚端部の処理などから布

脚付壷

瓦質焼成

ＴＫ216号窯

鍋

把手への細工

甑

畿内系高杯
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留２式併行と考えておく。610、611は口縁部が屈曲する鉢で、611は脚部をもつもの（脚

杯鉢、高杯Ｈ）。616、628は甕Ｂ、宇田型甕２類で、前者により古い形態素がみられる。

98Ｊ区

98J区の各所に散在して出土した土器群。一括資料との認定はできないものの、宇田Ⅰ式

２段階にまとまりをもつ土器群とみてよい。645は混入資料。

641は甕Ｂ、宇田型甕２類（新段階）。642はやや特異な形態の宇田型甕。643は口縁部が

残存しないが甕Daの範疇で考えておく。体部中位には断続しないヨコハケメが施される。

644は須恵器鍋Ａ。把手は挿入法によっており、基部付近の下面には刺突孔が１孔ある。

把手の先端の処理は586と同じ。645は壷（甕）Ｄで、口縁端部に面をもたせ、その直下に

断面三角形の突帯をめぐらす。表面の色調は黒みを帯びる。これらの諸特徴から、陶邑産

（TK216号窯型式）の可能性が考えられる。

４　Ⅲ期の土器

ＳＤ06

須恵器蓋杯は口径の大きいものと小さいものが混在する。東山11号窯期から東山61号

窯期に相当するが、東山61号窯期に主体をおくものと考えられる。須恵器蓋杯にともなう

土師器は649と651であろう。649は甕Ｄの退化した型式、651は宇田型甕３類。655～658

は口径、口縁端部の特長など東山61号窯期の特長をよくとめる蓋で、655と656は大きく

焼け歪む。659は蓋であるが、胎土が粗悪で、焼成も不良。

568 588 662

写真11　叩きの種類（左：粗い平行叩き、中：擬格子叩き、右：格子叩き）

脚付鉢

宇田型甕３類
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４．古代の土器・瓦

（１）概要

古代の土器は、木簡の出土した流路（98K区NR07）に代表されように自然流路からが多

く、溝、建物、土坑からの出土が少ない。しかし、古代の資料は豊富でかつ比較的短期間

に廃棄された資料群が目立つ。97E区SD50、97F区SD99、98K区NR07はその代表的な資

料群である。これら３遺構から出土した土器群は、７世紀後半から８世紀初頭にほぼおさ

まるもので、律令的土器様式に移行する過程を示す好資料となった。出土した代表的な器

種分類※については、図16・17に示した。分類名称のうち、（  ）表記については、平城宮・

京などで使用されている分類名を併記した。代表的な遺構の編年的位置づけについては、

表２に示した。

（２）遺構出土の土器

ＳＤ41 ７世紀後葉から８世紀前葉の資料群。SD41は98K区NR07（古代上層）に対

応すると考えられる。2000 年度調査区の自然流路にもつながる流路。遺物は下層（NR02）

では確認できなかったが、上層に相当するSD41からまとまって出土した。杯類は杯身（666

～669）と杯蓋（663～665）が主体となり、無台杯と有台杯が少量伴う。674は把手付 。

弱い沈線によって区画された櫛状工具による羽状刺突紋が体部にめぐる。伊勢系土師器甕

（675 ～ 679）はいずれも口縁端部の立ち上がりが弱い。

96Ｄ区遺構出土 ７世紀後葉から８世紀前葉の資料群。P38出土資料（696）以外はすべ

て古代上面（図版10）の遺構出土。杯類は杯蓋（691）、返り蓋（682・683）、杯身（684～

685・688・689・692～694）、無台杯（687）がある。689は口縁内面に沈線があり、６世紀

代の杯身の可能性がある。

ＳＤ50 ７世紀後葉から８世紀前葉を中心とする資料群。上層および上層と下層の間層

に焼土と炭化物が多く含まれることから、上層と下層に分けられる。傾向として、上層に

新しい様相、下層に古い様相が見られる。

杯類については、上層から有台杯（735～737）が出土する一方、下層からの有台杯の出

土はない。主体は杯身と杯蓋で、これに有台杯と無台杯が少量伴う。杯蓋（697～710）は、

稜が強い沈線を上下に施し凸状になるもの（705・709）は少なく、沈線１条を施し、稜を

形成するものがほとんどとなる。杯身（714～734）は、たちあがりが垂直方向に向くもの

と内傾するものとがある。728・729のようにたちあがりが短く受部から5mm程度しか突出

しないものもある。脚付椀については、杯部に沈線を持つ742・743が下層、沈線を持たな

い744が上層から出土している。743は脚部に透し孔が３方向見られる。745・746も脚部

※分類名称は以下の文献を参考にした。

須恵器：尾野善裕2000「猿投窯出土須恵器の主要器種分類」（『須恵器生産の出現から消滅』第１分冊　東海土器研究会）

灰釉陶器：斎藤孝正1994「東海地方の施釉陶器生産」（『第４回古代の土器研究会　施釉陶器』　古代の土器研究会）

土師器（煮炊具）：永井宏幸1996「尾張平野を中心とした古代煮炊具の変遷」（『鍋と甕そのデザイン』東海考古学フォーラム尾張大会実行委員会）

図版143

図版144

図版145～150
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図17　古代主要土器器種分類図　１：８（１）

杯蓋（杯Ｈ蓋）
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（杯Ｇ蓋・杯Ｂ蓋）
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無台椀（椀Ａ） 有台椀（椀Ｂ） 灰釉皿
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鍋 横瓶 平瓶
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（台付長頸瓶）
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図18　古代主要土器器種分類図 　１：８（２）

甕

甑

風字硯

陶臼（鉢Ｆ）

壷

脚付鉢

鉢

土師器椀

伊勢系把手付鍋

濃尾系甕 伊勢系甕三河系ナデ甕

台付甕
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の形状から脚付椀の可能性がある。無蓋高杯（747～760）は、いずれも透し孔を持たない

タイプ。 は無台（765）と有台（766）がある。

特徴的な器種としては、牛角状把手が一対付く鍋（767～769・772）や、環状把手が口

縁部に一対付き、上面観が楕円形の鍋（770）はあまり類例が知られていない。770の類例

は全形の復元できた検出資料（1500）がある。

土師器煮炊具については、伊勢系甕（790～ 798）と濃尾系甕（799～ 812）がある。伊

勢系甕は口縁端部の突出（摘み上げ状口縁）が明確ではない。797・798は鍋の可能性があ

る。濃尾系甕は８世紀以降に顕在化する特徴、体部外面にみられるケズリ指向のハケ調整

は見られず、細かいハケ調整が一般的である。底部に木葉痕があるもの（810・811）や、底

部外面がリング状の突出をもつもの（803・805）もあり、中濃から東濃地域の特徴を表し

ている。

97Ｅ区遺構出土 概ねSD50資料の時間幅に対応できる資料群。813は陶邑窯（KM60窯）

に類例がある甕蓋。天井部の摘み部が開口し、筒状となる。

ＳＤ92 上層に中世土器がまとまって出土している。最下層から出土した古代の遺物群

は、下位にあるSD98Aに含まれると考えられる。833～841は７世紀後葉から８世紀前葉

の資料群。842～851は９世紀前半の資料群。844は胎土が緻密な緑釉素地の托。845は灰

釉陶器の花盤。正倉院南倉にある「金銅八曲長坏（花形のさかずき）」に類似する。底部周

辺と高台が花弁状をなす。本例は推定４弁で、本来は金属器の８弁・12弁であった器を模

倣・簡略化したものと考えられる。849は獣脚硯の脚部。

ＳＤ93 ８世紀中葉から９世紀中葉の資料群。884は風字硯。

ＳＤ98A ９世紀前半を中心とする資料群。904は緑釉陶器。906は体部に環状把手が付

く鉢。

ＳＤ98B ８世紀中葉から９世紀中葉を中心とする資料群。940～942は形態が灰釉陶器

と類似する須恵器。

ＳＤ98C ７世紀末から８世紀中葉を中心とする資料群。杯類が多く出土している。杯蓋

（956～959）と杯身（977 ～985）は少ない。蓋は摘み蓋（960～974）が大半を占める。有

台杯（986～1017）と無台杯（1018～1055）が多く、無台椀（1056～1068）と有台椀（1069・

1070）が少量伴う。無台杯とした1049～ 1055は底部から口縁部にかけて丸みをもってた

ちあがり、杯と椀の中間的な形態となる。1095は分類上は短頸壷であるが、体部に切り込

みがみられ、特異なタイプ。胎土も白色の砂粒子を多く含み、色調は灰黄褐色で猿投窯産

とは明らかに異なる。1097は口縁部が玉縁状をなす美濃須衛窯産の大型甕。

ＳＤ99 方形墳丘墓と想定した遺構出土で、７世紀中葉から後葉の資料群。杯類は杯蓋

（1114～1127）、杯身（1129～1139）を主体とし、摘み蓋（1128）、有台杯（1140～1143）

が若干伴う。1160は口縁部が玉縁状をなす美濃須衛窯の大型甕。1165は伊勢系長胴甕で、

底部に焼成後穿孔がある。甑として再利用したか？

図版151

図版152

図版152・153

図版154

図版154～155

図版156～160

図版161～164
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写真12　木製無紋当て具痕（1270の内面） 写真13　糸切り痕（1414の内面）

ＮＲ03 中世の自然流路の混入資料。1173は平瓶の把手。

ＮＲ04 ８世紀中葉の資料群？1176は土師器の椀。底部に木葉痕がある。

ＮＲ05 ８世紀前葉から中葉の資料群。1180と 1190は古墳時代後期の混入資料。

ＮＲ06 ７世紀後葉の資料群？1241は獣足？をもつ鉢。1242は外面を被熱した鉢。

ＮＲ07下層黒色土（古代下層）７世紀中葉から後葉の資料群。杯類は返り蓋（1268）を

除き、杯蓋（1249～ 1267）と杯身（1269～ 1298）で構成される。器高が低く扁平な形態

のもの含むが、受部からのたちあがりが内傾するものはなく、比較的古い様相を保ってい

る。無蓋高杯は透し孔がない低脚（1305～1307）と２段の透し孔を持つ長脚（1301・1302）

がある。1325は獣足壷の脚部。土師器煮炊具（1328～1342）はすべて伊勢系の鍋（1338～

1341）・甕（1333～ 1337）で構成される。古代下層のうちSU15（1343～ 1371）は、ほぼ

７世紀後葉に限定できる資料群。

ＮＲ07黒色土層（古代上層） ７世紀末から８世紀初頭の資料群。杯類について古代下

層と構成が異なる。摘み蓋（1389～1395）、無台杯（1407～1417）、有台杯（1418～1425）

が加わる。無蓋高杯は透し孔のない低脚（1426～ 1428）のみとなる。把手付鍋（1432～

1434）のうち、把手が環状となるもの（1434）もある。 （1435～1438）は高台が付くも

の（1438）が加わる。土師器煮炊具（1455～1468）のうち、1466は台付甕であり、尾張地

域としては珍しい。

写真12（1270）は古代下層出土の杯身。底部内面に木製無紋当て具痕※が見られる。糸

切り痕の可能性もあるが、同心円状の凹凸が切り合う箇所があり、糸切り痕より当て具の

木目と考えられる。写真13（1414）は古代上層出土の無台杯。底部内面に糸切り痕が見ら

れる。ただし、糸切り後にナデ調整があり、回転か静止かの判別は難しい。

（３）その他の資料

1497～1499は甑。志賀公園遺跡出土資料はすべて中央の孔とその周辺に４つの半円孔が

ある多孔タイプ。1504は平瓦、1505～1507は丸瓦。すべて内面には布目痕が付く。1504

は桶巻造りのため、内面に凹凸が見られる。

※当て具に関する論考

は、亀田修一1989「陶

製無文当て具小考」

（『生産と流通の考古学』

横山浩一先生退官記念

事業会）に詳しい。

図版165

図版165

図版165～167

図版168

図版170～175

図版176～183

図版184

図19
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年代� 宮都編年� 猿投�
（宮都出土）�

斎藤編年� 志賀公園遺跡主要遺構�

600

飛鳥Ⅰ�
Ｈ－44

Ⅲ中�

Ｈ－44
Ｈ－50

Ⅰa
SD99

610

飛鳥Ⅱ�
Ｈ－15

Ⅲ新�
Ｈ－15

Ｉ－17－１�

Ⅰb
SD50・97E遺構群�

620

飛鳥Ⅲ� Ｈ－50
Ⅳ古�

Ｈ－27

Ｉ－17－２�

Ⅱa NR07古代上層�

630

飛鳥Ⅳ� Ｉ－17

Ⅳ中�

Ｉ－101

Ｉ－41

Ⅱb

NR07古代下層�

640

飛鳥Ⅴ� Ｉ－41

Ⅳ新�

Ｈ－16

Ｃ－２�

Ⅲa

650

平城Ⅰ� Ｃ－２�

Ⅴ古�

Ｈ－50

Ｉ－25

Ⅲb

SD93

660

平城Ⅱ�
Ｉ－25

Ⅴ中�

Ｓ－2

NN－32

Ⅳ�

SD98A

670

平城Ⅲ� NN－32

Ⅴ新�

Ｉ－17

Ｏ－10

SD98B

680

平城Ⅳ�

Ｏ－10

Ⅵ古�

NN－105

IG－78

SD98C

690

平城Ⅴ�

IG－78

Ｉ－41     NN－288

Ｋ－14

700

平城Ⅵ�

Ｃ－２�

NR04

710

平城Ⅶ�

Ｉ－25

NR05

720

Ｋ－117

NR06

730

NN－289

740

Ｋ－40

750

760

770

780

790

800

810

820

830

840

850

尾野編年� 永井1996

Ｈ－5

Ｈ－3

Ｋ－41

Ｋ－115 Ｋ－45

Ｋ－44

NN－266

NN－265

NN－268

Ｋ－1

Ｋ－11 Ｉ－19

Ｋ－90

表２　古代土器編年対比表※

※編年対比表は、

第１回東海土器研究会編　2000　『須恵器生産の

出現から消滅』に掲載された編年表を参考に作成

した。

図19　古代瓦実測図（１：４）

1504

1505

1506

1507
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内面は口縁部付近のみ�
外面底部（畳付）�
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５．中世以降の土器・瓦

１．96Ａ区ＳＤ06

96A 区SD06の出土遺物は、古代～近世までの幅広い時期大量の陶磁器類が含まれるが、

中世においては前半期の資料群として灰釉系陶器椀、小皿類が最も多く、しかも残存率の

高い大きな破片が大量に含まれる。瀬戸美濃産の陶器類では、（藤澤編年）古瀬戸後期後半

に属する資料が突出して多く、これは尾張地域でも一般的にみられる出土傾向といえる。

特徴として前期～後期を通して継続して一定量の出土があること、前期・中期の四耳壺、

梅瓶、入子、後期では燭台、青磁の梅瓶蓋などやや特殊な器種を僅かながらも含むことな

どがあげられる。

（１）灰釉系陶器

灰釉系陶器椀・皿類については分類と使用痕について主に記述する。

尾張型第6型式段階を中心に第7型式段階にかけてまとまりがみられ、第5型式段階が

若干量含まれる。そのうちの椀形態では高い割合で顕著な使用痕が認められる。摩耗して

表面が平滑になっている部位が、内面では口縁部および見込部分（A類）、見込を除く内面

にみられるもの（B類）があり、外面では底部周辺と高台（畳付）に確認できる（a,bで有

無区別する）。内外面に強い摩耗の痕跡が認められるものは第5、6型式段階資料に多く、第

7型式段階の摩耗が確認できる資料ではA類は少なくB類が多い。また、同じ資料で摩耗

の痕跡に加えて煤が付着する資料も多い。煤の濃淡と付着範囲には様々なパターンがあり、

内面か外面の片側、あるいは内面と外面の両方、局所的あるいは広い範囲に付着する場合

がある。SD06資料では、第6型式段階の形態に煤の痕跡が比較的多く確認できる。中世後

半期では東濃型の脇之島窯段階、1548生田窯段階の椀、皿類が若干量含まれる。これら東

濃型灰釉系陶器では、1548の内面にタール状の付着物を確認した以外では明瞭な使用痕は

認められない。

摩耗

煤の付着

図21　摩耗部位の分布
（志賀公園遺跡図版掲載資料のみ、数値は点数）図20　摩耗部位の分類
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志賀公園遺跡では分析の総点数が少なく、敷延できる結論には至らないが、稲沢市下津

北山遺跡報告※において12世紀後半～14世紀前半の灰釉系陶器椀・皿類の見込部分の摩耗

についての分析がある。これによれば、中世I期（12世紀後半～13世紀前半）と中世II期

（13世紀後半～14世紀前半）の比較では、中世I期の摩耗のみられる個体の割合は椀で77%、

皿64%、中世II期の椀で34%、皿66%となり、また大量の一括廃棄がみられるI期の土坑

出土資料ではさらに高い割合を示している。

使用痕のうち「摩耗」に限定するならば、少なくとも志賀公園遺跡でも尾張型第6型式

から第7型式段階へ移行する時期を前後して部位と検出数について変化が看取される。底

部内面の形状と摩滅部位の対応関係、付着物等の分析を進める中で具体的な使用形態とそ

の変化を示すことができよう。

（２）土師質煮炊具※※

1556～1563は特徴的に口縁端部を内側へ折返すいわゆる「伊勢型」鍋。器壁が薄く変化

する以前のもので、折返した口縁端部が内彎し、直立する頸部がやや長い北村分類A4b類

か。13世紀半ば～後半を中心とした時期。1642,1643は内彎型羽釜。1644～1646は半球形

内耳鍋。口径21cm前後と30cmのものがある。内面をヨコナデし、最大径部分より以下の

外面には特に厚く煤が付着する。

（３）土師器皿

1661を除く1649～1662は外面周囲をヨコナデし、外面底部をほとんど調整しない手捏

ね（非ロクロ）のタイプ。口径6.5～7.5cm前後で器高は低く、強く周囲ナデして体部が直

線的に開く。これらは散漫な出土状況を示しており一括性は認められない。1649は破損し

ておらず、完器。1662は口径5.0cmと特に小さく、周囲のナデも弱く丸みを帯びる。16世

紀以降か。1661は底部のみであるが、15世紀以降に出現してくるロクロ使用の土師器皿で

あり、内面底部の中央が凹み、外面底部周囲の一部に砂が付着する。

（４）常滑産陶器

口縁端部を僅かに摘みあげる（中野編年）4型式段階（13世紀第１四半期1564）の資料

が少量みられるほか、口縁部が断面N字状となった6a（13世紀第３四半期1565～1567）、

6b型式段階（13世紀第４四半期1568～1569）と、さらに拡張された口縁縁帯部が頚部上

端に密着した10～11型式段階（15世紀後半1571,1573,1572,1574）にまとまりがみられる。

また、陶製の羽付釜（1647,1648）も少量であるが出土している。1575は片口鉢 II類で6a

型式、内面が著しく摩耗している。1576は口縁端部が面をもち、内外に拡張気味。同10型

式段階。

（５）瀬戸美濃産陶器

（藤澤編年）古瀬戸前期・中期・後期各時期の資料があり、以降大窯第3段階まで継続し

てみられる。1577は灰釉直縁大皿（後期IV）。1578は灰釉手付鍋（後期I～ II）。外面2カ

所に扁平な耳が付き、内面下半部分は無釉。1579～1582は灰釉四耳壺。1579は幅約1.4cm四耳壺

非ロクロタイプ

ロクロタイプ

※ 愛知県埋蔵文化財セ

ンター調査報告書第88

集　2000『下津北山遺

跡』

※※鈴木正貴　1996東

海地方の内耳鍋・羽付

鍋・釜『鍋と甕　その

デザイン』第4回東海

考古学フォーラム資料

集
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の板耳を有し、肩部には沈線１条がめぐる。胎土に砂粒を多く含むなど瀬戸市域の窯で焼

成されたものとは異なり、おそらく猿投窯産かと思われる。1583,1584は梅瓶のそれぞれ胴

部（前期IV）と胴部から底部（前期II）。折縁深皿1585,1586（中期I）は内面の見込または

体部中央に3または4条の圏線がめぐる。1585は底部外面まで薄く釉薬が掛かり、1586の

外面底部は無釉、内面に目跡が残る。1587～ 1589（中期 II）は全体に薄く灰釉がかかり、

口縁端部が厚みをもって丸く収まり、体部は曲線的に立ち上る。1590,1591（中期IV）、1592

（後期I）の体部は直線的に立ち上る。1591は内面に櫛状工具で波状文が描かれる。1593,1594

は卸目付大皿（後期 IV古段階）であり、1593は破面の一部に釉薬がかかっており破損品

か。また1594内面下半部分は摩滅しており、外面の一部に煤が付着する。

天目茶碗1595は灰釉の付高台（中期I）。1596は鉄釉の付高台で、高台部分は露胎（中期

IV）。1597,1598,1599の高台周辺は鬼板の塗布はなく露胎（後期IV）、1598の内面見込付近

には幅約2.3cmの範囲で周囲に沿った方向のキズ、線状痕がみられる。どのような使用に

よるものかは不明。1600 は鉄釉台付天目（大窯 1）。1601 は蓮弁文灰釉丸椀（大窯 1）。

1602,1603の高台周辺は鬼板が塗布される（大窯2）。1604天目茶碗底部（大窯4）は内反高

台の内側に「T」字状の線刻が認められる。1605,1606は後期段階の内耳鍋。1607,1608は釜

または土瓶（後期IV）。1607は縦耳を貼付けたものか。1609,1610は中期前半段階の灰釉底

卸目皿。1610は内面底部に4条の圏線がめぐる。1611は卸皿底部（中期I・II）。1612卸皿

は内面に油煙のしみ込みがあり、底部縁辺に使用による摩耗がみられる（後期IV古）。1613

～1615は後期段階の縁釉皿。1614は底部縁に摩耗がみられる（後期III）。1624ハサミ皿は

内面底部と底部際の立ち上がり部分が摩耗している（大窯1）。1625の灯明皿（大窯3・4）

は、内面と外面に油煙の煤が付着する。1616入子（中期I・II）は1点のみ。1618は水注（III

類、中期I・II）。1619,1620は錆釉の土瓶類の蓋（後期III・IV）。1621は鉄釉燭台（後期III

～ IV）。

擂鉢は1630,1632（後期IV古）、1631,1633（後期IV新～大窯1段階）は口径24～26cm。

1634（大窯1）、1635,1637,1638（大窯2）、1639,1640（大窯3前半）、1641（大窯3後半）が

ある。

1626は志野丸皿（連房式登窯1小期）、底部外面に目跡3ヶ所。1627も志野丸皿（登窯3

小期）。1628は18世紀後半のせんじ茶碗。1629は土師質ホウロク鍋片。これらは混入と思

われる。

２．96Ａ区ＳＤ08

ロクロ整形の皿（1677～1679）、手捏ね皿（1680～1696）など土師器皿のまとまった資

料がみられる。ロクロ土師皿は口径約12cm、器高2.1～2.6cm、手捏ね皿は口径6.0～7.4cm、

器高1.0～1.8cm、。共伴する瀬戸美濃産陶器は1663は天目茶碗（大窯1）。1664は鉄釉口広

有耳壺。1665,1666,1667の灰釉腰折皿（古瀬戸後期IV新）、1668は灰釉端反皿。1675は擂

擂鉢

天目茶碗
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鉢（大窯1）。1669,1670は土師質の半球形内耳鍋、外面上方の沈線のないタイプ。1670の

胴部下方から底部はヘラケズリを施す。外面は全体に煤が付着し、口縁部付近には液体が

垂下した痕跡が明瞭に残る。内面の底から1/3程度の部分が黒く汚れている。1676は常滑

産陶器壺・甕類、11型式。1673は白い軟質の焼成の灰釉系陶器小皿、尾張型11型式か？

溝出土資料としては時期に比較的まとまりがあり、15世紀末から16世紀の前半の時期に収

まる。

３．96Ａ 区ＳＤ09

瀬戸美濃産陶器は、古瀬戸中期前半～大窯第1段階まで、また混入した灰釉系陶器碗、皿

類では尾張型8型式段階、東濃型は大洞東窯式、生田窯式段階があり、14世紀～16世紀前

半の時期の資料が含まれる。1743の画花文鉄釉合子は口縁部を欠く（中期II）。1746,1747

は折縁深皿（中期II、中期IV）。1742灰釉四耳壺（後期IV。）1740天目茶碗（後期IV新）、

1741灰釉縁釉皿（後期IV新）。1744灰釉端反皿は見込に花文がスタンプされ、底部高台内

側に輪トチ跡がある（大窯1）。1748,1749は擂鉢（大窯1）。1745土師質の「伊勢型」鍋は

器壁も薄く、外面の粗いハケナデの範囲が頸部の上寄りにも及ぶ。北村分類A6類か。1750

は内彎型羽付釜。1738,1739は手捏ねの土師器皿。

４．97Ｅ 区ＳＤ52

1751土師質の内彎形羽釜は1点。1752～1756,1765は半球形内耳鍋で外面上部の沈線の

ないタイプ。1758灰釉の浅碗（古瀬戸後期前半）。1768,1770は擂鉢（後期IV新）。1760は

鉄釉袴腰形香炉（後期IV新）。1759鉄釉縁釉皿は内面に炭化物が厚く付着する（後期IV）。

1769は擂鉢か（大窯2）。1761～1764は手捏ね土師器皿。口径5.5～6.4cm、外面周囲を強

くナデるタイプ。1757灰釉系陶器椀、東濃型脇之島窯段階。

５．98Ｋ区 ＳＥ05

井戸一括資料。1772は灰釉折縁小皿、1773は灰釉平碗（古瀬戸後期III）。1774の灰釉直

縁大皿はほぼ完器であり、内面の露胎部分と外面の底部付近は使用による摩滅が顕著であ

る（後期IV古）。1775,1771常滑産陶器壺・甕類はそれぞれ10、11型式段階。1771は肩部

に横6.2cm、縦2.7cmの「大日大月」の押印がある。この類例は、消費地の名古屋城三の丸

遺跡（名古屋市）※のほか、下内橋遺跡（知多市）※※で肩部に連続して押印されたもの、製

作窯では平井口第１号窯跡（常滑市）※※※で出土している。下内橋遺跡、平井口窯資料はと

もに10型式段階である。

６．97Ｆ区ＳＤ92

1776～ 1796は灰釉系陶器碗・小皿類。1776は高台断面が三角形のやや古い様相を呈す

るが、それ以外は尾張型第5型式段階が中心となる資料群である。SD06資料と同様に煤が

付着するものが目立ち、また使用による摩耗の痕跡も顕著である。煤および炭化した付着

物が厚い部分も数個体で認められる。1784の煤の範囲は破面にも及び、廃棄に伴う行為に

よって煤が付着したことも想定される。1798は周囲をヨコナデする手捏ねの土師器皿。口

※ 愛知県埋蔵文化財セ

ンター1993『名古屋城

三の丸遺跡IV』

※※知多市教育委員会

1996『下内橋遺跡』

※※※楢崎彰一・青木

修1999「常滑窯研究報

告1～天神第４号窯跡・

平井口第１号窯跡の調

査から～」『瀬戸市埋蔵

文化財センター研究紀

要』7
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縁端部がやや厚く面をもつ。1797はロクロ土師器皿。口径13.4cm、器高3.3cm、底径6.6cm

で底部はヘラ切りであり、この1点のみを確認している。

７．97Ｆ区ＳＤ94

古瀬戸後期III～IV段階の古い資料も混入しており、1799は仏餉具の底部（後期IV新）。

1806は天目茶碗（大窯3後～4前）。1800は灰釉尊式花瓶（後期III）。1801の土師質の茶釜

形鍋は口縁部と胴部中程を欠損している。底部はケズリを施し平底に作り、低い三角錐の

３足が付く。外面全面に煤が付く。耳は肩部対角線上の2カ所に付き、平面形がややくず

れた五角形の板状を呈し、１ヶ所穿孔する。1802の焼締小壺（大窯3前）は、底部中央が

穿孔されている。1803は灰釉内禿皿（大窯3後）。1804灰釉反り皿（大窯3後）の外面底

部は施釉されておらず露胎であり、口縁部を打ち欠いた欠損部には油煙煤が付着する。

1805は志野丸皿（大窯4後）で、破面に煤が付く。1808は灰釉卸目付大皿か（後期 III）。

1809は灰釉直縁大皿（後期IV古）。1810は擂鉢（大窯3前）。1811も擂鉢（連房式登窯1

小期）。1812 は常滑産壺・甕類の口縁部は9型式。

８．97Ｇ区ＮＲ03

出土遺物のほとんどが尾張型第5型式を中心とした5、6型式段階の灰釉系陶器椀、小皿

類であり、残存部分の大きい破片も多い。1813のみ高台断面はやや丸みのある三角形で、

モミ痕はない。口縁部は緩やかに外反する。3型式段階か。椀形態には使用痕が明瞭であ

り、内面と高台接地面に摩滅が認められるものが多い。煤の付着については、広範囲につ

くSD92資料とは異なり、NR03資料では外面の口縁部周辺に部分的に認められる。1844は

土師質の「伊勢型」鍋口縁。口縁端部の折り返しは内傾するが厚みをもったままで、96A

区SD06資料より古い様相を残している。北村分類A3類か。1843は灰釉縁釉皿（古瀬戸後

期III）、混入と思われる。

９．その他遺構、包含層出土遺物

瀬戸美濃産陶器を主に抽出した。天目茶碗では、付高台の1845がやや古く（古瀬戸中期

I）、1846（後期 III）、1847,1848（後期 IV古）、1849,1850,1851（後期 IV新）がある。1853

は灰釉平碗（後期 IV新）。1854は 98K区SK475出土の灰釉縁釉皿（後期 IV古）。1855は

96A区SK01出土の腰折皿（後期IV新）であり、内面3ヶ所にトチ跡。1856は灰釉端反皿

（大窯1）。1857は志野丸皿（大窯4）。1858の内外面で鉄釉と長石釉を掛け分けた天目茶碗

（大窯4後）であり清洲城下町遺跡などに類例がみられる※。1859は灰釉の皿形態であるが

器種不明（後期I～II）。1860は鉄釉徳利（大窯3か）。1861は灰釉小壺（大窯3）。1862,1863

は口径5.6cmの手捏ね土師質皿。1864は卸皿（前期II）。1865は灰釉の大型筒形香炉（後期

III～ IV古）。1866は灰釉直縁大皿（後期III）。1868,1869は灰釉四耳壺（後期III～ IV古）。

1870は板状の耳が付く鉄釉の口広有耳壺（後期IV新）で、96A区SK02出土遺物。1871も

鉄釉口広有耳壺（大窯1）。1867は口径20.4cm、高さ8.2cmのエンゴロ（大窯段階）。1874

は焼締まっているが土師器皿か、粘土紐積み上げ成形で体部に接合痕がみられる。外面周

※ 愛知県埋蔵文化財セ

ンター調査報告書第28

集　『清洲城下町遺跡』
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囲はヨコナデで、口縁端部付近は内外面を摘むようにしてヨコナデする。底部外面は無調

整、指頭圧痕を残す。

10．近世遺物（連房式登窯）

1875 は美濃鉄絵皿（5,6 小期）であり、全面に長石釉、部分的に緑釉が掛けられる。

1882,1883は美濃灯明皿（8,9小期）。1886,1887は美濃小碗（8小期、9小期）。1876は志野

丸皿（3小期）。1878は煙硝擂（5小期）。1879は錆釉の蓋（美濃、5～7小期）。1877の美

濃反り皿（4小期）は胎土が暗灰色を呈し、不透明の灰色がかった釉薬が掛かる。1885は

瀬戸火鉢（8～11小期）、1888は瀬戸仏餉具（10,11小期）。1884は瀬戸の陶胎染付の皿で

あり、内面見込に花文、体部に簡略化された草花文が描かれる（9小期）。1889は土師質の

ホウロク鍋。

11．貿易陶磁

大半が小片であるが、調査区全体で出土した点数は白磁7点、青磁36点、青白磁1点の

合計44点である。白磁では、玉縁状口縁の碗、皿があり、青磁は龍泉窯系の蓮弁文碗が最

も多く、同安窯系の劃花文碗、皿、雷文帯をもつ碗も僅かにみられる。碗・皿以外の器種

には、水注（の把手部分）、梅瓶と梅瓶蓋などがある。特に梅瓶の蓋は、陶器製を含めても

県内では出土事例が極めて少なく、梅瓶本体とのセット関係は不明瞭ではあるものの、地

点の特殊性を示す資料として注目される。

1697～1699は玉縁状の口縁をもつ白磁碗（太宰府編年IV類）。1698の口縁端部は鋭く、

外面の施釉範囲は上部に留まる。1700,1701は無高台の白磁皿。1700の見込み部分には浅く

細かい筆致で花文が線刻され、外面底部は無釉（太宰府編年VIII-2類）。以上は11世紀中

葉から12世紀初頭を中心とした時期。1701は内面見込部分の体部との境に段があり、外面

底部は薄く釉がかかるが基本的には無釉（太宰府編年IX-2類）。13世紀後半～14世紀中葉

を中心とした時期。1702は白磁多角坏。高台部分を弧状に4ヶ所抉り込み、見込みに目跡

が残る。15世紀代の資料。

1704～1707は龍泉窯系鎬蓮弁文碗。1706,1707の蓮弁は鎬部分が明瞭でない。1708は内

面に草花文を描く碗（太宰府編年I-2類か）。1709,1710は龍泉窯系劃花文碗（太宰府編年I-

4類）。1711～1715は青磁碗または小碗の底部。1711,1714の内面は底部と体部の境が明瞭

で、胎土は白色を呈し、釉調は青みがかった緑色でや厚みをもつ。1714は貫入が著しい。

1713の胎土は暗灰色を呈し、外面には細線の蓮弁文、見込にも不明瞭ながら花文がスタン

プされる（太宰府編年I-5類）。高台の内側途中まで施釉され、畳付部分の釉を掻き取って

いる。1712の底部は厚く、胎土は緻密で青みがかった暗灰色を呈し、見込部分では体部と

の境が明瞭である。高台の内側途中まで釉がかかり、畳付部分の釉を掻き取っている。1715

の釉は薄く、褐色がかった灰緑色を呈する。無文で高台内側は露胎で赤変している。12世

紀中葉～13世紀中葉を中心と時期にまとまりがみられる。

碗、皿以外の器種も少量あり、1703は水注類の把手部分か。1716は杯か鉢のような器種

青磁

白磁
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・山茶椀 三重県埋蔵文化財センター1994「中世土器の生産と流通」『研究紀要』第3号

・古瀬戸 瀬戸市埋蔵文化財センター1996「古瀬戸をめぐる中世陶器の世界」
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の口縁部であり、内面体部に丸のみ状施文具で蓮弁を表現する。1717は青磁梅瓶蓋である。

口径7.6cm、頂部の径5.6cm、高さ4.4cm。頂部との境には明瞭な稜をもち、口縁端部は外

反して開く。釉はやや青みがかった緑色を呈し、外面及び内面にも施され、口縁部付近は

掻き取っている。外面側面下方に1ヶ所、頂部との境に1ヶ所に直径約1.5cmの円形の貼付

文があり、文様が浮き彫りされている。比較的多く報告されている鎌倉の出土資料※では、

まず青白磁の製品が多く、内面が露胎で志賀公園遺跡資料のように施釉することはない。

無文の資料が多いなかで、文様が頂部に菊花または放射状文を刻印するものなどがみられ

るが、側面にまで及ぶことはない。

青白磁は318の梅瓶胴部片1点のみである。渦文が櫛掻きされる。対応すると思われる

蓋は確認されていない。

12．墨書陶器

墨書のある中世以降の陶器は合計43点。尾張型の灰釉系陶器椀、小皿類（第5,6,7型式

段階）の外面底部に書かれたものが大半であり、その他に古瀬戸灰釉平碗の底部、近世陶

器碗形態の底部各1点がある。漢数字（「一」「十」）、かなや漢字などの１文字（「大」「井」）、

花押状のものを含めた記号、に大別できる。

1890は糸切り痕を残す厚い底部をもつ椀で、時期、産地ともに不明。墨書は判読できな

いが、2文字とすれば古代資料につながる古い段階のものか。記号資料については、いく

つか筆致が類似する資料があり（1891と 1892、1893と 1894、1895と 1896、1904と 1905

など）、同様の記号が墨書された複数個のまとまりが想定される。1898の外面底部の墨書

は判別できない花押状のものであるが、内面見込部分と体部1/2程度にも広範に墨が付着

する。1909は灰釉平碗の底部内側に「上」と記す（後期IV新）。古瀬戸時期資料はこれ1

点のみである。1910は近世陶器片底部であり、「十月六日」と判読できる部分がある。名

古屋城三の丸遺跡や清洲城下町遺跡の同時期の資料※では日付のすぐ脇に人名または年号が

記されるものがある。

13．瓦（図版238）

中世以降の瓦は96A区SD02（近世の村境の溝）や96A区SD06（自然流路）などから全

部で25点が出土した。その内訳は丸瓦が7点、平瓦または桟瓦が17点、種別不明が1点で

あり、大半は表面が銀化した燻し瓦で全て近世に位置付けられよう。1966は96A区SD06

から出土した丸瓦片で、内面にコビキＢと布目痕が残存していた。1967は戦国時代の溝

96A区SD08から出土した平瓦？片で、混入した可能性も考えられる。

青白磁

青磁梅瓶蓋

※千葉地遺跡発掘調査団

1983『神奈川県鎌倉市千

葉地遺跡』
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写真14　墨書陶器写真

19101909

19051904

18961895

18911890
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E- 調査区� グリッド� 遺構� 産地/器種� 時期� 墨書の部位� 内容�

1890 97G VIF11s NR03 山茶椀（尾張）� ？� 底部外面� 文字か？�

1891 97G VIF12q NR03 山茶椀（尾張）� 6型式? 底部外面� 記号か？�

1892 97G NR03 山茶椀（尾張）� 6型式? 底部外面� 記号か？�

1893 96A VIID15p SD06 山茶椀（尾張）� 6型式� 底部外面� 記号か？�

1894 96A VIID15n SD06 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 記号か？�

1895 96A VIID15ef SD06 山茶椀（尾張）� 7型式? 底部外面� 記号か？�

1896 96A VIID15,16on SD06 山茶椀（尾張）� 7型式? 底部外面� 記号か？�

1897 96A SD06 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 花押?

1898 96A SD09 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 花押状？�

1899 96A SD09 小皿（尾張）� 底部外面� 記号か？�

1900 97G NR03 小皿（尾張）� 底部外面� 「十」�

1901 96A SD06 小皿（尾張）� 底部外面� 「○」�

1902 96A VIID15p～q SD06 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 仮名か？�

1903 96A SD06 山茶椀（尾張）� 8型式� 底部外面� 仮名か？�

1904 96A VIID15,16m SD06 山茶椀（尾張）� 8型式� 底部外面� 「大」�

1905 96A VIID15p SD06 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 「大」�

1906 96A VIID15o SD06 山茶椀（東濃）� 7型式? 底部外面� 文字か？�

1907 96A VIID15n SD06 山茶椀（尾張）� 8型式� 底部外面� 文字か？�

1908 96A VIID15a SD06 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 文字か？�

1909 96A VIID15im SD06 灰釉平碗� 古瀬戸� 底部外面� 「上」�

1910 96A VIID16k SD06 丸碗� 近世� 底部外面� 「十月六日　□□」�

96A VIID15p～q SD06 山茶椀（尾張）� 5～6型式� 底部外面� 記号か？�

96A SD09 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 「キ」�

96A VIIC13s SD06 山茶椀（尾張）� 7（8）型式� 底部外面� 「ね」か？�

96A VIID15,16m SD06 山茶椀（尾張）� 7型式� 底部外面� 「十」�

96A VIID15m SD06 山茶椀（尾張）� 6型式? 底部外面� 「十」�

96A VIID17k SD06 山茶椀（尾張）� 8型式� 底部外面� 「十」�

96A VIID15,16on SD06 山茶椀（尾張）� 7型式? 底部外面� 「一」�

96A VIID15n SD06 山茶椀（東濃）� 明和？� 底部外面� 「○」か？�

96A VIID16b 検II 山茶椀（東濃）� 大畑大洞新? 底部内面� 「十」�

96A VIID15q SD06 山茶椀（尾張）� 7型式? 底部外面� 「十」�

96A VIID15q SD06 小皿（尾張）� 底部外面� 「十」か？�

96A VIID15o SD06 山茶椀（東濃）� 大洞東? 底部外面� 「井」�

96A VIID15p SD06 山茶椀（東濃）� 底部外面� 「十」か？�

96A VIID15,16m SD06 山茶椀（尾張）� （6）7型式� 底部外面� 「｜」か？�

96A VIID15p～q SD06 山茶椀（尾張）� 5～6型式� 底部外面� 「○」か？�

96A VIIC13,14t SD06 山茶椀（尾張）� 6型式? 底部外面� 「十」か？�

96A VIID15,16on SD06 山茶椀（東濃）� 大畑大洞? 底部外面� 「十」か？�

96A VIID15n SD06 山茶椀（東濃）� 底部外面� 文字か？�

96A VIID14,15n SD06 山茶椀（東濃）� 大洞東? 底部外面� 仮名か？�

97F VIIF2j 検I 小皿（東濃）� 底部外面� 判別不能�

97F 表採� 山茶椀（尾張）� 底部内面� 判別不能�

97G VIF13q 検I・NR03 山茶椀（尾張）� 5型式? 底部外面� 判別不能�

表３　墨書土器一覧表
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1
2

0 40cm

第２章 木製品
志賀公園遺跡からは、弥生時代中期から中世にかけて、200点を超える木製品が出土し

ている。本節では、弥生時代中期・古墳時代後期・古代・中世と、時期を区切って記述を

進めることとしたい。なお、木簡については特に一節を設けて記述するため、本節では扱

わない。

１．弥生時代中期

１・２は弥生時代中期に属する。１は松菊里型住居SB12の柱材。イヌガヤの芯持ち材を

用い、直径は17.8cmをはかる。２は用途不明品。木の股部を用い、端部を斜めに切り落と

す。全長が48.0cmと柱材には短く、背負子の可能性もあるが、直径が5.9cmと太い点に疑

問が残る。樹種はナシ亜科。98J区 SD190より出土。

２．古墳時代中期（５世紀中葉）

古墳時代中期の木製品は、97F・98J・98K区から出土している。共伴する土器から、東

山111号窯式期直前の５世紀中葉頃と考えられる。

３はいわゆるナスビ形の曲柄平鍬である。刃部は二股状に分かれるが、下端付近の両側

縁にはＵ字形の鉄刃を装着した痕跡がみられることから、二又鍬ではなく、平鍬として使

用されたことがわかる。荒井格※・臼居直之※※の両氏は、宮城県中部や長野県北部などの

地域で、古墳時代前期にはすでに両端を折り曲げた方形鉄刃を装着する曲柄二又鍬の存在

を指摘しており、刃部に三角形やスリット状の透かしを入れた曲柄平鍬との関連性につい

※　荒井　格1992「東

北地方の木製農耕具ー

古墳時代以前の様相」

『加藤稔先生還暦記念東

北文化論のための先史

学歴史学論集』

※※　臼居直之1997

『石川条里遺跡　第３分

冊』（財）長野県埋蔵文

化財センターほか

図22　弥生時代中期の木製品実測図
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て論じている。愛知県内では、現在までに刃部に透かしを入れた曲柄平鍬の存在を確認し

ていないが、春日井市勝川遺跡出土のナスビ形曲柄平鍬※（５世紀後半）は、本例よりも短

いが、やはり刃部の先端を二股状に加工しており、本例と同様に何らかの意図をもって、

このような加工がなされていたことがわかる。樹種はアカガシ亜属の柾目材。98I区SD130

出土。

４は鍬膝柄である。近畿地方では、古墳時代前期にはナスビ型曲柄鍬の普及にともなっ

て、膝柄から反柄にかわる。愛知県内では膝柄が比較的遅く、５世紀後半頃まで残る。樹

種はサカキ。98K区NR07東包含層より出土。

５は横槌である。渡辺誠氏の分類※※ではＤタイプに属し、民俗事例ではワラ打ち用とさ

れている。敲打部の断面は長楕円形を呈し、使用による摩滅が著しい。樹種はアカガシ亜

属。98I区 SU11出土。

６はもじり編み用の編み台とおもわれる、全長50.2cmの板である。両端は斜めに面取り

されているが、本来はさらに長かった板を、何らかの理由でカットしたと考えられる。両

側縁には、それぞれ３ヶ所ずつ刻みがつけられている。刻みの間隔は片側が 18.6cm と

19.2cmで、もう一方は14.2cmと14.6cmで、前者の方が間隔が広い。渡辺誠氏の研究※※※に

よると、10～20cmの間隔のものは、米俵・炭俵や菰・筌などの編み台に分類されている。

特に4斗の俵編み用の編み台は７寸刻みで、４ヶ所の刻みに８個の木錘を用いるように定

型化しているとされる。本例も本来は４ヶ所の刻みをもつ編み台であった可能性が高い。

樹種はヒノキの板目材。98K区NR07東包含層からの出土。

７・８は両者とも幅が約５cmの板材で、残存する側の端部は緩やかに丸く仕上げられて

いる。７は木目の凹凸が激しい。98K区NR07東包含層からの出土。

９は用途不明の棒状製品。上端部がわずかに欠損しており、下端は斜めに面取りを施す。

断面は円形。樹種はコウヤマキ。98I区南壁トレンチ出土。

10は現在２個体に分かれているが、本来は同一個体であったとおもわれる建築部材。両

者を合わせると、全長165cm以上になる。幅約10cm、厚さ約２cmの板材で、26～28cm

ほどの間隔で、計５ヶ所に方形の刳り込みがある。一部はすでに貫通しているが、本来は

穿孔ではなく、あくまでも未貫通の刳り込みであったとおもわれる。２個体の部材はそれ

ぞれに片側ずつの端部をもち、斜めに面取りを施している。欠損部分はいずれもＬ字状に

加工して細くなっている。コナラ属コナラ節の板目材を用いている。97F区SK216出土。

11は３ヶ所にホゾ穴を開けた建築部材。一方の端部は欠損するが、本来は中央のホゾ穴

に対して上下対称であったとおもわれる。中央より両端のホゾ穴の方が大きい。それぞれ

のホゾ穴の中間部分が若干くびれている。穴は平坦面に対してほぼ垂直に開けられている。

針葉樹の芯持ち材を使用。98I区 SD131出土。

12・13は杭。12は完形で、全長53.9cm、最大径は4.2cmである。樹種はヒノキか？。98K

区NR07東包含層（粗粒砂層）より出土。13は上端を欠損するが、残存長は85.7cmと長く、

※　樋上　昇編1992

『勝川遺跡4』（財）愛

知県埋蔵文化財セン

ター

※※　渡辺　誠編1985

「ヨコヅチの考古民具学

的研究」『考古学雑誌』

70－ 3

※※※　渡辺　誠編

1981「もじり編み用木

製錘の考古資料につい

て」『考古学雑誌』

66－ 4
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Ⅰ．圭頭�

ａ．切り込み(欠き)無　　23・24・25

ｂ．切り欠き有　　26・27

ｃ．切り込み有�

1.１ヶ所�

2.２ヶ所�

上から　　29・30・31・32・33

上下から　34

上から　　35

Ⅱａ．方形頭�

1.幅狭(３cm未満)　36・37・38・39・40・41

2.幅広(３cm以上)　42　�

上端欠損　　28

図23　志賀公園遺跡出土斎串の形態分類�

�

最大径は5.8cmと太い。樹種はナシ亜科。98I区 SD134出土。

３．古代（７世紀後半～９世紀）

古代の木製品は、本遺跡を通じて最も量が多く種類も豊富である。これらは当時の生活

様式を復元し、遺跡の性格を考えるうえで格好の材料といえよう。97F・97G・98J・98Kの

各区から出土しているが、そのうちの大半は98K区のNR07下層黒色土層と黒色土層から

の出土である。所属時期は、下層黒色土層が岩崎17号窯式期で７世紀後半頃、黒色土層は

岩崎41号窯式期で７世紀末から８世紀初頭頃に属する※。本節では、まず古代の木製品を

すべて一括して種類ごとに記述し、NR07についてはあらためて時期（層位）ごとの器種組

成の変化をみていくこととしたい。

(1)　祭祀具　14～19は馬形である。頭部と背部を切り欠いて表現し、尾は緩やかに円

弧を描くように削り込んでいる。脚部との接合は平坦面の前後４ヶ所に浅い切り込みを入

れて、そこに挿入したとおもわれる。大きさにはやや大小のバラツキがあるが、いずれも

ほぼ同形のつくりである。ただし、19のみは板厚が薄く、後述する斎串であった可能性も

否定できない。樹種はすべてヒノキで、柾目材と板目材の両者がみられる。18のみ98K区

NR07下層黒色土層で、他はすべて98K区NR07黒色土層出土。

20は舟形。図面上の左側が、右側に比べて鋭く尖っており、舳先にあたるとおもわれる。

上面は浅く刳り込まれており、全体に加工痕を明瞭にとどめる。樹種はヒノキの板目材。

98K区NR07下層黒色土層出土。

21はきわめて珍しいミニチュアの木錘で、祭祀的な用途に使われた可能性が高い。渡辺

誠氏の分類によるⅠYb型に属する。樹種はヒノキの柾目材で、98K区NR07下層黒色土層

より出土。

22は刀形。残存長は16.0cmと短く、切っ先の一部を欠損している。基部は細く、本来は

別材の柄に挿入されていた可能性もある。樹種はヒノキの柾目材。97F区SD92出土。

23～42は斎串である。すべて98K区NR07からの出土で、出土層位は下層黒色土層・黒

※　東海土器研究会

2000『須恵器生産の出

現から消滅』を参照し

たうえでの筆者の編年

観による。
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色土層・砂層および東包含層に分かれる。一見して形態にバラエティーがあることから、

まず形態分類をおこない、その分類に従って記述していく。斎串については黒崎直氏によ

る形態分類※が広く用いられているが、本遺跡出土例ではその分類にそぐわないものがある

ため、独自の分類設定をおこなう（図23）。

まず、頭部の形状が圭頭のものをⅠ類とし、方形ないし緩やかな円弧状を呈するのもの

をⅡ類とする。Ⅰ類の斎串には、両側縁の上方に切り欠きないしは切り込みを有するもの

と、これをもたないものがある。まず、切り欠き（込み）の無いものをⅠa類とし、切り欠

きを有するものをⅠb類、切り込みをもつものをⅠc類とする。ただし、筆者が切り欠きと

判断したものについても、本来は切り込みであったものが欠損によって切り欠き状になっ

た場合も含まれるため、Ⅰb・Ⅰc類の境界はやや曖昧にならざるを得ない。次に、Ⅰc類に

ついては、さらに切り欠きが両側縁にそれぞれ１ヶ所ずつのものと２ヶ所ずつ（片側のみ

２ヶ所のものもある）がみられる。前者をⅠc1類、後者をⅠc2類とする。

Ⅱ類については、いずれも切り欠き（込み）をもたないため、すべてⅡa類に属する。た

だし、Ⅱa類については、Ⅰ類と異なり、幅広（３cm以上）のものと幅狭（３cm未満）の

ものに分けられることから、前者をⅡa1類、後者をⅡa2類とする。なお、下端の形状につ

いては、遺存しているものはすべて両側縁から削り込んで尖らせている。樹種はすべてヒ

ノキで、柾目材と板目材の両者が認められる。

23～25はⅠa類。23・24は残存長が50cm以上のきわめて長大なものである。24は頭部

の角度が鈍角となる本遺跡では唯一の例である。断面の形状は23・25がきわめて薄く平滑

に仕上げられているのに対し、24はやや厚手で木目の凹凸が激しい。23・25は黒色土層、

24は下層黒色土層出土。

26・27はⅠb類。両側縁を浅く緩やかな円弧状に切り欠いている。26は板厚に対して幅

が狭く（1.15cm）、27はやや幅広である。いずれも断面は凸レンズ状を呈する。黒色土層出

土。

29～33はⅠc1類。両側縁の切り込みはすべて上からである。29～31は大型品。32はき

わめて薄く平滑なつくりで小型。33も全長28.1cmで小型の部類に入る。幅は1.3cmで、25

と並んで特に狭い。すべて黒色土層より出土。

34・35はⅠc2類。34は残存長53.85cmの大型品で、両側縁に上下方向から１ヶ所ずつ、

計２ヶ所の切り込みを入れる。35は頭部の角度が特に鋭角に仕上げる。切り込みは片側は

上から１ヶ所、もう片側は上から２ヶ所入る。いずれも黒色土層出土。

36～41はⅡa1類。36は全長43.2cmとやや大型で、他は20～30cmの小型品。37は頭部

がわずかに丸くなる。38・39は断面が三角形で、39は頭部の片側を斜めに丸く削っている。

40・41はⅡa1類のなかではやや幅広の部類に入る。40は頭部を刃物で裁ち落したのみで、

仕上げをおこなわない。37・38は下層黒色土層、39・40は黒色土層、41は砂層よりそれぞ

れ出土。

※　黒崎　直1976「斎

串考」『古代研究』10号
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42はⅡa2類で、頭部は刃物で裁ち落したのみ。平坦面には上から順に、斜めに２本・横

に３本、横に３本の刃物傷があり、さらにほぼ中央部にはやや左上がりの細かな刃物傷が

15本と縦方向の傷が２本入っている。下層黒色土層出土。

28は上半部を欠損するために形式は不明。幅は1.75cmと26・33に次いで狭い。下層黒

色土層より出土。

(2)　掘削具　これまで一般的に、鍬・鋤類は農具に含めて記述されることが多かったが、

筆者の分析※では、実際に遺跡から出土する鍬・鋤類に関しては、農作業よりも、むしろ土

木作業などでの使用例が多かったと推定している。そのため、単純に使用場面が限定でき

ない鍬・鋤類については、農作業との関連性のみを強調する「農具」・「農耕具」といった

名称をやめて「掘削具」と呼ぶこととしたい。なお、稲の刈り取り以降の農作業に用いら

れる鎌柄・竪杵・臼・木錘・編み台や、湿田などで使用された田下駄類については、従来

どおり「農具」として記述する。

43は軸部を欠損しているが、曲柄四又鍬である。この器種は、静岡県東部では古墳時代

前期に盛行するが、この時期まで残る例はない。愛知県内でも曲柄三又鍬は５世紀前半ま

で確認できるが、四又鍬としては初例である。一応、伊勢湾型曲柄鍬※※の範疇と考えられ

るが、伊勢湾型曲柄鍬そのものは５世紀後半頃、前述のナスビ型曲柄鍬にとってかわられ

て、完全に姿を消す。そのため、本例については、所属時期に問題があるのか、伊勢湾型

曲柄鍬の系譜が細々とこの段階まで続くのか、今後、類例の増加をまって判断したい。樹

種はアカガシ亜属の柾目材で、98K区NR07下層黒色土層出土。

44は上端部を欠損しているが、下端部の形状から、鍬柄と判断した。柄の直径は２cm前

後で、下端部が大きく広がって、若干屈曲する。一見、後述する鎌柄に似ているが、鎌柄

は断面が楕円形であるのに対し、この鍬柄はほぼ正円で、下端部の広がりがさらに大きく

なる。反柄・直柄のいずれかは不明。樹種はアカガシ亜属の柾目材で、98K区検出Ⅱの南

北サブトレンチ出土。

45は組合せ鋤の身。下半部にはＵ字形の鉄刃を装着した痕跡が残る。上端付近には、左

右両側に横長の穿孔があり、そこにヒモを通して柄を縛りつけたのであろう。上端部のほ

ぼ中央には、柄があたっていたために生じたとおもわれるくぼみが残る。樹種はアカガシ

亜属の柾目材。98K区NR07下層黒色土層からの出土。

46 は鋤柄の把手。握部と下半部を欠損しており、一木鋤か組合せ鋤かは判断できない。

アカガシ亜属の柾目材で、98K区NR07下層黒色土層からの出土。

(3)　農具　47・48は鎌柄。47はほぼ縦に半裁された状態で、上端のやや下にほぼ３cm

の幅で鉄刃を挿入した孔の痕跡が残る。鉄刃挿入孔の上には、刃と柄とをヒモで縛るため

の溝が切られており、下にもそれに対応するとみられるくびれがある。下端部は前述の鍬

柄同様、片側に屈曲して終わる。48は完形品で、鉄刃挿入孔の上下に各２ヶ所、計４ヶ所

の目釘を打っている。下端部は47と同様である。いずれも樹種は針葉樹※※※の柾目材で、

※　樋上　昇2000a

「『木製農耕具』ははた

して『農耕具』なのか」

『考古学研究』47－ 3

※※※　樹種同定をお

こなう以前に保存処理

を施した木製品につい

ては、正確に材を特定

することができなかっ

たために、このような

記述となっている。

※※　樋上　昇2000b

「東海系曲柄鍬再論」

『考古学フォーラム12』
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98K区NR07黒色土層出土。

49～51はもじり編み用の木錘である。すべて98K区NR07からの出土で、渡辺誠氏の分

類によるⅠYb型に属する。49・50はイヌガヤの芯持ち材を用いており、下層黒色土層。51

はヒノキ科の板目材で、黒色土層より出土。

52・53は竪杵である。52はほぼ完形品で、合田茂伸氏の分類では、握部に節帯をもたず、

搗き部が円柱状をなすCⅠ類に属する※。全長が107.5cmとこの時期の竪杵としてはきわめ

て長く、しかも握部は短い。搗き部の両端は使用による摩滅が認められるが、上下ともに

平坦で、表面粉砕機能をもつ「みかん掘り」※※と呼ばれるタイプの臼で使用されたことが

わかる。樹種はアカガシ亜属の芯持ち材で、98K区NR07下層黒色土層出土。一方、53は

ほぼ２分の１を欠損するが、搗き部が短く、端部は丸い。衝撃粉砕機能をもつ「たまご掘

り」の臼で使用されたと考えられる。樹種はコナラ属コナラ節で、98K区NR07黒色土層

出土。

54～63は田下駄の部材である。そのうち、54～59はいわゆる「大足」とされるものだ

が、本報告では、『木器集成図録　近畿原始篇』※※※に従って、すべてを「田下駄」として

扱う。54・55は枠型田下駄の枠木で、ともに10ヶ所の方形孔をもち、そのうちのほとんど

に横桟が残る。全長は54が 87.25cm、55は 86.7cmである。針葉樹の柾目材を用いる。56

～ 58は同じく枠型田下駄の横板で、左右の両端に枠木に挿入するためのホゾを作り出し、

中央には足板をはめ込むために横長の方形孔を開ける。樹種はいずれもヒノキを用い、56・

57は板目材、58は柾目材である。59はその足板。鼻緒を結わえるための穿孔は１ヶ所のみ

で、中央やや下には両側縁部の角に、鼻緒があたったとみられる小さなくぼみが３ヶ所ず

つ残っている。平坦面のうち、一方のみが摩滅していることからこの面（図面上では右側

の面）に足を乗せたと考えられる。緒孔の位置からみて、左足用と判断できる。針葉樹の

板目材である。以上、枠型田下駄の部材はすべて98K区NR07下層黒色土層より出土して

いる。

60～63は輪カンジキ型田下駄の足板で、すべて98K区からの出土である。60は平面が

小判形を呈する。緒孔は３ヶ所だが、全体に穿孔位置が下寄りで、特に下側の２ヶ所は

通常の位置よりかなり下方に開けられている。また、上側の緒孔のすぐ左側にはほぼ同じ

大きさの穿孔部に目釘が打たれている。当初の穿孔位置を何らかの理由で後に変更した可

能性が高い。針葉樹の板目材を用い、NR07 下層黒色土層より出土している。61 は全長

26.8cmとやや小型で、全体の約３分の２を欠損している。緒孔は１ヶ所のみ残るが、左右

どちらの足用かは不明。62同様、上下端付近に輪の痕跡が残る（図面上の右側）。上下と

中央に計４ヶ所の目釘が打たれているが、その意味は不明である。樹種はヒノキの柾目材

で、NR07下層黒色土層出土。62は一方の面（図面上の左側）の上下端付近に輪の痕跡が

認められる。足を乗せた面（同・右側）には無数の傷がついている。一部を欠損するが、鼻

緒の数は３孔で、右足用とおもわれる。ヒノキの板目材を用いる。検出Ⅱの南北サブトレ

※　合田茂伸1988「弥

生時代の杵と臼」『網干

善教先生華甲記念考古

学集』

※※　三輪茂雄1989

「粉の文化史からみた民

具」『民具が語る日本文

化』

※※※　奈良国立文化

財研究所1993『木器集

成図録　近畿原始篇』
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ンチより出土。63はほぼ完形で、平面形は上方のみ角を落とした長方形である。緒孔は３ヶ

所で、板が厚いためか、穿孔に際して、片面（裏側）を大きく方形に刳り込んでいる。右

足用で、緒孔の周辺にはヒモ擦れの痕跡が残る。ヒノキの板目材を用いる。NR07黒色土層。

(4)　工具・火鑽臼　64は縦斧の柄である。台部先端に袋状鉄斧を装着した痕跡が残る。

柄部の長さは34cmとやや短めで、台部長は23.2cmと長い。針葉樹を用いている。98K区

NR07下層黒色土層出土。

65は横槌に似ているが、敲打部がきわめて扁平で、中央部のみ著しく擦り減っているこ

とから、掛矢の可能性が高い。98K区NR07下層黒色土層出土。

66～70は火鑽臼。67のみ火鑽穴が２列に並ぶが、他はすべて１列。68はほぼ完形で、一

方の端が細くなる。67も同様の形態である。樹種は70がスギ、67は針葉樹で、他はヒノ

キ（属）。出土遺構はすべて98K区のNR07で、層位は66が下層黒色土層で、67は砂層、68

～ 70は黒色土層である。

(5)　馬具　71は壺鐙の上半部。吊手部の側面に方形孔を開け、壺部に向けて緩やかに広

がる。永井宏幸の分類※では三角錐型か無花果型のいずれかに属するとおもわれる。『木器

集成図録　近畿原始篇』によると、埼玉県池守・静岡県伊場・福岡県下山門（以上、三角

錐型）・香川県下川津（無花果型）の各遺跡（いずれも６～７世紀）から、ほぼ同様の形態

の壺鐙が出土している。樹種はヒノキの芯持ち材で、丁寧な仕上げ。98K区NR07下層黒

色土層出土。

(6)　楽器　72は琴柱。横幅と高さが同じ（2.35cm）で、下面に浅い刳り込みを入れる。

樹種はヒノキの板目材。98K区NR07下層黒色土層からの出土。

73は摺り簓（ササラ）の可能性をもつ鋸歯状木製品。上下に平坦面をもち、中央部に８

条の溝を切る。針葉樹の柾目材を使用。98K区NR07黒色土層出土。

(7)　箱・容器　組合せの箱・刳物の容器・曲物を一括して扱う。

74・75は箱の側板。74は片側に５ヶ所、もう一方に６ヶ所の穿孔をおこなう。6ヶ所の

穿孔がほぼ正円であるのに対し、５ヶ所の穿孔はすべて楕円形を呈する。両者とも穴の径

が大きいことから、ヒモで別の側板と結わえた可能性が高い。樹種はヒノキの板目材。97F

区 SD98Cより出土。75は図面上の右側の辺に上下２ヶ所、左側の辺に１ヶ所の穿孔が残

る。左側の辺は大きく欠損することから、本来は左側も２ヶ所の穿孔を施していたと考え

て差し支えなかろう。ただし、左側の穿孔は右側よりやや内側に開けられている。また、右

側にはさらに小さな穴が１ヶ所開けられている。73よりも穿孔が小さいことから、目釘で

固定されていた可能性がある。樹種はヒノキの柾目材で、97G区北西南東トレンチ出土。

76・77は把手付の刳物容器。76は平底でほぼ長方形の槽に台形の把手が付く。把手の裏

側には、装飾として三角形の突起部を設ける。樹種は環孔材の板目材。77は破損が著しい

が、把手付の容器とおもわれる。把手は76に比べて長く、薄い板状を呈する。槽部分はほ

とんど遺存していない。樹種はヒノキ科の板目材。78は形状からみて、把手付容器の未成

※　永井宏幸1996「遺

跡出土の古代木製鐙に

ついて」『大毛沖遺跡』

（財）愛知県埋蔵文化財

センター
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品とおもわれる。エノキ科の芯持ち材。76～78はいずれも98K区NR07下層黒色土層出土。

79～96は円形の曲物。直径は86が最も小さく11.6cmで、84・87・89～91が13～14cm

台、15～16cm台が83・92・93、17～18cm台は81・82・88・95と大半が小型品で、20cm

以上は85（26.3cm）しかない。うち、89・94は側板のみ。95は側板・底（蓋？）板が完存

し、他はすべて底（あるいは蓋）板のみである。側板と底（蓋）板との接合法を『木器集

成図録　近畿原始篇』の分類にあてはめると、79～84・90～92・95がＤ類（底板の周縁

部を一段薄くし、穿孔して側板と桜皮で結合する）、85がＥ類（特に接合の細工はなく、側

板を底板に乗せるのみ)。86～89・93・96がＦ類（底板の側面に側板を目釘で止める）に

属する。樹種はすべてヒノキないしはヒノキ属で、79・82・91・92・95が板目材で、80・

81・83・85～ 88・90・93・96は柾目材。79～87は 98K区のNR07黒色土層出土。88・89

は 97G区、90～ 96は 97F区より出土。

97・98は方形の曲物（折敷）の底板である。97は１辺が55.8cmを超える大型品で、側

板との接合法はＤ類に属する。ヒノキの板目材で、98K区NR07より出土。98は残存して

いる辺の長さが36.2cm。側板は遺存していないが、97のような段をもたないＥ類で、結合

のための桜皮が残る。片面のコーナー付近に×印の焼印を押す。ヒノキの板目材を用いる。

99は折敷の皮板。幅（高さ）が2.7cmで、長さは23.3cm分のみ残存する。ヒノキ属。98・

99ともに97F区出土。

(8)　下駄　100～118は連歯下駄。『木器集成図録　近畿古代篇』※の分類によると、100

～106がBⅡd類（Ｂ類-前方の穿孔が左右のどちらかに寄っており、Ⅱ類-歯が台と同じ

幅で、d類-台の平面形が、前後とも弧形で前幅より後幅が狭いタイプ）、107～109がBⅢ

d類（Ⅲ類-歯の下辺幅が台の幅より広いもの）、110・111がBⅣb類（Ⅳ類-歯の下辺幅

が広く、歯の四隅の角を落として隅丸方形にする、b類-長さに対して幅が狭く、前端と後

端が半円形を呈するもの）、112がCⅢb類（Ｃ類-前の穿孔を台の中央に開けるもの）、116・

118がCⅢd類となる。113・114・117は遺存状態が悪く、115は未成品のため、分類不能。

100～103・106・107・109・110・114が左足用で、104・105・108・111～113が右足用、115

～118は左右いずれか断定できない。105・106・111は子供用である。109は火鑽臼に転用

されている。樹種はすべてヒノキ（属）で、106と118は柾目材、他はすべて板目材。100

～103・105・108・109・113～115は98K区NR07下層黒色土層、106・107・111が同・黒

色土層、110が同・黒色シルト層、104・112が同・南北サブトレンチより出土。116・117

は 97F区、118は 97G区から出土している。

(9)　建築材・杭　119・120は建築材と考えられるが、建物における具体的な使用箇所は

特定できない。119は残存長約121cmで、約４cm角の角柱に94×12.6× 1.7cmの板が一

木で作り出されている。一方の端には、板状部分にも5.0× 4.0× 1.5cmの突起を設ける。

角柱には端から8.7cm・29.3cm・29.2cm・29.6cm・17.5cmの間隔で斜めに穿孔を施し、目釘

を打っている。樹種はヒノキの柾目材で、98K区NR07下層黒色土層出土。120は残存長

※　奈良国立文化財研

究所1985『木器集成図

録　近畿古代篇』
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70.1cmで、10.6×5.5cmの角材に、縦横両方向から長方形の穿孔を施した角材である。穿

孔は長辺が5.5～6.0cm、短辺が1.3cm～3.4cmで、幅広の面の方が穿孔の幅も広い。樹種

はヒノキ科の板目材で、98K区NR07黒色土層上層より出土。121はマグサor蹴放し材。両

端部を欠損するため、片開きか観音開きかは不明。方立と軸孔が遺存し、いずれも貫通さ

せているため、マグサ材の可能性が高い。扉当りはなく、一方の面には加工痕が残る。針

葉樹の柾目材で、98K区下層黒色土層出土。

122 は方形の穿孔を施した板材で、両端部を欠損する。樹種はスギの板目材で、板厚

（3.4cm）や残存長（24.7cm）から建築材と判断した。

123・124は柱材の基部で、いずれも上端を欠損する。123はアカマツの芯持ち材で六角

形に面取りを施す。上半部を半裁状態に切り欠き、穿孔をおこなう。124はヒノキの柾目

材で、ほぼ長方形に整形する。上半部は短辺の両側を切り欠き、凸状に仕上げる。いずれ

も98K区出土で、123はNR07下層黒色土層、124は同・黒色土層、122は検出。

125～127は97E区の掘立柱建物の柱掘形からの出土。125は柱材で、126はその礎板で

ある。125は断面が三角形を呈するヒノキの柾目材である。126は38.1×15.8×2.1cmのヒ

ノキの柾目材で、両面とも腐食が著しい。127は126よりやや縦長の42.3×13.3×2.6cmの

ヒノキの板目材。片面は腐食が激しいが、もう一方の面は手斧による加工痕が明瞭に残る。

128は残存長58.3cm、直径4.7cmの丸太材で、欠損部分付近に面取りを施す。もう一方

の端には9.7cmの長さで刳り込みを入れる。三重県埋蔵文化財センター刊行の『六大Ａ遺

跡発掘調査報告書（木製品編）』によると、このような細工をもつ丸太材は屋根の垂木に分

類されている※ことから、本報告においても垂木としておく。樹種はヒノキ科の芯持ち材

で、98K区NR07出土。

129～132は杭。うち、129・132は上端まで遺存している。樹種は130がカエデ属で、他

はヒノキ（属）。130は板目材、132は４分割した割り材で、他は芯持ち材を用いる。129～

131は 98K区NR07下層黒色土層、132は 97F区出土。

(10)　部材・用途不明品　ここでは本来組み合わせて使うべき部材のため、個別での用途

が不明なものや、単体での使用が考えられるが、現状では用途が不明なものをまとめた。

133～137には方形の穿孔が施されている。うち136・137は板厚が２～３cmと厚いことか

ら建築材の可能性がある。133～135は一方の端部に寄せて方形の穿孔がなされている。も

う一方の端部が遺存しないため、左右対称とすれば、箱の側板か腰掛となるかもしれない。

135・136には細かな傷が無数につけられており、作業台に転用された可能性がある。133～

135・137は 98K区NR07下層黒色土層、136は同・砂層より出土。

138～140・144は小穿孔をもつ板材。うち、138～140は幅３cm前後、厚さ１cm以下

の幅の狭い板材に数箇所の穿孔を施す点で共通性をもつ。『六大Ａ遺跡発掘調査報告書』で

は綛（カセ）かけと報告されている。144については片側に段をもつことから、曲物底板

を整形して何かに転用した可能性が高い。138・139は98K区NR07黒色土層、140・144は

※　穂積裕昌2000『六

大A遺跡発掘調査報告

（木製品編）』三重県埋

蔵文化財センター
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同・下層黒色土層より出土している。

141は上端部を圭頭状に削り出すことから、斎串の可能性も考えられるが、平坦面の凹

凸が激しく、仕上げが雑なことから用途不明品とした。98K区NR07黒色土層出土。

142は長さ27.4cm、幅5.0cm、厚さ1.6cmの板材。両面ともに加工痕を明瞭にとどめるた

め、加工途中の未成品とおもわれる。98K区検出Ⅱ（NR07下層黒色土層）出土。

143は板材で、片面の中央部を一段低くし、一方の端部を丸く仕上げる。98K区NR07下

層黒色土層出土。

145は一方の端部を丸く、もう一方の端部を方形に整形した板材。樹種はコナラ属コナ

ラ節の柾目材のため、掘削具の一部である可能性をもつ。97F区SD99上層出土。

146は全長22.8cm、幅6.0cm、厚さ2.4cmの、両端を丸く加工した板材の側面２ヶ所にく

びれを設けて、３区分した平坦面に長方形の穿孔を施す。中央の穿孔は平坦面に直交して

いるが、両端の穿孔はいずれも中央部にむかって斜めに施されている。厚さからみて建築

材の可能性が考えられる。98K区NR07下層黒色土層出土。

147・156～ 158はいずれも片側の端部に方形（147はカマボコ形）のホゾを作り出した

角材や棒状品。147はもう一方の端部を斜めにカットしている。156は縦方向に一部欠損し

ており、本来は断面形が正方形ないしは平行四辺形であったとおもわれる。157はもう一

方の端部にむかって徐々に細くなり、ホゾ状に整形して未貫通の穿孔をもつ。158は一方

の端部を尖らせた棒状品である。『六大Ａ遺跡発掘調査報告書』では、同様の形態のものが

カセイの支え木として報告されている。147・156・158は98K区NR07下層黒色土層、157

は同・黒色土層より出土。

148は残存長47.3cm、最大幅21.7cm、厚さ1.5cmの大型の板材。平面は直角三角形で、そ

のうちの二辺に穿孔を施して、桜皮で綴じている。準構造船の舷側板の可能性も考えられ

るが、板厚が薄く、湾曲をもたないために推測の域をでない。98K区NR07黒色土層出土。

149は一見、鋤の把手に似るが、針葉樹を用いており、穿孔部分が小さく丸いため、何

らかの部材と判断した。98K区NR07黒色土層出土。

150 は断面の丸い棒状品の中央部を片側のみ板状に掘りくぼめ、２ヶ所に穿孔を施す。

98K区NR07黒色土層出土。

151は一方の端部を圭頭状に仕上げた板材。全長62.4cm、幅5.1cmあり、斎串に近い形

態だが、最大厚が3.1cmときわめて分厚い。斎串の未成品か。98K区NR07下層黒色土層出

土。

152・153は角柱状の棒に幅広の刳り込みを施す部材である。152は一方の端部を尖らせ、

もう一方は欠損しているが、板状に薄くなる。尖らせた側の端部付近に約３cmの幅で浅い

刳り込みを入れる。153も一方の端部を欠損するが、両端部付近に２～３cm幅の浅い刳り

込みを入れている。両者ともこの刳り込みに別材をはめ込んだものとおもわれる。いずれ

も98K区NR07黒色土層より出土。
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154・155は両端部をホゾ状に作り出す板材。154は復元長が約83cmと長く、幅約３cm

で厚さは約１cmと細長く、一方の側面（図面上の左側）がやや尖り気味になる。当初は紡

織具（経巻具）の可能性を想定したが、一宮市博物館久保禎子によると、使用痕がみられ

ないことや、長さの割につくりが華奢である点で、地機の部材としては不適当であるとの

指摘をうけた。155は長さの割に厚く、輪カンジキ型田下駄の横木か紡織具の部材の可能

性があるが、紡織具としては154と同様に使用痕が認められない。154は98K区NR07下層

黒色土層、155は同・東包含層より出土。

159～164は棒状品で、いずれも用途は不明。159～161は上端部を平らに、下端部は尖

らせた棒状品。159・160は断面が長方形、161は円形である。162は両端部に突起を設け

た、いわゆる有頭棒である。長さ39.6cm、直径2.7cm。163は円柱状の柾目材を半截し、半

円部分の中央を削り込んで平坦面を設けている。前述の150と形態的に似ているが、両端

部は切り落とした際の刃物痕をそのまま残す。164は断面が中央部にふくらみをもつ長方

形を呈する棒で、両端を欠損する。残存長は51.5cm。159～161・163は98K区NR07黒色

土層、162は同・下層黒色土層、164は 97F区SD99上層より出土。

樹種は、145がコナラ属コナラ節、161がイヌガヤ、164がスギ、137・146・149・151・

162が針葉樹で、他はすべてヒノキ（属）である。

４．中世（図版233・234）

木製品には木胎漆器椀、曲物桶、折敷、卒塔婆などがある。ここでは遺構別に記述する。

96A区SD06出土木製品（165～176）　木胎漆器椀、曲物桶、篦状木製品、楔、卒塔婆な

どがある。165は内外面とも赤色漆が塗布された木胎漆器椀で、外面に黒色漆による草花

紋が施されている。曲物桶は底板のみが確認され、底板の外周に側板を巻くタイプ（166）

と底板上面で側板を綴じ合わせる小型のタイプ（168・169）がある。171と172は結物のタ

ガに挟み込まれた楔と推測される。卒塔婆は4点確認され（173～176）、頭部は全て五輪

塔状に加工されている。墨書が遺存するものは少なく、判読できるものは175の「（梵字バ

ン）大日如来□□□」ぐらいである。

96A区SD08出土木製品（177）　177はほぼ完形で遺存する折敷で、側板と底板は蔓状の

もの（樹皮？）で綴じ留められている。平面形は方形の四隅の角を取った八角形状となっ

ている。

96A区SK02出土木製品（178～179）　178と179は結桶に使用された楔である。この楔

の存在からみて96A区SK02は結筒を井戸側に用いた井戸であったと想定される。

96A区SD09出土木製品（180～ 186）　SD09では曲物桶、折敷などが出土した。180～

182は薄い板材を折敷に使用したもので綴じ合わせの桜皮が残存するものがある。183は比

較的厚手の板材を用いた折敷で、平面形が花弁状になっている。外縁部がやや厚く造り出

されその内側に側板が取り付いたものと推測される。
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第３章　その他の遺物

１．弥生時代の石製品

弥生時代の石器は、石鏃のみである。97E区SB12からその大半が出土し、その他、周溝

墓の溝または包含層資料が続く。

407は下呂石の転礫。これ以外の

９点はすべて石鏃。石材は 399 の

チャートを除き、下呂石。形態は大

きく２つにわかれ、無茎が398・401・

402、その他が有茎となる。

SB12 は下呂石の剥片類が多数検

出された。SB12が石器製作に関わる

施設であった可能性も指摘できる。

これらの木製品は中世の中でも戦国時代前半を中心としたものが多いと推測される。同

時期の他の遺跡と木製品の組成を比べると、折敷の出土量が多い点が特徴となっている。

写真15　弥生時代の石器

２．石製模造品

古墳時代の石製品は、碧玉製腕飾類や合子・紡錘車などの精製品については「石製品」、

勾玉や管玉については「石製模造品」と呼称されることが多い。本文では、模造であるか

否かは問題とせず、管玉・勾玉・切子玉などの定型化した玉類を除く、軟質の石材で作ら

れた石製品すべてを『石製模造品』として取り扱った。

勾玉　389・390とも滑石製になる。SU13出土の389は板状の扁平な形態をもち、水平の劈

開がある。表・裏面には縦・横位の、側面には斜位の磨痕がごくわずかにみられる。390は

SU12出土。形態は自然石の形をそのまま利用して造形しており、表・裏面にわずかに研磨

がなされる。

剣形石製品　　391・392とも白色の滑石で、SU14から出土する。391は先端部がわずかに

欠損しているのみでほぼ完形、392は基部のみであるが、両者とも縦位に並んだ穿孔が２

孔ある。また391・392とも板状の扁平な形態をもち、基部はゆるやかに彎曲している。表・

裏面は391は斜位、392は横位に深い研磨がなされ、側面は斜位に施されている。

有孔円板　　393～397とも滑石製である。形態が円に近い小型の393～395はSU13、隅

丸長方形の大型の396はSU14、397はSU12から出土しており、すべて板状である。孔は

399
398

400 401 402

403 404 405 406

407
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平行して２孔穿たれるが、小型のものがやや中央寄りで孔間が狭く、大型のものが孔間が

広くなって側辺に寄っている。研磨はやや浅い394・395と、深い393・396・397があるが、

いずれも縦・斜位方向にやや無秩序になされており、側面は縦位に研磨痕がみられる。

臼玉　　総数388点出土しており、そのうちSU13から134点、SU14から155点、SU12か

ら50点、SU11から28点検出されている。

図24に示した形態分類は、篠原1995を基にして行った。A類は直径が高さより大きい

もので、B類は高さが直径より大きなもの、C類は高さが直径の1/3より小さなものとし、

さらに側面の形状で、1類が直線的なもの、2類が彎曲するもの、3類が中央に稜をもつも

のとした。ただ2類については、棗玉のように明瞭に彎曲しているものは極少量で、わず

かに外彎する場合がほとんどであった。また3類に関しても、切子玉のようにはっきりと

した稜線があるものはなく、すべてが側面上下からの研磨により、稜線状のものがわずか

に巡るといった状態であった。全体としてはA類が大部分を占め、C類がわずかに５％、B

類は１点のみであった。

図25は遺構別の各分類の変遷を示したもので、遺構の時期が降るにつれA1類が増加し、

A2・A3類が減っていく傾向があることがわかる。ただSU11もSU12と同時期と考えられ

ているが、前段階の様相をみせ、これが資料の少なさによる誤差なのか、出土地点の差な

のかは不明である。

孔径については、図26にみられるように1.3㎝から1.9㎝の間に85％程が集中しており、

直径や高さの幅に比べ、規格性が高いと言える。穿孔方向については、大部分が片側穿孔

と観察できたが、断定するまでには至らなかった。

研磨方向については斜位のものが67％、斜位＋横位が22％、横位が５％、無研磨が4％、

斜位＋縦位が２％、縦位は０％であった。時期による変遷としては、SU13・14では斜位の

ものが62％・67％、斜位＋横位が22％･26％、無研磨が８％・３％に対して、SU12では斜

位が81％、斜位＋横位が13％代、無研磨が０になるという傾向がみられる。

また孔面の研磨は、両面無研磨が95％・片面研磨が３％・両面研磨が２％、研磨深度は、

深いが76％・浅いが24％、孔面が斜めになるものが24％。白色の滑石を使用しているもの

は６％で、これらのものは遺構による差異はあまりみられなかった。

篠原祐一1995

「臼玉研究私論」

『研究紀要第３号』

財団法人栃木県文化振

興事業団埋蔵文化財セ

ンター

篠原祐一1996

「剣型模造品の制作技

法ー下毛野地域を例に

してー」

『研究紀要第４号』

財団法人栃木県文化振

興事業団埋蔵文化財セ

ンター

図24　玉分類図

図25　遺構別形態比率（）は％、〔〕は個数 図26　孔径分布
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３．金属製品・金属関連遺物

今回の調査で出土した志賀公園遺跡の金属製品・金属関連遺物は全部で25点存在し、そ

の内訳は、椀型鉄滓が19点、羽口が4点、鉄塊系遺物が1点、鉄鍋が1点である。全て96A

区から出土しており、椀型鉄滓が非常に多い点が特徴となっている。これらの資料につい

ては、これまで筆者らが行ってきた分析と同様な肉眼観察と簡易な検査を行い、結果を表

（CD-ROM所収）にまとめた。なお、その観察や分析方法については別稿（鈴木・蔭山2000）

を参照されたい。

1は容器の口縁部と推定される偏平な鉄片で、96A区SD05から出土した。外面に煤が付

着していることから、鉄鍋の小破片と推測されるものである。共伴する遺物から見て江戸

時代に属するものと思われる。

椀型鉄滓は大半が96A区SD06から出土しており、共伴遺物から見て中世後期から近世

前半に位置付けられる。これらは形状から4類に分類される。椀型鉄滓Ａ類（2・3）は上

部が平坦あるいは若干盛り上がるもので、比較的肉厚な椀型滓である。椀型鉄滓Ｂ類（4）

は厚さが薄いもので大きく彎曲し歪んだ形状となる。気泡が多く認められ、裏面には炭化

物や長石が付着している。椀型鉄滓Ｃ類（5）は上部がやや窪む比較的薄い椀型滓である。

裏面に多量の炭化物が付着している。椀型鉄滓Ｄ類（6）は比較的薄い鉄滓が重複したもの

で、上面は気泡が多く凸凹の状態である。志賀公園遺跡の椀型鉄滓は全体として、気泡が

多く認められ、密度が小さく、炭化物や石が多く付着する傾向が認められる。

7は直方体状の鉄塊系遺物、8は流動滓が付着した羽口の小片である。

文献

鈴木正貴・蔭山誠一2000「愛知県における鉄器生産を考える（４）―朝日西遺跡を中心に―」『研究紀要第１号』愛知県埋蔵文化財センター

図27　金属関連資料実測図（１：２）
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４．その他の資料

（１）土錘

出土した土錘は、合計34点。すべて糸を通す孔が貫通している管状土錘であり、材質に

は土師質、須恵質（5点）、軟質の須恵質のもの（3点）がある。出土遺構より時期が推定

できる資料は、弥生時代が1点、古代の時期に限定されるもの14点がある。

弥生時代と思われるno.14の重量は44g、孔径は4.8mmであり、直径約34mmの球状を呈

す。胎土には細粒砂を含むが、硬く焼き締まり、一部に黒斑がみられる。表面はナデ調整

される。朝日遺跡資料では同様な球状のタイプで重量36g～93gがある。これらの孔径は

6～9mmと志賀公園遺跡資料と比較してやや大きい。古代の資料では、no.1の特大を除く

と長さ6cm前後の大型のもの、中型では砂をほとんど含まない精良な胎土のものがある。

（２）陶丸

出土した陶丸は合計37点。遺構では96A区SD06で9点、次いで96A区SD09で2点、そ

の他の土坑、溝などから1点が出土している。包含層からは、中世前半期の遺構が主に展

開する97F区では少なく、96A区のほか、98K区で10点、96D区、97E区で3点ずつの出

土がある。断面が正円に近いものが多いが、やや楕円のもの、一部に面をもつものがある。

整no.32は「×」状の凹みがあるが、意図的なものかは判然としない。

（３）中世以降の石製品

砥石、硯がある。408砥石の石材は熔結凝灰岩。研磨面は4面あり、一部欠損しているが

断面形状は一方が幅広のバチ形を呈する。硯409～411の石材はいずれも頁岩。410は大型

で、特に激しく摩滅しており表面には長楕円形の凹部が平行して2カ所、また裏面も使用

された痕跡がある。409は幅7.1cm、厚さ1.4cmの中型で周縁に墨の痕跡が残る。411は幅

3.8cm、厚さ1.2cmの小型で、裏面は長方形に削り窪められた部分に「若太」と線刻されて

いる。

土錘

陶丸

石製品

図28　土錘グラフ 図29　陶丸グラフ
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はじめに

濃尾平野の地下浅部に伏在する上部更新統最上部

～完新統 の地層は、多田・井関(1955)や杉崎・柴田

(1961a, 1961b)などが先がけとなり、桑原(1975)、濃尾

平野第四系研究グループ(1977)、坂本ほか(1984)、東

海三県地盤沈下調査会（1985)などにより、その層序

と構造があきらかにされた。それらは上部更新統で

ある熱田層を不整合に覆い、下位より第一礫層・濃尾

層・南陽層に区分されている（松沢・嘉藤, 1954 ; 井

関, 1956 ; 古川, 1972 ; 濃尾平野第四系研究グループ,

1977）。完新統 最上部を構成する地層、特に先史～歴

史時代の堆積物に関しては、堆積物の層序関係を

シークエンス層序学的に捉え直した海津(1994)や、縄

文時代以降の古環境の変遷について主に微化石を用

いて復原した森(1992a, 1992b)・森ほか(1992)・吉野・

萬谷(1992)などがある。

しかし、先史～歴史時代における濃尾平野の地下

層序に関する情報は未だ断片的であり、低地の成立

過程をも含めた詳細な地理学的・堆積学的手法に基

づく検討はあまり行なわれてこなかった。今回、名古

屋市北部の志賀公園遺跡において、層相記載および

微化石試料を採取し、今まで明らかにされていない

濃尾平野東部沖積低地の層序、堆積環境と古地理の

復原を試みた。

１ 試料および研究方法

層序解析にあたって志賀公園遺跡の98I区・98J区・

98K区の各調査区において深掘トレンチ調査を実施

し、層序断面図（南北断面図）の作成と微化石分析用

試料を採取した。微化石分析用試料は97E区におい

て西壁トレンチ断面から7点、98I区の北壁トレンチ

断面のうち、東側に位置するP-1から5点、西側のP-

2から4点、98K区で確認された埋積流路跡遺構と推

定されるNR07より8点を採取した。また、層序断面

堆積物と遺構堆積物から放射性年代測定用試料を採

取した。なお、層序解析および地理学的・堆積学的検

討は小野・鬼頭が、98K区NR07の珪藻分析は鬼頭・

尾崎が担当し、その他の微化石分析および放射性炭

素年代測定はパリノ・サーヴェイ株式会社および株

式会社パレオ・ラボに依頼した。各分析方法を以下に

記す。

放射性炭素年代測定は株式会社パレオ・ラボと、パ

リノ・サーヴェイ株式会社を通じて学習院大学放射

性炭素年代測定室に依頼した。放射性炭素の半減期

としてLIBBYの半減期5,570年を使用した。年代値

は同位体効果による測定誤差を補正した値である。

珪藻分析は乾燥重量1gをトールビーカーにとり、

過酸化水素水(35%)を加えて煮沸し、有機物の分解と

粒子の分散を行なった。岩片除去の後、水洗を4～5

第１章 濃尾平野東部、志賀公園遺跡における

古環境の復原

鬼頭　剛*・小野映介**・尾崎和美*

*愛知県埋蔵文化財センター

**名古屋大学
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図31　志賀公園遺跡における深堀層序南北断面図

１は98I区北壁，２は98J区北壁，３は98K区北壁，

４は98K区南壁の層序断面を示す．

回繰り返しながら同時に比重選別を行なった。分離

した試料を希釈し、マウントメディア（和光純薬製）

にて封入した。検鏡は油浸600倍または1000倍で行

ない、各試料とも 200 個体を同定した。同定には

Krammer and Lange-Bertalot(1986～ 1991)などを参考

にした。堆積環境の解析にあたっては小杉（1988）、

安藤（1990）、伊藤・堀内（1991）、Asai and Watanabe

（1995）の環境指標種を参考とした。　

花粉分析は試料を湿重で約10ｇ秤量し、水酸化カ

リウム処理、篩別（250μｍ）、重液分離（臭化亜鉛，

比重2.2）、フッ化水素酸処理、アセトリシス処理の順

に物理・化学的な処理を施して花粉・胞子化石を分

離・濃集する。処理後の残渣をグリセリンで封入して

プレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパ

ラート全面を走査し、出現する全ての種類(taxa)につ

いて同定・計数を行う。

植物珪酸体分析は過酸化水素水・塩酸処理、超音波

処理（70W,250KHz,１分間）、沈定法、重液分離法（ポ

リタングステイト，比重2.4）の順に物理・化学処理

を行って分離・濃集する。これを検鏡しやすい濃度に

希釈し、カバ－ガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、

プリュウラックスで封入しプレパラ－トを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現

するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来し

た植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉

身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪

酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬（1986）の分類に基づい

て同定・計数する。

２ 志賀公園遺跡地点の地下層序概観

志賀公園遺跡は熱田層より構成される丘陵部を開

析して、庄内川と矢田川とが西流するその合流部分

の南側に位置する。志賀公園地点で行なわれたボー

リング調査の結果を図30に示す。地下層序について、

標高約3m以下には細～中礫サイズの礫層を主体とす

る粗粒堆積物が優勢である。標高約4m付近に腐植を

伴う粘土層が卓越し、本層上部が考古遺物の包含層

である。標高5m付近には極細粒～中粒砂サイズの砂

層が堆積し、それらをシルト層が覆う。

３ 分析結果

層序・層相

98I区から98K区において実施した深掘トレンチ断

面（南北断面）の結果を基に、層序および層相を記

す。層序断面はその層相により5つのユニットに区分

できる（図31）。

ユニット1は標高0～1.0mで見られる細礫を含む

中粒～極粗粒砂層である。淘汰は良好であり、基質を

図30　志賀公園遺跡地点のボーリング層序南北断面図

地点番号は都市基盤整備公団のボーリング地点番号に従う．

各地点間の距離は約40m．
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ほとんど含まない。

ユニット2は標高0.5～3.3m付近で見られる黒褐色

～灰色ないし緑灰色を呈する粘土層からなる。全体

に塊状・均質で、未分解の植物遺体や腐植を含む部分

が見られる。北側（98I区）において標高1.1～1.6m

付近に中粒砂層とシルト～粘土層の互層を挟む。標

高約0.7mの褐色腐植質粘土層から採取した粘土試料

の14C年代（以下、断らないかぎり粘土試料の年代値

である）は3290± 80 yrs BP、標高約1.9mの黒褐色

粘土層が2330± 80 yrs BP、標高約2.1mの黒灰色粘

土層が2250± 60 yrs BP、標高約2.8mの炭化物層を

含む褐色粘土層が2090± 70 yrs BP、標高約3.0mの

黒色粘土層は1820± 50 yrs BP、標高約3.1mの黒褐

色粘土層が2180± 50 yrs BP、標高約3.4mの褐色腐

植質粘土層は4320± 70 yrs BPを示した。

ユニット3は標高2.8～3.7mで見られる細粒～粗粒

砂層ないし細粒砂とシルトとの互層を主体とする。

下位のユニット2を明瞭に削剥する浸食面が確認さ

れる。砂層部分の淘汰は良好であり、基質をほとんど

含まない。南側（98K区）の標高2.8～ 3.0m で見ら

れる粗粒砂層にはプラナー型斜層理が確認され、斜

層理から求められる古流向は東から西方向であった。

ユニット4は標高3.5～5.0mで見られる黒褐色～灰

褐色を呈する粘土層からなる。一部、98J区では極細

粒砂とシルトとの互層部が見られ、側方変位が激し

い。本ユニットは古墳時代から中世の考古遺物を含

み、遺構も本ユニットにおいて検出される。標高3.0m

のカキやシジミなどの貝殻片を混じえる黒褐色粘土

層の粘土試料の14C年代は2030±60 yrs BP、標高3.1m

の黒褐色腐植質粘土層が1650±70 yrs BP、同じ堆積

物中に含まれる標高3.1mで見られた樹木片が1950±

50 yrs BP、標高3.6mの褐色腐植質粘土層が1360±70

yrs BPであった。

ユニット5は標高4.7～5.0mを境として地表面まで

見られる層であり、近・現代の遺物やコンクリート・

ブロックを含む層である。撹乱が著しい。

微化石分析

97E区西壁トレンチ断面

花粉化石は試料番号６・７で産出が非常に少な

かったものの、試料番号１～５においては良好に産

出した。試料番号１ではシダ類胞子が最も多く、

43.0%を占める。そして、木本花粉が37.7%、草本花

粉が16.6%の順につづく。木本花粉の中ではマツ属

（ほとんどがニヨウマツ型の複維管束亜属である）が

優占し、35.2%産出する。次いで、コナラ属アカガシ

亜属（以後、アカガシ亜属と記す）・コウヤマキ属・

コナラ属コナラ亜属（以後、コナラ亜属と記す）・モ

ミ属などが10%前後の割合で産出する。草本花粉で

はイネ科が10.8%産出するほかは低率である。シダ

類胞子は、そのほとんどが属・科不詳のために一括し

た「他のシダ類胞子」であり、サンショウモがわずか

に産出する。試料番号２では木本花粉とシダ類胞子

がほぼ同じ割合で約 36% ずつを占め、草本花粉は

25.1%である。木本花粉の中ではマツ属（ほとんどが

ニヨウマツ型のマツ属複維管束亜属）が18.9%、コウ

ヤマキ属が17.2%、アカガシ亜属が15.5%、コナラ亜

属が12.4%産出する。草本花粉ではイネ科が15.8%産

出する他は低率である。試料番号３～５ではシダ類

胞子が最も多く、50%前後を占める。次いで木本花

粉が24～ 37%、草本花粉が13～ 21%産出する。木

本花粉ではコウヤマキ属が27～36%と優占する。次

いでアカガシ亜属が10%強、マツ属が10%弱産出す

る。草本花粉ではイネ科とカヤツリグサ科が10%前

後産出する（図32）。

植物珪酸体化石は各試料から１万～数十万個/g検

出され、特に試料番号５で多い。また、概して短細胞

珪酸体の含量が多い。栽培植物であるイネ属は試料

番号６以浅の試料から、短細胞珪酸体と機動細胞珪

酸体が検出される。植物珪酸体含量の多い試料番号

５では、イネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が
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ともに多い（図33）。

珪藻化石は、７試料のうち上位の４試料からは100

個体以上の珪藻化石が検出されたものの、他の試料

では100個体に満たなかった。珪藻化石群集は淡水生

種を主として海水生種を伴う種群で構成されている。

塩分濃度に対する適応性については、４試料すべて

貧塩－不定性種が多産し、60～90％を占めている。そ

のほか貧塩－嫌塩性種が５～15％を占め、試料番号

３および４では貧塩－好塩性種が10～15％程度産出

している。pHに対しては、好アルカリ性種が 40～65

％、pH不定性種が15～25％、好酸性種が10～15％

程度の産出率を示す。流水に対する適応性では、全体

に流水不定性種が卓越し、55～70％を占めている。好

流水性種は試料番号１および２において卓越傾向に

あり、15～30％程度認められる。一方、好止水性種

は試料番号５で若干多く20％認められるが、他は10

％前後である。水生珪藻と陸生珪藻の比率について

は、水生珪藻が50～75％、陸生珪藻が20～50％程

度である。多産または優占した種は、海水生種の

Thalassionema nitzschioides、淡水生種で陸生珪藻の Hant-

zschia amphioxys、Navicula contenta、Navicula mutica 等で

ある（図34）。

 98I区 北壁セクションP-1

花粉化石について、試料番号１では木本花粉が

41.8%、草本花粉が11.2 %、シダ類胞子が46.6%であ

る。木本花粉の中ではモミ属とコウヤマキ属がそれ

ぞれ25.9%、マツ属（ほとんどがニヨウマツ型の複維

管束亜属である）が21.0%と多産する。草本花粉では

イネ科、カヤツリグサ科が10%以下である。試料番

号２では木本花粉が66.5%、草本花粉が13.6 %、シダ

類胞子が18.6%である。木本花粉ではマツ属（ほとん

どがニヨウマツ型の複維管束亜属である）が32.4%と

優占する。次いで、モミ属が25.8%、コウヤマキ属が

9.4%、コナラ亜属が7.0%、ブナ属が5.3%産出する。

草本花粉ではイネ科が10.4%産出するが、カヤツリ

グサ科などは低率である。試料番号３と４は比較的

よく似ており、木本花粉が47～64%、草本花粉が24

～30 %、シダ類胞子が11～20%である。木本花粉で

はマツ属（ほとんどがニヨウマツ型の複維管束亜属

である）が20%強産出し、次いで、イチイ科－イヌ

ガヤ科－ヒノキ科・コナラ亜属・アカガシ亜属が9～

16%の範囲で産出する。草本花粉ではイネ科が15～

22%産出し、水生植物のオモダカ属、ミズアオイ属

などを低率で産出する。試料番号５では木本花粉が

37.7%、草本花粉が48.2 %、シダ類胞子が12.9%であ

る。木本花粉はマツ属（ほとんどがニヨウマツ型の複

維管束亜属）が26.7%多産し、次いでアカガシ亜属

18.8%と多産する。そして、コウヤマキ属とスギ属が

共に9.4%、モミ属が7.1%、コナラ亜属が5.3%、ブナ

属が4.7%、スギ属が4.1%、マキ属が2.6%産出する。

草本花粉ではイネ科が 28.3%、カヤツリグサ科が

15.6%と多産し、水生植物のミクリ属、サジオモダカ

属、ミズアオイ属などを低率で産出する（図35）。

植物珪酸体化石は試料番号３を除いて20万個/g前

後、試料番号３では７万個/g程度が検出される。ま

た、概して短細胞珪酸体の含量が多い。栽培植物であ

るイネ属は、各試料から短細胞珪酸体と機動細胞珪

酸体が検出され、下位の試料番号３・４・５で多い。

このほかタケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナ

ギ亜科が検出され、タケ亜科の産出が目立つ。また、

有機物に富む４層ではチゴザサ属が特徴的に検出さ

れ、ススキ属短細胞列や不明組織片が多い（図36）。

珪藻化石は概ね貧塩－不定性種が優占しており、

全体の75～ 95％を占めている。貧塩－好塩性種は、

試料番号３および４で10％前後認められるほかは、

５％以下と極めて低率にしか検出されない。pHに対

する適応性では好アルカリ性種が最も優占し、約50

～90％を占めている。それ以外は、不定性種が７～

30％程度、好酸性種が４～25％程度検出されている。

全体に好アルカリ性種が優勢であるが、上部の試料
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図32　97E区西壁トレンチ断面の花粉化石分析結果

図33　97E区西壁トレンチ断面の植物珪酸体化石分析結果

図34　97E区西壁トレンチ断面の珪藻化石分析結果
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図35　98I区北壁トレンチ断面P-1の花粉化石分析結果

図36　98I区北壁トレンチ断面P-1の植物珪酸体化石分析結果

図37　98I区北壁トレンチ断面P-1の珪藻化石分析結果
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図38　98I区北壁トレンチ断面P-2の花粉化石分析結果

図39　98I区北壁トレンチ断面P-2の植物珪酸体化石分析結果

図40　98I区北壁トレンチ断面P-2の珪藻化石分析結果
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番号１および２は、本地点の分析試料の中では好酸

性種の産出率が高い傾向にある。流水に対する適応

性は、全体に流水不定性種が優占し55～90％を占め

ている。好止水性種が５～18％程度、好流水性種12

～27％の産出率を示す。好止水性種は、全体に産出

率の変化が少ないが、好流水性種については、上部の

方が産出率が高い傾向にある。水生珪藻と陸生珪藻

の比率は、本地点では中～上部では水生珪藻が優占

し、全体の90％以上を占めるが、下部では陸生珪藻

が多産しており、試料番号４は40％、試料番号５で

は80％を占めている。海水生種は沿岸生の種を主と

して、中新世の絶滅種を伴う種群である。多産あるい

は優占した種は、海水生種のThalassionema nitzschioides、

淡水生種では、好流水性種のCymbella turgidula、流水

不定性種の Cymbella silesiaca、陸生珪藻のHantzschia

amphioxys、Navicula mutica 等である（図37）。

97I 区北壁セクションP-2

花粉化石について、試料番号１では木本花粉が

55.7%、草本花粉が12.0%、シダ類胞子が31.4%であ

る。木本花粉はマツ属（ほとんどがニヨウマツ型の複

維管束亜属）とモミ属が優占し、前者が39.1%、後者

が32.9%産出する。次いでコウヤマキ属が7.7%、コ

ナラ亜属が6.9%産出する。草本花粉ではイネ科とカ

ヤツリグサ科が5%強産出する程度である。試料番号

２および３は、比較的類似した花粉組成を示し、木本

花粉が63%強、草本花粉が20%前後、シダ類胞子が

10～15%である。木本花粉はマツ属（ほとんどがニ

ヨウマツ型の複維管束亜属）が最も多く、約18～19%

を占めるが、そのほかの花粉化石も良好に産出し、モ

ミ属が7～13%、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科が

11～14%、コナラ亜属が13～14%、アカガシ亜属が

9～19%と多産する。草本花粉ではイネ科が16%産

出する。試料番号４は花粉化石の外膜が溶解しやや

薄くなっているものがみうけられる。木本花粉が

15.8 %、草本花粉が28.1%、シダ類胞子が55.6%であ

る。木本花粉ではコウヤマキ属が卓越し、44.8%を占

める。次いで、マツ属とアカガシ亜属がともに12.9%

と多産する。草本花粉ではカヤツリグサ科が18.9%、

イネ科が7.1%産出する（図38）。

植物珪酸体化石は、試料番号４を除いて10万個/g

前後、試料番号４では30万個/g近く検出される。ま

た、概して短細胞珪酸体の含量が多いが、試料番号４

では機動細胞珪酸体の含量が多い。栽培植物である

イネ属は、各試料から短細胞珪酸体と機動細胞珪酸

体が検出され、試料番号４で機動細胞珪酸体が多い

（図39）。

珪藻化石について、塩分に対する適応性は貧塩－

不定性種が優占し、75～80％を占めている。貧塩－

嫌塩性種は８～15％程度であり、貧塩－不定性種と

貧塩－嫌塩性種でほとんどを占めている。pHに対し

ては好アルカリ性種が多産しており、50～65％の産

出率を示すほか、不定性種は15～30％、好酸性種は

10～16％産出している。流水に対する適応性をみる

と、全体に流水不定性種の産出率が高いものの、試料

番号２および３では好流水性種が卓越し、２試料と

もに30％前後の産出率を示す。好止水性種について

は10％前後から25％程度である。水生珪藻と陸生珪

藻の比率は、すべての試料において水生珪藻が優占

し、85％以上を占めており、陸生珪藻は極めて低率

にしか検出されない傾向にある。多産した種に海水

生種のThalassionema nitzschioides、淡水生種では、好流

水性種の Cymbella turgidula、流水不定性種の Eunotia

pectinalis var.minor、Gomphonema angustum などがある

（図40）。

98K区NR07

堆積物は標高約2.5～3.0mで層厚およそ10～20cm

の極細粒砂層ないしシルトと極細粒砂との互層がみ

られるが、全体に粘土層が卓越する。14C年代は2250

～1360 yrs BPの年代値が得られている。珪藻化石に

ついて、試料５では珪藻殼が全く確認できなかった
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ものの、その他の試料からは200個体を計数できた。

試料全体で内湾や外洋の浮遊性種群のひとつ（小

杉, 1988）のCoscinodiscus sp.が数%～10%ほど確認で

きる（図41）。また、塩分に対する適応性種の割合に

より、真～中塩性種が10～20%程度見られる下位層

準（標高約2.3～2.9m：試料１～４）と、中塩性種が

10% 以下で嫌塩性種が 20% 程度見られる上位層準

（標高約3.3～3.7m：試料６～８）とに大きく2分さ

れる。下位層準では汽水性種のCoscinodiscus sp.、流水

性種の Cymbella属、Flagiraria ulnaや Achnanthes linearis

などの流水不定性種が確認される。試料１では陸上

の好気的環境にも適応性があり、その中でも耐乾性

の強い陸生珪藻A群（伊藤・堀内, 1991）のHantzschia

amphioxysが10%ほど見られる。上位層準では流水性

種のCymbella属が減少傾向を示し、代わってAulacoseira

ambigua、Gomphonema truncatum、Stauroneis phoenicenteron

といった好止水性種が卓越するようになる。また、陸

域にも水域にも耐性のある陸生珪藻B群のPinnularia

subcapitataや、陸生珪藻A群のHantzschia amphioxysも

確認される。

４　考察

志賀公園遺跡における

3000 yrs BP以降の地形・地質環境変遷

今回得られた志賀公園遺跡地点での層序解析およ

び微化石分析データに基づいて堆積システムの解釈

を試みる。

志賀公園遺跡地点ではユニット2の標高0.5～3.3m

に植物遺体や腐植を含む厚い粘土層が確認された。

本ユニット下部（標高0.7m）の14C年代が3290±80

yrs BP、上部で2180± 50～1820±50 yrs BPの年代

値が得られていることから、縄文時代晩期から弥生

時代中・後期に至る堆積物である。なお、98J区の本

ユニット上部（標高3.4m）の粘土試料は4320±70 yrs

BPの年代値を示すが、粘土層中に中粒砂層の薄層を

挟む部分が確認され、洪水などにより上流部から運

ばれてきた二次堆積物の可能性があり、本来の年代

を示していないと考え除外した。

ユニット2上部の珪藻化石分析結果（97E区西壁セ

クション）では、淡水生種に混じり、海生種かつ外洋

指標種群（小杉, 1988）のひとつであるThalassionema

nitzschioidesや汽水性種のCoscinodiscus sp.といった海～

図41　98K区NR07層序断面の珪藻化石分析結果
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汽水生種が確認された。このことから、調査地点は海

水の干満の影響を受ける上部デルタ平原であったと

推定される。また、海～汽水生種の割合は標高2.8m

付近の約30%から、標高3.3m付近の約10%へと減少

した。徐々に河川環境の卓越する環境へと変化した

ことがわかる。下位層から上位層にかけての海～汽

水生種の減少とは対照的に、Hantzschia amphioxysや

Navicula muticaといった淡水生種で乾燥環境に耐性の

ある種群が、20%から50%へと増加する傾向が見ら

れる。このことから、河川環境の卓越とともに離水環

境も拡がってきている様子が伺える。

濃尾平野において縄文時代晩期頃の年代値を示す

粘土やシルトなどの細粒堆積物が分布する事実は、

森ほか（1992）、鬼頭（2000）によって報告されてい

る。鬼頭（2000）は濃尾平野中央部、愛知県稲沢市の

一色青海遺跡において層序解析と珪藻分析を行なっ

た。一色青海遺跡地点では標高-0.6mを境として上部

デルタ平原から河川卓越環境へと堆積システムが変

化し、それは2870±70 yrs BPであった。一方、志賀

公園遺跡地点では、縄文時代晩期から弥生時代中・後

期に至るまで腐植を含む厚い粘土層を堆積させてお

り、堆積システムの相違が見られる。相違が生じた成

因については、木曽川と矢田川との間の堆積物供給

量や運搬量、後背地における堆積物生産量の違い、潮

位の影響など様々な要因が考えられるが、今回の1地

点の結果からは不明である。今後、本調査地周辺での

発掘調査が行なわれることを期待する。

砂層および砂とシルトの互層よりなるユニット3

は、粘土層からなるユニット2の上部を明瞭に削剥し

ているのが確認された。また、ユニット2下部の砂層

中にはプラナー型斜層理が見られ、ユニット2全体で

上方細粒化傾向を示すことから、チャネル堆積物で

あると考えられる。ユニット2上部の粘土層が2180

± 50～ 1820± 50 yrs BPの年代値を、ユニット3を

覆うユニット4の粘土層が2030±60 yrs BPを示すこ

とから、弥生時代中～後期の頃に調査地点を流下す

るチャネルの存在が示唆されよう。また、その流下方

向は斜層理の古流向から東から西方向であった。と

ころで、ユニット2の砂層基底で確認される明瞭な浸

食面は、シークエンス層序学的（例えば、Van Wag-

oner et al., 1988 ; Vail et al., 1991）に重要である。陸

上堆積物上に生じる浸食面は、浸食を規制する基底

面（base-level）が変化したことを示す。基底面が変

化する要因として相対的な海水準の変化が考えられ

るが、気候のほか海水準変動、テクトニックな影響な

どの要素が複雑に関係するものと思われる。今回の

調査地点の場合、堆積物供給量の増大により堆積物

の海側への前進（プログラデーション）が進行した結

果、相対的に基底面が下がったとも解釈できる。しか

し、1地点のみの結果であり、今後広範囲に浸食面を

追跡する必要があろう。

古植生と植物利用

濃尾平野で行われた花粉分析の結果をみると、木

本花粉ではコナラ亜属とアカガシ亜属が多く、エノ

キ－ムクノキ属、ニレ属－ケヤキ属、クマシデ属－ア

サダ属、ハンノキ属などを伴う場合が多い（吉野・萬

谷, 1992 ; 森 , 1992aなど）。しかし、今回の成果をみ

ると木本花粉では針葉樹の割合が多く、構成比全体

でみるとシダ類胞子の割合が高い。針葉樹花粉やシ

ダ類胞子は、広葉樹花粉と比べると風化に強く残り

やすく（徳永・山内 , 1971）、また形態が特徴的なた

め、風化が進んでいても同定可能である。おそらく、

針葉樹やシダ類胞子の多産は、堆積後の風化の影響

などによって、花粉化石の組成に偏りが生じている

ものと考えられる。実際にはこれまでの成果と同様

に、台地や丘陵地を中心にナラ類やカシ類からなる

森林に覆われていたと推定される。また、エノキ－ム

クノキ属、ニレ属－ケヤキ属、クマシデ属－アサダ

属、ハンノキ属、コナラ亜属などは河畔など低地にも

分布していたものと考えられる。一方草本花粉は、比
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較的多産しているイネ科やカヤツリグサ科とともに、

ガマ属、ミクリ属、オモダカ属、ミズアオイ属、サン

ショウモなどの水生植物も検出される。これらは、低

地上の湿地や沼沢地などを中心に分布していたもの

と推測される。

水田の検証を行うにあたり、機動細胞珪酸体に着

目する場合は多いが、全機動細胞珪酸体中のイネ属

の比率を基にする例や（近藤 , 1988）、１gあたりの

個数を基にする例（杉山, 1989 ; 古環境研究所 , 1994

; 1996など）などいくつかの手法がある。現水田の調

査による、水田土壌中の植物珪酸体の調査によれば、

機動細胞珪酸体中のイネ属の割合は９％であるが、

稲藁を堆肥として与えている水田では16％に上がる

という結果が得られている（近藤 , 1988）。また、１

g中のイネ属機動細胞珪酸体の量が5000個を越える

と、その土壌で水田が行われていたとする考えもあ

る（杉山 , 1989：古環境研究所 , 1994など）。今回の

結果をみると、ほぼ全ての試料でイネ属の植物珪酸

体が検出されるが、土壌中の含量はばらつきが大き

い。その中でも97E区西壁セクションの１層、 98I区

北壁セクションP-1 の４層と５層、98I 区 北壁セク

ションP-2の４層では、イネ属機動細胞珪酸体が上記

の値を超えている。このことから、これらの層位が水

田耕土として利用されていた可能性がある。一方、静

岡平野では、水田遺構から検出されるイネ属機動細

胞珪酸体の量が１gあたり3000個以下の層位も存在

する（古環境研究所 , 1996）。したがって、イネ属機

動細胞珪酸体が多産しない層位が、必ずしも水田耕

土ではなかったとは言い切れない。稲作の期間が短

い、栽培規模が小さい、耕土へ還元される稲藁が少な

い、洪水による作土の流失などの影響があったとす

れば、たとえ水田耕作土であっても、植物珪酸体が少

ない可能性は十分にある。
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写真16　花粉化石
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50μm

1．イネ属短細胞珪酸体

2．イネ属短細胞列

3．タケ亜科短細胞珪酸体

4．ヨシ属短細胞列

5．コブナグサ属短細胞珪酸体

6．ススキ属短細胞珪酸体

7．イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体

8．イネ属機動細胞珪酸体

9．イネ属機動細胞珪酸体

10．イネ属機動細胞珪酸体

写真17　植物珪酸体

1.　Achnanthes japonica H.Kobayasi

2.　Amphora ovalis var. affinis (Kuetz)V.Heurck

3.　Cocconeis placentula (Ehr.)Cleve

4.　Cymbella leptoceros (Ehr.)Grunow

5.　Cymbella silesiaca Bleisch

6.　Cymbella sinuata Gregory

7.　Cymbella turgidula Grunow

8.　Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.)Rabenhorst

9.　Fragilaria construens (Ehr.)Grunow

10.　Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Grunow

11.　Fragilaria vaucheriae (Keutz.)Petersen

12.　Gomphonema parvulum Kuetzing

13.　Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow

14.　Navicula contenta Grunow

15.　Navicula elginensis var. neglecta (Krass.)Patrick

16.　Navicula kotschyi Grunow

17.　Navicula mutica Kuetzing

18.　Neidium ampliatum (Ehr.)Krammer

19.　Nitzschia brevissima Grunow

20.　Pinnularia subcapitata Gregory

21.　Rhopalodia gibberula (Ehr.)O.Muller

22.　Sellaphora pupula (Kuet.)Mereschkowsky

23.　Thalassionema nitzschioides Grunow

写真18　珪藻化石
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測定No. 試　料� 14C年代値�

交点年代値　�AD 420年�

1σ年代幅� AD 260 to 290
AD 320 to 550

交点年代値　�AD 780年�

1σ年代幅� AD 660 to 980

交点年代値　�BC 920年�

1σ年代幅� BC 1,260 to 790

交点年代値　�BC 750, 530年�

1σ年代幅� BC 800 to 390

交点年代値　�AD 460,480,510,530年�

1σ年代幅� AD 260 to 300
AD 320 to 650

1,580±180yrBP
(AD 370年)

PLD-387

炭化材 ⅡKS97E
SB12 14C-4

炭化材 ⅡKS97E
SB12 14C-5

炭化材 ⅡKS97E
SB12 14C-9

炭化材 ⅡKS97E
SB12 14C-10PLD-388

PLD-386

2,460±160yrBP
(BC 510年)

2,800±220yrBP
(BC 850年)

炭化材ⅡKS97E
SB12 14C-3

補正暦年代�

PLD-384

PLD-385

1,640±110yrBP
(AD 310年)

1,240±150yrBP
(AD 710年)

第２章 志賀公園遺跡の住居跡出土炭化材の樹種同定と

放射性炭素年代

植田弥生・山形秀樹*

*株式会社パレオ・ラボ

１．はじめに

志賀公園遺跡97E区の住居跡SB12から出土した炭

化材５試料の樹種同定および放射性炭素年代測定の

結果を報告する。放射性炭素年代測定の値は1240～

1640yrBP（14C-3、14C-4、14-10）と2460～2800yrBP

（14C-5、14C-9）の２つの年代値に別れる結果となっ

ている（表４）。樹種同定した試料は14C-1・2・6・7・

8であり、放射性炭素年代測定用の試料選択を優先し

たためこれらの試料は微細破片であった。14C-7は組

織の保存が悪く同定できなかった。また14C-2からは

２つの異なる樹種が検出された。以下に同定の方法

と結果そしてその根拠を記述する。

２．炭化材樹種同定の方法

先ず、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微

鏡で分類群のおおよその目安をつける。アカガシ亜

属・コナラ節・クヌギ節・クリは横断面の管孔配列が

特徴的であり、実体顕微鏡下の観察でほぼ同定可能

であるが、それ以外の分類群については３方向の破

断面（横断面・接線断面・放射断面）を走査電子顕微

鏡で観察し同定を決定する。またコナラ節やクヌギ

節などでも年輪幅の狭いぬか目や逆に年輪幅の広い

試料などは実体顕微鏡下では誤同定の恐れがありこ

のような試料については走査電子顕微鏡で確認する

こととする。走査電子顕微鏡用の試料は、３断面を５

mm角以下の大きさに整え、直径１cmの真鍮製試料

台に両面テ－プで固定し、その周囲に導電性ペ－ス

トを塗る。試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、

走査電子顕微鏡（日本電子（株）製　JSM-T100型）

で観察と写真撮影を行う。

３．結果

表５に同定結果をまとめた。14C-1はトネリコ属、

14C-2からはトネリコ属とマメ科、14C-6はエゴノキ

属、14C-8は草本性イネ科が検出された。14C-7は微

破片であり組織が崩れており同定不可能であった。

いずれの試料も小破片であったため同定試料とは別

の炭化材試料で放射性炭素年代測定を行っており、

その結果は1240～1640yrBPと2460～2800yrBPの２

時期に偏た数値が出た。樹種同定された樹種のすべ

ては、温帯の河畔林や低山地・丘陵地に生育する落葉

広葉樹である点で共通していた。しかし、住居跡出土

の炭化材樹種として全国的に出土例の多いコナラ属

のアカガシ亜属やコナラ節やクヌギ節は検出されな

かった。周辺域での同様な調査例は少ないので、今後

表４　放射性炭素年代測定結果
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樹種� 形状�

SB12 14C-1 トネリコ属� 微破片�

SB12 14C-2-1 トネリコ属� 微破片�

SB12 14C-2-2 マメ科� 微破片�

SB12 14C-6 エゴノキ属� 微破片�

SB12 14C-7 不可� 微破片�

SB12 14C-8 草本性イネ科� 微破片�

遺構・試料No.

の資料蓄積により当地域の住居用材利用の様相が明

らかになってゆくと思われる。

以下に同定された樹種の材組織記載をする。

マメ科  Leguminosae   写真 25  １ a.-１ c.(14C-2-2)

年輪の始めに大型の管孔が配列し徐々に径を減じ、

晩材部では小型～非常に小型の管孔が２～数個複合

し、特に晩材部では周囲状・翼状の柔組織が明瞭な環

孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一である。放射

組織はほぼ同性、１～２細胞幅である。横断面の環孔

配列の特徴、単穿孔であること、放射組織はほぼ同性

であることから、マメ科の材と同定した。その中でマ

メ科の多くの材に見られる小型管孔のらせん肥厚が

当試料では見られなかったことから、ネムノキの可

能性が高いと思われるが、保存が悪く広い面積を充

分観察できなかったためイヌエンジュの可能性もあ

ると考えている。

ネムノキは本州以南の暖帯～温帯の原野や川岸の

陽光地に生育する落葉小高木で、材は柔らかく脆い。

イヌエンジュは北海道から中部地方の山中や川岸の

陽光地に生育する落葉高木で、材は重硬で心材は特

に硬い。

エゴノキ属  Styrax  エゴノキ科 写真25２a.-２c.(14C-6)

小型で厚壁の管孔が単独または２～４個が複合し

放射方向に配列し、晩材部では径が減少し管孔の分

布数も減少する散孔材。道管の壁孔は小型で交互状

に密在、穿孔は横棒が少ない階段穿孔である。放射組

織は異性、１～４細胞幅、多列部の上下端は方形・直

立細胞からなる単列となり、道管との壁孔は小型で

交互状である。

エゴノキ属は暖帯から温帯下部の山地に生育する

落葉高木である。エゴノキ・ハクウンボク・コハクウ

ンボクがある。材は柄や器具に使われ、薪炭材として

も用いられる。

トネリコ属  Fraxinus  モクセイ科  写真25 3a.-3c.(14C-1)

中型～大型で厚壁の管孔が２～３層配列し、晩材

部では小型の管孔が単独または２～４個が放射方向

に複合し散在する環孔材。周囲状・翼状の柔組織があ

る。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単一である。

放射組織は同性、１～２細胞幅である。

トネリコ属はおもに温帯に生育する落葉高木で、

シオジ・ヤチダモ・トネリコ・アオダモなど約９種あ

る。材は重硬で弾力性があり折れ難く、遺跡からは建

築材・板・杭・柄・椀などの使用例がある。

草本性イネ科　Gramineae   写真 24　4a.-4c.(14C-8)

やや硬質で繊維状のものが集積した状態で取り上

げられていた。完形のものは無く横断面の一部のみ

が観察できた。維管束の配列は不整中心柱であり、厚

壁の繊維細胞からなる維管束鞘が維管束を取り囲み、

特に稈の外周部では維管束が隣接し維管束鞘は厚く

広がり連続している。稈の外周部には維管束の位置

と対応する縦筋が見られる。断片的な組織の観察し

かできないので、草本性のイネ科の稈であることま

でしか判らなかった。

表５　志賀公園遺跡SB12出土炭化材の樹種同定結果

写真19　志賀公園遺跡住居跡（SB12）出土炭化材

4a.草本性イネ科（横断面）　　14C-8 bar:0.1mm
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写真20　志賀公園遺跡住居跡（SB12）出土炭化材

1b.同（接線断面）bar:0.1㎜ 1c.同（放射断面）bar:0.1㎜1a.マメ科（横断面）14C-2-2  bar:0.5㎜

2b.同（接線断面）bar:0.1㎜ 2c.同（放射断面）bar:0.1㎜2a.エゴノキ属（横断面）14C-6  bar:0.5㎜

3b.同（接線断面）bar:0.1㎜ 3c.同（放射断面）bar:0.1㎜3a.トネリコ属（横断面）14C-1  bar:0.5㎜
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第３章 志賀公園遺跡の井戸より

カメ遺骸とともに見つかった昆虫について

森　勇一*

１．はじめに

先史～歴史時代の遺物包含層から見いだされた昆

虫化石を用いて，植生や古環境，人為による自然改変

などについての情報を得る研究は，これまでにも多

数行われてきた（森，1994,1997,1999）。本論は，井

戸産出のカメ遺骸を土中より抽出する過程で得られ

た昆虫化石片の集積過程に関する新知見を含む概報

である。

２．試料および分析方法

志賀公園遺跡（名古屋市北区）は，名古屋市北部の，

庄内川と矢田川の合流する地点から南へ約2km南下

した沖積地に位置する弥生～古墳時代，古代および

中世を中心とした複合遺跡である。遺跡の標高は約

5mであり，周辺には西志賀遺跡（弥生時代ほか），朝

日遺跡（弥生時代ほか）など，著名な遺跡が多数分布

している。

調査の過程で，15世紀後半から16世紀の遺物を含

有する深さ約1mの井戸跡（SE05）が確認された。こ

の中から計35頭のカメ（イシガメ）の遺骸が検出さ

れた。カメはいずれも体長約20cmの大型のものばか

りであり（別稿参照），これらを土中より抽出し，ク

リーニングする段階で多くの昆虫化石が採取された。

分析試料は，試料１～試料41（ただし，試料７，試

料９，試料15，試料38～40は欠損）の計35試料よ

りなり，これらはいずれもカメ番号に対応している。

カメ番号は，現場担当者によって地表面に近いもの

から順に番号が振られている。したがって番号が小

さいカメは浅いところから見つかったものであり，

番号の大きいカメは井戸底付近に位置していたもの

である。

なお，のちに述べるようなカメと昆虫との関係が

復元できたのは，昆虫化石がカメ番号何番のどの位

置から産出したものか正確に記録にとどめながら抽

出にあたった愛知県埋蔵文化財センター堀木真美子

氏の努力によるところが大きいのでここに記載し，

感謝の言葉を申しあげる。

昆虫化石の同定は，筆者採集の現生標本と実体顕

微鏡下で１点ずつ比較のうえ実施した。いうまでも

なく，昆虫化石は，いずれも節片に分離した状態で検

出されており，そのため，本論に記した産出点数は，

昆虫の個体数を示したものではない。

３．昆虫化石群集

志賀公園遺跡の分析試料より抽出された昆虫化石

は，現時点での集計で計2,249点であった（表6）。な

お，昆虫化石は，すべてカメの遺骸の部位と対応させ

ながら取りあげられており，分析結果もこれに応じ

*愛知県立明和高等学校
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体表面（甲羅）� 右腹部� 周辺土壌� 左腹部� 周辺土壌� 頭部付近� 周辺土壌� 左前脚付近�
ゲンゴロウ科� Dytiscidae A1
セマルガムシ� Coelostoma stultum  (Walker) P1
エンマコガネ属� Onthophagus  sp. L1 L1 L1 E1 E1
エンマムシ科� Histeridae P1 P1  L1
シデムシ科� Silphidae S1  A2  P1
モモブトシデムシ� Necrodes nigricornis Harold P2  E2  A1 P2  E2

セアカヒラタゴミムシ� Dolichus halensis (Schaller) E3 E2
ツヤヒラタゴミムシ属� Synuchus  sp. E2 E1
アオゴミムシ属� Chlaenius  sp. E1
スジアオゴミムシ� Haplochlaenius costiger  (Chaudoir) E2  P1  A3
ナガゴミムシ属� Pterostichus  sp. P1
オオゴミムシ� Lesticus magnus (Motschulsky) P1
ハネカクシ科� Staphylinidae H2　� P1 P1 P1  E1 P2 P1  A1 P1  E1
キマワリ属� Plesiophthalmus  sp. E1
サクラコガネ属� Anomala  sp. A2  E1  L2 L1

ヒメカンショコガネ� Apogonia amida  Lewis E2
ハナムグリ亜科� Cetoniinae H1
カミキリムシ科� Cerambycidae L2
コメツキムシ科� Elateridae E3
ハムシ科� Chrysomelidae E2
ゾウムシ科� Curculionidae E1 P1 E2 P1
不明甲虫� Coleoptera O2 O1 E1  O5 O3 H1  A1
カメムシ目� Hemiptera A1
ヒメツチカメムシ� Geotomus pygmaeus Dallas A1
アリ科� Formicidae H1  A2 H2
双翅目� Diptera C2

48 16 44 18 49 19 17 15
 

（検出部位凡例）�
H(Head):頭部　An(Antenna):触角　M(Mandible):大腮　S(Scutellum):小楯板　P(Pronotum):前胸背板　C(Chrysalis):囲蛹　E(Elytron):鞘翅　 
W(Wing):上翅　T(Thorax):胸部　A(Abdomen):腹部　L(Leg): 腿脛節　O(Others):その他�

その他�

計�

カメ８� カメ13

水 生�

食�
屍�
性�

オサムシ科� Carabidae

ヒメコガネ� Anomala rufocuprea  Motschulsky

カメ33
和    名�生  態� 学      名�

S1  P3  A2
E13  L10

地�
 
　�
　�
表�
 
　�
　�
性�

陸�
　�
　�
生�

カメ31

E10  H2 H1  P2  A1
E5  L9

食�
肉�
・�
雑�
食�
性�

食�
植�
性�

H1  E3  L1

H1  P1  A2
E4

T1  A2 H1  A2 E1 E1 H1  P1  T1
A1  E5  L5

H1  M1  P1
E1

H3  S2  P1
A9  E6  L10

て集約したが，余りにも膨大になるため表６につい

ては，これらをまとめて掲載した。産出した昆虫化石

のうち，主なものについては，写真図版46に実体顕

微鏡写真を掲げた。

産出昆虫を分類群ごとにみると，目レベルまで分

類できたもの２目47点，科レベルでは14科796点，

亜科レベル３亜科８点，族レベル１族４点，属レベル

は８属149点，種まで同定できたものは24種1,097点

であった。これ以外に，不明甲虫とした昆虫が計148

点であった。検出部位別では，鞘翅（Elytron）が最も

多く，続いて腿脛節（Legs）・前胸背板（Pronotum）・

腹部（Abdomen）などが認められた。

生態別では，陸生の食植性昆虫を中心に，食肉性な

いし雑食性の地表性歩行虫，食糞性や食屍性の歩行

虫，および食肉ないし食植性の水生昆虫をまじえる

昆虫群集であった。

特徴的な種についてみると，陸生の食植性昆虫で

は，人が植栽した畑作物や果樹，二次林の樹葉や花粉

などに集まるヒメコガネAnomala rufocuprea・サクラコ

ガネA. daimiana・マメコガネ Popillia japonica・ヒメカ

ンショコガネ Apogonia amida・クワハムシ Fleutiauxia

armata・クロコガネHolotrichia kiotoensisなどが検出さ

れた。

食肉性の水生昆虫ではゲンゴロウ科 Dytiscidaeの中

型種であるキベリクロヒメゲンゴロウ Ilybius apicalisと

ヒメゲンゴロウ Rhantus pulverosus，および小型種のマ

メゲンゴロウ Agabus japonicusが検出されたものの，大

型のゲンゴロウやクロゲンゴロウなどは見いだされ

ていない。このほか，コガシラミズムシ Peltodytes

intermediusが認められた。食植性の水生昆虫では，マ

メガムシRegimbartia attenuata・セマルガムシCoelostoma

stultumなど，小型のガムシ科Hydrophilidaeが発見され

た。

地表性昆虫では，コブマルエンマコガネ

Onthophagus atripennnis・マグソコガネ Aphodius rectus・

コマグソコガネ A. pusilus など，人家周辺や畑作地な

どに多い食糞性昆虫が発見され，また食屍性昆虫に

は，鳥獣の死体に集まるモモブトシデムシ Necrodes

nigricornisをはじめ，動物の死体付近に多く死体その

ものを食べたり死体に群がるハエのウジを捕食する

シデムシ科 Silphidaeやエンマムシ科 Histeridaeなどが

認められた。

これ以外の地表性昆虫では，湿潤地表面を好むツ

ヤヒラタゴミムシ属 Synuchus sp.・ヒラタゴミムシ族

platynini，ミズギワゴミムシ属 Bembidion sp.，ナガゴ

ミムシ属 Pterostichus sp.などが見いだされた。これら

は水田地帯や水辺に多い歩行虫である。一方，オオゴ

ミムシLesticus magnusや，セアカヒラタゴミムシ Dolichus

表６　捕食－被食関係を示す昆虫組成
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halensis，ナガヒョウタンゴミムシ Scarites terricola pacificus，

スジアオゴミムシ Haplochlaenius costigerなどは，乾燥

した地表面上や畑作地，人家周辺に生息する地表性

歩行虫である。

４．昆虫群集が示す古環境と

その集積過程

志賀公園遺跡の井戸中より得られた昆虫化石群集

をみると，ヒメコガネを中心とした陸生の食植性昆

虫の出現率が高いことがわかる。これらは遺跡をめ

ぐる中世（15世紀後半～16世紀）における周辺植生

を考えるうえで興味深い。

ヒメコガネやマメコガネ・サクラコガネ・クロコガ

ネなどといった食葉性昆虫の産出は昆虫化石を含有

する井戸周辺の植生に由来するものと考えられる。

ヒメコガネおよびマメコガネがマメ類や各種畑作物

を加害し，サクラコガネやヒメカンショコガネ・クワ

ハムシなどが，ブドウ・イモ類・クワをはじめ人が植

栽した果樹や畑作物を食害することから，志賀公園

遺跡付近にこうした畑作物や果樹などが植栽されて

いたことが考えられる。ヒメコガネを中心とした食

葉性昆虫は，中世の山林開発や畑作地の増大に伴い

日本各地で大増殖したことが知られており（森，

1999），本分析結果はこうした事実ともよく符合して

いる。

また，乾燥した地表面，畑作地に多いオオゴミムシ

やアオゴミムシ属 Chlaenius sp.・セアカヒラタゴミム

シ・スジアオゴミムシなどの地表性歩行虫は，湿潤地

表面上や水田地帯に生息することがなく，昆虫化石

を産出した井戸周辺が植被が失われて乾燥した攪乱

地表面であったことを強く示唆している。本群集中

に，コブマルエンマコガネやマグソコガネ・エンマム

シ科・シデムシ科などの人家周辺に多い食糞・食屍性

昆虫や，汚物食と考えてよい双翅目 Dipteraの囲蛹が

認められたことから，遺跡一帯に人の集中居住に伴

う環境汚染が進行していたと考えられる。

つぎに，カメの遺骸および昆虫化石の集積過程に

ついて述べる。井戸が昆虫採集法の一つである「ホー

ルトラップ法」のホールトラップのような役割を果

たし，何らかの原因で両者ともこの井戸に落下した

のち，這い上がることができないまま封じ込められ

てしまったと考えられる。35匹ものカメの遺骸が１

基の井戸に集積するには１年ではなく，おそらく何

年も歳月がかかったことが容易に推定される。カメ

が井戸に落下したとき，この井戸はすでに使用され

ておらず，井戸枠が失われてすり鉢状になっていた

と想像される。エサを求めて通りかかったカメが

誤って井戸内に落下し，地表性歩行虫の多くも同様

な理由で落ち込んだまま，今日に至ったものと考え

られる。随伴する水生昆虫はこの井戸に生息してい

たのではなく，風や雨などによって運ばれて落下し

たと考えられる。ヒメコガネをはじめとした食植性

昆虫も，同じようなメカニズムによって集積したも

のであろう。

昆虫群集の中に含有される昆虫化石には，ホール

トラップによる落ち込みとは異なる原因で井戸中に

混入したと思われるものが認められた。その一つは，

地表面上ないし水中に生息していてカメに捕食され

たと考えられる昆虫と，井戸落下後のカメの腐肉に

誘引されこれをエサにするために集まったと推定さ

れる食屍性ないし食肉性の地表性歩行虫の２タイプ

の昆虫化石が含有される（表7）。前者（食べられた

昆虫）には，カメ８およびカメ13の腹腔付近より検

出されたオオゴミムシやスジアオゴミムシ・オサム

シ科などの昆虫が，また後者（食べた昆虫）には，カ

メ31およびカメ33の周囲の土中などから見つかった

モモブトシデムシや各種シデムシ科・エンマムシ科・

ハネカクシ科・双翅目（ハエ類）の囲蛹などが含まれ

る。なお，歴史時代の地層中から検出された複数の生

物について，食物連鎖など生物どうしの関係が復元

されるのはきわめて珍しいことであると考えられる。
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生�態� 和    名� 学      名� 1 2 3 4 5 6 8 10 11 12 13 14 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 41 合　計�

　�ゲンゴロウ科� Dytiscidae 1 1 5 1 1 1 4 1 1 1 17

食�キベリクロヒメゲンゴロウ�Ilybius apicalis  Sharp 　� 1 1 2

肉�ヒメゲンゴロウ亜科� Colymbetinae 2 1 1 4

水� 性�ヒメゲンゴロウ� Rhantus pulverosus (Stephens) 2 1 3

　�マメゲンゴロウ� Agabus japonicus Sharp 1 1

コガシラミズムシ� Peltodytes intermedius (Sharp) 1 1 2

生� ガムシ科� Hydrophilidae 1 1 1 3

食�マメガムシ� Regimbartia attenuata  (Fabricius) 1 1 3 1 6

植�セマルガムシ� Coelostoma stultum  (Walker) 2 1 1 1 5

性�マグソガムシ� Pachysternum haemorrhoum Motschulsky 1 1

ケシガムシ属� Cercyon sp. 1 1

　�エンマコガネ属� Onthophagus  sp. 3 2 1 1 3 2 2 6 1 2 2 2 3 19 3 1 3 1 4 1 2 1 2 3 70

食�コブマルエンマコガネ� Onthophagus atripennis  Waterhouse 1 2 1 4

糞�マグソコガネ属� Aphodius  sp. 2 1 1 1 1 6

性�マグソコガネ� Aphodius rectus (Motschulsky) 1 5 1 4 1 1 3 1 1 1 1 2 1 23

コマグソコガネ� Aphodius pusilus  (Herbst) 4 1 1 6

地� 食�エンマムシ科� Histeridae 4 1 1 3 11 1 3 2 1 4 2 7 1 1 43

　� 屍�シデムシ科� Silphidae 2  4 6

性�モモブトシデムシ� Necrodes nigricornis Harold 1 5  4 10

オサムシ科� Carabidae 4 7 9 26 6 9 6 3 18 2 2 7 1 4 1 22 4 19 3 17 13 8 13 10 6 12 8 18 25 5 10 9 7 5 15 339

表� 食�ヒラタゴミムシ族� Platynini 1 1 1 1 4

　�セアカヒラタゴミムシ� Dolichus halensis (Schaller) 3 1 2 1 3 3 1 2 1 2 19

　� 肉�ツヤヒラタゴミムシ属� Synuchus  sp. 3 1 1 1 1 1 1 1 10

ミズギワゴミムシ属� Bembidion  sp. 1 1 1 1 4

性� ・�アオゴミムシ属� Chlaenius  sp. 2 1 2 1 1 2 1 1 1 1 13

スジアオゴミムシ� Haplochlaenius costiger  (Chaudoir) 3 6

　� 雑�ナガゴミムシ属� Pterostichus  sp. 2 1 1 1 1 1 7

　� ナガヒョウタンゴミムシ� Scarites terricola pacificus  Bates 1 1

 食�マルガタゴミムシ属� Amara  sp. 1 1

　� 　�オオゴミムシ� Lesticus magnus (Motschulsky) 1 1 1 6

性�ゴミムシダマシ科� Tenebrionidae 10 1 1

　�ハネカクシ科� Staphylinidae 5 2 8 1 4 2 3 1 18 1 1 4 1 2 1 7 6 1 9 4 5 2 7 6 2 4 20 4 4 3 2 5 1 146

キマワリ属� Plesiophthalmus  sp. 1 1 1 3

コガネムシ科� Scarabaeidae 1 1 1 2 4 3 1 1 14 7 10 6 1 1 1 1 1 56

サクラコガネ属� Anomala  sp. 2 5 5 5 4 5 1 3 1 3 34

サクラコガネ� Anomala daimiana  Harold 1 2 1 4

  食�ヒメコガネ� Anomala rufocuprea  Motschulsky 1 17 11 16 15 29 53 39 41 43 37 15 51 43 122 14 47 4 66 31 13 4 11 7 8 23 18 34 8 8 8 4 5 76 922

 マメコガネ� Popillia japonica  Newmann 1 1 2 4

陸�  クロコガネ� Holotrichia kiotoensis  Brenske 1 1 3

植�ヒメカンショコガネ� Apogonia amida  Lewis 3 2 5 24 6 1 2 2 2 1 1 8 57

オオコフキコガネ� Melolontha frater Arrow 1 1 2

 ハナムグリ亜科� Cetoniinae 1 1

性�カミキリムシ科� Cerambycidae 2 2

生� コメツキムシ科� Elateridae 1 1 1 1 3 2 2 1 12

 　�ハムシ科� Chrysomelidae 2 4 1 4 4 5 2 2 2 1 2 1 30

ヨモギハムシ� Ｏhrysolina aurichalcea (Mannerheim) 1 1

クワハムシ� Fleutiauxia armata  Baly 1 1

ノミハムシ亜科� Alticinae 2 1 3

ゾウムシ科� Curculionidae 3 3 2 2 1 1 1 2 1 3 2 4 4 12 1 2 2 2 5 2 2 11 1 1 6 1 1 78

オトシブミ科� Attelabidae 1 1

不明甲虫� Coleoptera 1 7 2 3 5 4 3 5 21 3 6 1 6 19 4 15 7 2 6 3 3 3 6 2 2 2 1 148

カメムシ目� Hemiptera 1 　� 1

ヒメツチカメムシ� Geotomus pygmaeus Dallas 4 1 1 5 10 3 5 1 1 1 32

イネノクロカメムシ� Scotinophara lurida  Burmeister 1 1

アリ科� Formicidae 1 1 1 2 1 1 5 1 1 10 1 4 6 1 1 1 7 2 5 3 1 1 8 65

クロオオアリ� Camponotus japonicus  Mayr 1 1 1 3

双翅目� Diptera 1 2 1 3 1 1 1 2 2 1 15

20 52 41 35 42 37 64 76 149 59 62 56 21 92 55 295 42 146 12 141 64 47 39 32 29 44 43 68 129 32 33 34 22 36 100 2249

その他�

総　　　　　　　　計�

５．まとめ

志賀公園遺跡の井戸（中世）産出のカメ遺骸を土中

より抽出する過程で得られた昆虫化石を同定・分析

し，その群集組成から当時の古環境を復元した。カメ

および昆虫の落下・集積過程に関連し，捕食－被食関

係をめぐる新知見を得ることができた。

昆虫群集に，ヒメコガネ・サクラコガネ・マメコガ

ネなどの畑作害虫が認められ，志賀公園遺跡付近に

人為度の高い畑作空間が存在していたことが推定さ

れる。

井戸産出昆虫の中に，カメが活動中に捕食されカ

メの消化管内に運ばれた状態で検出された昆虫があ

り，また落下し屍体となったカメを求めて誘因され

た昆虫が含有されることが分かった。
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表７　志賀公園遺跡から産出した昆虫化石
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第４章 志賀公園遺跡から出土した大型植物化石

新山雅広*

*株式会社パレオ・ラボ

１．試料

大型植物化石の検討は、中世の井戸(98K区、SE05)

から出土したものについて行った。試料は既に洗浄

済みで瓶に保存された46本である。

２．出土した大型植物化石

出土した大型植物化石の一覧は表８に示した。な

お、一覧表中で複数の分類群をハイフンで結んだも

のは分類群間の区別が困難なものである。また、キジ

ムシロ属類としたものは、ヘビイチゴ属,オランダイ

チゴ属,またはキジムシロ属を示す。以下に、出土し

た大型植物化石を記載する。

木本(3分類群)：クワ属、キイチゴ属、サンショウ

が出土した。クワ属、キイチゴ属は、非常に多産した

が、サンショウは破片が1点出土したのみであった。

草本(38分類群)：非常に多くの分類群が出土した。

最も多産したのは、エノコログサ属でシロザ近似種、

ナデシコ科、ヒユ属、エノキグサ、イヌコウジュ属－

シソ属、イヌビエ、キジムシロ属,オランダイチゴ属

,またはキジムシロ属、タデ属、カタバミ属が比較的

多産した。また、個数はさほど多くはないが、ミクリ

属、イネ、イヌビエ－ヒエ、コムギ、ホタルイ属、ツ

ユクサ属、コナギ、ソバ、サデクサ、サナエタデ近似

種、ヤナギタデ、ギシギシ属、ザクロソウ、スベリヒ

ユ、コウホネ属、エノキグサ、チドメグサ属、シソ属、

ゴマ、トウガン、タカサブロウ、メナモミなども出土

した。

３．考察

(1)　古植生

大型植物化石群集の組成をみて、まず気づくのは、

木本の分類群数が非常に少ないことである。鳥獣散

布型の小種実(ヒサカキ、ニワトコ、ムラサキシキブ

属など)さえも出土しないことから、井戸周辺に森林

があった可能性は低いと予想される。井戸周辺に生

育していた樹木は、多産したクワ属、キイチゴ属程度

であっただろう。一方、草本類では、抽水植物のミク

リ属、コナギ、浮葉植物のコウホネ属といった水生植

物の他、低湿地の雑草と考えられる分類群と畑地な

いし路傍のような幾分乾き気味の場所に生育する分

類群とが揃って出土する。低湿地の雑草と考えられ

るものは、ホタルイ属、ツユクサ属、サデクサ、サナ

エタデ近似種、ヤナギタデ、タカサブロウであり、幾

分乾き気味の場所に生育するのは、エノコログサ属、

ギシギシ属、ザクロソウ、シロザ近似種、スベリヒ

ユ、エノキグサ、カタバミ属、メナモミなどである。

従って、井戸周辺には、コウホネ属が生育するような

池や沼のような深い水域を含む湿地的環境と乾いた
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環境がいずれも存在していたと推定される。ただし、

出土個数の上では、エノコログサ属、シロザ近似種、

エノキグサ、カタバミ属などの乾いた場所に生育す

る分類群が多産する傾向にあるので、乾いた環境の

方が優勢であったのかもしれない。

(2)　栽培･利用状況

出土したもののうち、栽培植物と考えられるもの

は、イネ、コムギ、ソバ、シソ属、ゴマ、トウガンで

あり、その可能性のあるのはイヌビエ－ヒエである。

イネ炭化胚乳、コムギ炭化胚乳などの炭化したもの

は、栽培地からの流入ではなく、生活の場からの流入

や直接投棄されたものであろうが、その他は、栽培地

からの流入である可能性もある。先述した抽水植物

のコナギは、いわゆる水田雑草であり、イネ未炭化穎

は周辺の水田からの流入の可能性も考えられる。ま

た、乾き気味の場所に生育する分類群が多産したが、

それらは、ソバ、シソ属、ゴマ、トウガンなどの栽培

地に雑草として生育していたのかもしれない。

４．主な大型植物化石の形態記載

イヌビエ－ヒエ  Echinochloa crus-galli (Linn.) Beauv.－

Echinochloa crus-galli P.Beauv. var. fumentacea Trin.  炭化

胚乳

胚は幅が広く、長さは果長の2/3程度を占める。臍

はうちわ形である。大きさが小さいことと、イヌビエ

穎が多産しているので、イヌビエかもしれないが、炭

化しており、ヒエの可能性もある。

ソバ  Fagopyrum esculentum Moench  果実

果実は三稜形で稜と稜の間の中央に筋があり、そ

こから斜め上に密に筋が走る。長さ約5.5mm、幅約

4.0mmでやや小さい。

ナデシコ科  Caryophyllaceae  種子

偏平円形で表面には、多数の突起がある。大きさの

上では、少なくとも2種類は含まれていると思われる

が、一括した。

コウホネ属　Nuphar  種子

種子は光沢のある茶褐色ないし黒褐色で広卵形。

一端に臍があり、表面には細かい網目模様がある。種

皮の断面は厚く柵状。長さ約5.0mm。

シソ属  Perilla  果実

果実は茶褐色で側面観は円形、上面観は楕円形。大

きさ約1.7～ 1.8mm。シソ･エゴマの類であるが、い

ずれも2.0mmに満たないのでおそらくシソであろう。

なお、イヌコウジュ属－シソ属としたものは、大きさ

1.3～1.6mmで野生のイヌコウジュ属か栽培のシソ属

か区別し得なかったものである。

ゴマ　Sesamum indicum Linn.　種子

扁平な卵形で表面には微細な網目がある。長さ約

3.0mm、幅約1.9mm。

トウガン  Benincasa hispida Cogn.  種子

 種子は偏平楕円形で上端は翼状に発達し、周縁部

は肥厚する。長さ約12.2mm。
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デ
属
�

果
実
�

(1
)

2
1

2
3

3(
1)

1
1

2(
1)

ギ
シ
ギ
シ
属
�

果
実
�

ザ
ク
ロ
ソ
ウ
�

種
子
�

1
1

2
シ
ロ
ザ
近
似
種
�

種
子
�

10
1

20
14

9
5

1
3

2
2

ヒ
ユ
属
�

種
子
�

7
1(
1)

4(
1)

4
5

1(
1)

2
1

4
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
�

種
子
�

1
3

2
1

3
1

2
ナ
デ
シ
コ
科
�

種
子
�

3
1

2(
1)

2
4

1
5

5(
1)

3
2

1
コ
ウ
ホ
ネ
属
�

種
子
�

2(
1)

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
属
�

果
実
�

2
5

4
3

ア
ブ
ラ
ナ
科
�

種
子
�

1
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
類
�

核
�

2
5

1
3

1
カ
タ
バ
ミ
属
�

種
子
�

3
2

2
4

8
1

1
2

3
1

エ
ノ
キ
グ
サ
�

種
子
�

3(
2)

6(
1)

3(
2)

4
3(
1)

3(
2)

1
1

2
6(
1)

3
2(
5)

チ
ド
メ
グ
サ
属
�

果
実
�

1
1

1
1

2
1

セ
リ
科
�

果
実
�

1
1

1
1

ｵｶ
ﾄﾗ
ﾉｵ
属
ｵｶ
ﾄﾗ
ﾉｵ
亜
属
�

種
子
�

シ
ソ
属
�

果
実
�

ｲﾇ
ｺｳ
ｼﾞ
ｭ属
-ｼ
ｿ属
�

果
実
�

(1
)

1(
3)

(1
)

1
(1
)

(2
)

ゴ
マ
�

種
子
�

ト
ウ
ガ
ン
�

種
子
�

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
�

果
実
�

1
(1
)

(1
)

メ
ナ
モ
ミ
�

果
実
�

13
9

9
4

イ
ネ
�
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分
類
群
�

部
位
�

N
o.
17

N
o.
18

N
o.
18

N
o.
19
北
中
�
N
o.
19
F1

N
o.
19
F2

N
o.
19
F4

N
o.
19

N
o.
20

N
o.
21

N
o.
21
F1

N
o.
21
F2

N
o.
22

N
o.
23

N
o.
24

ク
ワ
属
�

種
子
�

2
4

1
35
6

27
6

キ
イ
チ
ゴ
属
�

核
�

8
1

1
サ
ン
シ
ョ
ウ
�

種
子
�

ミ
ク
リ
属
�

核
�

炭
化
胚
乳
�

1
未
炭
化
穎
�

1
イ
ヌ
ビ
エ
�

穎
�

8
1(
2)

1
2

20
2

1(
1)

1
イ
ヌ
ビ
エ
－
ヒ
エ
�

炭
化
胚
乳
�

1
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
属
�

穎
�

4
3

1(
1)

1
3

2
コ
ム
ギ
�

炭
化
胚
乳
�

イ
ネ
科
�

穎
�

ス
ゲ
属
�

果
実
�

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
属
�

果
実
�

ホ
タ
ル
イ
属
�

果
実
�

1
ツ
ユ
ク
サ
属
�

種
子
�

4
1

4
1

コ
ナ
ギ
�

種
子
�

ソ
バ
�

果
実
�

サ
デ
ク
サ
�

果
実
�

(1
)

サ
ナ
エ
タ
デ
近
似
種
�

果
実
�

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
�

果
実
�

2
1

タ
デ
属
�

果
実
�

3(
1)

1
4(
1)

1
(1
)

1
2

1
2

ギ
シ
ギ
シ
属
�

果
実
�

ザ
ク
ロ
ソ
ウ
�

種
子
�

1
1

シ
ロ
ザ
近
似
種
�

種
子
�

2
2

2
2

1
1

1
3

ヒ
ユ
属
�

種
子
�

3
4

6
6

1
2(
1)

2
6

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
�

種
子
�

1
1

2
2

2
ナ
デ
シ
コ
科
�

種
子
�

2
4

4
1

1
1

1
4

5
コ
ウ
ホ
ネ
属
�

種
子
�

2
2

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
属
�

果
実
�

3
1

2
1

2
2

ア
ブ
ラ
ナ
科
�

種
子
�

1
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
類
�

核
�

18
1

1
カ
タ
バ
ミ
属
�

種
子
�

2
3

3
1

1
1

1
(1
)

エ
ノ
キ
グ
サ
�

種
子
�

2(
1)

3(
3)

(2
)

2
3(
4)

3(
2)

1
2(
2)

チ
ド
メ
グ
サ
属
�

果
実
�

1
2

セ
リ
科
�

果
実
�

1
1

1
ｵｶ
ﾄﾗ
ﾉｵ
属
ｵｶ
ﾄﾗ
ﾉｵ
亜
属
�

種
子
�

シ
ソ
属
�

果
実
�

1
1

ｲﾇ
ｺｳ
ｼﾞ
ｭ属
-ｼ
ｿ属
�

果
実
�

3(
1)

2(
2)

1(
1)

1(
1)

1(
2)

6(
7)

ゴ
マ
�

種
子
�

(1
)

ト
ウ
ガ
ン
�

種
子
�

(2
)

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
�

果
実
�

1(
1)

(1
)

2(
1)

(1
)

1(
1)

メ
ナ
モ
ミ
�

果
実
�

イ
ネ
�
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分
類
群
�

部
位
�

N
o.
25

N
o.
26

N
o.
27

N
o.
28

N
o.
29

N
o.
30

N
o.
31

N
o.
32
F1

N
o.
32

N
o.
33

N
o.
34

N
o.
35

N
o.
41

ク
ワ
属
�

種
子
�

6
1

2
14
(1
)

キ
イ
チ
ゴ
属
�

核
�

1
1

2
11
9

サ
ン
シ
ョ
ウ
�

種
子
�

(1
)

ミ
ク
リ
属
�

核
�

炭
化
胚
乳
�

未
炭
化
穎
�

イ
ヌ
ビ
エ
�

穎
�

8
2

1
3

9(
1)

3(
1)

イ
ヌ
ビ
エ
－
ヒ
エ
�

炭
化
胚
乳
�

1
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
属
�

穎
�

1
1

1
1

1
16
(1
)

コ
ム
ギ
�

炭
化
胚
乳
�

イ
ネ
科
�

穎
�

ス
ゲ
属
�

果
実
�

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
属
�

果
実
�

1
ホ
タ
ル
イ
属
�

果
実
�

ツ
ユ
ク
サ
属
�

種
子
�

2
1

2
15

1
2

コ
ナ
ギ
�

種
子
�

ソ
バ
�

果
実
�

1
サ
デ
ク
サ
�

果
実
�

サ
ナ
エ
タ
デ
近
似
種
�

果
実
�

1
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
�

果
実
�

(1
)

(3
)

(1
)

2
1

タ
デ
属
�

果
実
�

(3
)

1
1

1
9

3
2

1
ギ
シ
ギ
シ
属
�

果
実
�

(1
)

ザ
ク
ロ
ソ
ウ
�

種
子
�

2
1

シ
ロ
ザ
近
似
種
�

種
子
�

2
2

6
2

1(
1)

5
3

ヒ
ユ
属
�

種
子
�

(1
)

3
1

3
8

5
3

5(
1)

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
�

種
子
�

3
3

ナ
デ
シ
コ
科
�

種
子
�

4
22

4
2

8
1

コ
ウ
ホ
ネ
属
�

種
子
�

1
1

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
属
�

果
実
�

2
1

5
4

ア
ブ
ラ
ナ
科
�

種
子
�

2
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
類
�

核
�

6
20

カ
タ
バ
ミ
属
�

種
子
�

4
1

2
2

エ
ノ
キ
グ
サ
�

種
子
�

1
1

2
1

2
3(
1)

1
チ
ド
メ
グ
サ
属
�

果
実
�

1
5

1
セ
リ
科
�

果
実
�

1
1

1
2

2
2

ｵｶ
ﾄﾗ
ﾉｵ
属
ｵｶ
ﾄﾗ
ﾉｵ
亜
属
�

種
子
�

1
シ
ソ
属
�

果
実
�

ｲﾇ
ｺｳ
ｼﾞ
ｭ属
-ｼ
ｿ属
�

果
実
�

1
6(
1)

3
7(
2)

3(
3)

3
1(
1)

9(
9)

6(
4)

1
ゴ
マ
�

種
子
�

ト
ウ
ガ
ン
�

種
子
�

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
�

果
実
�

1
2

1
1

2
メ
ナ
モ
ミ
�

果
実
�

2
3716 1 1

56
(4
2)
(1
)
(2
)

12
(7
)

58
48
(1
)

64
(2
9)
17

93
(2
)

8(
1) 37 49

10
2(
1)

87
(6
)

271
6(
5)

48
(9
)

(1
)

35 1 1 11 1 8 1

66
(6
)
1

20
0(
95
)

1

イ
ネ
�

合
計
�

42
2(
1)

14
1(
1)
(1
)
(1
) 1 1
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1 2 3 4 5

6 7 8

9

10

11 12 13 14

15 16 17
18

19

写真21　出土した大型植物化石（スケールは１mm）
1．クワ属，種子，No.21 F-1

2．キイチゴ属，核，No.32 F-1

3．サンショウ，種子，No.31

4．ミクリ属，核，No.11 F4

5．イネ，炭化胚乳，No.19 北中

6．イネ，未炭化類，No.19 F-4

7．イヌビエ，穎，No.28

8．イヌビエーヒエ，炭化胚乳，No.34

9．エノコログサ属，穎，No.41

10．コムギ，炭化胚乳，No.10

11．カヤツリグサ属，穎，No.29

12．ツユクサ属，種子，No.35

13．コナギ，種子，No.12

14．ソバ，果実，No.23

15．ヤナギタデ，果実，No.35

16．ギシギシ属，果実，No.31

17．シロザ近似種，種子，No.35

18．ヒユ属，種子，No.21 F-2

19．スベリヒユ，種子，No.35
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樹種� 弥生時代�
中期�

古墳時代�7～8世紀�中世～戦国�
時代�

時期不明� 計�

アカマツ� 3 2 5

スギ� 6 6

コウヤマキ� 1 1

ヒノキ� 111 14 5 130

ヒノキ属� 14 6 1 21

ヒノキ科� 4 1 5

イヌガヤ� 3 3 6

針葉樹� 1 1 14 16

ヤナギ属� 1 1

クリ� 2 2

ブナ属� 1 1 2

コナラ属クヌギ節� 1 1

コナラ属コナラ節� 2 1 3

アカガシ亜属� 2 6 8

エノキ属� 1 1

ケヤキ� 2 2

ヤマグワ� 1 1 2

サカキ� 1 1

ナシ亜科� 1 1 2

カエデ属� 1 1 2

トチノキ� 1 1

環孔材� 1 1

樹皮� 1 1

計� 6 8 168 30 8 220

第５章 志賀公園遺跡出土木材の樹種同定

松葉礼子*

*株式会社パレオ･ラボ

はじめに

志賀公園遺跡から出土した木材の樹種を同定した。

試料は主に7世紀～8世紀を中心とした斎串、曲物、

下駄、農具などの木製品である。

愛知県内で今まで行われてきた樹種同定の結果で

は以下の傾向が認められた。製品では弥生時代・古墳

時代にアカガシ亜属、コナラ節、クヌギ節、スギ、ヒ

ノキなどが多く（山田,1993；松葉,1998）、特に農具

類にアカガシ亜属、杭や井戸枠などの構築材にコナ

ラ節・クヌギ節、板状の木製品に針葉樹が多い。戦国

時代の製品ではヒノキ属とアカマツが多い（愛知県

埋蔵文化財センター，1999）。自然木の樹種では弥生

時代に常緑のアカガシ亜属やヒノキが多いが（松葉

,1998；印刷中）、15世紀末～17世紀ではアカマツが

多い結果が得られている。遺跡ごとにもっとも優占

する樹種が異なるため共通した傾向は感じられない

が、同種の製品内での選択性は比較的高く、同定試料

の内容により結果は大きく異なっている。

今回は従来樹種同定されていない7～8世紀の試料

が中心であること、斎串、形代、木簡などの同定点数

の少ない遺物が比較的多く含まれているため、これ

らの試料を同定することによって木製品の樹種選択

の特徴がより連続的に、より多様な製品で明らかに

なることを目的として樹種を同定した。

１．試料と方法

同定された試料は弥生時代が6点、7世紀～8世紀

168点、古墳時代8点、中世～戦国時代が30点、その

他時期が不明瞭な遺物が8点の合計220点である（表

9）。試料は斎串24点、曲物20点、農具22点、下駄

18点、木簡9点、漆器8点、形代7点などが中心であ

る。目的が不明な遺物も77点含まれている。これら

の試料のうちNo.163～182（7世紀～8世紀18点、古

墳時代2点の計20点）は同定以前に保存処理（高級

表９　志賀公園遺跡出土木材の樹種同定結果
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樹種� 木簡� 形代� 斎串� 曲物� 漆器� 下駄� 鋤� 鍬� 火錐臼�その他農具�建築材�その他�  計�

アカマツ�     3     3
スギ�     3     1     2     6
コウヤマキ�
ヒノキ�     6     6   20   15   14     2     5     3   40 111
ヒノキ属�     1     1     1     2     3     1     1     4   14
ヒノキ科�     1     1     2     4
イヌガヤ�     2     1     3
針葉樹�     1     7     3     3   14
ブナ属�     1     1
コナラ属クヌギ節�     1     1
コナラ属コナラ節�     1     1
アカガシ亜属�     1     2     1     2     6
エノキ属�     1     1
サカキ�     1     1
カエデ属�     1     1
環孔材�     1
総計�     7     7   24   17     1   17     1     2     5   18     7   62 168

アルコール法）がなされた為、製品形状保持するため

実体顕微鏡やルーペなどで木材表面から細胞の形状

を観察することによって、おおまかな分類群を類推

するに留めた。そのため同定の根拠となるプレパ

ラートはなく、結果は参考程度であることを申し添

える。

上記以外の全試料の同定方法は木製品から直接片

刃剃刀を用いて木材組織切片を横断面、接線断面、放

射断面の3方向作成した。これらの切片をガムクロ

ラールにて封入し、永久標本とした。樹種の同定はこ

れらの標本を光学顕微鏡下で観察し、現生標本との

比較して行った。これらの内、各分類群を代表させる

標本については写真図版にし、同定の証拠とする。な

お，同定に用いられた標本は遺跡名・遺物番号他を表

記した上で愛知県埋蔵文化財センターに保管されて

いる。表11に木材構造の特徴を記すことによって、同

定の根拠とする。

２．結果

これらの試料を同定した結果、針葉樹が5分類群、

広葉樹が13分類群、合わせて18種類の分類群が確認

された。これらのうち、ヒノキ（ヒノキ属も含む）が

もっとも多く、220点中の151点で全体の約7割弱が

相当する。アカガシ亜属がヒノキに次ぐが、たった8

点でありヒノキとの間に大きな差がある。試料は7世

紀～8世紀と中世～戦国時代に点数が偏っているた

め利用樹種の変化は不明瞭であるが、弥生時代中期・

古墳時代では針葉樹の割合が低く、7世紀～8世紀以

降針葉樹が多く利用されているようである。7世紀～

8世紀の遺物ごとにこれらの結果を見ると（表10）木

簡、形代、斎串などの薄板状の製品や板状の形状を示

す遺物などを中心にヒノキが利用されている。逆に

広葉樹が利用されている樹種は漆器、鋤や鍬などの

農具類などが中心である。広葉樹が利用された農具

は全国的に同様の傾向があることから、それ以外の

製品の大部分にはヒノキ（ヒノキ属）が利用されてい

ることが分かる。

３．考察

愛知県内のいままでの樹種同定の結果からヒノキ

が多く確認される遺跡があることが明らかになって

いたが、7世紀～8世紀の本遺跡でも同様の結果が得

られた。針葉樹材が多く利用される傾向は平城京な

どの都城や日本海沿岸、中世以降で確認されている

（島地,1988；植田 ,1999；能城・鈴木,1996）。この結

果が生じている背景には周辺の植生、木材伐採・加工

技術の向上や主要な木製品の種類なども関わってお

り単純ではない。利用される針葉樹も平城京などで

表10　7世紀～8世紀製品別樹種同定結果
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はヒノキ、スギ、コウヤマキが多く（島地,1988）、中

世の鎌倉市内ではスギ（藤根,1993）、日本海沿岸では

スギ（植田,1999）、近世の江戸城周辺ではヒノキほか

（松葉,1999）が利用されていることが分かっている。

愛知県では弥生時代の流木でヒノキが多い結果も得

られていることからヒノキの入手が困難な状況とは

考えにくく、特に今回同定した遺物に木簡や形代、斎

串、曲物など針葉樹が適している製品が多く同定さ

れていることも原因の一つと考えられる。ヒノキは

材質もよく、これらの製品に適している。

7世紀～8世紀の主要な製品について樹種を検討す

る。本遺跡では木簡、形代、斎串などが多く確認され

ているが、いずれもヒノキまたはヒノキ属と同定さ

れている。斎串に3点ほどスギが確認されているのみ

である。斎串や木簡は薄板状の形状が近似している

ためいずれも針葉樹が適していると考えられるが、

宮城県の市川橋遺跡の事例ではこの2つの製品の樹

種が異なっている（松葉 ,印刷中）。しかし、本遺跡

の場合は適材であるヒノキ材が入手できるため、製

品の種類による差異は生じなかったものと考えられ

る。下駄は様々な樹種が利用される製品であるが地

域的に多い樹種はある。本遺跡では他の製品と同様

ヒノキが用いられている。鋤や鍬、漆器など製作・利

用上において適した広葉樹が適した製品以外にはヒ

ノキが優占する結果となったと考えられる。
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樹種名（学名）� 同定根拠�

1. アカマツ  Pinus densiflora Sieb. et Zucc.  Pinaceae

2. スギ  Cryptomerica japonica (L.fil.) D.Don   Taxodiaceae  

3. コウヤマキ  Sciadopitys verticillata (Thunb.) Sieb. et Zucc..　�
Sciadopityaceae

4. ヒノキ  Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.) Endl.  �
Cupressaceae       

5. イヌガヤ  Cephalotaxus harringtonia (Knight) K.Koch �
 Cephalotaxaceae  

6. ヤナギ属 Salix  Salicaceae  

7. クリ  Castanea creneta Sieb. et Zucc.  Fagaceae  

8. ブナ属  Fagus  Fagaceae 

9. コナラ属クヌギ節 Quercus Sect. Aegilops  Fagaceae 

10. コナラ属コナラ節 Quercus Sect. Prinus Fagaceae  

11. アカガシ亜属  Quercus Subgen. Cyclobalanopsis  Fagaceae  

12. エノキ属  Celtis 　Ulmaceae  

13. ケヤキ  Zelkova serrata (Thunb.) Makino  Ulmaceae

14. ヤマグワ Morus australis Poir.  Moraceae　�

15. サカキ  Cleyera japonica Thunb.  Theaceae  

16. ナシ亜科 Subfam. Maloideae  Rosaceae  

17. カエデ属  Acer　Aceraceae  

18. トチノキ Aesculus turbinata Blume  Hippocastanaceae   

放射方向・軸方向両細胞間道をともに持つ針葉樹材。細胞間道の周囲にはエピセリウム�
細胞があるが、欠落して確認できない。早材から晩材への移行はやや急で、成長輪界は�
明瞭である。放射組織は放射柔細胞と放射仮道管と放射細胞間道からなり、単列と紡錘�
形がある。放射仮道管は放射組織の上下端に位置し、その放射方向壁には鋭角な鋸歯状�
の肥厚が著しい。分野壁孔は大型の窓状で、1分野に1～2個。�

放射方向・軸方向両細胞間道を持たない針葉樹材。早材から晩材にかけての移行は急で、�
成長輪界は明瞭。晩材部の量は多い。樹脂細胞が早材部から晩材部にかけて散在する。�
放射組織は放射柔細胞のみからなり単列。分野壁孔は大型のスギ型で通常1分野あたり2�
個ある。�

放射方向・軸方向両細胞間道と樹脂細胞を持たない針葉樹。早材から晩材にかけての移�
行は急で、成長輪界は明瞭。晩材部の量は少ない。放射組織は単列で、すべて放射柔組�
織から構成される。分野壁孔は小型の窓状で、1分野に1または2個程度である。�

放射方向・軸方向両細胞間道を持たない針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で、�
成長輪界は明瞭。晩材部の量は少ない。樹脂細胞が散在しており、その放射方向壁は結�
節状に肥厚している。放射組織は放射柔組織のみからなり単列。分野壁孔は中型のトウ�
ヒ～ヒノキ型で、1分野に1～3個ある。腐朽のため分野壁孔の形状が明瞭に確認できず、�
サワラとの区別があいまいな場合にはヒノキ属と同定した。�

放射方向・軸方向両細胞間道を持たない針葉樹材。早材から晩材にかけての移行は緩や�
かで晩材部は少ない。成長輪界は不明瞭である。樹脂細胞は成長輪内に散在する。仮道�
管に螺旋肥厚があるが腐朽のため確認しにくい。放射組織はすべて放射柔細胞からなり�
単列同性。分野壁孔も腐朽のため確認できない。�

やや小型で丸い道管が単独あるいは2～3個放射方向に複合して密に散在する散孔材。道�
管は単穿孔板を持つ。放射組織は単列の異性。道管放射組織間壁孔は壁孔縁が狭く密で�
あるため蜂の巣状を呈す。�

成長輪界に大型の丸い道管が1～2列並ぶ環孔材。晩材部では徐々に径を減じた薄壁の角�
張った道管が火炎状に配列する。道管は単穿孔板を持つ。木部柔組織は晩材部で接線状�
から短接線状。放射組織は単列同性である。�

小型で丸い道管が密に散在する散孔材。道管径は晩材部で減じる。道管の穿孔は単一、�
もしくは横棒の少ない階段状であるが腐朽のため確認できない。放射組織の大きさは明�
らかに2階級あり、中型と単列で小型のものから構成されている。�

成長輪の始めに大型で丸い道管が１列に並ぶ環孔材。晩材部では径を減じた厚壁の道管�
が放射方向に配列する。道管は単穿孔板を持つ。放射組織の大きさは明らかに２階級あ�
り、単列と10細胞幅前後に達する背の高い大型のものからなり、同性である。�

成長輪の始めに大型で丸い道管が１列に並ぶ環孔材。晩材部では急激に径を減じた多角�
で薄壁の道管が火炎状に散在する。放射組織の大きさには明らかに２階級あり、単列と�
10列前後に達する大型のものからなり、同性。道管放射組織間壁孔は楕円形の対列状～�
柵状。�

中型で厚壁の丸い道管が単独で放射方向に配列する放射孔材。道管径は晩材部にむかっ�
て多少減少する。道管は単穿孔板をもつ。放射組織の大きさは明らかに２階級あり、単�
列と８列前後に達する大型のものからなり、同性。道管放射組織間壁孔は柵状。�

成長輪界に大型で丸い道管が１列に並ぶ環孔材。晩材部では薄壁の多角形の小道管が集�
合して集団状から接線状に配列する。道管は単穿孔板を持つ。小道管内部には螺旋肥厚�
があるが腐朽のため明瞭ではない。放射組織は１～８列程度の異性で、その周囲に鞘細�
胞がある。�

成長輪の始めに大型で丸い道管が１列に並ぶ環孔材。晩材部では急激に径を減じた薄壁�
の多角形の道管が多数集合して接線状に配列する。道管は単穿孔板をもつ。小道管内部�
には螺旋肥厚がある。放射組織は１～８列程度の異性で、その上下端に結晶細胞が見ら�
れる。�

成長輪の始めに大型で丸い道管が１列に並ぶ環孔材。晩材部では急激に径を減じ角張っ�
た道管が塊状に配列する。道管は単穿孔板をもつ。晩材部の道管ではらせん肥厚が内壁�
にある。放射組織は１～５細胞幅程度の異性である。道管放射組織間壁孔は大きくレン�
ズ状である。�

小型で多角の道管が単独もしくは複合して均一に散在する散孔材。道管は階段状穿孔板�
をもつ。木部柔組織は散在状。放射組織は顕著な異性で単列、もしくは一部で２列。�

小型で丸い道管がほぼ単独で散在する散孔材。道管の直径は成長輪界に向け、やや減少�
する。道管の穿孔は単一。放射組織は同性で１～３細胞幅程度。�

中型の丸い道管が単独もしくは複合して成長輪内に均一に散在する散孔材。道管は単穿�
孔板を持つ。道管内壁には微細な螺旋肥厚が見受けられる。放射組織は同性で、１～４�
細胞幅。�

小形で丸い道管が単独あるいは数個複合して散在する散孔材。道管は単穿孔板をもつ。�
道管内壁に微細な螺旋肥厚が有る。放射組織は単列同性で、層階状に配列する。道管と�
の壁孔は小形で密であるが、ヤナギ属のように蜂の巣状を呈す事はない。�

表11　志賀公園遺跡出土の木材の特徴
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1b　同　bar.0.4㎜ 1c　同　bar.0.1㎜1a　アカマツ　bar.1㎜　No.141

2b　同　bar.0.4㎜ 2c　同　bar.0.1㎜2a　スギ　bar.1㎜　No.25

3b　同　bar.0.4㎜ 3c　同　bar.0.1㎜3a　コウヤマキ　bar.1㎜　No.111
写真22　志賀公園遺跡出土木材組織顕微鏡写真

Bar.
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4b　同　bar.0.4㎜ 4c　同　bar.0.1㎜4a　ヒノキ　bar.1㎜　No.48

5b　同　bar.0.4㎜ 5c　同　bar.0.1㎜5a　イヌガヤ　bar.1㎜　No.126

6b　同　bar.0.4㎜ 6c　同　bar.0.2㎜6a　ヤナギ属　bar.1㎜　No.145
写真23　志賀公園遺跡出土木材組織顕微鏡写真

Bar.
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7b　同　bar.0.4㎜ 7c　同　bar.0.2㎜7a　クリ　bar.1㎜　No.158

8b　同　bar.0.4㎜ 8c　同　bar.0.2㎜8a　ブナ属　bar.1㎜　No.99

9b　同　bar.0.4㎜ 9c　同　bar.0.2㎜9a　コナラ属クヌギ節　bar.1㎜　No.34
写真24　志賀公園遺跡出土木材組織顕微鏡写真

Bar.
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10b　同　bar.0.4㎜ 10c　同　bar.0.2㎜10a　コナラ属コナラ節　bar.1㎜　No.103

11b　同　bar.0.4㎜ 11c　同　bar.0.2㎜11a　アカガシ亜属　bar.1㎜　No.80

12b　同　bar.0.4㎜ 12c　同　bar.0.2㎜12a　エノキ属　bar.1㎜　No.67

写真25　志賀公園遺跡出土木材組織顕微鏡写真

Bar.
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試料No. 湿重量(g) 全脂質(mg) 抽出率(％)

1 SD143 中層� 138.5 62.2 0.0449

2 〃� 下層� 208.5 13.0 0.0062

3 〃� 底面下� 205.1 36.2 0.0176

4 SD145 下層� 166.3 14.7 0.0088

5 〃� 遺構外No.4下� 227.1   8.2 0.0036

6 SD149 上層� 540.5 11.1 0.0021

7 〃� 下層� 420.3   8.3 0.0020

8 〃� 遺構外� 313.8   6.5 0.0021

9 SK293 棺内� 231.5   9.7 0.0042

10 〃� 棺外� 176.0 10.7 0.0061

11 〃� 遺構外� 245.9  6.4 0.0026

12 SK310 底部南西寄り� 356.5  6.3 0.0018

13 〃� 遺構外No.12下� 453.3 10.3 0.0023

14 SK297 遺構内� 585.5 17.2 0.0029

15 〃� 遺構外� 292.0   6.3 0.0022

16 SK348 遺構外�   96.8   3.4 0.0035

17 〃� 棺内� 292.7   8.9 0.0030

18 〃� 棺外で遺構内� 359.9 95.0 0.0264

      採取地点�

第６章 志賀公園遺跡から出土した

遺構に残存する脂肪の分析

中野益男*・中野寛子**・清水　了**・

門　利恵**・長田正宏**

*帯広畜産大学

**株式会社ズコーシャ・総合科学研究所

１．試料および残存脂肪の抽出法

試料は98I区と98J区において検出された弥生時代

中期のものと推定されている遺構内外から採取され

た（表12）。

残存脂肪は、土壌試料に３倍量のクロロホルム－

メタノール(2:1)混液を加え、超音波浴槽中で30分間

処理して抽出した。処理液を濾過後、残渣に再度クロ

ロホルム－メタノール混液を加え、再び30分間超音

波処理をする。この操作をさらに２回繰り返して残

存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に１％塩化

バリウムを全抽出溶媒の４分の１容量加え、クロロ

ホルム層と水層に分配し、下層のクロロホルム層を

濃縮して残存脂肪を分離した。残存脂肪の抽出量を

表12に示す。抽出率は0.0018～0.0449％，平均0.0079

％であった。この値は全国各地の遺跡から出土した

土壌、石器、土器などの試料の平均抽出率0.0010～

0.0100％の範囲内のものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析

した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。その中

では遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと

脂肪酸が結合したトリアシルグリセロール（トリグ

リセリド），ステロールエステル，ステロールの順に

多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

２．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリ

セロールに５％メタノール性塩酸を加え、125 ℃封管

中で２時間分解し、メタノール分解によって生成し

た脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロホルム

で分離し、さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全

にメチルエステル化してから、ヘキサン－エチル

エーテル－酢酸(80:30:1)またはヘキサン－エチルエー

テル(85:15)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグ

ラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析

した。残存脂肪の脂肪酸組成を図42および図43に示

す。残存脂肪から11種類の脂肪酸を検出した。この

表12　土壌試料の残存脂肪抽出量
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試料No. コプロスタノール�
(％)

コレステロール�
(％)

シトステロール�
(％)

コレステロール/
シトステロール�

1 2.47 1.54   4.28 0.86

2 3.14 8.26   0.99 8.38

3 2.31 0.78   5.14 0.15

4 1.69 0.79   6.83 0.12

5 1.43 0.50   3.63 0.14

6 1.22 5.68 10.35 0.55

7 1.28 1.97   7.31 0.27

8 2.81 4.32 12.45 0.35

9 1.90 0.68   5.31 0.13

10 2.36 0.79   5.57 0.14

11 1.62 0.65   4.19 0.15

12 2.43 1.24   5.56 0.22

13 1.90 1.24   8.19 0.15

14 3.11 1.15   7.68 0.15

15 3.97 1.81   7.85 0.23

16 3.12 1.77   6.31 0.28

17 1.98 1.73   5.39 0.32

18 3.69 2.70   4.12 0.65

うちパルミチン酸 , ステアリン酸 , オレイン酸 , リ

ノール酸 ,アラキジン酸 , エイコサモノエン酸 , ベヘ

ン酸, エルシン酸,リグノセリン酸 の９種類の脂肪酸

をガスクロマトグラフィー－質量分析により同定し

た。

試料中の脂肪酸組成は、すべての試料がほぼ同一

の組成パターンを示した。このうち炭素数18までの

中級脂肪酸はパルミチン酸が主要な脂肪酸で，全脂

肪酸の約半分以上を占めていた。

高等動物、特に高等動物の臓器・脳・神経組織・血

液・胎盤に特徴的にみられる炭素数20以上のアラキ

ジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級飽和脂

肪酸はそれら３つの合計含有率が試料No. 17とNo.

18で約９～10％、No. １・No. ３・No. ６～No. ８・

No. 10・No. 15・No. 16で約15～22％, 他のすべての

試料中で約26～38％であった。通常の遺跡出土土壌

中の含有率は約４～10％であるので、試料No. 17と

No. 18の高級飽和脂肪酸含有量は通常の遺跡出土土

壌中の植物腐植土並み、他のすべての試料中のそれ

は多めで、 特にNo. ２、No. ４、No. 13、No. 14では

非常に多めであった。高級飽和脂肪酸はSD143 内試

料No. ２、SD145 内試料No. ４、SK310外試料No. 13、

SK297内試料No. 14に非常に多く、これらの試料は

No. 13を除けばすべて遺構内のものであることもわ

かった。

３．残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサン－エチルエーテ

ル－酢酸(80:30:1)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマ

トグラフィーで分離・精製後、ピリジン－無水酢酸

(1:1) を窒素気流下で反応させてアセテート誘導体に

する。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精

製してから、ガスクロマトグラフィーにより分析し

た。残存脂肪の主なステロール組成を表13および図

44・図45に示す。残存脂肪から15～24種類のステ

ロールを検出した。このうちコプロスタノール、コレ

ステロール、エルゴステロール、カンペステロール、

スチグマステロール、シトステロールなど８種類の

ステロールをガスクロマトグラフィー－質量分析に

より同定した。

志賀公園遺跡の試料中に含まれている各種ステ

ロール類は、動物由来のコレステロールがSD143 内

試料No.２にわずかに多く、哺乳動物の腸もしくは糞

便由来のコプロスタノールがSD143 内試料No. ２、

SD149外試料No.８、SK297内外試料No.14・No.15、

SK348内外試料No.16・No.18にわずかに多い他は、す

べて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少な

めで特徴がないことがわかった。コレステロールと

シトステロールの分布比は SD143 内試料 No. ２、

SD149内試料No.６、SK348内試料No.18が0.6以上

で、これらの試料中には動物遺体または動物由来の

脂肪が残存しており、 他の試料中にはあまり残存して

いないことを示していた。また、コプロスタノールも

コレステロールも分布比を正確に算出できるほどの

含有量ではないが、分布比を算出するとSK293内試

料No.９、SK297内試料No.14がほぼ2.75、SD145内

試料No.４、SK293内試料No.10も2.75に近い値で、

これらの試料中にはヒト女性由来の脂肪が残存して

表13　試料中に分布するステロールの割合
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いることを示唆している。ステロール分析の結果を

考え合わすと、脂肪酸分析で多めに含まれていた高

級飽和脂肪酸はSD143内試料No.２、SD149内試料

No.６、SD149外試料No.８では高等動物の血液・ 脳・

神経組織・ 臓器などの特殊な部分に、他のすべての

試料中では植物体の表面を覆うワックスの構成分に

由来すると推測される。 しかし、SD149 外試料No.８

に高等動物の血液・脳・神経組織・臓器などの特殊な

部分に由来する成分が存在していた理由については

不明である。 また、遺構の内外で動物由来のコレステ

ロールやコプロスタノールの含有量に差異があると

いうことはなかった。遺構外試料にもコプロスタ

ノールが含まれている理由については不明である。

４．まとめ

志賀公園遺跡から出土した遺構の性格を判定する

ために、遺構内外の土壌試料の残存脂肪分析を行っ

た。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステロール分析、脂

肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、すべての

遺構に残存する脂肪はヒト遺体を直接埋葬したこと

に関わる遺跡の試料やヒトの体脂肪試料と類似して

いることがわかった。特にSK293とSK297は遺構内

試料のコプロスタノールとコレステロールの分布比

がヒト女性の値と同じで、これらの土坑にはヒト女

性が埋葬されていた可能性が推測される。SD145 の

遺構内試料のコプロスタノールとコレステロールの

分布比も若干低くはあるが、女性の値にかなり近い

ものである。 試料は腸・糞便の部分だけを採取したわ

けではなく、動物遺体そのものも採取している可能

性があるので、その体脂肪も混ざってきてコレステ

ロール分布量が増えることも考えられる。その分コ

プロスタノールの分布量が比率的に若干下がると想

定すれば、成人女性の値とみなすことができる。ま

た、他のSD143、SK310、SK348 のコプロスタノール

とコレステロールの分布比も2.0以下ではあるがほぼ

2.0に近く、男性の値の4.25にはかなり遠い値である

と考えれば、これらの遺構にも男性というよりは女

性が埋葬されていたと考えられなくもない。SD149

については分布比が低すぎて推測は不能であった。

今回は試料中に動物由来のコレステロールやコプロ

スタノールがさほど多くは含まれていない中で、ヒ

ト遺体の有無について推論している。また、脂肪酸分

析に基づく数理解析で遺構内外試料に大きな差異が

見られないことから、 ヒト遺体や動物種の正確な判定

には動物種に特有な抗原抗体反応を用いた免疫試験

を行うと、詳細が判明してより良いかもしれない。
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図42　試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成 図43　試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成

図44　試料中に残存する脂肪のステロール組成 図45　試料中に残存する脂肪のステロール組成
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第７章 志賀公園遺跡の重鉱物胎土分析

矢作健二*

*パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

志賀公園遺跡では古墳時代から古代にかけての遺

構・遺物が検出されている。当社では、木曽川下流域

左岸の沖積低地に位置する大毛沖遺跡において７世

紀から 11 世紀にわたる土師器の甕の胎土分析を行

い、胎土の重鉱物組成の違いから時期によって甕の

供給事情が異なっていた可能性のあることを指摘し

た（矢作，1996）。特に大毛沖遺跡における７世紀頃

（古代Ⅰ期とされている）の甕には、伊勢地域からの

搬入品が多いと考えた。また、大毛沖遺跡に隣接する

門間沼遺跡でも同時期の甕の分析を行い、さらにこ

の分析では三重県内各地の遺跡から出土した同時期

の甕を比較対照試料とした。これらの分析により、尾

張地域の古代の甕における、伊勢地域からの搬入品

の混在が明らかになりつつある。

今回の分析では、志賀公園遺跡から出土した７世

紀後葉および松河戸式とされる土師器甕を対象とし、

上述の大毛沖遺跡での分析結果とも比較を行い、こ

の時期の土器の動態を検証する。なお、今回は比較対

照試料として、岐阜県内各地の遺跡と愛知県尾張地

域内各地の遺跡から出土した同時期の甕も分析を行

う。

１．試料

試料は古代の甕の土器片40点と松河戸式とされる

土器の破片10点の合計50点である。古代の甕は発掘

調査所見により伊勢系と濃尾系とに分類されている。

また松河戸式は宇田と伊勢の折衷と考えられている。

さらにＳ字甕Ｄ類が１点含まれている。

試料の内訳は、

岐阜県野笹遺跡出土試料５点（試料番号１～５）、同牧野小

山Ｃ遺跡出土試料７点（試料番号６～12）、愛知県堀ノ内遺跡

出土試料２点（試料番号13、14）、岐阜県宮之脇Ａ遺跡出土試

料４点（試料番号15～18）、同重竹Ｂ遺跡出土試料４点（試料

番号19～22）、愛知県八王子遺跡出土試料６点（試料番号23～

28）、愛知県烏帽子遺跡出土試料５点（試料番号29～33）、志

賀公園遺跡出土試料17点（試料番号34～ 50）

である。各試料の詳細は、分析結果を示した図46

に併記する。

２．分析方法

これまで当社では、胎土に含まれる細砂径の砂分

の重鉱物組成を胎土の特徴とする方法を多く用いて

きた。前述の大毛沖遺跡における分析も同様の方法

である。これらの結果との比較参照も考慮して、本分

析でもこの方法に従う。処理方法は以下の通りであ

る。

土器片をアルミナ製乳鉢を用いて粉砕し、水を加

え超音波洗浄装置により分散、#250の分析篩により

水洗、粒径1/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、
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Ⅰ� Ⅱ� Ⅲ� Ⅳ� Ⅴ� Ⅵ�

野笹� 1
牧野小山Ｃ� 1
重竹Ｂ� 1 1
八王子� 1 1
志賀公園� 1 2 1
野笹� 1 2 1
牧野小山Ｃ� 4 1 1
堀ノ内（H.7）� 1 1
宮之脇A 4
重竹Ｂ� 3
八王子� 3
烏帽子� 1 2 1
志賀公園� 1 2

松河戸式� 志賀公園� 2 2 1
Ｓ字甕Ｄ� 志賀公園� 1

濃尾系�

胎土�
系統分類�

伊勢系�

遺跡名�

篩別し、得られた1/4mm－1/8mmの粒子をポリタン

グステン酸ナトリウム（比重約2.96）により重液分

離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて同定した。同定の際、

斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するも

のを不透明鉱物とし、それ以外の不透明粒および変

質等で同定の不可能な粒子は「その他」とした。鉱物

の同定粒数は250個を目標とし、その粒数％を算出

し、グラフに示す。グラフでは、同定粒数が100個未

満の試料については粒数％を求めずに多いと判断さ

れる鉱物を呈示するにとどめる。

３．結果

（１）胎土の分類

前述の大毛沖遺跡における胎土分析では、重鉱物

組成をⅠ～Ⅵ型までの６種類に分類整理した。ここ

でもその分類基準に従って分析結果を説明する。以

下に各胎土分類の特徴を述べる。

ａ）Ⅰ型

斜方輝石が優占し、少量の単斜輝石と角閃石を伴

ういわゆる「両輝石型」のタイプであり、単斜輝石と

角閃石の量比および他に特徴的に伴う鉱物により以

下のように細分される。

Ⅰ1型：角閃石が微量

Ⅰ2型：単斜輝石も角閃石も少量程度含まれる

Ⅰ3型：単斜輝石が微量で角閃石は少量

Ⅰ4型：単斜輝石は微量であり、角閃石は斜方輝石

よりもやや多い

Ⅰ5型：少量のザクロ石と緑レン石を伴う

ｂ）Ⅱ型

組成の主体は斜方輝石と角閃石であり、これに少

量の単斜輝石、ジルコン、ザクロ石、不透明鉱物など

を伴う。また、不透明鉱物の量比が比較的高い傾向に

ある。特に不透明鉱物が優占する組成をⅡ2型とし

た。

ｃ）Ⅲ型

角閃石、ジルコン、ザクロ石の３鉱物を主体とす

る、いわゆる「西三河型」の胎土である。３鉱物のう

ち角閃石が優占するものをⅢ1型、ジルコンが優占す

るものをⅢ2型、ザクロ石が優占するものをⅢ3型と

し、さらに、これら３鉱物に黒雲母が伴うものをⅢ4

型とする。

ｄ）Ⅳ型

角閃石を主体とし、少量のジルコンを伴う組成で

あるが、ザクロ石がほとんど含まれないので、「西三

河型」であるⅢ型とは区別する。少量の緑レン石を伴

うものはⅣ2型とする。

ｅ）Ⅴ型

角閃石またはザクロ石を主体とする組成である。

２鉱物のうち角閃石が多いものをⅤ1とし、ザクロ石

の方が多いものをⅤ2型とする。

ｆ）Ⅵ型

全体的には「その他」が多いが、それを除くとジル

コンが目立つ組成。少量の角閃石を伴う場合にはⅥ2

型とする。

以上Ⅰ～Ⅵまでの胎土を設定し、各試料の胎土分

類を図１に示す。ただし、同定粒数100個未満の試料

については、分析結果表にある重鉱物の産状を参照

にして組成を類推して分類を行ったので、（）付で細

分のない分類を示す。

（２）分類別にみた胎土の傾向

発掘調査所見により分類された伊勢系と濃尾系そ

表14　各遺跡における系統分類と胎土
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れぞれについて、各遺跡の胎土分類を表14に示す。胎

土との対応関係は、大きな傾向として濃尾系の土器

の胎土にはⅠ型が多く、伊勢系の土器の胎土にはⅣ

型が多いことが読み取れる。ただし、各遺跡では以下

のような状況を呈する。

１）野笹遺跡 伊勢系はⅣ型であるが、濃尾系

はⅠ、Ⅱ、Ⅵの各型に分散する。

２）牧野小山Ｃ遺跡 伊勢系はⅣ型であり、濃

尾系はⅠ型が多い。しかし、濃尾系の試料にはⅡ型と

Ⅳ型も認められる。

３）堀ノ内遺跡 濃尾系の試料２点のみであるが、

Ⅰ型とⅣ型とに分かれる。

４）宮之脇Ａ遺跡 濃尾系の試料４点のみで

あり、全てⅠ型である。

５）重竹Ｂ遺跡 伊勢系はⅠ型とⅡ型、濃尾系は

全てⅠ型である。

６）八王子遺跡 伊勢系はⅣ型とⅤ型に分かれ、

濃尾系は全てⅠ型である。

７）烏帽子遺跡 濃尾系の試料のみであるが、Ⅰ

型、Ⅱ型、Ⅳ型に分かれる。

８）志賀公園遺跡 伊勢系はⅢ型、Ⅳ型、Ⅵ型

に分かれ、濃尾系はⅠ型とⅣ型に分かれる。また、松

河戸式はⅠ型、Ⅱ型、Ⅳ型とに分かれ、Ｓ字甕１点は

Ⅱ型である。

４．考察

前述した大毛沖遺跡および門間沼遺跡における分

析では、各胎土型が示す地域性を推定している。これ

までの結果から、Ⅰ型は尾張地域、Ⅱ型は尾張地域内

でも東部の庄内川流域、Ⅲ型は西三河地域、Ⅳ型およ

びⅥ型は南伊勢地域、そしてⅤ型が雲出川沿いの中

伊勢地域と考えた。ただし今回は、岐阜県内の遺跡出

土試料もあることを考慮すると、Ⅰ型については木

曽川流域という同じ地質学的背景をもつことから、

その地域性は濃尾地域としておく。今回の表14の結

果に上記の地域性を合わせて見ると、各遺跡におけ

る甕の動態が次のように言える。

野笹遺跡や牧野小山Ｃ遺跡では、伊勢系土器は南

伊勢地域からの搬入品である可能性が高く、濃尾系

の土器は濃尾地域という範囲での在地の土器が多い

と考えられる。ただし、これらの遺跡の濃尾系の土器

の中には、比較的離れた地域である庄内川流域産や

南伊勢地域産の可能性のある土器も混在している。

堀ノ内遺跡および烏帽子遺跡の濃尾系土器には、在

地産と南伊勢地域産の可能性のある土器が混在する。

宮之脇Ａ、重竹Ｂ、八王子の各遺跡における濃尾系土

器は全て在地産である。さらに重竹Ｂ遺跡では、伊勢

系とされた土器も在地産である可能性がある。一方、

八王子遺跡の伊勢系土器は、南伊勢地域と中伊勢地

域産のものが混在する可能性がある。

志賀公園遺跡の試料では、濃尾系の土器には庄内

川流域という意味での在地産は認められず、濃尾地

域産と南伊勢地域産の可能性のある土器とが混在す

る。また、同遺跡の伊勢系土器では、２種類の南伊勢

地域産とさらに西三河地域を示す胎土の土器も混在

する。ただし、この西三河地域としたⅢ型の組成につ

いては、当社で行った中伊勢地域における弥生土器

にも多く認められていることから、この場合は中伊

勢地域産のものである可能性もある。

志賀公園遺跡の松河戸式土器は濃尾地域と庄内川

地域および南伊勢地域とが混在する状況があり、Ｓ

字甕は在地の庄内川地域である。

現状では各胎土型が示す地域性についてはさらな

る検討が必要であるが、各遺跡とも伊勢系も濃尾系

も複数種の胎土からなることは明瞭であり、各遺跡

における古代の甕の生産と流通の状況の違いを示唆

している可能性がある。

文献
矢作健二 , 1996, 重鉱物分析 , 愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第66集

「大毛沖遺跡」, 愛知県埋蔵文化財センター , 223-230.
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図46　胎土重鉱物組成

遺跡名� 遺構名� 図版番号� 系統・分類� 時期� 備考�

1 野笹� SB28 187 伊勢系� 濃尾系と折衷�

2 野笹� SB4 92 濃尾系�

3 野笹� SB7 103 濃尾系�

4 野笹� SB8 108 濃尾系�

5 野笹� SB23 154 濃尾系�

6 牧野小山Ｃ� SB85 85-4 伊勢系�

7 牧野小山Ｃ� SB88 89-1 伊勢系�

8 牧野小山Ｃ� SB64 158-29･31 濃尾系� Ｋ-90と共伴�

9 牧野小山Ｃ� SB66 160-17･18 濃尾系�

10 牧野小山Ｃ� SB66 160-10 濃尾系�

11 牧野小山Ｃ� SB106 162-3 濃尾系�

12 牧野小山Ｃ� SB109 164-14 濃尾系�

13 堀ノ内（H.7）�SB02カマド� 1-15 濃尾系�

14 堀ノ内（H.7）�SB03 2-21 濃尾系�

15 宮之脇Ａ� SB55カマド� 実72 濃尾系� 八王子分析72

16 宮之脇Ａ� SB65覆土� 実73 濃尾系� 八王子分析73

17 宮之脇Ａ� SB82覆土� 実74 濃尾系� 八王子分析74

18 宮之脇Ａ� SB85掘方� 実75 濃尾系� 八王子分析75

19 重竹Ｂ� SB4 市史8 伊勢系� ７ｃ後葉�八王子分析76

20 重竹Ｂ� SB25 市史6 伊勢系� ７ｃ後葉�八王子分析77

21 重竹Ｂ� SB40 市史10 伊勢系� ７ｃ後葉�八王子分析78

22 重竹Ｂ� SB31 市史24 濃尾系� ８ｃ中葉�八王子分析80

23 八王子� SD37上層� 実18 濃尾系� 八王子分析60

24 八王子� SD37上層� 実20 濃尾系� 八王子分析61

25 八王子� SD37土器12 実5 濃尾系� 八王子分析62

26 八王子� SD37 実8 濃尾系� 八王子分析63

27 八王子� SX04 実97・102 伊勢系� 八王子分析69

28 八王子� SX04 実91・92 伊勢系� 八王子分析71

29 烏帽子� 589 濃尾系�

30 烏帽子� 592 濃尾系�

31 烏帽子� 593 濃尾系�

32 烏帽子� 594 濃尾系�

33 烏帽子� 611 濃尾系�

34 志賀公園� SD99下層� 伊勢系� ７ｃ後葉�

35 志賀公園� SD99上層� 濃尾系� ７ｃ後葉�

36 志賀公園� SD50下層65 792 伊勢系� ７ｃ後葉�

37 志賀公園� SD50下層54 800

807

1169

1165

濃尾系� ７ｃ後葉�

38 志賀公園� SD50下層54 濃尾系� ７ｃ後葉�

39 志賀公園� SD50下層67 793 伊勢系� ７ｃ後葉�

40 志賀公園� NR07下層黒色� 1342 伊勢系� ７ｃ後葉�

41 志賀公園� SU12No.14 386 台付甕� 松河戸式�宇田と伊勢の折衷�

42 志賀公園� SU11 424 宇田甕� 松河戸式�

43 志賀公園� SU11 433 平底甕� 松河戸式�

44 志賀公園� SU12No.53 345 平底甕� 松河戸式�

45 志賀公園� SU12No.44 341 台付甕� 松河戸式�

46 志賀公園� SU14No.36 302 平底甕？� 松河戸式�

47 志賀公園� SU14 294 宇田甕� 松河戸式�

48 志賀公園� 98J検ⅡNo.11 634 平底甕� 松河戸式�

49 志賀公園� SD131No.56 401 丸底甕� 松河戸式�

50 志賀公園� SU01土器104 152 Ｓ字甕Ｄ�
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１．志賀公園遺跡における

　　古墳時代中期の土器について

はじめに
今回の志賀公園遺跡の調査では98I区を中心とし

て古墳時代中期（本報告でいうⅡ期）に帰属する土

器のまとまった出土をみた。これらは尾張低地部の

土師器編年でいうところの松河戸式後半から宇田式

に相当し、従来不明確であった編年の欠を補う基準

資料としての位置が期待される。加えてこれらの土

器群には、豊富な器種から構成される初期須恵器も

含まれていることから、土師器編年と須恵器編年の

整合的理解をたすけるものともなるであろう。

以下では、これらの土器群のやや詳細な位置づけ

を行うこととし、前半では古墳時代中期における土

師器編年提示のための前提作業を、後半では初期須

恵器群の概括と基礎的整理を果たすこととしたい。

１．出土状況と土器群の把握
土器群の編年的位置づけを行ううえで、それらの

出土状況について詳細に検討を加えておく必要があ

ろう。なぜならそれらは土坑などの明確な遺構にと

もなって検出されたわけではなく、出土状況が一様

ではないそれぞれの土器群のまとまりを調査あるい

は整理の過程で土器集積として認識する方法を経て

いるからである。そこで、最初に土器群のまとまり

の把握に際しての一定程度の根拠を示しておくこと

とし、種々の分析に備えたい。

（１）98I区における土器群の出土状況

土器群の検出状況　98I区では、SU10、SU11、SU12、

SU13、SU14とした幾つかの土器集積が検出された

（図版 69 ～ 74）。これらは報文中で示したように

（p49-54を参照）、明らかな一括遺棄をうかがわせる

出土状況を示すものと、一括遺棄をうかがわせるだ

けのまとまりに欠ける散漫な出土分布を示すものと

に分けられる。前者に属する土器群がSU13、SU10、

SU14※で、後者に属する土器群がSU11、両者の中

間的な出土分布を示す土器群がSU12とその周辺の

土器群である。

出土状況から、SU13、SU10、SU14が良好な一括

資料であることはまず認められてよい。SU12につ

いては４～５ｍ四方のやや広い範囲に土器群が分布

するので、感覚的に認められる分布の間隙をもって

A群とB群に分離した。また、SU12のわずかに西

側で土器がやや集中して分布する地点をSU12西群

とし、さらにSU12の北西で土器が分布する地点を

SU12北西群とした。当然のことながら感覚的な遺

物の分布状況から土器群のまとまりを認識したにす

ぎないので、一括資料としての信頼度はSU12A群、

SU12B群、SU12西群、SU12北西群の順に低下する

ことになる。

土器の接合関係　本来であれば、98I区全体、少な

くともSU12と SU11の周辺については土器の接合

作業を徹底して実施し、その結果を検討材料として

※なお、SU10とSU14は近接していることから、本来は同一の土器集積であった可能性もある。

早野浩二
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用意すべきではあるが、量が膨大で、煩雑きわまり

ない作業が要求されるため、今回その作業内容を提

示することはできていない。ただし、SU11につい

ては特徴的な須恵器の器種が多く含まれており、そ

れらの個体識別と接合は可能な限り実施することが

できたので、それを参考にして、SU11における土

器群のまとまりをより具体的に検証したい。

（２）98I区における須恵器の出土分布と接合関係

須恵器の出土分布　図１にグリッド別の須恵器の出

土点数（接合前破片数）を示した。須恵器はⅥE14k

にもっとも多く分布し、分布の重心は明らかにその

周囲の南北約５ｍ東西約10ｍの範囲（ⅥE14・15j

―ⅥE14・15l、集中区Ａとする）にある。またSU13、

SU10、SU14などに共伴する須恵器を除けば98I区

で出土する須恵器のほとんどが調査区北東の南北約

10ｍ、東西約20ｍの範囲（ⅥE15h―ⅥE14・15l、

集中区Ｂとする）に集中している。

須恵器の接合関係　図には示していないが、多くの

須恵器の個体は集中区Ａのなかでかなりの頻度で接

合した。なお、この結果は多くの土師器の接合作業

においても確認している。また集中区Ｂにおいて分

布する須恵器の多くは集中区Ａの須恵器と接合した

（図２）。すなわち、集中区Ｂの範囲で分布する土器

群は地点を転じながら土器が累積的に遺棄された結

果と考えるより、本来は集中区Ａ付近（そのなかで

もⅥE14k付近の可能性が高い）に大量に遺棄され

た土器群が何らかの作用によって二次的に集中区Ｂ

の範囲に散乱したと考えのが自然であろう。つま

り、やや広範囲に土器群が分布するSU11を出土地

点ごとに幾つかの支群に分離する必然性はなく、一

括資料と同等に扱うほうが混乱は少ないと考えられ

る。

また98I区では、土器集積として認識した地点以

外では土器の出土をほとんど確認することができ

ず、集中区Ｂは他の土器集積と重複しないことか

ら、それぞれの土器集積間で土器が混在している可

能性は低く見積もってもよいであろう。ごくわずか

にSU11と接合する須恵器がSU12西群付近にも及

んでいることが確認されるが、全体の破片数から推

定される確度を考慮するなら、それはかなり偶発的

なものと判断できよう。

このほか、SU14で出土した無蓋高杯の脚部破片

（305）がSU11下層で出土していることに注目して

おきたい。SU11下層にともなう土器群は明確でな

く、層位をもとにSU11に先行する土器群は抽出で

きていないものの、この事実はSU14がSU11に時

間的に先行する可能性が高いことを示している。

２．古墳時代中期における
土師器の編年―松河戸式から宇田式へ

志賀公園遺跡Ⅱ期における良好な一括資料を機軸

として、古墳時代中期における濃尾平野（尾張低地

部）の土師器編年を提示する。編年の大綱は先に公

としており（赤塚・早野　2001）、内容の多くは重

複することになろうが、前回の稿を補う目的も兼ね

て、ここに改めて整理しておきたい。

（１）土師器主要器種分類（図19）

器種の分類、名称については前稿で示したもの

図１　98I区における須恵器の出土分布 図２　98I区における須恵器の接合関係
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（赤塚・早野　2001）を踏襲する。

（２）器種組成

志賀公園遺跡では98I区を中心に、土器群が一定

の目的のもとに地点を転じながら集積されており、

それらは原則的には一括資料と做して差支えないこ

とを示した。そこで、それぞれの一括資料の内容を

相互に比較するため、地点ごとの土器群の数量的把

握を行い、それらの組成の異同を明らかにしておき

たい。これらの一括資料で須恵器が一定量組成する

のはSU11のみであることから（後述、図12）、こ

こでの組成の比較には土師器のみを対象とした。

方法　最初に組成比の算出方法について述べてお

く。甕は口縁部計測法（1/12）から算出した個体数

と、脚台、底部から識別された個体数のうち多い方

を採用した。大型の壷（壷Ａ・Ｂ）については口縁

部計測法を用いたが、中型の直口壷（壷Ｃ）と小型

壷は体部を用いて個体を識別したものを口縁部残存

率に換算した。高杯と大型高杯は脚（柱状）部を用

いた個体識別、椀鉢類は底部を用いた個体識別から

算出した個体数を同様にそれぞれ口縁部残存率に換

算した。なおここでは、数量の安定化を図るため

に、SU12Ａ群とSU12Ｂ群を併せたものをSU12、

SU12西群とSU12北西群を併せたものをSU12西群

として提示している（表３、図３）。

類型区分　この結果をもとに、これら一括資料の組

成の内容を３類型に大別する。第一類型は、高杯と

小型壷がそれぞれ４割前後組成し、なかでも小型壷

がやや卓越傾向を示すもので、SU01が相当する。第

二類型は、高杯が７～８割を占めるもので、SU13、

SU10、SU14が含まれる。第三類型は、高杯が５～

６割を占めるもので、SU12、SU12西群、SU11がこ

れに含まれる。

ここで明らかにした組成の異同が一定の時間の推

移を反映したものであるのか、または出土遺構の性

格の違いに起因したものであるのかは、層位関係や

遺構の切り合いなど、出土状況による検証の手段を

欠く現状では、その判断は容易くない。ここでは消

極的ながら、須恵器の共伴の有無あるいは多寡、分

布状況などを重くみて、それぞれの一括資料に一定

の時間の経過を見込むことが妥当であると考えてお

きたい。つまり、SU01が相当する第一類型とSU11

が含まれる第三類型が新旧として二分される確実性

をまずは認めておきたい。

さて、第二類型については、高杯はSU13、SU10、

SU14で組成比が近似するものの、小型壷がSU13に

おいてのみ一定量組成することは、SU13が第一類

型との相対的な近さを示している可能性が高い。一

方でSU10、SU14において小型壷がまったく組成し

ないことは、それらが第三類型のSU12、SU12西群

などに相対的に近いことを示しているものと考えら

れる。また、第三類型では須恵器の量比や椀鉢類の

一定の組成から、SU12、SU12西群がSU11に先行

する可能性をひとまずは考えておく。

序列の想定　ここで示した組成の比較から、SU01、

SU13、SU10・SU14、SU12・SU12西群、SU11の序

列を想定し、各形式・型式の比較からここで想定し

た序列の検証と、それぞれのより詳細な関係づけを

行うことにしたい。

図３　土師器器種組成グラフ
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（３）形式群の消長

器種の消長　特徴的な器種の消長を把握し、各期の

設定と配列に反映させることを企図して、図４にそ

れぞれの一括資料と各形式（型式）の相関を示し

た。また、普遍的な器種である甕と高杯について

は、各形式の構成比を併せて提示した。前者の甕の

構成比（図５）は、口縁部計測法（1/12）を用いて

数量化したもの、後者の高杯の構成比（図６）は、

個体を識別しえた杯部の数量を出現頻度が低い高杯

Ｅ、高杯Ｆ、高杯Ｇを除いて比較したものである。

SU01とSU13については、甕Ａと甕B1、すなわ

ちＳ字甕Ｄ類と宇田型甕１類の交替、高杯Ｂと高杯

Ｃの交替、須恵器の出現などの特徴的な器種の交

替、消長から、SU01からSU13への変化は比較的明

瞭に把握しうる。SU13とSU10・SU14についても、

甕Ｄの出現、小型壷Ａ・Ｂの消滅（激減）、高杯Ｄ

の出現などの特徴的な形式の消長を指標にSU13か

らSU10・SU14への変化を考えることができる。

さて、一定量の須恵器の共伴が確認されるSU11

は、甕Ｂの増加、甕Ｅの出現、椀Ａ・Ｂの出現など

を指標としてSU10・SU14から画されることは比較

的容易に理解できる。しかし、土器群全体の組成

（表３、図３）では、SU11と同一の第三類型として

扱ったSU12・SU12西群は、高杯Ｆ・Ｇの出現以外

にSU10・SU14から明確に弁別するだけの特徴的な

器種の交替を明示することは難しい。むしろSU12・

SU12西群の甕の構成比（図５）はSU11よりもSU10・

SU14に類似する。つまり、SU12・SU12西群はSU10・

SU14と SU11の移行期に位置づけられる可能性が

高いが、高杯の構成では逆にSU11との弁別が難し

いことから、よりSU11に近い位置にあると考えて

おく。いずれにせよSU10・SU14からSU12・SU12

西群、SU11へはきわめて連続的に推移することを

指摘しておきたい。

時期区分　これまでの作業で一括資料の序列が概ね

明らかにできたので、SU01 を１期（Ⅱ－１期）、

SU13を２期（Ⅱ－２期）、SU10・SU14を３期（Ⅱ

－３期）、SU12（Ａ・Ｂ群）・SU12西群（西・北西

群）・SU11を４期（Ⅱ－４期）として区分し、以下

の記述をすすめることとする。

（４）型式組列

これまでに器種組成と形式群の消長をもとに、志

賀公園遺跡Ⅱ期の土器群を４期に区分する見通しを

えた。さらに各期の推移の妥当性を保証するには、

各器種の型式の組列をも提示しておく必要があろ

う。しかし、さきにみた各器種の消長を思い起こせ

ば、１期から４期にかけて安定的に存在する器種は

意外に少なく、特徴的な器種をもって有力な機軸と

なすことも難しい。本来なら、より多くの器種につ

いてその組列を明確にすべきであるが、型式変化の

一つ一つについて詳細に言及することは事実上不可

能である。ここでは、特徴的な型式変化を見出せる

幾つかの器種を対象として、その型式組列を提示す

ることでその任を果たしたい。

甕Ａ・甕Ｂ　Ｓ字甕Ｄ類と宇田型甕の分類とその変

移については赤塚次郎（赤塚　1988・1994）の示し

図４　器種の消長
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たもの、あるいはそれを参考に改めて提示したもの

（赤塚・早野　2001）がある。それらをもとに大掴

みにその対応を示せば、１期－Ｓ字甕Ｄ類新段階と

宇田型甕１類の構成でＳ字甕Ｄ類が卓越、２期－Ｓ

字甕Ｄ類新段階と宇田型甕１類の構成で宇田型甕１

類が優勢、３期－宇田型甕２類古段階、４期－宇田

型甕２類新段階となる。しかし、３期には宇田型甕

が安定的に組成しない可能性が見込まれることから

（図５）、志賀公園遺跡の時期区分を行ううえで絶対

的な機軸とするには困難がともなう。

高杯Ｃ　高杯Ｃは高杯Ｂからの系列的な変化が予測

され、その変化は１期（SU01）と２期（SU13）と

の間で視覚的に捉えうる。つまり、杯部上半の外傾

傾向の消失、法量の縮小などである。高杯杯部の法

量を比較した図７からは、高杯の数量の増大ととも

に、短期間のうちに規格化が達成されたことが理解

できよう。さらに、高杯Ｃは杯部下端の稜が消失す

る傾向から、C1、C2、C3の順序の変化が与えられ

ることは疑いないが、２期から４期を通じての変化

は１期と２期の変化と比してきわめて曖昧である。

高杯の系列をさらに微視的に分析する必要性を感じ

るが、ここでは高杯C1、C2、C3の構成比（図６）

から、SU13（２期）とSU10・SU14（３期）、SU12

Ａ群・SU11（４期）を区分する。

高杯Ｄ　高杯Ｄ（椀状杯部高杯）は３期にその出現

が確認できる象徴的な器種で、高杯Ｃなどと比較し

て胎土、製作技法がきわめて規格的であることか

ら、系列的な変化が認識しやすい。すなわち、３期

以降の細分には一定の有効性を発揮するものとの期

待がもたれる。

さて、高杯Ｄについてその特徴をここでまとめて

おきたい。杯部の形状は椀形で、口縁端部はわずか

に外方に引き出される。脚部は裾まで緩やかに開

き、脚端部は下方へわずかに突出する。脚部の整

形、調整はヘラ状工具による幅広のメントリ状のナ

デで、工具の痕跡が観察される場合が多い。脚部内

面はシボリ痕跡をそのままに残し、その上端は閉じ

る。胎土は全体に均質で、赤色の粒子をほぼ例外な

く混入している。これらの諸特徴は２期の高杯から

の系列変化を介さないことは明らかで、畿内の椀形

高杯をその範として考えるむきもあるようである※。

系譜の問題はさておくとして、高杯Ｄの比較、細

別をすすめたい（図８）。SU10の高杯Ｄは口縁端部

の上端を窪ませることによって、複雑な形状を生む

ものが多い。この特徴がもっとも顕著な例が 282

で、杯部内面には放射状の暗文も確認される。製作

にかかる手数から察すれば、282がもっとも原型に

近いと考えられる。一方で脚部の形態が変化に富む

ことも注意される。定型化に向かう過渡的な様態と

考えることができようか。

SU14では口縁端上端の窪みをとどめるものも散

見されるが、平坦化したものも多い（332、334）。

図５　甕の構成比

図６　高杯の構成比

※村木誠氏の指摘（村木　2000）など。また辻美紀氏よりも同様の教示をえた。
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SU10と比較して退化の傾向がうかがわれることは

明らかである。また、脚部の形態の多様さは失われ

ている。SU12、SU12西群、SU11は高杯Ｄの比率が

相対的に減少するとともに、口縁端部にはより退化

の傾向が看取でき、外面がわずかに膨らむ程度のも

のがほとんどとなる（390、507）。

高杯Ｄの比較から、３期から４期の変化が跡づけ

られたとともに、３期においてはSU10がSU14に

先行する可能性をも示すことができた。翻って、３

期における高杯Ｄの形態的特徴は、その系譜を追及

するうえでの重要な要素ともみなしておくことがで

きよう。

図７　高杯杯部の法量比較

図８　高杯Ｄの型式組列
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図９　壺Ｃの法量比較

図10　壺Ｃの型式組列
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壷Ｃ　壷Ｃ、中型（直口）壷は１期から４期を通じ

て組成する。つまり長期に継続する変化を見通すう

えでの一つの好例になりうると考えられる。その変

化を法量（体部の最大径と高さ）を比較した図９か

ら跡づけておく。

１期（SU01）は体部球形のC1のみ（165）で※、

２期（SU13）にはC1が残存するも（192）、体部が

算盤玉状に大きく張るC2が主体となる（191）。３

期（SU10・SU14）にはやや小型化するとともに体

部の張りは次第に解消され、肩部が張るC3へと変

化する（266、304）。４期（SU12・SU12西群・SU11）

には、再び大型化の傾向が看取されるとともに、肩

部が張る傾向がより顕著となり、終には偏平化した

ものまでみられるようになる（451、354）。また、体

部の変化にともなって口縁部は徐々に外反の度合い

が強くなる傾向も指摘できる。

なお、壷Ｃの３期以降における形態変化の誘因に

ついては、大庭寺遺跡TG232号窯（岡戸編　1995）

において壷Ｄ類として分類されている直口壷との関

連が想起できよう。

（５）まとめ

これまでに重ねてきた検討から、志賀公園遺跡Ⅱ

期における時期区分、SU01－１期、SU13－２期、

SU10・SU14－３期、SU12（Ａ・Ｂ群）・SU12西群

（西・北西群）・SU11－４期、が果たされた。さら

に、SU10、SU14がそれぞれ３期の古相、新相を、

SU12・SU12西群、SU11がそれぞれ４期の古相、新

相に相当する可能性があることをも示唆しておきた

い。

そして、志賀公園遺跡における時期区分をもとに

松河戸式後半から宇田式にかけての編年を構築す

る。すなわち、１期－松河戸Ⅱ式１段階、２期－松

河戸Ⅱ式２段階、３期－宇田Ⅰ式１段階、４期－宇

田Ⅰ式２段階とすることを改めて主張する。なお、

それに後続する宇田式後半から儀長式を包括した編

年表を図21から図24に再び提示しておく。（編年

対照表は表１参照）。

３．志賀公園遺跡における
初期須恵器について

98I区からは他の調査区と比較しても傑出した量

の初期須恵器が出土した。なかでもそれらの大半が

出土したSU11は、出土状況の把握からごく短期間

の土器群のまとまりと考えられた。つまりこれら

は、前半において提示した土師器編年との整合的な

理解に不可欠であるばかりか、当地域における窯業

生産の始期の問題に対しても数多くの重要な知見を

提示することができるものと考えられる。ここで

は、98I区とSU11において出土した初期須恵器を中

心に基礎的整理を試み、自今の分析の基礎とした

い。

（１）須恵器主要器種分類（図20）

志賀公園遺跡において出土した初期須恵器の特徴

の一つがその器種の豊富さであろう。そこで、全体

像把握の一助とする目的でここに器種分類の大要を

提示した。

（２）器種組成

算出の方法　初期須恵器が豊富に出土したSU11お

よび98I区全体についてその組成を明らかにしてお

きたい。先に提示した器種分類にもとづいて今報告

において図化しえた点数を示したものが表２であ

る。また今回、SU11、98I区で出土した須恵器の組

成を算出しえたのでここに提示する※※。

組成の算出にあたっては、接合前破片数（SU11

が600点、98I区が636点、以下同順）、接合後破片

数（213点、226点）、1/12口縁（脚）部残存率（259/

12点、312/12点）、個体識別（80点、90点）の計測

をそれぞれ実施した（図11・表４）。分類は図20の

器種分類を簡略化したものを使用し、有蓋高杯と無

蓋高杯の判別が不可能な破片は「高杯」、高杯と杯

の判別が不可能な破片は「杯類」として分類した。

また、脚部をもつものについては、器種ごとに口縁

部と脚部をそれぞれ集計したのち、大きい数値を採

用した。なお、有蓋高杯か無蓋高杯かの判別が難し

い高杯Ｃについては無蓋高杯に含めた。

器種組成の特質　ここで器種組成からみた志賀公園

遺跡の初期須恵器の特質について、二、三の指摘を

※なお、志賀公園遺跡１期に併行する大毛池田遺跡95Ab区包含層、松河戸遺跡62F区SK07、福田遺跡SD01などの諸例から、１期における壷Ｃの口縁部形態は多様

であることが知られるが、体部の形態はいずれも球形である。

※※なお、遺構間で接合した個体については、破片数の多い遺構に含めて集計した。
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図12　土師器と須恵器の構成比の推移
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しておく。まず、志賀公園遺跡には実に多様な器種

がもたらされており、特定の器種への著しい偏向性

は指摘しにくいこと。供膳具においては高杯の比率

が杯の比率を凌駕し、なかでも無蓋高杯が主体とな

ること（有蓋高杯はきわめて少ない）。杯と蓋の比

率は１対１ではなく、２対１から３対１程度となる

こと。これらの特質は当地域における初期須恵器の

流通の実体を一定程度反映したものとして考えてお

きたい。

（３）土師器と須恵器の共伴関係

土師器と須恵器の共伴関係　志賀公園遺跡における

土師器と須恵器の共伴関係を整理しておく。

１期に位置づけたSU01 は土師器のみで構成さ

れ、須恵器は共伴していない。２期のSU13では、大

量の土師器とともに体部外面に縄蓆文叩きを施した

壷（甕）Ａ、１個体（177）のみが出土した。３期

では、SU10において高杯A2が１個体（291）、SU14

において高杯Ｂの脚部１個体（305）と器種不明破

片１点（306）の共伴が確認された。４期では、SU12

西群において蓋A1、１個体（409）、SU12北西群に

おいて杯１個体（416）が、SU11においては蓋杯、

高杯、 、把手付椀、器台、壷（甕）、鍋、甑の各

器種計60個体前後（525～591）が共伴した。なお、

SU12Ａ群、SU12Ｂ群で須恵器は共伴していない。

土師器と須恵器の構成比　土師器と須恵器を口縁部

計測法によってそれぞれ集計した結果を受けて、１

期から４期におけるそられの構成比の推移を図12

に示した。それぞれの集計方法は若干異なるので、

これが土師器と須恵器の使用頻度の差をそのまま反

映しているわけではなかろうが、おおよその変化の

傾向は把握しうるものと考えられる。

これによれば、２期以降に流通した須恵器は、

２、３期を通じて漸増傾向にあるものの、５％を上

回ることはなく、ごく低率にとまる。それが４期に

至ると１～２割程度を占めるようになり、一定量の

須恵器の流通が確認されるようになる。またSU11

のみでは、土師器と須恵器は３対１の比率にまで達

している。

今後、須恵器生産始期において流通した初期須恵

器の器種の構成や数量について、他の遺跡との比較

がすすめば、志賀公園遺跡が占める位置、あるいは

遺跡間の関係も明らかとなるであろう。

（４）編年的位置づけ

SU11の編年的位置　SU11をはじめとする遺構か

ら出土した初期須恵器は、その大多数が東山窯（猿

投窯）から供給された蓋然性が高い。そして、猿投

窯開窯直後の窯跡としては、東山111号窯や東山48

（218－Ⅰ）号窯が知られている（斎藤　1983）。一

方で集落遺跡においては、東山111号窯ないしはそ

れに先行する型式に位置づけられる可能性がある伊

勢山中学校遺跡SK108・SK109の初期須恵器が報告

されている（木村編　1996）。

そこで豊富な器種が出揃っているSU11の須恵器

と、東山111号窯・東山48（218－Ⅰ）号窯、伊勢

山中学校遺跡SK108・SK109※の須恵器を比較する

ことによって、それぞれの時間的な前後関係を整理

したい。比較は普遍的な器種で形態変化の特徴がよ

図11　須恵器器種組成グラフ（98I区）
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図13　杯Ａの比較（１：６）

図14　高杯A3の比較（１：６）
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く把握されている杯と高杯を主な対象とする。

杯　羽釜形態の杯（杯Ａ）は東山111号窯、東山48

（218－Ⅰ）号窯ではみられず、SU11と伊勢山中学

校遺跡SK108において認められる。正木町遺跡や志

賀公園遺跡（名古屋市立博物館蔵）の杯Ａも含め

て、それぞれの形態を比較したものを図13に示し

た。杯Ａは体部の丸みが徐々に消失し、平底の底部

が面積を縮小し丸底化する形態変化を遂げたと考え

られる。ただし、SU11（526）にはすでに明確な回

転ケズリ調整が用いられる一方、伊勢山中学校

SK108には依然回転ケズリ調整が用いられていない

ことなど、新古の要素の混在が確認される。杯Ａに

おいては、形態差や技法差から単純に年代の新古を

判断することが難しいことが理解される。

杯Ａ以外の杯は、伊勢山中学校遺跡 SK108･

SK109にそれが豊富でない一方、東山111号窯や東

山48（218－Ⅰ）号窯では比較的豊富に存在する。

後者との比較からは、SU11にみられる杯Ｂ、杯Ｃ、

杯Ｄの構成が東山111号窯に共通するものであるこ

とを指摘しうる。また、杯の口縁部先端が丸みをも

つ、あるいは面をもち沈線状に窪むといった細部に

わたる特徴もそれぞれによく共通している。

高杯　SU11で主体を占める高杯は無蓋高杯、高杯

A2である。高杯A2は東山111号窯においても認め

られる形態で、いわゆる多窓透孔を穿つこと、脚部

の先端は丸く端部近くに突線がめぐる特徴もそれぞ

れよく似通っている。透孔の数はSU11が５～８方

で、なかでも５方が多いのに対して、東山111号窯

は７～９・10方とやや多い傾向にある。また、杯部

が深い形態となる特徴的な無蓋高杯、高杯A3 は

SU11（549）、伊勢山中学校遺跡SK108の両者にお

いて確認され、杯部に２条の突線からなる稜を界し

て２段に波状文を施す文様構成や口縁端部が丸みを

もつ特徴も共通している（図14）。

なお、伊勢山中学校遺跡SK109には静止ケズリ調

整を施す無蓋高杯がみられ、より定型化以前の型式

的特徴を指摘することもできる。しかし、杯Ａの比

較において確認したように、回転ケズリと静止ケズ

リといった技法差が単純に年代の新古に直結しない

可能性があることには注意したい。

小結　SU11は杯Ａの存否を根拠に東山111号窯に

先行する可能性があるが、杯Ａ以外の器種の構成、

細かな技法的特徴は東山111号窯に概ね共通してい

ることから、それぞれは同型式と判断できよう。ま

た、壷（甕）にみられる口縁部の形態や体部の平行

叩きなどの諸特徴もそれぞれに共通する※※。

一方、伊勢山中学校遺跡SK108・SK109と SU11

との関係は、杯や高杯において共通する器種が必ず

しも多くなく直接の対比が難しいが、両者に存在す

る杯Ａや高杯A3の比較からは明確な時間差を指摘

することはできない。しかし、伊勢山中学校遺跡

SK108・SK109の須恵器には静止ケズリが用いられ

る頻度がより高いこと、SK109からは格子叩きを施

した壷（甕）Ａが出土していることなど、SU11に

先行する要素を幾つか指摘することもできる。

特に壷（甕）体部の叩きについては、SU11にお

いては平行叩きが主で、格子叩きはごく少なく、伊

勢山中学校遺跡 SK109 で出土した格子叩きの壷

（甕）Ａの形態は、SU11（４期）に先行すると考え

たSU13（２期）の縄蓆文叩きの壷（甕）Ａ（177）

にむしろ類似する（図15）。なおかつ両者には白色

※SK108と SK109には接合関係がある個体が含まれていることから、両者はある一定の時間を共有していることが推測される。よって、ここでは両者を一括りして扱

うこととする。

※※さらに付け加えるなら、東山111号窯と東山48（218－Ⅰ）号窯の壷（甕）において、従来より指摘されている体部の平行叩きの上に施された凹線は、SU11にお

いてもナデによる幅広のもの（571）、と細い沈線状のもの（570）の両者が認められる。
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図15　壺（甕）Ａの比較（１：８）
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の細礫がかみ込む胎土の特徴も酷似する。この点を

重んじれば、伊勢山中学校SK108・SK109がSU11、

あるいは東山111号窯に先行する可能性は否定でき

ないことになる。

ただし、例えばSU11と伊勢山中学校遺跡SK108

の甑について比較した場合（図16）、前者は中央の

円孔の周囲に三角形の蒸気孔を穿孔する一方

（590）、後者は中央の円孔の周囲に円孔を穿孔する

ことなど、系譜の違いをもって両者を理解する余地

もなお残されていよう。いずれにせよ、伊勢山中学

校遺跡SK108・SK109が SU11、東山111号窯・東

山48（218－Ⅰ）号窯に先行する可能性を考慮しつ

つもその明確な判断は今後に委ね、いまはそれぞれ

を同型式と理解しておきたい。

（５）陶邑窯との併行関係

志賀公園遺跡から出土した大多数の東山窯産の初

期須恵器に混じって、わずかながら陶邑窯周辺にお

いて生産された可能性のある個体が抽出された。こ

れらを手がかりとして東山窯と陶邑窯の併行関係を

確認しておく。

577はSU11（４期）から出土した甕の口縁部破片

で、口縁端部を上下にわずかに肥厚させつつ面とな

し、その下方に断面三角形状の突帯をめぐらす特徴

をもつ。陶邑窯においてはTK216号窯の甕（図18）

に共通する要素が認められる。また、645は98Ｊ区

の壷（甕）の口縁部破片で、576と同様にTK216号

窯型式に位置づけられよう。ただし、645は混入資

料であるため、共伴関係を知ることはできない。

305（図18-8）はSU14（３期）から出土した無蓋

高杯（高杯Ｂ）の脚部で、脚部には菱形透孔（刺突）

を１段３方に穿つ。菱形透孔または菱形刺突文は東

山窯周辺においては見出しえず、大阪府大庭寺遺跡

TG232号窯、大阪府小阪遺跡（森屋ほか　1992）、奈

良県布留遺跡（置田　1972）などに類例を求めるこ

とができる。これらはさらに陝川苧浦里Ｂ９号土壙

墓（朴・秋　1988）、釜山福泉洞54号墳など伽耶地

域に系譜が追えるもので、陝川苧浦里古墳群では菱

形のほかに方形の刺突文も散見できる。

図17　陶邑産の可能性がある須恵器（１：６）

図16　甑の比較（１：８）
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志賀公園ＳＵ14４～７、大庭寺ＴＧ232号窯�

小阪Ｃ地区河川１遺物群２� 10、11　大庭寺１－ＯＬ土器溜り�

苧浦里Ｂ１号土坑墓� 苧浦里Ｂ12号土坑墓�苧浦里Ｂ９号土坑墓�
１� ２� ３�

４� ５�

６� ７� ８�

９� 10 11

伽耶地域の諸例には縦方向に連続して貫

通しない刺突を施し、裾部付近で「八」の

字状に開く形態が多い。大庭寺遺跡TG232

号窯、楠見遺跡例もこれらに通じるもので

あろう。このほか大庭寺遺跡TG232号窯で

は貫通する透孔を穿ち、裾部付近が大きく

屈曲する形態もみられる。

SU14 の例は裾部が有段状に屈曲して開

く形態で、伽耶地域では陝川苧浦里Ｂ12号

土壙墓（方形透孔）に類似した例もみられ

るが、高杯の形態そのものは大庭寺遺跡１

－OL土器溜りの無蓋高杯に近似する。な

お、１－OL 土器溜りの編年的な位置は

TK73号窯型式からTK216号窯型式の古い

段階に相当するとされるが（岡戸　1995）、

この形態の無蓋高杯は透孔をもたないもの

が段階を追って増加傾向にあることを勘案

すれば、菱形透孔をもつSU14の無蓋高杯は

TK73号窯型式に相当する可能性がもっと

も高いと考えられる。

これらの例に加えてSU13（２期）の縄蓆文叩き

を体部外面に施した甕（177）は、ON231号窯やTK73

号窯で縄蓆文は顕著でないことを根拠に、大庭寺遺

跡TG232号窯型式に併行する可能性がもっとも高

いと考えておきたい。

これらをもとに、1期―大庭寺遺跡TG232号窯型

式直前、２期―大庭寺遺跡TG232号窯型式、３期―

TK73号窯型式、４期―TK216号窯型式（東山111

号窯）、との併行関係を想定しておきたい。さらに、

SU14の無蓋高杯の脚部片がSU11下層より出土し

たとする所見は、３期と４期の新旧関係を補強する

一つの有力な材料となりえよう。

（６）まとめ

これまで志賀公園遺跡における初期須恵器の実体

把握を試み、編年的位置を確認した。これらの理解

にもとに、土師器編年、猿投窯と陶邑窯における須

恵器編年などとの対応関係を示したものが表１であ

る。ここで示した須恵器編年における対応関係は、

器種の消長や技法的特徴の比較をもとに猿投窯と陶

邑窯における併行関係を論じたもの（岩崎　1987、

植野　1988など）と大過ないが※、今回、より具体

的な根拠を例示できたことは一つの成果であろう。

また、猿投窯において東山111号窯に先行する段階

に須恵器生産が開始されていたことをも直接、間接

的に示すことができたと考えるが※※、その生産の

実体を評価するにはさらに多くの実例を用意する必

要がある。

※尾野善裕は古墳時代中・後期における猿投窯と陶邑窯の併行関係について、集落遺跡における両者の製品の共伴関係を提示しつつ論じている（尾野　1998など）。

※※２期に位置づけたSU13の須恵器が猿投窯において生産されたとすれば、猿投窯における須恵器生産は大庭寺遺跡TG232号窯の段階からほとんど間断を経ずに開

始された蓋然性が高いことになる。このとき問題となるのが志賀公園遺跡をも含めた猿投窯産初期須恵器の系譜である。ただし、ここで改めて確認しておかなければ

ならないことは、志賀公園遺跡においてこれだけの量の初期須恵器と土師器の一括資料がえられたのにもかかわらず、韓式系（軟質）土器が１点として識別されな

かった点である。これが朝鮮半島から陶邑窯周辺に須恵器生産が根づいてから志賀公園遺跡に初期須恵器がもたらされるまでに一定の時間が経過していたことを示唆

するものであるのか、あるいは別の要因が作用していたのかは俄かには判断できない。機会があればより多角的な視点から再論したい。

図18　菱形透孔をもつ高杯の諸例（１：６）
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表1　編年対照表

４．成果と課題
志賀公園遺跡における良好な一括資料をもとにし

て、尾張地域の古墳時代中期の土器編年を再構成

し、それにともなって宇田式の開始についても再設

定した。これによって松河戸式から宇田式への変移

の方向性をより明確に示すことができたものと考え

る。今後は個別資料をも含めた型式群との比較をす

すめ、ここに提示した編年の検証、客観性の追及に

意を潅ぐ必要があろう。

とくに３期と４期（宇田Ⅰ式１段階、２段階）に

ついては、その変化はきわめて連続的でさほどの時

間を要さないものとも予測されたから、安易な時期

区分は周辺との対応関係の理解に弊害をもたらすと

の危惧もあろう。しかし、３期には多くの新出形式

の移入によって土器様式が大きく交替しており、そ

の変化はきわめてドラスティックに達成されたもの

とみられる。３期と４期の区分を強調したのは、こ

の象徴的な変化の過程を松河戸式から宇田式への転

換としてより具象化させたいとの思いによる。

また、志賀公園遺跡では、松河戸式から宇田式へ

の転換と相前後して初期須恵器がもたらされる。須

恵器生産地における編年との対比に大きな齟齬がな

いものとしてよければ、志賀公園遺跡は東山窯の開

窯直後から継続的に須恵器を入手できる環境にあっ

たものと評価できる。なおかつ、初期須恵器をこれ

だけ潤沢に保有しえた遺跡は他にほとんど例をみな

いことから、遺跡と東山窯との強固な紐帯を想定す

ることもそれほど不当ではなかろう。それゆえ、

（４期に）初期須恵器を大量に保有しながら、その

次段階に突如として遺跡の実体が霞んでしまうこと

には、浅からぬ事情があったものとも思われるので

ある。

いずれにせよ、土師器様式の一大転換と須恵器生

産の開始・定着が同時進行的に果たされたその背景

には、生産・流通機構の革新があったことは疑いな

い。それを可能たらしめた政治体制や社会関係、さ

まざまな大陸系の文化や技術の導入とのかかわりを

明らかにすることが今後に課せられた課題である。
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【甕】  �
ＡＳ字状口縁台付甕（Ｓ字甕）�
　口縁部内外面の屈曲を保持するＳ字甕の最末型式（Ｓ字甕
Ｄ類新段階）。�
Ｂ宇田型台付甕（宇田型甕）�
　Ｓ字甕特有の口縁部の屈曲を失ったもので、Ｓ字甕の外面
調整の手順を踏襲したもの。口縁部形態などをもとに１類～
４類（B1～B4として対比）に分類、短頸小型のものをB5と
する。�
Ｃく字状口縁台付甕（ナデ甕）�
　く字状に外反する口縁部をもつ台付甕で、内外面の調整は
ナデを原則とする。法量に大中小がある。口縁端部を丸くお
さめるものが多い。�
Ｄく字状口縁台付甕（ハケ甕）�
　く字状に外反する口縁部をもつ台付甕で、外面にハケ調整
を施すもの。外面調整をもとにDaとDbに分類。�
　Da　 長い単斜方向のハケ調整を特長とする。口縁端部は

平坦で、内外にわずかな肥厚が認められる。�
　Db　 当たりがやや弱いハケ調整を特長とする。口縁端部

はわずかなつまみあげ状となるものが多い。口縁部
内面にヨコハケを施す。�

Ｅつまみ上げ状口縁（丸底）甕�
　口縁端部がつまみ上げ状となる長胴丸底甕。E1とE2に分類。�
　E1　 全体に厚手で、外面のハケ調整がやや粗なもの。口

縁端部の平坦面は幅広でシャープさを欠く。�
　E2　 全体に薄手で、外面のハケ調整が密なもの。口縁端

部の幅は狭く、シャープな断面三角形状となる。�
Ｆ丸底甕�
　甕Ｅ以外の丸底の甕を一括。布留系甕や近江系甕など複数
の系譜のものを包括する。�
Ｇ平底甕 �
　外面は板ナデ、またはハケ調整。それぞれに法量の大小が
存在する。�
Ｈ小型平底甕　頸部が明確にくびれない小型の甕。�
�
【甑】�
　数量が少なく、形態に規格性が乏しい。体部の形態や底部
の蒸気孔などによって分類可能。�
�

【鍋】広口丸底の器形で、把手が付されるもの。�
�
【壷】�
Ａ広口壷�
　口縁部が直線的に外反する大型の壷。煮沸に供された痕跡
がみられるものも少なくない。AaとAbに分類。�
　Aa　   内外面調整板ナデ、装飾がないもの。�
　Ab　   宇田型甕の外面調整を装飾的に施したもの。�
Ｂ有段口縁壷�
　口縁部が有段状に外反するもの。体部外面にハケ調整を施す。
口縁部の形態をもとにB1～B3に分類。�
　B1　 口縁部上半が明確に上方へ立ち上がるもの。屈曲部

に突帯を垂下させるものが多い。�
　B2　 口縁部内面の段は消失し、屈曲部が外方へ鋭利に張

り出すもの。口縁部先端を細く仕上げる。�
　B3　   口縁部の屈曲が鈍く、器壁も全体に厚いもの。�
Ｃ 直口壷�
　口縁部が外反する中型（口径、器高とも14～16㎝）の壺。
体部の形態などからC1～C3に分類。�
　C1　　体部球形。口縁部が長いものと短いものがある。�
　C2　　体部中位が大きく張る形態。�
　C3　　体部上半がやや張りをもつ。扁平化した形態。�

【小型壷】�
Ａ　体部球形で口縁部が直線的に外反するもの。A1とA2　
に分類。�
　A1　   口径と体部径がほぼ等しい形態。�
　A2　   体部径が口径をやや凌駕する形態。�
Ｂ　底径を大きくとる安定した形態で、口縁部は短い。B1　
とＢ２に分類。�
　B1　   口縁部が外反するもの。�
　B2　   明確な頸部もたないもの。�
Ｃ　口縁部は直線的に外反し、体部が曲線で構成されない形
態のもの。�
Ｄ　体部が扁平なもの。�
Ｅ　口縁部が有段となるもの。�
�
【高杯】�
Ａ　脚柱状部は細く、裾部が屈折するもの。杯部上半はやや
外傾する。�
Ｂ　杯部上半が外傾し、口径が17～19㎝前後と大きいもの。
脚柱状部が極端に膨らみ、裾部も大きく開く。�
Ｃ　脚部が裾に向かって緩やかに開く形態で、口径が14～16
㎝のもの。杯部の形態からC1～C3に分類。�
　C1　   杯部上半は外反、杯部下半との境界が明瞭なもの。�
　C2　 杯部上半がやや彎曲するもの、または杯部下端から

一気に外反するもの。杯部下半との境界が不明瞭。�
　C3　   杯部全体が内彎するもの。�
Ｄ　椀状の杯部をもつ高杯で、口縁端部は外方につまみ出さ
れる。脚部は緩やかに裾に向かって開き、脚端部は下方へ肥
厚する。�
Ｅ  口縁部が端部付近で外折するもの。E1～E2に分類。�
　E1　   脚部高が杯部高を上回るもの。�
　E2　   脚部高と杯部高がほぼ１：１のもの。�
　E3　   杯部高が脚部高を上回るもの。�
Ｆ　全体に厚手で、つくりがやや雑なもの�
Ｇ　水平に開く低い脚部をもつもの。杯部は半球形で深く、
　口縁端部に２～３条の沈線をめぐらす。�
Ｈ（脚付鉢）　深い鉢状の杯部をもつもの。口縁部は屈曲
　　　　　　　する。�
�
【大型高杯】�
Ａ　口縁部が直線的に外反するもので、突帯を垂下させる。
杯部の形態によってA1～A3に分類。�
　A1　   杯部が浅く、杯底部内面がほぼ水平なもの。�
　A2　   杯部が深く、杯部上半が直線的に外反するもの。�
　A3　   杯部が深く、杯底部から一気に外反するもの。�
Ｂ　杯部が深く、口縁端部が上方に立ち上がるもの。�
Ｃ　椀形の杯部をもつもの。器壁は薄い。�
Ｄ　杯部が深く、杯部上半が外傾するもの。�
�
【鉢】�
Ａ　底部平底で口縁部が直線的なもの。�
Ｂ　底部丸底で口縁端部付近が外折するもの。�
�
【椀】�
Ａ　底部丸底で口縁部付近が内彎気味のもの。�
Ｂ　底部丸底で口縁端部が外方へつまみ出されるもの。�
�
�

図19-1土師器主要器種分類（１）



147

Ａ Ｓ字甕� Ｂ 宇田型甕� Ｃ く字甕（ナデ甕）�

Ｅ つまみ上げ口縁甕 Ｆ 丸底甕� Ｇ 平底甕� Ｈ 小型平底甕�

Ａ 広口壷�

Ｂ 有段口縁壷 

Ｃ 直口壷 

Ａ� Ｂ�

Ｃ� Ｄ� Ｅ�

Ａ�

Ｄ� Ｅ� Ｆ�

Ｇ� Ｈ�

Ｂ�Ａ�

Ｃ� Ｂ� Ｃ� Ｄ�

Ａ� Ｂ�

Ａ� Ｂ�

Ｄ く字甕（ハケ甕）�

Da Db

E1

E2

Aa Ab

C1 C2 C3

B1 B2

C1 C2 C3

A1

A2 A3

A1 A2

【甕】�

【甑】�

【鍋】�

【壷】�

【小型壷】�

【高杯】� 【大型高杯】�

【鉢】�

【椀】�
（１/10）�

図19-2土師器主要器種分類（２）
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杯�

杯A1 0 0
杯A2 2 2
杯Ｂ� 1 1
杯Ｃ� 2 2
杯D1 4 4
杯D2 2 2
不明� 1 2

蓋�

蓋Ａ� 0 1
蓋Ｂ� 4 5
蓋Ｃ� 2 2
不明� 0 1

高杯�

高杯A1 1 1
高杯A2 7 8
高杯A3 1 1
高杯A4 2 2
不明� 2 2
高杯Ｂ� 0 1
高杯C1 3 3
高杯C2 1 2
高杯Ｄ� 3 3

　（壷）�
（壺）Ａ� 2 2
（壺）Ｂ� 1 1

把手付椀� 1 1

高杯形器台� 1 1

筒形器台� 1 1

壷（甕）�

壷（甕）Ａ 3 4
壷（甕）Ｂ� 2 2
壷（甕）Ｃ� 3 3
壷（甕）Ｄ� 1 1

鍋�
鍋Ａ� 3 4
鍋Ｂ� 1 1

甑� 2 2

不明� 0 1

総点数� 59 69

【杯】�
　蓋杯の杯。器形をもとに杯Ａ～杯Ｃに分類する。�
Ａ　いわゆる羽釜形の杯。受部は短く内傾する。�
　A1　   受部が体部上半より内側にあるもの。�
　A2　   受部が体部上半から連続するもの。�
Ｂ　体部が膨らみをもって張り出すもの。�
Ｃ　受部が長く（受部高≧体部高）、直立気味なもの。�
Ｄ　受部がやや内傾するもの。�
　D1　   口径が小さく（10.0～11.0㎝）、体部が深い（5.0～5.5㎝）もの。�
　D2　   口径が大きく（11.0～13.0㎝）、体部が浅い（4.5～5.0㎝）もの。�
【蓋】�
　杯と組み合う蓋。器形、器高をもとに蓋Ａ～蓋Ｃに分類する。�
Ａ　器高が極端に小さく（2.5㎝前後）、口縁部がやや開くもの。�
Ｂ　器高が大きく（4.5㎝前後）、口縁部がほとんど開かないもの。�
Ｃ　器高がやや小さく（4.0㎝前後）、口縁部がやや開くもの。�
【高杯】�
　無蓋高杯のほかに有蓋高杯の可能性があるものがあるが、有蓋高杯で全形が
判明するもの、有蓋高杯の蓋が確認されなかったことから一括して分類する。�
Ａ　無蓋高杯で、杯部に突線をもち、脚部には方形の透孔を穿つもの。波状文
　を多用する。�
　A1　   大型品で、把手が付されるもの。口縁部が外上方にやや開く。�
　A2　   口縁部上半が外上半に開くもの。�
　A3　   口縁部が直立するもの。�
　A4　   口縁部上半が内傾するもの。�
Ｂ　無蓋高杯で、脚部が有段状に開くもの。�
Ｃ　有蓋高杯（無蓋高杯）で、脚部に透孔がないもの。�
　C1　   受部が外上方にやや開き、蓋受けとしての機能が疑問視されるもの。�
　　　　脚部は柱状に近い。�
　C2　   受部を明確にするもの（杯部は存在せず）。脚部はハの字状に開く傾�
　　　　向にある。�
Ｄ　土師器に似た器形。脚部には透孔がない。�
【　（壷）】�
　数量が少なく、　と壷の判別が難しいものもあるため、一括して扱う。法量
をもとに二分する。�
Ａ　大型（体部径15.0㎝以上）のもの。�
Ｂ　小型（体部系10.0㎝前後）のもの。�
【把手付椀】�
　平底の椀で把手が付されるもの。�
【高杯形器台】�
　鉢状の受部をもつ器台。口縁部は短く外傾する。�
【筒形器台】�
　細身の筒部、上半が内彎して開き、裾部が大きく広がる脚部をもつもの。�
【壷（甕）】�
　壷と甕は明確に峻別できないため、一括して扱う。�
Ａ　やや短く外反する口縁部をもつもので、口縁端部を拡張しないもの。体部
　には縄蓆文叩き、格子叩き、平行叩きが施される。�
Ｂ　やや短く外反する口縁部をもつもので、口縁端部が上下に拡張される傾向
　にあるもの。体部には平行叩きが施される。脚台が付されるものもある（脚�
　付壷）。�
Ｃ　体部に平行叩きを施したのち、凹線をめぐらすもの。瓦質焼成のものが多�
　い。�
Ｄ　口縁端部に面をもたせつつ、口縁端部の直下に断面三角形状の突帯をめぐ
　らすもの。�
【鍋】�
　広口丸底の器形で、牛角状の把手が付されるもの。法量をもとに二分する。�
Ａ　口径30㎝以上の大型品。�
Ｂ　口径30㎝未満の小型品。�
【甑】�
　底部に三角形の蒸気孔を穿つもの。牛角状の把手が付される。�
�

ＳＵ�
　11

98Ｉ�
98Ｊ�
　区�

図20-1　須恵器主要器種分類（１）

表2　須恵器器種分類個体数表
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【杯】� 【高杯】�

【把手付椀】�

【高杯形器台】�

【筒形器台】�

【壷（甕）】�

【鍋】� 【甑】�

【蓋】�

（脚付壷）�

A1 A2

Ｂ� Ｃ�

D1 D2

A1 A2

A3 A4

Ｂ� Ｃ� Ｄ�

A1

A2 A3

Ａ�

Ｂ�

Ａ�
Ｂ�

Ａ� Ｂ�

Ｃ�

Ｄ�

（１：６）�

（１：10）�

【　】�

図20-2　須恵器主要器種分類（２）
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松
河
戸
Ⅱ
式�

宇
田
Ⅰ
式�

宇
田
Ⅱ
式�

儀
長
式�

１�

２�

１�

２�

１�

２�

大毛池田95Ab区�

松河戸62FSK07

志賀公園SU01志賀公園SU01

志賀公園SU13

志賀公園SU13
志賀公園SU13

志賀公園SU13

志賀公園SU13

志賀公園SU13

志賀公園SU14

志賀公園SU14
志賀公園SU14

志賀公園SU10

志賀公園SU11
志賀公園98J区�

志賀公園NR07 志賀公園SU12西�

志賀公園SU12西�

伊勢山５次SK108

志賀公園SU11

勝川62FNR01

勝川62FNR01

馬引横手SD31上層�

馬引横手SD31上層�

馬引横手SD31上層�

馬引横手SD31上層�

岩倉城SZ1302

Ａ� Ｂ�宇田型甕�１類�

２類�

３類�

Ｓ字甕Ｄ類�
新段階�

短頸小型�

Ｃ�

Ｈ　小型平底甕�

４類�

図21　編年表（１）　１：８　
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門間沼95Eb区�

福田SB04
大毛池田95Ab区�

志賀公園SU10

志賀公園SU14

志賀公園SU12西�

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU12A

勝川62FNR01

� 儀長正楽寺SK10

儀長正楽寺SK11
土田SZ11

志賀公園SU14

志賀公園SU12A

志賀公園SU11

Ｆ　丸底甕�
近江系�

布留系�

Ｇ　平底甕�

甑�

Ｅ　つまみ上げ口縁甕�

E2

Da
Db

単孔�

多孔�

鍋�

E1 Ｆ　丸底甕�

図22　編年表（２）　１：８　
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松
河
戸
Ⅱ
式�

宇
田
Ⅰ
式�

宇
田
Ⅱ
式�

儀
長
式�

１�

２�

１�

２�

１�

２�

福田SB04

門間沼95Eb区�

福田SD01

松河戸62FSK07

大毛池田95Ab区�

伊勢山5次SB16

志賀公園SU01
志賀公園SU01

福田SＤ01

志賀公園SU13 志賀公園SU13志賀公園SU13

志賀公園SU13
志賀公園SU13

伊勢山5次SB16

神明社貝塚�

志賀公園SU14

志賀公園�

志賀公園SU14

志賀公園SU10

志賀公園98J区� 志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園98I区�
志賀公園SU11

志賀公園SU12Ａ�

勝川62FNR01 勝川62FNR01

志賀公園96C区�

伊勢山７次SB14 伊勢山７次SB14

Aa　広口壺� Ｂ　有段口縁壺� Ｃ　直口壺�

B1

B2

B3

Ab

C1

C2

C3

小型壺�

Ａ�

Ｅ�

Ｂ�

Ｄ�

Ｃ�

伊勢系�

B1

B2

Ａ1

A2

図23　編年表（３）　１：８　
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福田SD01

志賀公園SU01
大毛池田95Ab区�門間沼95Eb区�志賀公園SU01

志賀公園SU13

志賀公園SU13

志賀公園SU14

志賀公園SU13

志賀公園SU13 志賀公園SU13

志賀公園SU13

志賀公園SU13

志賀公園SU14

志賀公園SU14

志賀公園SU10
志賀公園SU10

志賀公園SU10

志賀公園NR07

志賀公園SU11 志賀公園SU11

志賀公園SU12Ａ�

志賀公園SU12西�

志賀公園SU12Ａ�志賀公園SU12Ａ�

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU11

志賀公園SU12西�

上浜田遺物集中� 上浜田遺物集中�

馬引横手SD31上層�

上浜田遺物集中�

勝川62FNR01 勝川62FNR01

Ｅ�E1 C2

大型高杯�
鉢�

Ａ�

Ｂ�

Ｄ　椀状杯部高杯�

C3

E2

E3

Ｃ�C1

Ｆ�

Ｇ�

Ｈ�

Ａ�

A1

A2

A3

Ｂ�

Ｃ�

Ｄ�

Ａ�

椀�
Ａ�

Ｂ�

Ｂ�

図24　編年表（４）　１：８　
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甕� 壷� 中型壷� 小型壷� 高杯� 大型高杯�鉢・椀類� 甑� 計�

ＳＵ01
36/12 0/12 12/12 96/12 84/12 0/12 0/12 0/12 228/12

15.8％� 0％� 5.3％� 42.1％� 36.8％� 0％� 0％� 0％� 100％�

ＳＵ13
60/12 2/12 60/12 72/12 600/12 24/12 0/12 0/12 818/12

7.3％� 0.3％� 7.3％� 8.8％� 73.4％� 2.9％� 0％� 0％� 100％�

ＳＵ10
29/12 0/12 36/12 0/12 264/12 0/12 0/12 0/12 329/12

8.8％� 0％� 11.0％� 0％� 80.2％� 0％� 0％� 0％� 100％�

ＳＵ14
84/12 9/12 12/12 0/12 372/12 12/12 0/12 0/12 489/12

17.2 ％� 1.9％� 2.4％� 0％� 76.1％� 2.4％� 0％� 0％� 100％�

ＳＵ12
130/12 3/12 72/12 0/12 264/12 24/12 0/12 0/12 493/12

26.4％� 0.6％� 14.6％� 0％� 53.5％� 4.9％� 0％� 0％� 100％�

ＳＵ12西群�
56/12 0/12 12/12 0/12 120/12 0/12 12/12 0/12 200/12

28.0％� 0％� 6.0％� 0％� 60.0％� 0％� 6.0％� 0％� 100％�

ＳＵ11
176/12 3/12 36/12 24/12 444/12 36/12 96/12 3/12 818/12

21.5％� 0.4％� 4.4％� 2.9％� 54.3％� 4.4％� 11.7％� 0.4％� 100％�

98Ｉ区�
壷�

甑� 器台� 鍋�
把手付� 無蓋� 有蓋�

高杯� 蓋� 杯� 杯類� 不明� 計�
（甕）� 椀� （壷）�高杯� 高杯�

接合前破片数�
345 52 15 25 1 28 83 3 2 22 54 1 5 636

54.2％� 8.2％� 2.4％� 3.9％� 0.2％� 4.4％� 13.0％� 0.5％� 0.3％� 3.5％� 8.5％� 0.1％� 0.8％� 100％�

接合後破片数�
134 9 4 4 1 5 32 3 2 10 16 1 5 226

59.3％� 4.0％� 1.8％� 1.8％� 0.4％� 2.2％� 14.2％� 1.3％� 0.9％� 4.4％� 7.1％� 0.4％� 2.2％� 100％�

口縁（脚）部� 46/12 14/12 10/12 10/12 2/12 3/12 100/12 21/12 1/12 31/12 70/12 2/12 2/12 312/12

残存率� 14.8％� 4.5％� 3.2％� 3.2％� 0.6％� 1.0％� 32.1％� 6.7％� 0.3％� 9.9％� 22.5％� 0.6％� 0.6％� 100％�

個体識別�
17 2 2 3 1 4 23 3 2 9 13 6 5 90

18.9％� 2.2％� 2.2％� 3.3％� 1.1％� 4.5％� 25.6％� 3.3％� 2.2％� 10.0％� 14.4％� 6.7％� 5.6％� 100％�

ＳＵ11 壷�
甑� 器台� 鍋�

把手付� 無蓋� 有蓋�
高杯� 蓋� 杯� 杯類� 不明� 計�

（甕）� 椀� （壷）�高杯� 高杯�

接合前破片数�
337 52 15 25 1 28 65 2 2 15 53 1 4 559

56.1％� 8.7％� 2.5％� 4.2％� 0.2％� 4.7％� 10.8％� 0.3％� 0.3％� 2.5％� 8.8％� 0.2％� 0.7％� 100％�

接合後破片数�
132 9 4 4 1 5 27 2 2 7 15 1 4 213

62.0％� 4.2％� 1.9％� 1.9％� 0.5％� 2.3％� 12.7％� 0.9％� 0.9％� 3.3％� 7.0％� 0.5％� 1.9％� 100％�

口縁（脚）部� 39/12 14/12 10/12 10/12 2/12 3/12 76/12 12/12 1/12 18/12 70/12 2/12 2/12 259/12

残存率� 15.0％� 5.4％� 3.9％� 3.9％� 0.8％� 1.2％� 29.3％� 4.6％� 0.4％� 6.9％� 27.0％� 0.8％� 0.8％� 100％�

個体識別�
15 2 2 3 1 4 21 2 2 6 12 6 4 80

18.7％� 2.5％� 2.5％� 3.8％� 1.3％� 5.0％� 26.2％� 2.5％� 2.5％� 7.5％� 15.0％� 7.5％� 5.0％� 100％�
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表3　土師器器種組成表

表4　須恵器器種組成表
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２．98Ｋ区ＮＲ07出土の木製品群について

樋上　昇

１．はじめに
第３部（p72-83）では、志賀公園遺跡出土の弥生

中期から中世にかけての木製品について、個別の説

明をしてきた。小論ではそのうちの約８割を占めて

いる98K区NR07から出土した木製品群について、

分析をおこなう。

NR07より出土した木製品は、本報告書に掲載し

たものだけで、139点におよぶ（木簡を含む）。さら

に、そのなかで出土した層位の明確なもの（出土地

点のレベルから層位を復元できるものを含む）は、

層位別に５ｃ中葉（層位名は不明）-４点、下層黒

色土層-64点、砂層-３点、黒色土層-63点、下層シ

ルト層-１点の、合計135点である。このうち、下

層黒色土層と黒色土層は、出土点数がきわめて近い

数値で、かつ器種の内容が豊富なことから、特にこ

の２層出土の木製品群を、器種組成と出土地点から

比較検討したうえで、さらに他の遺跡と比較しなが

ら志賀公園遺跡の性格についても考えてみたい。

なお、NR07下層黒色土層と黒色土層（以下、NR07

は省略する）は、共伴している須恵器から、それぞ

れ岩崎17号窯式期（I-17）と岩崎41号窯式期（I-41）

にほぼ限定できる。これらの所属時期（実年代）に

ついては、これまで猿投窯の長い研究史において、

様々な意見が出されてきたが、近年ではI-17号窯式

期が７世紀後半（畿内の編年では飛鳥Ⅳ＝天武朝

期）、I-41号窯式期が７世紀末～８世紀初頭（飛鳥

Ⅴ～平城Ⅰ＝藤原宮期）にほぼ落ち着いてきた*。小

論でもこの年代観に沿って記述をすすめる。

２．器種組成の比較検討
表１はそれぞれの層から出土した木製品を、器種

ごとに分類したものである。

この表からまずいえることは、祭祀具の出土量と

内容が大きく変化している点である。下層黒色土層

からは斎串５点と馬形・舟形・木錘形・琴柱各１点

の計９点であるのに対し、黒色土層からは斎串14

点・馬形５点・ササラ状木製品１点の計20点が出

土しており、ほぼ倍の量となっている。

このうち、馬形については、下層黒色土層出土と

される１点の、正確な出土地点の座標・レベルが不

明であり、形態的にも他の馬形と大きな差がないこ

とから、本来は黒色土層に属していた可能性も考え

られる。とすれば、斎串・舟形・木錘形・（琴柱）と

いう祭祀遺物の内容から、斎串・馬形・（ササラ状

木製品）へと変化し、かつ量的にも拡大しているこ

とがわかる。さらに、斎串の形態をみると、下層黒

色土層段階では24・28を除く３点（37・38・42）は

いずれも頭部が圭頭にならず、上半部を欠く28以

外はすべて側面に切り欠きや切り込みをもたない点

で共通している。　

一方、黒色土層から出土した斎串には圭頭のもの

（23・25～27・29～35）と方形頭（36・39・40）が

*　金田明大・池田裕英2000「宮都出土の東海産須恵器」『須恵器生産の出現から消滅』第１分冊発表要旨　東海土器研究会
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下層黒色土層�

祭
祀
具�

馬形       1

舟形       1

斎串       5

琴柱       1

木錘       1
(ミニ)

掘
削
具�

四又鍬       1 

鋤身       1

鋤柄       1

農
具�

竪杵       1

木錘       2

田下駄      8

縦斧柄      1

掛矢       1
工
具�

馬
具� 壺鐙        1

刳物容器     2

同・未成品     1

下駄      11

同・未成品    1

火鑽臼      1

建築材      3

杭         3

その他     13 

黒色土層�

馬形       5

斎串      14

ササラ      1

鎌柄       2

竪杵       1

木錘       1

田下駄      3

曲物容器     9

下駄       3

火鑽臼      3

その他     11

合計      63

木簡       6

合計      64

祭
祀
具�

農
具�

鍬柄       1

紡織具      2

紡織具      2

建築材      2

表1　NR07出土木製品一覧表 あり、さらに側面に切り欠きをもつもの（26・27）、

切り込みをもつもの（29～35）、いずれももたない

もの（23・25・36・39・40）と形態的に多様である。

大きさについては、全形がわかる資料は少ないが、

全長が60cmを超えるような大型のものと30cm以

下の小型のものの２タイプにに分けられるようであ

る。これら黒色土層出土の斎串は形態的にみて、藤

原・平城京を中心とする畿内の各遺跡から出土する

同時期の斎串と比べても遜色のないものである。同

様のことは、馬形についてもいえる。本遺跡出土の

馬形はすべて鞍の表現をもたないが、全形のわかる

14・15はいずれもきわめて端正なつくりである。黒

色土層出土の斎串・馬形はいずれも都城とその周辺

で盛んにおこなわれた大祓などの律令的祭祀に直接

的な起源をもつ祭祀具といえる。

一方、下層黒色土層出土の祭祀具には、舟形・琴

（柱）といった古墳時代以来の伝統的な祭祀具がみ

られ、斎串についても24を除けばやはり古い形態

を引き継いでいる。つまり、下層黒色土層（Ｉ-17号

窯式期）と黒色土層（Ｉ-41号窯式期）の祭祀形態と

意味合いは大きく変化しているといえよう。このこ

とは、木簡の出土層位がすべて黒色土層からであ

り、下層黒色土層からは１点も出土していないのと

無関係ではないと思われる。

次に両者の木製品群において違いがみられるの

は、掘削具・工具の有無である。下層黒色土層から

は掘削具４点と工具２点が出土しているが、黒色土

層からはいずれも出土していない。

農具に関しては、基本的な組成に変化はみられな

いが、黒色土層では田下駄が減少している。特に枠

型田下駄はすべて下層黒色土層からの出土で、黒色

土層は輪カンジキ型田下駄しかみられない。

容器類では、下層黒色土層が刳物容器のみである

のに対し、黒色土層からは曲物容器しか出土してい

ない。しかも直径が 20cm を超える大型品は１点

（85）のみで、分布の中心は16～18cmにある（図

６）。ちなみに、NR07以外の地点から出土した古代

の曲物容器の直径分布を重ね合わせると、14 ～

16cmが最も多く、次いで16～ 18cmが多い。

これら小型の曲物容器は当時「笥」と呼ばれてい

たものにあたると思われ、飯盛り用の銘々器に想定

できる*。
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図１　NR07下層黒色土層出土主要木製品（1）　１：８�
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図２　NR07下層黒色土層出土主要木製品（2）　１：８�
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図３　NR07下層黒色土層出土主要木製品（3）　１：８�
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図４　NR07黒色土層出土主要木製品（1）　１：８�
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図５　NR07黒色土層出土主要木製品（2）　１：８�

47 48 53

68

69

70

51
6362

79

80

81
83

85

84

86

106

87

111
107

82



162

0 1 2 3 4 5 6

その他�

黒色土層�

20～�

18～20

16～18

14～16

12～14

10～12

図６　志賀公園遺跡出土曲物直径分布グラフ�

（cm）�

（個数）�

下駄は下層黒色土層が12点（未成品１点を含む）

に対して黒色土層は３点と著しく減少している。型

式的には下層黒色土層ではBⅡd型式が６点、BⅢd

型式が２点、CⅢb型式が１点（他は型式不明）で、

BⅡd型式が半数を占めるのに比べて、黒色土層で

はBⅡd・BⅢd・BⅣb型式が各１点とばらつく。

３．出土地点からの検討
図７はNR07から出土した木製品を、座標がわか

るものについてのみではあるが、遺構図に位置を入

れてみたものである。上が黒色土層で下が下層黒色

土層である。器種ごとの記号は凡例のとおりで、黒

く塗りつぶしたのが祭祀具と考えられるものであ

る。川は図面上の右方向から左方向へ流れていたこ

とがわかっている。

まず黒色土層では、木簡・農具・曲物容器の出土

地点が広い範囲に分布するのに対して、祭祀具の、

特に斎串は12g・hグリッドに集中して出土してい

ることがわかる。ちなみに座標の不明な斎串は、

12e－３点、12g－２点、12h－１点で、やはり12g

グリッドを中心に分布しているようである。一方、

馬形は２点しか出土地点がわからないが、13j・kグ

リッドと比較的近い場所から出土している。しか

し、座標が不明な馬形は12c・12g・14g・14iと、斎

串に比べるとかなりばらついており、斎串と馬形で

は川へ投入する地点が異なっていた可能性がある。

次に、下層黒色土層をみてみる。ここで特徴的な

のは下駄の分布状況である。一見して12g 周辺と

13k周辺に集中していることがわかる。このうち、

100と105、101・102・104は同じBⅡd型式である。

ただし、100は大人用で105は子供用であるため、こ

の２点がセットになることはない。次の３点はいず

れも大人用で、101と 102は左足用、104は右足用

であることから、101・102のいずれかと104がワン

セットであった可能性も考えられる。

刳物容器は、76・77はきわめて近い位置から出土

している。また、斎串では24・28・37の出土地点

が近接しており、斎串42と舟形20もきわめて近い。

農具のなかでは、枠型田下駄の枠木（54・55）と、

横木（57・58）はいずれも隣り合ったグリッドから

出土していることから、本来ワンセットであった可

能性が指摘できる。その他の掘削具・農具・工具類

の分布はいずれもばらついており、出土状況にめ

だった違いはない。

４．他の遺跡との比較
古代の木製品が多く出土する遺跡は、近年全国的

に増加しつつある。しかしながら、愛知県内におい

ては未だ少なく、現状では田原町山崎遺跡（６～８

世紀）**、春日井市勝川遺跡***（８～９世紀）、瀬戸

市上品野遺跡****（８～９世紀）程度であり、岐阜県

でも可児市柿田遺跡*****（７～８世紀代）を挙げ得

るにすぎない。

このうち上品野遺跡では、自然流路から鞍の表現

をもつ馬形が２点と圭頭で切り込み（欠き）をもた

ない斎串が１点出土しているが、祭祀具以外の木製

品はきわめて少なく、器種組成の比較を試みるには

適当とはいえない。また、柿田遺跡からは馬形・人

形・武器形・舟形・斎串などが出土しており、きわ

めて良好な資料であるが、未報告のため、本報告書

での分析からは除外する。そのため、ここでは山崎

遺跡・勝川遺跡と器種組成の比較を試みたい。

*　『万葉集』に載る有名な有間皇子の歌「家にあれば　笥に盛る飯を　草枕　旅にしあれば　椎の葉に盛る」にでてくる笥がこのような小型の曲物容器と考えられる。

**　田原町教育委員会1993『山崎遺跡』

***　（財）愛知県埋蔵文化財センター1992『勝川遺跡Ⅳ』

****　瀬戸市教育委員会1990『上品野遺跡』

*****　平成12年度に（財）岐阜県文化財保護センターで発掘調査された際に出土。同センターの近藤大典氏のご厚意により、実見させていただいた。
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図８は、志賀公園遺跡・山崎遺跡・勝川遺跡から

出土した木製品を、細分し得る範囲で時期ごとにま

とめてグラフ化したものである。なお、火鑽臼・建

築材・杭・用途不明品ははぶいている。

まず山崎遺跡では、６～７世紀代の木製品がほと

んどで、７世紀後半から８世紀前半にかけてのもの

はきわめて少ない。このなかで目につくのは６～７

世紀代の農具の多さで、枠型田下駄・竪杵・横槌・

木錘・編み台が出土している。次いで祭祀具・掘削

具が多い。祭祀具には武器形・舟形・斎串があり、

掘削具はナスビ形曲柄鍬・組合せ鋤・えぶりがみら

れる。容器類は刳物容器と曲物容器で構成される。

下駄も７点出土している。曲物容器・武具（弓）の

有無を除けば、その内容・組成比ともに志賀公園遺

跡の下層黒色土層に近似しているといえよう。

次いで、勝川遺跡出土の木製品について検討して

みる。勝川遺跡はⅢ-１期とした折戸10号窯式期（８

世紀末～９世紀初頭）と、Ⅲ-２期とした黒笹90～

東山72号窯式期（９世紀後半～10世紀）の２時期

に分けられる。前者の時期には祭祀具（人形・舟

形）、農具（馬鍬）、紡織具、曲物容器があり、後者

の時期には木簡、祭祀具（人形）、曲物容器に器種

が減少する。両方の時期を合わせてみた場合、下駄

の有無を除けば、志賀公園遺跡黒色土層の組成に近

い内容となる。

特に祭祀具に注目すれば、志賀公園遺跡下層黒色

土層と山崎遺跡には、黒色土層からの混入の可能性

をもつ馬形１点を除けば、武器形・舟形・木錘形・

斎串・琴柱といった、古墳時代からの系譜をひく形

代類が多いのに対して、志賀公園遺跡黒色土層・勝

川遺跡からは馬形・人形といった律令的祭祀に用い

られる祭祀具が主体となっている。すなわち、７世

紀後半（天武朝）までと７世紀末（藤原宮期）以降

では、祭祀具の組成が大きく変化していることが読

み取れる。

近年、人形・馬形など律令的祭祀関連の祭祀具が

全国各地から大量に出土するようになってきた。そ

れにともない、これらの祭祀具の出現年代も徐々に

引き上げられて、６世紀後半代とする報告例もみら

れ*、律令的祭祀成立以前からの民間祭祀に用いら

れたとする説もだされている**。これに対し、金子

裕之は遡っても７世紀中葉（孝徳朝）～後半（天智

朝）であろうとしている***。小論で分析した愛知県

内の事例では、金子説により近い結論を導きだした

といえる。

勝川遺跡からは白米の荷札木簡が出土している。

段丘上には藤原宮の同笵瓦をもつ勝川廃寺があり、

美濃に抜ける交通の要衝****として、古墳時代以来、

近世にいたるまで春部郡の中心であった、この勝川

遺跡周辺こそ春部郡衙の所在地であろうと筆者は考

えている。そして、勝川遺跡から出土した人形は勝

川廃寺との関連性よりも、春部郡衙で執りおこなわ

れた祓などの儀式で使用された可能性が高い。

志賀公園遺跡の黒色土層からも木簡が６点出土し

ており、その内容から官衙的な性格が読み取れる。

本遺跡はおそらく山田郡衙そのものか、それを構成

するいわゆる郡衙関連遺跡である可能性がきわめて

高い。５世紀中葉には県内でも最古級の初期須恵器

が出土した古墳群が展開するが、その後は明確な遺

構がみられなくなる。７世紀後半の下層黒色土層か

らは壷鐙が出土していることから、この段階にはす

でに一般的な村落ではなく、在地豪族層ないしはそ

れに準ずるクラスの集落であったと考えられる。こ

のことは、119・121・123のような掘立柱建物の建

築材が出土していることからもいえる。しかし、こ

の時点では官衙的様相はみられない。やはり、律令

的祭祀関連の遺物群が出土する黒色土層の時期（７

世紀末～８世紀初頭）をもって、はじめて郡衙の成

立時期とみることができよう。先にも触れた小型の

曲物容器がこの段階から出土するようになるのは、

この「笥」がおそらく郡衙に出仕する人達の食膳具

として用いられたためであろう。勝川遺跡から出土

している曲物容器も志賀公園遺跡と同様に、16～

20cmの直径のものしかみられない。筆者は、勝川

*　（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所1989『大谷川Ⅳ（遺物・考察編）』

**　泉　武1989「律令祭祀論の一視点」『道教と東アジア』人文書院

　　宮島義和1999「木製祭祀具の変遷」『更埴条里遺跡・屋代遺跡群-古代１編 -』（財）長野県埋蔵文化財センターほか

***　金子裕之2000「考古学からみた律令的祭祀の成立」『考古学研究』47-2

****　春日井市教育委員会1998『古代を歩く　旅と道』第６回春日井シンポジウム資料
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*　坪井知江子・樋上　昇1992「墨書土器・祭祀具について」『勝川遺跡Ⅳ』（財）愛知県埋蔵文化財センター

**　山近久美子1998「道とまつり」金子裕之編『日本の信仰遺跡』雄山閣出版

遺跡の報告書作成の時点では、これら小型の曲物容

器を人形や吉祥句を書いた墨書土器とともに祓に用

いたと解釈した*が、あるいは、春部郡衙での官人

層の食膳具であったのかもしれない。

愛知県内で馬形が出土しているもう一つの遺跡で

ある上品野遺跡の性格についても一応の考えを示し

ておくこととしたい。地方でおこなわれた律令的祭

祀には、祓のほかに「道饗祭」が知られている。こ

れは他地域から疫神が入り込まないために道で迎え

て饗応するというもので、いわゆる境界祭祀にあた

る**。また、境界祭祀には道行きの安全を祈る儀礼

も存在した。いずれにせよ、上品野遺跡が瀬戸市山

間部の小盆地に所在し、他の遺物からは官衙的な性

格が認められないことや、岐阜県多治見市との県境

に程近いことを考慮に入れると、尾張と美濃の境で

おこなわれた境界祭祀の遺跡であった可能性が高

い。

５．まとめ
以上、志賀公園遺跡NR07の木製品を中心に、愛

知県内から出土した古代の木製品群の性格について

の分析をおこなってきた。最後に、簡単にまとめを

しておきたい。

まず、下層黒色土層と黒色土層では、祭祀具の出

土量とその組成が大きく異なっている。下層黒色土

層は斎串・舟形・木錘形といった古墳時代以来の伝

統的な祭祀具で構成され、かつ量的にも少ないが、

黒色土層では斎串・馬形に器種がしぼられる一方、

出土量は下層黒色土層の倍以上となる。その形態も

当時都で用いられたものとほぼ同じであり、出土地

点も集中している。これら黒色土層から出土した祭

祀具の性格は、前段階における集落内での祭祀とは

異なり、都城を中心として国家的なひろがりをもつ

律令的祭祀へと変化している。木簡も同じく黒色土

層から出土しているのみである。下層黒色土層から

出土する須恵器はＩ -17号窯式期で７世紀後半に、

黒色土層の須恵器はＩ-41号窯式期で７世紀末～８

世紀初頭に位置づけられる。このことから、志賀公

園遺跡は７世紀末以降、急速に官衙的な性格を備え

たことがわかる。現時点では断定できないが、山田

郡衙かそれを構成する郡衙関連遺跡である可能性が

高い。同じく黒色土層から出土した小型の曲物容器

は、ここに出仕していた官人達の食膳具であろう。

今後、この周辺から政庁や正倉といった郡衙本体を

示すような遺構が確認されることを期待したい。

現在、愛知県内では本遺跡以外に、春日井市勝川

遺跡から人形・舟形（８～10世紀）が、瀬戸市上

品野遺跡から斎串・馬形（８～９世紀）が出土して

いる。勝川遺跡は春部郡衙に関連する律令的祭祀の

場であったと思われ、上品野遺跡は尾張と美濃の境

界祭祀の場と推定できる。いずれも本遺跡とは時期

が異なるが、おそらくは尾張国府を中心として同心

円状に展開し、幾度となくおこなわれたであろう、

祓などの儀式に用いられたものと考えられる。

一方、下層黒色土層からは、祭祀具のほかにも掘

削具・農具・工具・刳物容器など多様な木製品が出

土している。これらはいずれもこの遺跡で営まれた

であろう、きわめて日常的な生活具である。しか

し、１点ではあるが、壺鐙が出土していることは、

この遺跡に乗馬の習慣をもつ人物が居住していたこ

とを示す。また、大型の建築材や多量の下駄も出土

していることから、７世紀後半段階にはすでに、一

般的な農村ではなく、在地豪族層かそれに準ずるク

ラスの集落であったと考えられる。
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３．志賀公園遺跡出土の古代文字資料について

古尾谷知浩※・永井宏幸※※

※ 名古屋大学文学部

※※ 愛知県埋蔵文化財センター

はじめに
志賀公園遺跡は、名古屋市北区中丸町から平手町

にかけて所在する。位置としては、名古屋市の東北

部から南東部にむけて流れる庄内川とこの支流であ

る矢田川の合流地点から南へ約２㎞にある。した

がって、立地としては、矢田川の左岸に形成された

沖積地、標高は現況で５ｍ前後となる。

木簡の出土した流路98K区 NR07は、出土した遺

物から、古墳時代後期（粗粒砂層）、古代下層（下

層黒色土）、古代上層（黒色土層）の３層から比較

的安定した遺物群を得ることができた。このうち、

木簡の出土した層位は古代上層である。

今回の調査では、木簡以外に墨書土器を多数出土

した。残念ながら、木簡の出土したNR07からは１

点出土したのみで、文字資料としては決して豊富で

はない。しかし、墨書土器はNR07以外の自然流路

（SD98･NR05など）から多く出土しており、古代文

字資料が充実している。

志賀公園遺跡の古代を概観すると、遺構として

は、自然流路が中心であり、この間に形成された自

然堤防上にわずかながら遺構群が確認されているの

みである。遺構が比較的良好に確認されたのは、

NR07の右岸にあたる96D区と97E区がある。

96D区は、古代の遺構面が２面（上面：Ａ層・下

面：Ｂ層）確認された。NR07と比較して遺物量が

乏しく、相対的な年代が不安定なものの、概ねＡ層

がNR07古代上層、Ｂ層がNR07古代下層に相当す

る。

96E区は、竪穴住居と掘立柱建物が検出された。

このうち、掘立柱建物に推定４×９間以上（10×15

ｍ以上）の大型建物が注目できる。しかしながら、

遺構群として性格を明らかにできる資料に乏しく、

実態は不明である。

このように、古代の遺構としては実態が不明瞭で

はあるものの、NR07から出土した遺物群は豊富な

資料群を備えており、古代志賀公園遺跡の性格を導

き出してくれる。

NR07古代上層と古代下層の遺物群は組成が異な

る。これは、最も資料として豊富な須恵器群と木製

品群について明確な差異が認められる。

須恵器群は、上層では有台杯（杯Ｂ）が出土する

が下層では出土しない。木製品群のうち祭祀具は、

上層が斎串と馬形の形代に限られて出土するのに対

して、下層は古墳時代以来伝統的な斎串・舟形・木

錘形が出土する。この事象を素直に捉えると、上層

は律令的、下層は古墳時代的、２者から明確な相違

点が指摘できる。

他の流路については、97F区では４回の流路の変

更が確認でき、97G区では３回の流路の変更が確認

できた。このうち、97F区SD98B･Cから比較的ま

とまった土器群の中から、墨書土器が20点近く出

土した。
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以上のように、古代の遺物群のうち、流路に伴う

資料が中心となることは明らかである。特に注目さ

れる遺物群は、NR07出土資料であり、須恵器群と

木製品群、さらには木簡資料との比較検討が古代志

賀公園遺跡を解明する糸口になると考えられる。

木簡については、釈文を含めて専門的な検討が必

要であった。そこで、何人かの研究者を招聘し、検

討会を行う必要があると、福岡猛志埋蔵文化財専門

員から要請を受けた。

以下に、木簡資料の検討会について、経緯などを

記す。その上で、木簡資料の釈文など検討成果を検

討会のメンバーである古尾谷知浩氏（名古屋大学）

の報告を掲載する。さらに、墨書土器の資料も合わ

せて報告し、古代文字資料と志賀公園遺跡の評価を

試みる。

１．木簡検討会について
（１）発掘調査日誌抄

1999年１月

98K区の調査を進める中、古代の自然流路を確認

した。ここから出土した木製品のうち文字が記され

ている板状木製品が何点か確認された。調査担当者

（小川芳範・魚住秀史）は木簡の可能性を指摘した。

1999年２月

２日 愛知県史編纂室古代史部会（福岡猛志部会

長ほか６名）の遺跡訪問。木簡資料についてご教示

受ける。文字のある資料は６点と判明。肉眼観察で

は判読が難しく、赤外線カメラの撮影の必要性と木

簡検討会を行う必要性を指摘される。

26日 楢崎彰一埋蔵文化財事業運営協議会委員の

現地指導を受ける。

1999年３月

木簡の赤外線撮影と釈文について、奈良文化財研

究所へ訪問（鷲野調査課長・小川芳範）。古尾谷知

浩氏（研究所所員・当時）に教示を受ける。

（２）木簡検討会日誌抄

1999年９月

福岡氏に木簡検討会開催について依頼する。検討

会メンバーの選出をお願いする。

1999年９月～11月

この間に、NR07出土須恵器について当センター

内の検討会を３回開く。古代上層と下層の組成に相

違点があることを指摘。年代観について、下層は東

山50～岩崎17号窯式期（７世紀後半）、上層は岩

崎41号窯式期（７世紀末から８世紀初頭）と考え

た。

1999年 11月 第１回木簡検討会

福岡猛志・和田萃（京都教育大）・玉井力（愛知

大学）・古尾谷知浩（名古屋大学）・和氣清章（三重

県嬉野町教委） 順不同・敬称略

永井宏幸・樋上昇・池本正明（当センター職員）

志賀公園遺跡の概要説明と木簡の赤外線カメラお

よび肉眼観察。木簡に関する報告文は古尾谷氏にお

願いする。以下、５回にいたる検討を重ねる。この

期間に墨書土器の検討もお願いした。

9月25日第２回木簡検討会／福岡・清田善樹（岐

阜聖徳学園短期大学）

9月29日第３回木簡検討会／古尾谷・清田

10月 25日第４回木簡検討会／和田・福岡

12月 5日第５回木簡検討会／古尾谷・清田

2000年 12月 20日

奈良文化財研究所にて最終的な赤外線カメラおよ

び写真撮影を行う。古尾谷氏と渡辺晃宏氏（研究所

所員）による釈文の最終調整。（都築調査課長・永

井が同行）

５回におよぶ検討会の期間中に、古尾谷氏が起稿

し、検討会のメンバーと協議していただいた。その

後、2001年３月、古尾谷（1日）・福岡（5日）・和

田（13日）の３氏に志賀公園遺跡の現地視察を兼ね

て最終的な意見をいただいた。

２．志賀公園遺跡出土木簡について
いずれの木簡も文意が取れず、表裏は便宜的に判

読可能文字が残る方、または多い方を表とした。木

簡の上下左右は表の文字を基準とする。釈文表記

法、型式番号は『木簡研究』の凡例に従った。

（一）は下端が折損し、上端及び左右辺は、左辺の

上部を除いて原形をとどめる。上端部の方が厚く、

下端にいくに従って薄く削っている。墨痕は一・

二・四文字目の一部しか残存しておらず、埋没過程

で他の部分の墨痕は消失し、表面の凹凸および墨痕

部分が白く抜けていることにより文字として認識で

きる。内容は、人名と思われる記載が並び、歴名に



169

関連した木簡の可能性がある。「麻呂」は、他の文

字との位置関係および大きさから判断して、一文字

分の大きさで書かれている。「秦人」の人名は名古

屋市小幡廃寺出土の刻書瓦に類例がある。

（二）は形代の可能性がある。上端左右にエグリに

よると思われる切り込みがあり、表面は丁寧に調整

してあるが、裏面は割ったままで未調整である。上

下端は欠損する。左右辺はケズリによる原形をとど

めているが、ひだ裏面の整形から、馬形または刀形

の可能性がある。墨痕は上端のエグリの直下にかす

かに残るのみである。判読できない程度しか残って

いないので、文字であるか否かは不明である。

（三）は上端と右辺の大部分が原形をとどめ、左辺

と下端が欠損している。上端は表裏から刃物を入れ

て折り取っている。表面一・二文字目は鋭い刃物状

のもので文字を刻んでいる。刻書と上端整形の先後

関係についてみると、刻書後に折り取られたものと

判読される。内容は、一文字目が「六」だとすると、

稲の量を記しているとみられる。「奈女□首」は人

名の可能性がある。

（四）は上端、左辺が原形をとどめ、下端が欠損し

ている。上端は表裏から刃物を入れて折り取ってい

るが、表は一度刃物を入れてから、位置を変えて再

び入れ直した痕跡がある。内容は不明であるが、稲

の量を記している。二行目の一文字目は「依」の可

能性があるが、現状で縦画が一本不足し、やや不

審。四文字目が「里」で、地名を示すとすると、和

銅六年（713）以前の木簡である可能性がある。な

お、三・四号は近接して出土し、似た材を用いてい

る。

（五）は下端、左辺、右辺下半が原形をとどめ、上

端は文字を書いた後、二次的に表から刃物を入れて

切断している。墨痕は二行残るが、内容は不明。

（六）は六断片に分離し、上半四片と下半二片は接

合するが、上半と下半は直接にはつながらない。上

半の右辺は原形をとどめ、上端は文字を書いた後、

二次的に表裏から刃物を入れて切断している。な

お、上半部と下半部の上下の判断は、この二次的切

断の上には断片はないであろうとの推測によるもの

であり、下半部としたものが二次的切断によるもう

一方の断片に属するものだとすると、逆の可能性も

ある。文字は上半部では左側一部を欠損するほかは

ほぼ一行全体が残り、下半部では右側半分を欠損す

る。三文字目は「秦」または「奈」、五文字目はリッ

トウが残り、「別」または「利」の可能性がある。下

半部には「年」の文字がみえるが、その上下は数字

ではない。

以上六点の木簡の内容を通覧すると、人名と思わ

れる記載のあるものに一・三号の二点があり、稲束

に関する記載のあるものに三・四号の二点、地名の

記載の可能性のあるものに四号の一点がある。な

お、二号は形代の可能性が高い。内容の推測できる

木簡から考えると、人員、稲束の管理に関わって作

成された木簡群である可能性があり、作成主体とし

ては官衙が一つの候補として挙げられる。

（古尾谷知浩）

３．墨書土器について
図示した資料は比較的墨付きが明瞭なものに限っ

た。出土遺構の傾向は、自然流路からのみで、竪穴

住居など居住施設に関わる遺構からの出土は見られ

ない。そのなかでも97F区SD98からの出土が圧倒

的に多い。器種の内訳は、須恵器蓋が２点、有台杯

（杯Ｂ）が２点、無台杯（杯Ａ）が５点、無台椀（椀

Ａ）が４点、灰釉陶器椀が５点、灰釉陶器皿が１点

である。文字数は、一文字のみが11点、二文字あ

るいは新旧重複するものは８点ある。

文字のなかで場所や人名を表すものはなく、文字

資料の性格を特定できるものはなかった。ただし、

いくつか特徴的な文字資料があった。

1509と1510は同一文字・筆跡の可能性が高い。両

者ともに規格が同一で、セットで使用された可能性

がある。1510は底部外面に「復家」と墨書がある。

1509の蓋外面にある二文字の墨書は、一文字目の

「復」は間違いないが、二文字目は「家」の可能性

がある。1512は木簡の出土したNR07古代上層資料

である。底部外面中央に判読不明な文字と底部端に

二文字「□足」がある。1519は二度の重複がみられ

る。先に「 」、その後「山田」がある。「山田」は

志賀公園遺跡の所在する古代の郡名「山田郡」の可

能性もある。

墨書土器の年代観は、須恵器の大部分が折戸10

号窯式、灰釉陶器が黒笹90号窯式から折戸53号窯

式に比定できる。したがって、1512を除き、おおよ
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そ８世紀後半から９世紀前半におさまる。

おわりに
志賀公園遺跡出土の文字資料を中心に報告した。

ここで、改めて古代志賀公園遺跡の評価を加えて、

まとめとしたい。

木簡の出土したNR07については、古代上層およ

び古代下層から出土した木製品群に祭祀具が多数出

土したことから、祭祀にまつわる廃棄行為が行われ

た可能性を指摘したい。その具体的内容について

は、付論２の樋上論文に詳しいが、古代下層から上

層への遺物群の変化は、律令制の導入が指摘でき

る。併せて、木簡の記載内容からも官衙あるいはこ

れに準ずる施設が今回の調査地周辺に想定できる。

古代尾張国における官衙相当施設は明らかになっ

ていない。一方、志賀公園遺跡の資料内容を考える

と、官衙的施設を備えた遺跡が想定できる。古代志

賀公園遺跡は、庄内川と矢田川の合流地点にほど近

い場所に位置し、官衙的施設を備えた河川交通の要

所として考えたい。

最後になりましたが、現地指導ならびに木簡検討

会に参加いただいた諸先生方に記して感謝いたしま

す。本稿は、２を古尾谷知浩氏にお願いし、その他

を永井宏幸が執筆した。

1509 1510

1512

1519

1522

1523

写真１　古代墨書土器写真
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写真２　木簡赤外線写真　縮尺不同

（一）（三）（四） （六）

（五）
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（一）� （二）� （三）�

（四）� （五）� （六）�

図１　木簡実測図（１：４）
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図２　墨書土器実測図（１：４）

1508

1509

1510

1511

1512

1513

1514

1515

1516

1517

1518

1519

1520

1521

1522

1523

1524

1525

1526



174

（
一
）

（
二
）

（
三
）

「
□
麿
　
□
□
□
□
□
□
秦
人

〔
人
ヵ
〕

＜
□
□
□

（
刻
書
）

　
・「『
六
束
』

奈
女
□
首
□
□

　
・「
□
□
□
□
□

（
四
）

「
五
束
〔
依

里
ヵ
〕

□
□
□
□
□

（
五
）

□
□
　
□
□

上
□
□
﹇
　
﹈
□
□
」

〔
為
ヵ
〕

（
六
）

□
□
□
刀
□
□
□
□
弥
斗
…
□
年
□
□
□
□
□
□
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4．志賀公園遺跡から出土したカメ

矢部　隆※・永井宏幸※※・堀木真美子※※

※ 愛知学泉大学コミュニティ政策学部

※※ 愛知県埋蔵文化財センター

はじめに
志賀公園遺跡は、名古屋市北区中丸町から平手町

にかけて所在する。位置としては、名古屋市の東北

部から南東部にむけて流れる庄内川とこの支流であ

る矢田川の合流地点から南へ約２㎞にある。した

がって、立地としては、矢田川の左岸に形成された

沖積地、標高は現況で５ｍ前後となる。

98K 区 SE05 から約 50 個体のカメが出土した。

SE05は中世後期（15世紀後半）の木組井戸で、廃

棄の時点に、添板や曲物を抜き取っている。この井

側を撤去したのち、井戸が埋没する初期段階にカメ

が何らかの要因で入り込み、遺存していたと考えら

れる。

１．井戸について
SE05は98K区の中世後期を中心とする遺構群か

ら確認された。周辺の遺構としては、素掘りの井戸

が１基（SK447）、土坑・溝などが多数確認されて

いるが、居住域と認定する要因、すなわち、区画溝

や建物跡などは確認できない。したがって、居住域

の外れ、あるいは生産域が想定できる。

SE05は木組井戸である。井筒部分の下位に常滑

産の甕を備え、曲物は廃棄後抜き取られ確認できな

かった。また、約70㎝四方に組まれた横棧と隅柱

が確認されたことから、木組の構造を持つ井戸であ

ると判断した。ただし、縦板あるいは横板は残存せ

ず、曲物同様に廃棄後抜き取られたと考えられる。

井戸の掘り方は2.5× 3.5ｍの長楕円形、断面は

片側がほぼ垂直に立ち上がり、もう一方が緩やかに

立ち上がる逆台形となる。深さは検出面から約2ｍ

を測り、井戸の基底部付近は細粒砂層で、水が湧き

出る。

井戸は廃棄された後、断面観察によると再掘削さ

れている。図示した断面図の土層番号2～4･7～9

は再掘削後の埋土である。カメは土層番号8の層位

で確認され、井戸が再掘削された後の埋土中で出土

したことがわかる。

出土遺物は井筒に使用された甕（常滑10型式）を

除き、再掘削後の埋土から出土している。土器は古

瀬戸後期Ⅲの灰釉折縁小皿と灰釉平椀、古瀬戸後期

Ⅳ古の灰釉直縁大皿、常滑11型式の甕が出土して

いる。

これら土器類の所属時期から15世紀後半に使用

され、16世紀初頭には廃棄されたことがわかる。

このほか、自然遺物としては、カメに付着してい

た土から、種子類、昆虫などがある。昆虫はカメが

捕食したものとカメの遺骸を食したものとがある。

種子類はヒエ・クワなど多数確認されている。これ

らの自然遺物から周辺の環境は畑地であった可能性

が指摘できる。

以上、SE05は周辺の遺構あるいは自然遺物から

畑地のなかにある野井戸と考えられる。
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6.｠｠7.5Y3/1｠細粒砂混粘質斑土�
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22.｠｠5Y3/2｠シルト質細粒砂�
23.    2.5Y3/1｠腐植質粘質シルト�
24.｠｠5Y3/2｠粘質シルト混細粒砂�
�

（Ｓ=1/50）�

（Ｓ=1/50）�

図１　SE05平面図および断面図
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２．骨格の分析の結果
本遺跡のカメの遺体は水を大量に含む泥の中で見

つかったが、骨格を洗浄して乾燥させたところ、反

り返ったり、もろくなって砕けてしまったものが多

かった。今後、水に浸かった状態で出土した生物の

遺体を保存する方法を確立する必要がある。出土し

た骨格の分析および出土状態の記録から、少なくと

も 50 個体分のカメを確認することができた（表

１）。

本遺跡の場所と時代では、淡水棲カメ類としては

ニホンイシガメMauremys  japonica、クサガメChinemys

reevesii、およびスッポンPelodiscus sinensisが出土する

可能性があるが、出土した50個体のうち42個体が

ニホンイシガメと同定でき、クサガメやスッポンと

見なせる骨格はなかった（表１）。

出土したカメの甲羅は背甲と腹甲がまとまってい

る場合が多く、頭骨や四肢の骨も個体ごとに甲羅の

近辺、あるいは内部にあることが多かった。また、

刃物などによる損傷を負った骨も見当たらなかっ

た。井戸が集落の外の農地と考えられる場所にあっ

たことを考え合わせると、出土したカメは自らこの

井戸に落ち込んだ可能性が高く、人為的に投入され

たものではないと考えられる。これは、人の手に

よってカメが井戸に入れられたと考えられる愛知県

清洲町の清洲城下町遺跡（矢部，1992）や同県春日

井市の神領遺跡（山崎，2001）の場合とは異なって

いる。

今回出土したカメの遺体で特記すべきことは、卵

が多数見つかったことである。管見によれば、この

ような事例はこれまでに報告されていない。今回の

発掘では少なくとも20クラッチ※が確認でき、ニホ

ンイシガメのものと見なせるのが17クラッチ、ニ

ホンイシガメか否か不明のものが1クラッチ（表１

の「クラッチＡ」）認められ、産んだ種が不明のク

ラッチが2例（表１の個体番号43、44）あった。ニ

ホンイシガメの産卵期はおおむね６月から７月にか

けてであるので、これらのカメが死亡したのもこの

時期であろう。

ニホンイシガメについて、甲長が分かっている標

本と出土した遺体とで骨格の同じ部分の長さの比率

を調べ、各遺体の最小直甲長を推定した（表１）。骨

格の保存状態が良好ではなく、推定値のばらつきが

大きいのでラフな分析にとどめている。出土したイ

シガメにおいては、42個体中34個体（81%）の甲

長が150mm以上であると推定できた。また4個体

（10%）は甲長100mm以下と考えられ、肋骨板や腹

甲の骨板が未発達の若い個体と見なせた。残りの4

個体は骨格の保存状態が極めて悪く、甲長が推定で

きなかった。ニホンイシガメの体の大きさの性差は

非常に大きく、メスは甲長200mmくらいにまで成

長するが、オスの甲長が140mmを超えることはほ

とんどない（Yabe, 1989）。したがってこれら34個

体はメスであると考えられる。このように性比がメ

スに偏っている状況は清洲城下町遺跡や愛知県西尾

市の清水遺跡（矢部・堀木，1994）と共通している。

その原因はまだよく分からないが、産卵場所を探す

ためにメスの活動性が高くなることが関係している

のかも知れない。

愛知県ではこれまで9カ所の遺跡からカメの出土

が報告されており（まとめとして矢部・堀木，1994；

山崎，2001）、全国的に見ても出土例が多い。出土

する種はニホンイシガメが多く、9遺跡中7遺跡か

ら報告されている。本遺跡を含め、出土するのはニ

ホンイシガメでも現在ではむしろクサガメが多く生

息している場所もあり、今後カメを含めた生物相の

変化を確かめ、古環境を復元する必要がある。ま

た、愛知県の9遺跡中3遺跡ではカメが井戸から発

見されており、カメは単に食用とされてきたのでは

ない可能性が高く、過去におけるカメと人間生活と

の関わりも検討されなければならない。

※１回に出産される卵あるいは子の数。
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個体�
番号� 種� 確認蔵�

卵数� 推定甲長� 備考� 試料�
番号�

個体�
番号� 種� 確認蔵�

卵数� 推定甲長� 備考� 試料�
番号�

1 ニホンイシガメ� 8 150mm-180mm 21 26 ニホンイシガメ� 0 約180mm 29

2 ニホンイシガメ� 7 約180mm 31 27 ニホンイシガメ� 0 約180mm 33

3 ニホンイシガメ� 7 180mm以上� 13 28 ニホンイシガメ� 0 約180mm 36

4 ニホンイシガメ� 7 180mm以上� 27 29 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 3

5 ニホンイシガメ� 6 150mm-180mm 2 30 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 18

6 ニホンイシガメ� 6 150mm-180mm 28 31 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 18

7 ニホンイシガメ� 5 180mm以上� 5 32 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 30

8 ニホンイシガメ� 5 150mm以上� 19 33 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 35

9 ニホンイシガメ� 5 150mm-180mm 11 34 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 37

10 ニホンイシガメ� 5 150mm-180mm 25 35 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 37

11 ニホンイシガメ� 4 180mm以上� 1 36 ニホンイシガメ� 0 150mm-180mm 41

12 ニホンイシガメ� 4 150mm-180mm 14 37 ニホンイシガメ� 0 約85mm 肋骨板が未発達� 22

13 ニホンイシガメ� 2 150mm-180mm 4 38 ニホンイシガメ� 0 約85mm 腹甲の骨板が未発達� 33

14 ニホンイシガメ� 1 150mm-180mm 22 39 ニホンイシガメ� 0 約80mm 肋骨板が未発達� 35

15 ニホンイシガメ� 10 150mm以上� 他個体の卵を含む可能性あり� 32 40 ニホンイシガメ� 0 約60mm 肋骨板が未発達� 28

16 ニホンイシガメ� 9 150mm以上� 他個体の卵を含む可能性あり� 6 41 ニホンイシガメ� 0 不明� 26

17 ニホンイシガメ� ? 180mm以上� クラッチA 10 42 ニホンイシガメ� 0 不明� 26

18 ニホンイシガメ� ? 150mm以上� クラッチB 34 43 不明� 7 不明� 16

19 ニホンイシガメ� ? 不明� クラッチB 34 44 不明� 6 不明� 17

20 ニホンイシガメ� ? 不明� クラッチB 34 45 不明� ? 不明� クラッチA 10

21 ニホンイシガメ� 0 180mm以上� 12 46 不明� ? 不明� クラッチA 10

22 ニホンイシガメ� 0 180mm以上� 20 47 不明� ? 不明� クラッチA 10

23 ニホンイシガメ� 0 180mm以上� 23 48 不明� 0 不明� 8

24 ニホンイシガメ� 0 180mm以上� 41 49 不明� 0 不明� 24

25 ニホンイシガメ� 0 約180mm 20 50 不明� 0 不明� 37

表１　志賀公園遺跡から出土したカメの遺体一覧表

「？」は、遺体の近辺に卵があったが、その個体の卵であるかどうか明らかでない場合。

「クラッチA」「クラッチB」はそれぞれ１つのクラッチ。

おわりに
今回確認されたSE05は、非常に多くの情報量を

抱えている。以下に、今後の課題を列挙して、いず

れ稿を改めたいと思う。

（１）井戸の性格について

本報告では周辺の遺構と出土遺物から野井戸の可

能性を指摘した。中世後期段階の志賀公園遺跡の中

心は、南接する志賀公園内にある。したがって、今

後の調査によっては屋敷内にある屋敷畑、あるいは

居館の北側に広がる広大な農地の一部といった位置

づけが可能となろう。

（２）カメについて

井戸から出土したカメは50体以上に及ぶ。同定

可能な個体はすべてニホンイシガメであった。その

中には卵をもつカメが半数近く確認できた。現生の

ニホンイシガメの産卵時期が６月から７月の時期で

あることを参考にすると、井戸の廃棄時期を特定す

ることも可能であろう。また、なぜ廃棄された井戸

の中にカメが相当数入り込んだのか、カメの生態に

ついても検討課題であろう。

（３）カメ以外の自然遺物

カメに付着した土から昆虫・種子など周辺が畑地

であったことを示唆する自然遺物が多数出土した。

これらの自然遺物とカメの関係についても今後明ら

かにしていく必要があろう。

本稿の執筆は、２を矢部が、それ以外を永井が担

当した。カメのＸ線写真およびカメの骨格整理につ

いては洗浄段階から矢部の指示により堀木がおこ

なった。
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98KSE05井戸下部施設 カメ出土状態

洗浄前の卵（試料23） 個体番号25の卵

背甲（個体番号6）外側より
背甲（個体番号6）内側より

写真１　SE05出土カメ（１）
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背甲外側より
（左：個体番号41,右上：個体番号40,右下：個体番号31）

背甲内側より
（左：個体番号41,右上：個体番号40,右下：個体番号31）

写真２　SE05出土カメ（２）

頭部上面より 頭部下面より

下顎上面より 下顎下面より
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甲羅外側より個体番号１ 甲羅内側より個体番号１

甲羅外側より個体番号25 甲羅内側より個体番号25

甲羅内側より個体番号10甲羅外側より個体番号10

写真３　SE05出土カメ（３）
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Ｘ
線
写
真
個
体
番
号
23

Ｘ
線
写
真
個
体
番
号
10

写真４　SE05出土カメ（４）
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主要遺構詳細図
図版38～ 94
各図版に縮尺を明記

遺物図版
図版95～ 238

１：４を基本とし、縮尺が異なる場合はその都度明記した。
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1.｠｠基盤層：10YR4/1｠粘土�
2.｠｠弥生時代包含層：5Y3/1｠粘土�
3.｠｠古墳時代基盤層：5Y4/1｠粘質シルト�
4.｠｠古墳墳丘部層（盛土？または包含層）�
：5Y2/2｠腐植質粘質シルト�
5.｠｠古墳時代の基盤と弥生包含層の間層：2.5Y4/1｠シルト�

6.｠｠SD131埋土（周濠）：2.5Y4/1｠腐植質粘質シルト�
7.｠｠SD130埋土（周濠を切っている溝）：2.5Y3/2｠腐植質粘質シルト�
8.｠｠弥生包含層を削平している斑土層または弥生の遺構�
：5Y3/2｠粘質シルトに2.5Y4/2｠シルト混じる�
9.｠｠周堤部盛土（または埋土）：2.5Y4/1｠粘質シルト�
10.｠｠周濠埋土下層部：7.5Y4/1｠腐植質粘質シルト�

北西� 南東�

23.｠｠炭化物層：2.5Y3/1｠シルト�
（土器,炭化物多く含む）�
27.｠｠弥生包含層：5Y2/2｠粘土�
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28.｠｠堤状の斑土：5Y5/1｠粘土�
29.｠｠2.5Y3/1｠粘質シルト（土器,炭化物含む）�
30.｠｠2.5Y4/1｠粘質シルト（築造時の整地層？）�

北西� 南東�

1.｠｠弥生時代包含層（5Y3/1｠粘土）および基盤層（10Y4/1粘土）�
2.｠｠間層（弥生と古墳時代の）：5Y4/1｠シルト質粘土�
3.｠｠古墳時代基盤層：10YR4/1｠粘質シルト～2.5Y4/2｠粘質シルト�
4.｠｠周濠下層埋土｠2.5Y4/1｠粘質シルト（一部炭化物混）�
5.｠｠周濠中層埋土｠10YR4/1｠粘質シルト（一部炭化物混）�
6.｠｠周濠上層炭化物層（すでに掘削）｠10YR2/1｠粘質シルト�
多量に炭化物含み、炭化層が床部に広がる�
7.｠｠墳丘埋没時より古い炭化物混埋土｠2.5Y4/1｠シルト�
（炭化物含む）�

1
2
3

4
5

7
6

木� 土器片�

SD132（周濠）� SZ09（墳丘）�

2 40

3.10m c c'

南東� 北西�

1.｠｠弥生時代包含層：5Y3/1｠粘土�
2.｠｠粘質斑土｠｠5Y3/1｠粘土に10Y4/1Br混�
3.｠｠墳丘盛土の残存部：斑土｠｠2.5Y4/1｠粘質斑土�
4.｠｠周濠？下層埋土：10Y3/1｠粘土�
5.｠｠周濠埋土：2.5Y4/1｠粘土�
6.｠｠周濠最終埋没時埋土：2.5Y3/2｠シルト（炭化物含む）�
7.｠｠基盤層：10Y4/1｠粘土�
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SZ09断面図(1)　　図版63
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3.｠｠墳丘盛土残存部：2.5Y4/1｠シルト｠一部斑土含む�
4.｠｠周濠の下層埋土？：10Y3/1｠粘土�
5.｠｠周濠埋土？：5Y3/2｠シルト�
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2.｠｠古墳時代基盤層：2.5Y3/1｠粘土�
3.｠｠墳丘基部：2.5Y3/1｠粘質シルト�

4.｠｠墳丘盛土：2.5Y5/1｠シルト｠斑土�
5.｠｠周濠埋土下層：2.5Y4/1｠粘土�
6.｠｠周濠埋土上（中）層：2.5Y4/2｠粘質シルト（一部炭化物含む）�
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1.｠｠弥生時代包含層および遺構埋土�
2.｠｠弥生包含層：5Y3/1｠粘土�
3.｠｠SD131上層埋土：2.5Y4/2｠シルト�
4.｠｠古墳基盤層：5Y4/1｠粘土�

5.｠｠5Y3/2｠粘質シルト�
6.｠｠SZ09墳丘盛土崩落：2.5Y4/2｠シルト斑土�
7.｠｠2.5Y4/1｠シルト斑土｠堤の盛土�
8.｠｠古墳基盤層：5Y4/1｠粘土�
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1.｠｠SD131埋土：2.5Y4/1｠シルト�
2.｠｠SD131埋土：5Y2/2｠腐植質粘土�
3.｠｠SD131埋土：2.5Y3/2｠粘質シルト�
4.｠｠SD131埋土：5Y4/1｠シルト｠一部墳丘盛土崩れて混じる�
5.｠｠墳丘盛土または基部：2.5Y3/2｠シルト｠一部斑土�

6.｠｠弥生包含層：5Y3/1｠粘土�
7.｠｠SD130埋土：2.5Y3/1｠腐植質シルト�
8.｠｠SD130埋土：2.5Y3/1｠粘土�
9.｠｠SD133埋土：10YR2/3｠腐植質粘質シルト�
10.｠｠SD133埋土：2.5Y3/3｠腐植質シルト�

11a.｠｠古墳基盤層：2.5Y4/2｠粘質シルト�
11b.｠｠堤の盛土｠SD133への崩落土：�
｠｠2.5Y4/1｠シルトと2.5Y4/2｠粘質シルトの斑土�
12.｠｠SD133埋土：2.5Y3/3｠粘土�
�

南� 北�

1.｠｠弥生時代包含層または遺構埋土：5Y3/1｠粘土�
2.｠｠古墳時代基盤（1a）または(弥生と古墳時代の)間層（1b）�
：5Y4/1｠シルト質粘土�
3.｠｠古墳時代基盤層：2.5Y4/2｠粘質シルト�
4.｠｠周濠埋土下層：2.5Y4/2｠シルト�
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図版64　　SZ09断面図(2)
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1.｠｠SD130埋土：5Y3/2｠細粒砂(葉理)�
2.｠｠SD130埋土：5Y3/1｠粘質シルト�
3.｠｠SD130埋土：5Y3/1｠粘土�
4.｠｠周堤覆土：5Y3/2｠粘質シルト�
5.｠｠周堤基部：2.5Y4/3｠シルト質斑土�
（ブロック状よりは整地的に堆積が見られる）�
6.｠｠弥生包含層：5Y2/2｠粘土�
7.｠｠2.5Y4/1｠粘質シルト�
8.｠｠2.5Y3/2｠シルト（周濠最下層埋土）�
9.｠｠2.5Y4/1｠粘土�
10.｠｠2.5Y3/2｠粘質シルト�
11.｠｠2.5Y3/2｠粘質シルト｠ごく細粒砂混�
12.｠｠2.5Y3/2｠粘質シルト�
13.｠｠2.5Y3/2｠腐植質粘質シルト�

14.｠｠2.5Y4/2｠シルト（弥生と古墳の間層？）�
15.｠｠弥生遺構埋土：5Y2/2｠粘土�
16.｠｠弥生遺構埋土：5Y2/2｠粘土�
17.｠｠基盤層：2.5Y5/1｠砂質シルト�
18.｠｠弥生遺構埋土：5Y2/2｠粘土�
19.｠｠2.5Y5/3｠細粒砂（古墳後期の洪水層）�
20.｠｠弥生遺構埋土：5Y2/2｠粘土�
21.｠｠弥生遺構埋土：5Y2/2｠粘土�
22.｠｠2.5Y4/1｠シルト｠一部炭化物含む�
23.｠｠炭化物層｠（周濠の最上層埋土）2.5Y3/1｠シルト�
（土器、炭化物多く含む）�
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3.｠｠2.5Y4/3｠砂質シルト�
4.｠｠2.5Y4/2｠シルト�
5.｠｠10YR3/2｠粘質シルト�
6.｠｠10YR3/1｠粘質の斑土�
7.｠｠10YR4/1｠粘質シルト�
8.｠｠10YR4/1｠シルト�
9.｠｠2.5Y3/2｠粘質シルト（沈鉄目立つ）�
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11.｠｠10YR3/2｠粘質シルト�
12.｠｠欠番�
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18.｠｠10YR3/2｠砂質の斑土�
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21.｠｠斑土�
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24.｠｠下面注記洪水層：2.5Y6/4｠細粒砂�
25.｠｠下面注記洪水層：2.5Y5/1｠シルト質細粒砂�
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56.｠｠2.5Y3/1｠粘質シルト�
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58.｠｠2.5Y3/1｠粘質シルト�
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1.｠｠古墳後期洪水層：10YR3/2｠シルト質細粒砂�
2.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y5/2｠細粒砂�
3.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y4/2｠細粒砂�
4.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y4/1｠細粒砂�
5.｠｠古墳後期洪水層：5Y4/1｠細粒砂（葉理）�
6.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y3/1｠腐植質シルト�
7.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y3/1｠シルト（葉理）�
8.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y4/1｠シルト（極細粒砂混）�
9.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y3/2｠粘質シルト�

10.｠｠古墳後期洪水層：2.5Y3/2｠腐植質シルト�
11.｠｠2.5Y3/2｠腐植質粘質シルト�
12.｠｠2.5Y4/2｠シルト�
13.｠｠2.5Y4/1｠粘質シルト（古墳と弥生の間層）�
14.｠｠弥生包含層：5Y3/1｠粘土�
15.｠｠弥生遺構埋土：5Y3/1｠粘土斑土�
16.｠｠基盤層：10Y4/1｠シルト�
17.｠｠基盤層：10Y4/1｠シルト�
18.｠｠2.5Y3/2｠シルト�
�

19.｠｠2.5Y3/2｠粘質シルト�
調査区北東部SU11下層最下層部埋土と同じ。�
※No.18はその上層埋土と同じ。�
20.｠｠2.5Y4/1｠粘土�
21.｠｠5Y3/1｠粘土�
22.｠｠2.5Y3/2｠粘質シルト�
23.｠｠5Y3/1｠腐植質粘質シルト�
24.｠｠5Y3/1｠粘土�
25.｠｠2.5Y3/1｠粘質シルト�

（Ｓ=1/50）�
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図版94　　SX10･SD94断面図
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1564～ 1576：SD06

1564

1566

1565

1567

1568

1569

1570

1572
1571

1573

1575

1576

1574



遺物図版188　　中世（3）
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図版190　　中世（5）
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中世（6）　　図版191
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中世（8）　　遺物図版193

1751～ 1770：SD52　1771～ 1775：SE05

1751

1752

1753

1754

1755

1756

1757

1758

1759

1760

1761

1762

1763

1764

1765

1766

1767

1768

1769

1770

1772

1773

1774 1775

1771



図版194　　中世（9）
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中世（10）　　図版195
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図版196　　中世（11）
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中世（12）　　図版197
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古墳時代石製模造品（1）　　図版235
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図版236　　古墳時代石製模造品（2）
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土錘・陶丸・中世以降石製品　　図版237
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図版238　　近世瓦・徳利

奥左から1969･1968･1970、手前1971

徳利の写真

1966 1967

1968



写真図版

神戸製鋼時代の耐火煉瓦
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　１．ヒメコガネ Anomala rufocuprea Motschulsky　

左上翅　長さ10.0mm （カメ番号18；標本42）

　２．スジアオカメムシ Haplochlaenius costiger (Chaudoir)

左上翅上半部　長さ12.5mm（カメ番号８；標本９）

　３．ヒメツチカメムシ Geotomus pygmaeus Dallas　

腹部腹板　幅3.8mm（カメ番号11；標本114）

　４．マグソコガネ Aphodius rectus (Motschulsky)　

左上翅　長さ3.5mm （カメ番号22；標本12）

　５．コマグソコガネ Aphodius pusilus (Herbst)

左上翅　長さ3.0mm （カメ番号23；標本４）

　６．コブマルエンマコガネ　Onthophagus atripennis Waterhouse

左上翅　長さ4.2mm （カメ番号18；標本14）

　７．モモブトシデムシ Necrodes nigricornis Harold　

左上翅　長さ5.5mm （カメ番号33；標本10）

　８．エンマムシ科 Histeridae gen. et sp. indet.　

前胸背板　幅2.8mm （カメ番号24；標本23）

　９．双翅目 Diptera Fam., gen. et sp. indet.

囲蛹　幅3.3mm（カメ番号24；標本15）
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